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-JL11 獨诺の相 4 IJ は宿命的である。政治組織が帝政から一方では^家社#主義の全猾阈家 となり、 他 
では勞農社#主 -a の共庵阈家と變つても、阈亡びて山河ありで、地政^的の闪果關係には何の 
變りもない。兩雄竝び立たずとは、堝露の阈交關係に 4 i もょく當嵌る格- fr である c 而も攻擊の鉾 
先はいつも東から西へ向ひ.獨逸は常に受身の抵抗を餘儀 なくさせられた 一心 族心理的にも獨逸 
人は非文明とか半束洋的とか、常に優越觀を以て床西亞人を眼下に兑下したがるが、その Jft は内 
心竊に谣四亞の耵つ人的、物的資源の衆と3:土の 廣さ に對して怖をなして ゐた。さればこそ十九 
世紀の K も 放膽にして最も細心なる大外交家ビスマルクは、一面 m 太 利と 攻守同盟を締結して S 
きながら、他面露國との問に密約を結んで平和の再保險を掛ける程の愼识な外交 振を 發揮したの 
である。然るに老宰相の外交政策を踏襲す ることを潔と しなかつた ゥ4ルへルムニ世は、まんま 
> •英佛•法三國の包阐策に掛つて、遂に帝冠のみならず父祖三百年の普稗西 王冠までも棒に振つて 
しまつたのである。 

ワィ マ丄 共和制初期の獨逸 政府は、1亞 C 新 主人公たるソ 聯邦 政府 S しては、世界觀の 
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相似から自然宥和の態度を示し、ゼ丨1き 二 

させた程9親|辄した1、ヴ nklf 亦、赤 f f ?1 

辯——語って—。 ル If への反抗と11が f 雄 

第一次世界大戰 Q 終 ff •へく ゥ 1:— 

した三 II 內、それ—— g、、ilf II して創作 
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も理解し易き、殆ど同文同種とも ff ふべき英谲阐阑民が、一度ならず二度までも死闘すべく運命 
づけられた如く、 1!!: 界 Ai 大 2 {44 陸軍阈が またもや 一 ,, ijt ふか啥はれるか C 格 g を 演ずる ことは、 正に 
人類世界史上の一大悲劇である。 

獨ソ阐國の主横者、ヒットラーも スタ ー リン も、出來得る限 A 抱！： lai の衝突を回避すべく努力 
した。スターリンは^て英國必死の策勁5:斥け、親英のリトヴィーノフ外相を?1めてモ B トフを 
後任となし、遂に獨ソの佣に一九三九年八：^二十三 n の不侥略條約を締結して、世界をアッと言 
はせたのである。併しヒットラー總铳がソ11と協满する爲に拂つた犧牲は並大抵ではなかつた。 
一九二〇年以來絕叫し敁けた T ル午スト、ヴ t ルシ * ヴィッキー Q 棑璀を停めて彼等と握手する 
と云ふことは、如何に阀家利害の Q とは言へ、彼にとつては非常な克己を要したことと想像〇れ 
る。獨逸;±ソ聯の歡心を繫いで兩尚作戰の苦境を脫する爲に、波蘭. 1 i 領地の過半をソ聯に與へ、 
建^以來の誼を忘れたかの如く、手5:拱いて弱小芬；3をソ聯が攻哦するのを傍観した。それのみ 
ではない。十三世紀獨逸騎士團の進出以來營々としてバルト沿岸に築いた文化的經濟的地盤を惜 
し氣もなく拋掷して、バルト三國から五十萬に难んとする獨逸人の大帶-0 , |揚げを斷行した-ソ聯 
は問もなく H スト-1ヤ、ラトヴィヤに海、陸、空軍の堪地を建設し、昨年六月中句獨逸が西部戰 
線に沒頭してゐる機に乗じ、バルト三國5:苦もなく併合してしまつた。まだその上に翌七月ソ聯 
楮苜 0 
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.名江ょる失地の回沒に過ぎまいが 

方ならぬ脅威 I 。而も獨逸は 心中 i い P ' とつては！ 
獨ソ經 — i — つた。 I 戰產—1 ノ” q — 口 i された • 
1、大 SI * flr ^ hf —して—/威 
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事茲に到つては ソ聯は诚早獨逸に 對し遠慮して居られぬ。そのバルカン エ作は 益々 谣 li となつ 
て來た。勃牙利が獨逸軍隊の同國內進駐を許したことに對し、ソ聯は.へ，、然その不都合を詰つた。 
ユーゴース ラヴィ ヤではシモ ヴィ ，チ將軍が三月 二十七日 拂曉突如と して ク ー デタ ー を斷行し、 
同 二十五日前酋相ツヴ * トコヴィッ チが ゥィーンに 於て調印した 三國 同^加入 S 條 約を反古にし 
た 陰謀の蔭には、ソ聯と英米の 魔手が 動いたことは今や公然の秘密となつた。 而も それを®# す 
るかの如く、ソ聯は 四月 六日 ユーゴー との間に モスクワに 於て不可倭條約を締結した。 

事態がかぅなつては獨 yl + i 國の關係は冷却する許りである。獨ソー阈は孰れも新国境に沿ふて 
要塞線修築の工事を熱心に進めたが、ソ聯は次第に大兵力を阈境線 re 集結し、獨逸側でも負けて 
居らず、自然に一觸卽發の形勢となつて来た。 • 

その上痛く獨逸政府の神經を苛立たしたのは、ソ聯の獨逸國内赤化の運動である。ソ聯は一昨 
年八月の獨ソ权携の當時から昨年のモロトフ辞談 sfcfi までは、獨逸に對するコミンテルンの赤化 
工作を停止してゐた。然るにべルリン待談が不調となるや、ベルリン駐剖の大使を•史迭し、デカ 
ノゾフ外務ん民委員次長を現職の钹駐獨大使に任命して、盛んに獨逸赤化に乘出したことは、恰 
もブレスト • 9トゥズク媾和條約 M 結の； IH 後、當時の駐獨ソ聯大使ラデックが、外阈使臣治外法 
權の特權を惡用し、大使館を赤化宣傅の策源地として、遂に獨逸の銃後を革命にまで導いたのと 
睹豸’ 五 
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同工異曲である • 

斯くて獨ソ間の緊張が加速度を以て驚に向つて進んで行つ、^^^^^^^^^^^^^ 

1 ' IX ! — A ^ 

1、墓穿 ff 、 スチ… I 1 S く 一 111 

てし？に謀議一決したとの諜報で—。今や一刻の靈もならぬ。 拏は f 投げら L 
た。ヒ"トラ-—は六月二十二日陸、海、1軍に向つてソ聯靈の出帥を下令した。棚 f 
戰六晋。士一月八日冬季停戰の聲 g での戰果と、その間に起つた外交上の推移—こと 
が本*の目的である。 • 

1 ニヶ月で— ef 專 f 塞 g したのは、いづれ新聞關係の無塞な 人で あつ— ぅ W 
それにしてもソ聯軍は善く戰つたと言はねばならぬ。三百八十萬の捕 ff れ、二萬一千の戰 
»:^を失ひ一萬七千の飛行 f 擊破されても、猶未 S 志を喪は ず、 S 冬將軍』の來援を得て 
漸く If と： S 來た蒙 S 抵抗力 S しては、敵な f も天晴と獨 If 期して 一 
先づモスクヮ攻圍の陣を撤し、1を短縮して冬季の休養に入らんとしてゐるのである。 

然—獨ソ戰線に於て獨111決心を發表したその日、叙聖文武なる I 陛 

下は、米— ¥1 戰 SI “ふて、諸大 f f 黨大 f g し g で—。 


また我國は十二月十一日 s 條約 y ょ if 强化して、互 SS 和— t とを約し 
た。而もソ聯 に對しては武装中立の態勢を維持する1である。飽くまでも平和に f とし S 
忍 S した帝 SC 態度を『與し易し』と誤認して、遂に 眞珠 S の 5 に 太平洋艦隊を 全滅 せら 
れ、—英遭洋議 S 主カニ管 S せられて S 狼 W する S 臭®で—が、チ丁チ 
ル蕃相が—し I N トンに T ズヴ - ルト大統領—ねて菩_する S 何であるか 
獨逸〇一時的退陣を好機にソ聯を ABCQ 反2一陣 S 引張 ns 、 旣に南に於て破探し S 日包 
圍網を、北に於て彌結せんものと、焦®すること想像するに錐くない。しかし英米からの援似 
が市过問題として到底 望み维くなつた 今日、 骨の蹄まで 現寶 政治家であるクレムリン 宵裡 のソ聯 

慕者が、英米金裘治_裘 Q 冗5 S ら•ルて、日爾强■相手に證作 S 愚米に =■ 
づるとは怎ぅしても考へられない。寧ろこ si 然と前非を悔ひ、資本主請¥斷つて、曲り 
なりにも社礎を全ぅす t とを試みた方 S 明な？はあるまいか。これが明年に料越された課 
題である。 

木 書は日々 稿を taIT たので政治^では旣に陳滅て k す f のが無 v > でもな v >-。 軍 As では"誌 

の震を採つて獨窗蝥 S 令部•震の公？採錄 して 之に拙ない 解 管加へたのはドクト 

ル • H i 匕 • ムラウス キ1少佐の名著『西部戰線 S 破』 S したからで—。唯シペリヤ链 

七 

緒言 H 


« 苜 

i く不可能— I 、我— i —多いのは洵 
p ur f #1 は—、11 

最1私は屋大使 If ク.レ，チ，, T 大佐に對し、 i の ■1 

H の I 。 —— ill — II れ I 、 そ if 

錄する ことを請ふたが'1武官は之を許されず、寧ろそれを資料に用ひて私の戰+美ナ 
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獨ソ戰爭の政治面 


-,.;' I ',; 一九®一不一^日の午後、仝世界は 1 S 擊的の衝動にあつと驚いた。まさかと我も人も思 
つた獨ッ .( fflwp ^ 命货酱勃發したのである。暗雲低迷のニケ月。息詰まるやぅな緊張が獨ソの間 
に漲つ V -、歐釉諸 E は t 痛な低氣壓に包まれた。 - I ユ lml ク電報は頻に獨辦； r 取衝突の報を打 
フ電 mt クヮからは政府通信機關のタスが獨ソ兩政府間には何等の紛箏もなく、 
談判 も亦！^ ^: れ忙ゆセ7と、英米のデマー掃を試みたが、誰も彼も半信半疑の態である。獨逸が 
^芙決戰0矢先节'''1^と戰端を開くやぅな3險を敢てするであらぅか。しかし數週この方、咖 
國代に戰備おさおなかつたのは事賁である。ソ聯が百五十八箇師の大軍を西部國境へ集結 
してゐたに對 U 、 獨逸側も百二十五箇師を锒中して萬一に備へてゐたやぅだ。いやそれ許りでは 
ない。數箇師围 c 兵が芬蘭の北氷洋岸へ派遣された。希 ia 駐屯の獨兵が北の方へ引揚げ、伊太利 
兵.代つて守備に若いた。羅馬尼駐屯の獨逸空軍がベ，サラビヤ近くへ移駐したなどの報が MA 
逭人つて來る。戰爭の息吹が犇々と身邊に感じられる。 

然らば1534•體何が獨ソの間に論議されてゐるのか。說を成すものは誠しやかに云ふ。 

獨ソ載爭の政治面 三 





政治 篇 • 四 

一、 獨逸はソ聯に對して n - ヵサ K からの石油供給加を要求してゐる • 

二、 またウクラィナからの小麥の供給增加を要望してゐる〇 

•三、そしてその實行を促進 T るために、獨逸人の監視と協力とを提議した。 

と一•ムふので ある。 これは有りさうな 想像說 である。バルヵンの資源を手中に收 めた獨逸 は、自國 
の— £つて S めて 樂—り f 。然し英 鎖 S む 1 として 觀る 
とき、 諸 威 、 nif 義、佛蘭两、西班牙の四阈 は rl 下 核 度の 食糧難に陷つてゐる。 法 # 的には 戰 赛 
國獨逸 S 任がないと 嘯く ことも出來やうが、實際問題としては非常に重大な人道 問題で ある。 
わけても内耳義の食糊難は難监を通り越して、悲慘な狀態である 〇同國 はもと もと食糍に於て海 
外依 rf - の s 柄で^ • つた。それが 戰带の 慘禍を滿喫したのであるから、その窮狀は眼 も當 てられな 
い占領軍 ^ 局は無論域 ^の努力を惜まないが、中々行渡りさうにもない。殊に目につくのは幼 
年兒東€榮華良で、これ S 代 SS 肉®的證にとつて -sti 心5ある。程度の差 
は—が、佛嚣に於ても西班牙に於ても大 ； g 小異で—。菜利 S 戰の 震卺を 打つて 一 
丸として之に拮抗し ^ るた めには、 統計表の上から見てもどうしても 露 西亞の 加勢、 わけてもウ 
クラィナの餘剌殼物の融通が缺くベからざる必要條件である。この見地から考へると、 獨逸が ソ 
聯に向つて^物供給:1の增加を要望した と 云ふことは、恐らく あり 得る ことと Pj 3>0 然るに 讀者 









の熟知せられる如く*诺西亞人は天性極めて圖法螺で2>る。約束はするが實行は往々伴はぬ弊が 
多い。そこで獨逸が監督の爲めに吏员を派遺して協力したい、と中込んだと云ふ 2; ともあな勝ち 
考へら> 1& ことではない。然しこれ等經濟的の要望をゾ聯が受諾しなかつたと云つて、それが 
戰 J 原因を構成するであらぅか？ 

5一九三九年 S 八月、獨ソの間に不侵略條約が締結されたと云 f とが、もと—無理であ 
つたのであ石。不俱戴•太の仇よりももつと强く佾んでゐた共産主義ボルシ*ヴィッキーと、國民 
社命主義^?とが握手したと云ふことが、抑も摩評 f 可思議の骨顶である。拓鹿•止返な獨逸の、、、， 

へ ル (愚 S 者の代名詞)は夢中になつてあの條約を謳歌したが、クレムリン宵裡の苜腦者は豎子 
輿し姑し と 赤い舌をベ ap と出して 北§£笑んだに相違ない。爾来一年有半、獨逸は東に波蘭を 
屠り、 西に 佛蘭 西を倒し、南に 於てはパルヵンを M し、 今 S 後 SS 英 M と 生命を賭して If 
雄を決せんとしてゐる。然る 1 C ソ聯はその 問、 鬼の «• ぬ間の洗灌と波蘭の束半を 呑み、 ^蘭を降 
し、バルト 沿海三阈を併せ、 ベ，サラビヤを奪 ひ、 •おまけに ブコヴィナまでも 嘗めて、 約四十五 
萬平方キ n の領土と二千三百萬の人口を併呑してしまつた食慾の旺盛さ加減は、驚.<に堪へたり 
と 云つ てよ い。 しかも この火事場泥棒的領土擴張が 、獨 逸の寬容と忍耐によつてのみ rf された<1 
とを忘れて、證のバルヵン制费に對して公然反抗の態度を示し、大兵を獨逸の,^境£結して 
»ゾ載争の政治面£ 


六 

反樓の f S し出し S で i 。 置 s 、 isf 重ねて來.^，トラ 1— も、遂に 
堪忍袋 Qf 切つて茲5去11$ sf 淸览して、果然ボルシ H ヴこ T 打倒 Q 聖戰こ大 
11定めた。六月二十二阜11、ゲッベルス—相をして左の t 
嫌させてソ聯に對する宣戰に代へたのである。 

獨逸國民に對する匕ツトラ—緦統の布吿 

铒逸 S 諸 f S 社 In 諸君！ 

If 一産を！、—唐意 f If 。一—11 

UJL 5 P 5:穴した。彼は缺洲 sg に封して戰1むことによつて、 1 SI 421を 
f 篆 e — sf とした—る。1數 If つて— i し. i * を 
ゎ5た- ■ S 英 Sts 助5て佛 S 西4ひ二，世 SSS 一九一四年よ上九 一八 tf 

世界§中和 sli てた。—獨逸は只内的分裂によつてのみ、敗れたので S たが，そ g 果た S 

«に！き念であつた。篇人は先づ ssg 手—相ひて、—が和1にその政府に封、 

ずも - v で— f 」 s ^ t が、®逸 S が武器を S する 
S 手し S である。『世界の中に二 S 人だけ S 人が Is — へて言へば—%人逸 
箱塗 i 移 f |少せられねばなら—のこと—た、 ii 治家— 









•か 文字 通？ 1 ss . 1£1 と 1峯？ S とす論§會表.〕述動が開 

姶されたのである。我が阈民はその艱 «!* 悲 S - M 辱3どん底から抖び起ち上つた。だがかかる發嵌は英幽 
に何の保リもなく • またその这に何等脊威を达ずる如きものでもない。 

獨逸に對する新包阐政策は*忽然として獨逸に對して燃上つた僦惩より生れたのである。ユダヤ人、民主 
主義者，ボルシ*1ゲィッキ|及ぴ反動主義者は，ありと凡ゅる手«を邀して新興大獨逸詾家の建^を妨寄し， 

1 g 逸阕民を！4び無力と悲慘のどん底に陷人れんとする共 M の B 的 ic 向つて邁進した。これ笠 lit むべき®際的 

险謀は， n 々 3 段を最も W 難なる P -3 乎 i — 生きんが Is 心載-によつて £( 得ねばならぬ我々以外の他の民族 

こ對しても亦向 (T られた 3 で- «. る。何よりも 世界物 S の分 fffi lcw らんと欲する m 太利 i n 本. 2 播利も « 逸 
のそれと !•>] じく拒否 S れた。 I これらの摧利は公然と抹斥を被むつたのである。従つて C . れらの民族が相 
一^こ is 合した - j -K 亡』と a . 全世界に蟲る这と S 力备社3#迫に對する、一®?0衞羞に遇ぎ 
なぃ〇 , 

米阈篇食外突委 U 會に聆けるレオナ—ド•ゥッド將¥の證. ulcg ば•チヤ—チル君は旣に一九3.六半に， 
jg 逸は押び强くな”遇ぎるから_減せねばなら2と言つたさ-*"'である。一九三九年の®、英®は包阳政策心 
再現によつて、 PF び保逸 lo 锼滅に籴出す時槪•か到來したと S 惟した。この B 的の EIC 勘 U された tfslllifi 部けは 
也 K 族をして、彼 , SS •か®逸に. it 成されてゐる如く思はしめると|>>]時に*これ^の 6? fui 族をして世界大' t •，: f 時 
と：一:じく’英^の保降と按助の約苫によリ’獨逸に反對して武器を執るの準傭態度に出でしめたのである。 
英 N は斯る方 iic 手 RIC よつて一九三九年の五月よりハ月迄の問に，世界に81ツてリトァニヤ、ラトビヤ X . 
獨逸35民に對する t クトラー a 統の布吿 fc 


家セ及びゥクラィナが“ g 脊 5 下 s —宣傅したので t 。 これ SB 

UWIC 会！•斯—共に提供さ£英5保障為 S け S で S 。 斯 

gills ?- 1 ST -?' f tls ? ^ ^ H 

sikm 

歜最大 SB に射しても安、—ふべ < s なる萆明を發する#務を 感じた。 

d 社— gf . 乏奎が£1余に4て f t I 如何 s ? i であつたかを，諸 
君 I らく？？会ミ羞 V 盂して歎 SS い5 とは！、然るこ 
H パ!！" fT — 者連は.—十重 ii み！，全 i 放火せ: 

たこ卜、;|,け£し|未|てそ崖|_理想及ぴ期育雪亞へ移植せ-^試み 

ポ ごジィ ぶ——等は 我 i みならず S 諸し，單にィデ 
がミ。赤色みならず史に武力を以てその S を押付けんと欲す f だ？棄てたこと 

R «な- V 赤1 sf I ム SS 何念 r ない。之 S し 5 ii 

”會 MrwL # f 路 tg した…はない。而して我が S 生產機1 f なし S 逸 wi 内に 
I たのであつて、この新秩序こそ啻に失需姐を打開したに止らず 

crH 力 — し Is 寿。 II 濟的、1^の 

——1( g — 同®— f を 

的 f 念であつて*其成2全世界に於て唯一無二と51 ではない。 









かるが故に余は深慮熟考の末*一九三九年八月外相をモスタ VI - 差遣して，英阐心包阑政策に對する反對 
H 作を試みたのである e 元来余がかかる行動に出でたのは、«逸 HK に對する余の责任感にょるものであ 
る。余は斯くする ことにょ つて W 往の輕減と我が19に對する應迫の恒久的 tt 和を希つたので，然らざれば我 
我の犧牲は 益々 加重されたに相連ない。 « 逸は モスクヮに 於て 9 卜 T ニャ 1: 除*'前記の諸地域並に諸 S は 
* 逸3政治的*!域に舍まれざる旨を嚴*に寒明すると共に，英國が對獨職平に乗り出して來る場合に關し特 
別の協定を締結したのである。 

一! K 社# mna 君！余自らが晒はしきものと思ひ*且又*逸人の S にと思つて締結させた本條約の結果 
は、そ SWK だ W 難であ9，就中前記諸 S 内に在住してゐた W 逸人に i つて頰る難儀なものとなつた。小 
£、手工業者*勞働者等五十萬人を遙に趨える®逸人男女は、住惯れた土地を1夜の内に立退かねばならな 
かつた，第 1 U から無限の苦悩を彼等に興へ，且晚かれ单かれ完仝に彼等を It 滅すべき#成ある新政«の下. 
か r,R れるために。それに4拘•ず敷千の獨逸人は行方不明となつた。彼等が其後どぅなつたか、一切手掛 
りがない。その内には百六十人を超える«逸2籍を有する男子が含まれてゐるのである。 

余は C . れに對し一切沈 K する他なかつた。窮 M する處、最終的に K 張を«和し、且出來得べくんば獨 y 間 
の睹 * 案を微底的に調整することが，余の唯一の希望であつたからである。然るに我が軍の洩蘭進華中， 
ソ*首睡部は突如として vhT - l ャを要求した。この要求たるや微頭徹 M 協定連反である。獨逸 N は未だ苷 
てリトア ー I ャ占領の 意 H を有せず、 且 X 斯る耍求を同闺政府に向つて提起した C . ともないばかりか，當時 161 
w « 政府- 2 對して « 軍の9卜 T -I ャ進駐權を要求することすらも之 S : 避けたのは，それが®逸の政策 q 的に 
* 逸 H 民に 對 する t ブトラー總統の 布吿 九 






ii ら r — し J 4 t 。 それに為らに—した 。 f 5 れは、 ま 
たも Ts—.f 1知ら f — sf .Kf 2た。鋈 S け 

余は西 sss ? s を提？た。•かこ S 議 SIS 雲 sf よ？ f れた。こ S 
絕の馬 2 そ备時旣に湯％.相 4 らず二？\と：^秦む§諳蓉&成を可 21 す| 

f つないでゐた黏に求めざるを？かつた。故に英 S 府は T •スタッフ*-ド•クリップス(英 si 
主義者〕— K ? へ S す—とを決？£で|。 s 大使は—鑫して ii 英 s と 3 器を S 
L ， 之—向 s < y2B§f ?た 。 sir I 抑 SS - 的 2 によ上〇られ 
ざ f ff 泛つ—?域けた。一九！ I 一九 SS び一九四 0S 春 SJSI 及び 

sf ” 防— J ， 货に f ssf ¢1以て S づけた。而 JSI 只® 
逸に？て向けられたものである。何 £2 — てパルト海問域に si なかつたか4ある。 

やがてク m ン S 人公 SS 一步1 めた。 一九四 SS 1 が所 SSSM 神！^リ 、 K 
部 S 方面より2兵2大部 f 引 浮 SU 反して、： VI 力 3 集 S ， 當時旣に對 Jgs 皇做さざ 

る—ざる程强化され，〇に至つた。モロトフの1依れば，一九四0年の—にはパルト—だけでも旣 
に】：十一篇 5 f , a た。： VI 府が•こ S 3 前— S 住 SI 2 よ If れ S であると 
1 * L 班けて来たにも拘らず， I 兵力駐屯 S 的は，— g 以外 gt 得なかつた3である。 

我が軍が一九四 C 年五月十 H を期して西部—； t 指七て進？開始し5、强力なソ S — は我が攻 








..境に於て継えず#«的理度3:採つた。それ故に余は一九四0年八月以來，過去の«役に於て旣に«々兵火の 
ft に荒梭に庳した我が東部#^を、^力なるボルシュヴィ”キ—師 S の Ife 結に對し，これ以上無防傩の儘に放 
S することは«逸の*益の爲に不可能であることを認めざるを得なかつた。以上.？措莳は出來得る31リ多敷 
の»逸¥隊を柬部に釘付にせんとする英ソ協力の效果を狙つたものであつて、それが©に«逸¥最高司含部 
は•西部戦爭？迅速な£終結5:期するために*多量の飛行機を西部®輾に存 K する C. とを保證し得なくなつ 
た程である0 

このことたるや英38心目的のみならず、ソ聯〕政策に4亦合钕するものである。英«は勿論ソ聯も亦，出 
來祕る限りこの戰带を妓引かせて.仝歐洲を無力弱*化せしめんと欲するものである。ソ瑚の鞔 feM に對す 
る攻孽的態度は*柬南»洲に於て重要なる新基地を捶#し、段洲大随に於ける經濟生活の破锼を目捸とする 
4のであつた。獨逸は殊に1九三三年以來-不»の忍射を以て東南歐洲諸阑を通商の相手阐として獲得せん 
が S に多大の努力を傾けて来た。我々はそれ故これ等諸 W の W 情が笨凼とな =>• ょく杻嫌されることに對し 
多大の ES 心をもつて居る。 y 箱 S »馬尼に對する進出3¢-に英帘兩 N 間の密接 C る K 5 体は，これ等の地域を铋 
期間内に一般的戰場と化する It •か多分にあつたのである。我が國從來5政策に反して余は、事物3斯る逸 M 
に對し责 任ある 躱ル尼政 IflF の懇諦に對し，平和)炫にソ«の耍求を納れ 、 r ッサラ ビャを割誠すべき旨を勸 
吿したのである。 

然しながら！ i 馬尼政府は •« 伊兩國がその代位として、尠なくとも探 ^ M 領土の残 U の.地域に對してその 
保全 i 保 W するに非ざれば 、斯 くの如き措溢につき自 SEK に向つて贵任を執9得ないと信じた。そこで余は 
«逸：21>;に對する^，トラー璁統の布吿 r 


結 f s - Kt - asf こと—意した。 jg 逸 tji 度保行？以上は，必ずそれ i ? る 4 
S である時期旣に晚きも余は、二 Q 重大なる逢任を引受くることによつて、こ®地域の平和®®に貢献し 
たと信じた。然し本問 f 设底的に解決し、併せて#え VKS 2 S ? 苫集結す f とによ？ 
我 S に1を加へんとするソ S 對和鹿度を S 明するため，余はモロトフをペル リンへ招請した n 
ソ«外相は兩阈間の協定を M 明するため左の四問を提出した。 

一，問。‘が！ ii を攻擊する場合、 is 羅 保障は‘ S しても效力 f る念な り や。 

答。獨逸®保蘿明は一般的 S も3であつて、—は之に對し無嵌件にそ 3 — を§するもので t 。 
そ S 由として tr 々に對し，1すビャ以外 sf 尼に對し 5 S をも持た41 
1聲5し ££ i ? ある。それ故余は、： V # が u れ以 - Hf 尼£し野心， W 有す，0も3とは 
考へない。 

一.問。 y 嫌は又して，；，芬蘭から脊威を感じだした〇ソ雄は これ 以上事瓱を II 忍し得ざることを決意した。 

揭逸は芬蘭に 射し 一切 3S 助を 與へず、又何よりも先づ芬 g を 通過して キル ヶネス方面に進駐中の獨 
逸交#部隊を 撤退させる用意あ D や。 

答。«逸は芬蘭に對しては今後共何ら政治的利害を有するものではないが，ソ«が芬蘭民族に對し又も 
や S を挑むことは•到底和逸の射へ得ざる所で t 。 況 S 逸は， i が芬蘭から S を 受けつつ 
ありとは、 S 信ずる ことが出来ない。それ g みな.‘ず和逸は、又してもパルト—が新 i と— 
ことを好玄ぬ。 












三、問〇モ b トフ自身 •/ 麝が勃牙利王の退位を迫 5.lsa なき旨を铵約する場合，*逸 U 勃牙利に對するソ聯 
の保障.及びこ to 目的の fi 勃牙利への y 嫌：卓派遣にする用意あ y や。 

答。勃牙利は一獨立国にして，獨逸政府は勃牙利が y ® に對し何等かの保 Rf を要請した市. Kf 乃至は 
*&尼を通じてこれを»逸に要詻したことも聞知してゐない。»«逸政府はこ3問題に鼷しては、^ 
盟阈との協謓を必要と認めるものである。 

問。ツ驥は事情の如何に拘らずダーダネル K 海映の自由通航を要求し、且これを保凄するためにダ—ダ 
本ルス及びボスボラ K に沿ふて若干の重要なる基地を要求せねばならぬ。獨逸はソ«のこの意 M に* 

• S を表するや。 

答。獨逸は何時なりとも M 海沿^ H の利益3爲に，モント〇丨條約の規定變更に M 意する。然しながら 
獨逸は • 芘西亞が前記海狭に基地を占槭すること K は M 意し難い。 

國 K * t # 黨 U 諸君！余はこれ等の®問に答辩中も*獨逸阐り责任ある指導者として*また歐洲の文化及 
び文明の使命を帶びたる代表*として採ることの出来/;唯一の態度を執ソた。その結果ソ®は愈々反 ffi 行 ill 
を旺んにした。その中でも卽刻班馬尼圉を内部ょ G ias せんとす S 陰謀*於に寅傳工作にょ0勃牙利政府の 
位2を搖がさんとする企 Hi 開始する 1 C 至つた。-1«迷且未熟なル—マ-- t - •レ ギオン (嫌衔 M を意味す)指 
導者の S ! をかりて*同31内にクーデターを企てた。それは M 阐の指揮者アントネスタ將軍心顚藿を目的と 
L ， 且必然的に®逸の千渉を誘發す- <• き事通を fll し出すために、 Ms 内に無政府狀葸を*らさぅとした t«o 
で，あ&。それにも拘らず余は，依然之に對し沈默を守ることを以て最美と認めた。 

獨逸！ BKIC 對する t ブトラー球統 »!-» 布吿 一三 

__ _ _ nk _:_ K ____ .K: >1 , ... . , , i 


期る— .ハ失敗に wtsK is は又も51ぬに S た 

U 1 I —— 卷 S #!—— 1 

車味も？力2に駐屯してゐなかつたことは，我が栗 sf 熟知する所である。 

凡ゆる—化しと— f ず.英 f 締結せられた si 存在—定的の—が f 
あら-それは n - Ti ヴィこ突？件によつて明.□になつたと S てよい。余がパルヵンこ於ナる 
終3的和平— SS 力を g 注し，3リ is との1の下にユ— TJ 1 資して*三 
网1加せしめんとし£屮に英ソ兩 Is 陰 fi * S 旣 SS と—の用 f 有したュ丨 
T 政 f 一 S 中に2すべく、ク— ? _が企てられ S で t 。 今 U ? は • S セルビャ人心反® 
クム T を S んだも S * I だけではなく、寧 I とし5?あつたと一 f を、我が1人こ 
知•しせ5ことが出來る。 

我々がこれに對して W も—ジてゐる問！ r ぷ S — は更に一步—めた0 I は f 7 i 
起 U ただけでは—せず，较=2|の新しい臣下と念よく知れ S た協約を結んだ(四：^ S ソ 
rh -1 pi *< これはセルビャ人をして、 gf よるパルヵン和平工作に反抗して、 S 敵 S 意志— 
化せしめ t した i である。斯る工作 S ひ所は決してブラ！一/(純愛)ではあ”？い。モスク 
ヮの耍求ナる/ vr はセ r ピャ取の勤 M であつた0 

余' ts 」 及んで f i し 1 25 に？て.クレムァご有 S は一.— t . 

11 。 f f 3含」— f 誉 i ん壽•サ i —」 て—、液 


















行機、? S 藥其他 3 軍苦資材を供拾すべき約束 jc 與へたこと K ついては，®逸政府は確たる 31 據ぶ铽を捤つて 
ゐる。一 g もそれ•か货衬せられたのは，實に余が時^5平和的解決に寄與せん4のと*::!本3松岡.外相にソ® 
との緊張絞和を炫慂した心と铪ど M 時であつた。 

この y 取とアンダ0サクソンとの淦3*か失敗に終つたのは*偏に我が精銳部隊心スコ'フルヱ(ユスキ^ブ：> 
への神速な押摩と， サ a-I 力 1疾風 iii 茁的攻 蜻のお险であ. C 0 然るにセルビ>空：本の將拉はゾ聯に逃れて， 
同® に於て MsaN 人として迎へられた。彼 . 1 -.v ijt 獨逸 を« 南歐 心硪闘に - T : きつ ; t ••今年 St 中かからせて * Jt 問 
«伊兩國 の . a の极を止めんがためにゾ®: 卓 K ;- ハ 集結を 完了し， 英阈 との緊密なる 協力 is に北米 合衆 阕 2 支 S 
にょり * 赤軍の 職 R 準備を完成する棋 D であつた"この LtlsE が水泡に蹄したんは，一にパルヵンに於け る M 
軸側の迅速なる勝利であつた。 

斯くの如くモスクヮ政府は柚；}て W 劣な手段で•我が阈 i の友好關保を裏切つたのである。クレムリンの 
有力表 (1 .罹&记や芬閉心&今と )»] じく*及後り辟 l .: J まで平和と友好の假： ■§ を拽つて，無枭を裝ふ绍叨と否 
定とを以て Btra を瞞涪したのである。余は今迄2:阐心取愔に餘偁なくされてひたすら沈默を守つて來たが， 

これ以 k 执手份觀するならば*汆は锔逸鉍«44に仝歐洲に對し罪を犯すこととなる屯大なる時期の到來した 
事を知る。 

現在我が阈垸には約百六十箇師團の yJleyi が集結してゐる。傲 Mliil 來、 M 北地方ょり糴：5尼に至るまで越 
境 ilf 件が頻々として行はれてゐる。ソ联抽行士はこの阈垃無視をスボ—ッと心從てゐるが*惟ふに^等はこ 
0地域の主人公氣取でゐることを沁示する？2リらしい。現に六=:十七：：1ょり十八口の夜にかけて，ソ聯侦爸 
«逸：3民に對する1;ットラー m 转の布佐 - E 


& は 再び@—2謹し f 長時間— S 我—れ S ? る 。 ssis 
pT の形1 f モ K 5 2於け KM ダャ 9本？？發1 S して、 WS 
手段を講ずる必菊を生じた〇である〇 

獨 is 君，•今や前古—壯大にして Is の移動が行はれつつ言のでぁる。ナルて 

ック S 裳 SSI く手—?北氷洋2立つて t 。 g„,c 領し会 SS 

は、彼等の將_に率ゐられ—の自由 SS 起せ1と共に • is 土を—してゐ气北よ東 r 
n シャより南は力 i 卜山脈に—マ我が師 5 isf 守備して I 。 r _ 卜， r ナウ f 

蓮よ — 毫譽キ Isiilf f ク f— siL} 

liizH . il けではない。111全，—々！_ぁる。 

それ故に余は今 a •獨證と INSS を再び我•か兵士 SS ね t — 決？た。我 S 主なる神 
よ、希はくはこ3最大なる戰 g に於て我 S 上に加？らん f を。 

一九8!一年六月二十二日 

右の— と同時にヒット T — 21率—、東部— の將 卒に對して同文の 布— 發し 
『獨逸裘 兵よ，•かくて I は將に重大にして決 Ig に5て突進せんとしてゐる。蓋し全故洲 















の運命. « 逸3£の將來及び我が民«*6»興唆は*今や全く諸君の手中に委ねられてゐる。我答の主なる紳よ. 
希はくはこ5费鬨に於て我等珐て心ものの上に加褢あらんことを。.！ 

ソ聯邦に對する獨逸外務省の覺書 

獨ゾ開戰に先•たち、獨逸外務好は左記の覺書を發表した。 

獨逸碑とソ聯邦との間の櫬益の調整を！5らんとする希望を以て*和逸玫府は一九: S 九年®ソ塒政府とり明 
に交渉を開始したが•一方 K 族國家に®し*之より生ずる m 利義務を掩荔する^家と、他方世界革命 
の傅播、卽ち民族阈家の崩後を企阐する 11 5ンテルンの一部として'*|:- 1 黨によつて支配せられる阈家との冏 
に諒解を成立せしめることは*容易なら2饵業であることは明かであつた*それ K : も拘らず«逸政府はゾ* 
致府との協力を決怠したのである。 

獨逸政府はソ聯 N 内に於ける或種の^愔と* 2:氐网保 1 C 於けるソ葙政府の5¢毬り挞 E により、この原則よ 
5離れて、挱なくとも他阐 K の崩*1*を H 揉とする從來の方 iti 後止することが可能なるやの感を深くした。 
かくて一九三九年八月二十三日不枝略佐約、つづいて M 年九 J 1 二十.八口には甬3 Era の S 境 A び修交佐約の調 
FP を見たのである。 

事！ K 獨逸政府は，ソ璣との不枝咯作約締結と jt に、その對ソ政策の根本的變更を斷打し、钳來サヴィヱー 
卜聯邦 H に對し柚めて友好的態度を執つた。崧逸_政府はソ»との冏に締较せる嵌約の文屮は勿論、坫神を 
trh ,1 :'- JI ; に镫行した C それのみならず，獨逸政府は波 M 征臌に血5:沭して、ソ*に對して拉3£以來の外交的大 
V 梅邦に對する锔逸外務省の进！ 一七 





成1 tgst 。 S て 8:1 裒度であら ぅと信じたの 

は2漂であ s 。 f—tr 5蠢 . A 1? 会ミを、 SS ら244<3し5 

である。 

事#上 nits 本條 S 笤15， SSZS ? 活 f g 始した。これ S 逸本闻に限 
らず、®逸と友好關係に在る諸5效に13占領地域にも及んだ。公然佐約に連反するこ|避け、そ 
の方法に用意周到にして巧妙なる®裝を施した。；^ — •ベ-•ゥ—長官クリ n フは系致的にこ q 工作を指梅 
した。‘外交諸機關，2ブラ-ダ5嫌領事前は、之に對し重要な按助 S 割を试じた。コミンテルンの 
凡ゆる打— S 1 行？ H し5,贾— SSS 料が St 。 I 專 SKI 内で，サ 
ボタ ilssR 及び角裘を製造するサボタ-ジ上國が§された。斯の如き除謀は、射なくも十六嫌 
以上 S 逸當に S 5行され气ツ is 人5本 sf 際しては、ゲ••ベ..•了 g 目的 S 
に利用すべく、極めて FK 劣な方法を以て彼等を誘惑せんと企てた。 

獨—以外5して行はれ5 S 打後 H 作は、1と友好 s ! i 在るか、5 i に依？ 
占領せられ て 1 5,0 證 f 及んで t 。 例へば S 尼 25 ，‘から持^! i れ S? ラにょ” 
同 E 内3凡ゆる S ? 鋈 S て g 2§2 f 雜ひられて - Q た。一九§年 s!i 土-' H - K ラヴ 
ィセでは、ツヴ K トコてツチ政府とぺ i ン及びロマ—問 S ばれた條約に對し、抗？ょと呼ぴ掛 
けた S ビラが撒かれた。アグラムに於け1會では，東南§巴全部は‘ SS である、やがて 
1 が S 的 8 S れ ss 、 i?f s へられた。ニグラ-ド？#公使^* 














で、源をゾ « に發した此 M . JC 言の證撖文抜が « 逸本険？手に人つた ow 牙利ではこの a 心 VL 傅は殊にルテ— 
ネン人(ゥクライナ人と!. ■] 族.> の問に裱められた=反«的®動の特に活潑に行はれた5|1ス0デキャと芬 
mJC 於てであつた。佛， C ， «の諸阈では占領：永反對の！318に骨折つた。®逸球钎府治下の彼 Ki で 
は，巧妙な假面の下に！3動工作が行はれた。希！！が供軸阈に占領せられるかせられぬか1 C ，早くもソ聯. K 傳 
の魔手が伸ばされた。勃牙利では三 S 5 M 盟參加に反勤、 y « の保^嵌約賛成の寅傅が盛 1 C 行はれた。羅馬尼 
では鐵衞 M 部內3 {„: 傅にょり，又：！：國指券者速、就中嫌馬尼人グ n 丨ッ T を搡つて本年 一 W 二十三 U の叛» 
計®が行はれたが、その If 後にはモスク V . JO ボルシ*ヴ'ッキーの手が働いてゐた。これ等の陰謀に對しては 
動か L 難い證據が擧つてゐる 。， i I ゴ IK ラヴ/ャに關しては* MW の使抑ゲォルゲゲィッチが*旣に一九 
四〇年五月モスクヮに於てモ d トフとの會談の中に，ソ嫌が獨逸を以て明：：：に於ける鉍大の强敵と? f 做す旨 
の確信を抱いてゐたと云ふ確證を®逸政府は? g つてゐる。 

以上の n 明は，歐摧巴に於けるサヴィ H 丨卜®邦 W の夥しき反獨惡 5*¢ 傳の rt - の、ほん心一部分にしか過 5 
ない。 

V 聯との協定とか y 項の聲明とか云ふものは.何れも. H'i ilt の通りで、載3の進むにつれて益々明，；： i なつ 
て來た諸車. w / cfia して觀6とき，仝く故.•滅3詭計や僞醣！ i 過ぎないと云ふことが明瞭となつた。友好嵌約 li > 
締結はソ«にとつては單に戰術的の謀略に他ならぬ。この嗲«:は.べルグラード占領後：1:地のソ«公使盼内 
で菸 M せられた婼西： JS . 語文-^屮に、次の如き- a - 葉を以て赤裸々に表明されてゐる。 

『廿ヴィ H 丨卜麝邦！ K は期判れば統治するで あらぅ。 梢袖國側は著しくその兵力を分散2せた。故にソ« 
V 麻邦に對する獨逸外務： «■ 3«盡 一九 


邦は突如として搞逸531拏の舉に出でるであらう0』 

I ク X i 政府41泛4?平和と友詰2裡！ i 生活す f Is て ts 亞 SS 
萆に從はずして、蔔來2ルシ*ゲイッキ-慣用 q 二枚舌政策を1して•重大な f S 込んだのであ 
る0 

ソ斕の致策は*専らモスクワの兵力を,北は北氷洋から南は M 海に至る地域に亘つて、西方に推し逸めん 
とするにある。この發 M の手始め•として • M スト -I ヤ、ラトゲイ +■ 及びリトア - I *. との間に所^相互按助條 
約が转結？れた 。 ys の次の -T はやがて芬蘭に l-'o けられた。其後數ヶ月を出でずして •/ 聯はパレト海沿 i ?- 迷 
國に立向つた。そ3中でもリトア||卜國全部、卽ち拓逸 Q 勢力绩に； g してゐた部分迄が，®逸 W 政府に何 
等の通 t な <• 一九 W 0 年六=；十五 H 一片の最後通牒を以てソ雄に占領されて Li つた。 

獨逸軍が西部戰場に於て英佛：4と對歎中，‘のパルカン進出が 開始された。ソ梅政府はモスクワ 交涉に 
IK し， i は S に U ビヤ問題に手を出す S な S と 13 したにも拘らず、涅续府は六月二十四 
日ソ勒政府ょ” V ッサラビヤ問 S 武力解決を決意せる2通？受けた。， VS 求は財ブ„てナに迄及 
んだ。仍て®逸政府は按助を乞うて來た釋也尼政府に對て^!步を說き， 1 サラビヤ 及び北部 ブコヴィナ 
をソ箱に割.！ g するやう動齿した。 

ソ SX ルカン進出1に、 E # 方 S 土 S が蟹して來た。殊にゥイン伸裁—以後1汉對 S 
i となつた。 u £ i してゐ SS 件 K i ニダ TVS 5 f れた I 九四〇年十二月 
十七：=附モスクワ駐在 T ゴ丨スラ t ヤ武官 S 吿 f ょ？確 f れた。§£文字は左の通りでも 


















『ソ聯蝴の言ふ所にょれば*»!?軍兵器，機甲器树及び砲兵の钺張は，本次诹役の转驗に基き目下仝力を擧 
げて遂行中であつて.その大部分は一九3 1 一年八月迄には •*/£■/ の見込である。惟ふに右は時問的に M て最 
小限度であ«。それ迄の問はソ联外交政策に表面上何等變.史を來してはならぬ。』 

パルヵン問題に H するゾ麝惻の#友好廉度にも拘らず，獨逸は锫もサヴィ H 丨卜肚會主義璣邦 Ni 1屏の 
諒解を遂げんものと努力を傾注し*»逸外相はスタ—リン宛の咨 ® 中に於て、モスクヮ#談以後の®逸政府 
の外交政策につき嵌括的の解說を試みた。モロトフのペルリン招待はこの^翰中に認めてあつたので^ 
る。モロトフの«?«中獨逸玫府は.ソ猫'か«轴！1一圉、別して獨逸との現實的友好的協力につ4/獨逸がその 
代償として y 聯の豫ての要求を容れざる限り*その意志のない車を確認せざるを桦なかつた。この代怙とは 
ソ«の北歐及び*;南 Ek への進出であつた。モ〇トフのペルリンに於て提出した要求は•明細な费边の形式で 
發衣するであらぅ。^要求 ld > 一部として、萬一土耳古が.長期租借5形式を以て y 猫の要求しつつあるダー 
ダネル K 及び ボス •ホラ K に於け る 空軍基地竝に海：ポ基地の it 設を拒絕する場合には、この對 1-. 耍求貫做の a 
にソ琛の執るべき措 E に、®伊由®が協力すべき B が含まれてゐる。®逸政府は、！！ ISM 盟參加の前提嵌件 
として示された y « のこの要求 5: 界認することが出來なかつた。 

右整谨は更にゾ勒が、锔逸本パ i ヵン*駐直後勃牙利政府に宛てた非友好的通喋を想起3せる。 a 史に21 
月五 UFH - セルビャの シモ ヴ f ッチ 非合法政府との問3友好佐約をも想起して，设害屮に左の如く述べて ある • 
『合衆阈ゥ JC. ルズ國耪次官は如何にも滿足げに、 y •ユ崁約は場合に依つては： I めて重要な 尨 義を打す 8IC 
y 聯邦に對す5 «逸外務省の® OF 一二 


至る7、恐らく友好佐約とか不—任約とかよ？以上のものであると 2 た OJ 

i 政府はそ S 5 打相 S ? ん >-? K 4 たが駄目であつた。そ 3 一例としては•董前にけはゎ 
た s * CS 、 の諸公52、クリッブ大使と‘政府との？の行 

はれ SVS に？ — glstg* 553 涅 tls4t と傅へ SS 夕 

ス通信社の坂消の如きがそれである。 

ソ 25 S 515於て K ? sa 」 21 x ルト海より— S る1に嫌々 
?することによ？實現されち獨逸が全力を S て西部戦？於て§と®ひ.東部には S て微力2 
兵力しか S 」 得なかつた 時、 f 部は有力な—を Sg 2 に—尼方 S — した。 

. isIsssi - IISL * VS-SIIS — 

e した Kssaml?ss 2 て1 1 れ f K .。— 歎 HSIS 果、- 
i は何時でも攻勢 S で1に在—とが角明した。本 U 英國から得た 情報では 、クリップス大使が 
>联とよ—接な協力1に彥中であ1 。XI xf — してゐた fT — プルック 
f 全力—して i — 助せよ，又米 W に對しても Nf 行動に出で よ、 と S したとのこ— 

か•これに S て見ても？か is をどんな目に遺はさ—て t かが明かに解る。 

以上の蠢 S — び—外— S 富よ〇、ソ聯 SI — む暮 I を知ら 
1と、そ sils 工作及び獨逸惠への t 大 i より f S が S されて、 
















獨逸宣戰の理由が明白となり、歐洲諸阈の反ボルシ * ヴィズム的同情が^然として獨逸 IT 1 II に集ま 
つたのである。こんな事情があつたれば C そ、建阔以來ソ聯に對して兎角遠慮勝であつた土 if 古 
が、英阈との相://:援助條約が嚴#するにも拘らず、六パ十八日獨逸との間に友好^^を結んでソ 
聯に质突いたのである。べッサラビヤ、ブコヴィナの奪间を熱望する羅馬尼が、獨逸軍と#を駢 
ベてブルート河の線に立向つたことは自明の理である。獨ソ開戰數ヶ月前より、獨兵の領土通過 
を許した^蘭1/)態度もまた自から腑に落ちるであらぅ。 

露都駐在の獨逸大使シューレン ブルダは、 木^政府 ( T ) 命を奉じて、 二十 二日午前五時半クレム 
リンにモ11トフ外相を訪問して、獨ソ兩：一間に戰爭狀態が存在する旨を通吿した。この宣戰は、 
クレムリンの連中にとつては正に靑：人の冻霪であつた。彼等は英獨の疲弊を待つて漁夫の利を占 
めることを狙つてゐた。あはよくば^逸の If 後を衝いて、全歐洲を赤化 T る機#を待望してゐた 
のである。スターリンは獨逸を荇め切ろてゐた。 二 年越しの征戰に疲勞してゐる獨逸が、まさか 
强滿に向つて反晬して來るとは夢にも想はなかつた 。彼は 全くヒ，トラーを 誤算して ゐたのであ 
る。 

モ a トフ外相は同 H 午後尜時十五分よりラジオを通じて次の耍&を放送した。 

ソ鬌 邦に 對する獨逸外務 雀の «睿 一一 三 


モ D トフ .ソ 聯 外務人民委員の聲明 

ISIB 午前五時ソ S 府 S し何明せず、， Jas 布佐 もなくして，ソ漂—齒 
所 S 黏に於5人を開始した。—- S 5 i 3£‘ l ， I 以上の死—‘し 
た。—2より1は•先 s{r S 尼 S よ”開始された。 S — は51に存する 
不 S 略條 S 無視し tQ で言。>5今；； j 齊嵌約を文字？？して来た。 

駐ソ獨大使は今朝午前五時半 • g 逸政府は iig 戰の決 f なした S 古して来た。 ft こ、.へ 
て、 is 問まで1 GVI に對して提出し來らてされば VS 平和的 

f 言 is—。If I 靈—を犯 

して—したなど ss — t ?。 ッ— slf たなどは1/ざ。5 

トラ挑？|。|51£す—、—? —が始つた後 
に 發せ られた40 である。 

i に——ひたのは1民ではなく. is — である。赤軍——•か* 5そ sf 
完遂することを1はない。 trT 8はナボレオンの1 起すべき である。 

前記？トフの聲明に—る如く、獨逸は最近に於ては何等要求がましいものを提出しなかつ 
たのが蠢 S やぅで ある。勢力 is ぶ大軍が、 i 線上に對時して、—に一觸1 
勢でぁつた。歐洲 G 大—は大 S 秋 SS る。獨逸.藤本 部 S 報によれぱ„世界— 













1.7 ヤ 1 m ログ！ PS 串れ J Ji 1 ;2 1« 界革命を诅 



ふソ聯は、機來れりと八月を 期して 進擊を開始する計赉を抱いてゐたものらしい。獨逸が英本土 
上陏作戰に乘り出した所を背面から叩く考へであつたやぅに想はれる。奇策縱横のヒットラー總 
統は、この危機を 前に1 刻も_躇 しなかつた。唯 さぇ •漁 地帶の多いバルト 沿海州や舊波 蘭領に於 
ける作戰は、雨の多い 秋になれば非常 tc 難鹿と なる ので、獨逸軍は機先を 制して卽戰卽 決の決心 
をした。正に乾坤一梆の大勇斷、軍人ヒ，トラーの獨檀場である。先づソ聯を叩き破つて後顧の 
憂を斷ち、然る後、更に仇敵英阈に立向ふ作戰である。獨逸の骑は先づ後 n の狼を退治して後、 
前門の虎なら ぬ 獅子を討つ 氣である。 近東の如き第二次的の 小戰場は、 最早や總統の眼中には な 
ぃ。 

戰端の開始と共に酤倒的に優勢な獨逸の空軍は、連日ソ聯の飛行基地を襲つて地上に空中に战 
機を擊破擊墜して甚大な損害を與へ、劈頭第一に制空推を奪つたことは發表されたが、地上部隊 
の動靜につ v ' ては•獨逸側からは何等の發表がない。モスクワの放送は常に赤軍の優勢と、赤軍 
戰車隊 の勝利を報じて來る。一ーュー 3 丨ク電報は想像にまかせて大法蝶を飛ばせて來る。それに 
ょれば開戰三日目には獨羅 聯合 軍は旣にオデッサを占領した筈で ある。 獨逸の信憑すべき公報を 
待つ 間、少しく開戰逍後の外交 舞臺4: 親いて見たい。 

ょも やと 思つてゐたらし » v > ソ聯に とつて は、獨逸 の宜戰 は、 靑天の霹靂 Q 感があつたやぅ だ.。 

モ a トフ • ゾ«外務人民委 a 5穿明 一一五 



ft 治篇 

I す—、——谷 ^^ PHypf K 

1—ilf f のだ i— u!"±Jo : 府 

“ H ? l “ l !5, て有す羞 i して！ SI — れす1"—5 s まり 

モ fr フ mill が、今—逸外1 ■11 
k フは — Kf I れ たの f こと f つついて f 出すの f3 

獨 V 開截に對する英米の態度 

獨ソ兩軍の間5ふか喰はれるかの格 g が始つたと、^^^^^^^^^^ 

—if を、——ひ —、 sip っ憂 i 

て、ぁはょく—窘 d lfe れば—村—され 

1 H 霊 il 











針に人つたチャーチル Jvr 人 tr 相は久しぶり it : 晴々として、二十二 H 午後七時次の放送を行つた。 

チャ—チル英 首相の聲明 

七ブトラーと聆ふ如何なる人竹1たは_家も我々の按助5:受けるであらぅ。玄たヒットラーと共に»ふ如 
何なる人物或はも我々の敵である-®: 卓 »1ソ榇ハ國垸を枝犯した。英闺の 政 it が如何なるものであるか 
については 疑問の 餘地がない。我々は一つの目揉と. 史改 すべからざる目的&待つて居り， t ットラー 及 ひナ 
チ政權の璁ての痕跡を 58 禳せんと決意してゐるのである。我々は海*陸*?»に於て飽くまで U ブトラーと« 
はんとするものである。英3£は決して t ットラ—と交渉しないであらぅ。英阐は t ットラ—と故ふ如何なる 
« 家 ( C 對しても按助を吳へんとするものである。これが我々の 政策で あリ.我々の51-1!-である。我々はゾ聯 
及びゾ « arK に對して我々が與へ得る如何なる按助をも與へんとするものである。 IAJ して我々は世界の谷友 
邦が我々と N 樣の方針に出づることを*望するものである U 余は茲に米國の行動に つき 云々せんとするもの 
ではないが，?, : し t 7 h 7- iiy »! ifttsl 5 c ^£ toT . AR ;±々^^ fi - loB ^5:^ L - c ? t &^5- tt.x 
はその努力を弛钱せしめ?^るも3 4想像してゐるとすれは*ヒ'トラ|は憐れむべき誤详」陷つてゐ$と百 
はねばならぬ。ソ«の危險は我々9危險であり*1た米凼10&險でもある-我々(1ソ啪幽：^かそ心阈土を阽 
衡しつつあリ.且その竹 ffii 者が最#の努力を在して抵抗を试みんと，その任務を.*:しつつあることを知つ て 
ゐる。また •/ 蜜へ IO 侵人は，印度 S : も含む他の渚領域をも戰火に投ぜしめんとする踏石^過ぎない。また关 
本土 ft 人の前赛曲でもある 。 t プトラ—は米 W ょ U の援助が1:來す i , 射に，英阈を制 M せんと L てゐるので 
チャーチル奂首相の顰明 一一七 


» 治篇 

あ气以上 S 皇地 ts は、” し 2的及 i — 的 SI へんと するものである。 英 s 
爭手限 - i となく夜と な <1擊す|。血して—ハヶ月間に f I 徹 Lf 得 

世界の資本塵、屢產、民主塞 g 牙？！大英國の首相が、「ナチ」！類自由の 
仇敵、世娈化 Q — 者！がら、それょ。 i に」黑け杏敎の否 —。、 A 

自 •= 2— 者1'產主義ボルシ..ヴィ，キふ1 と 欣然¥して恥かしい と— じないの 
は、何と云ふ矛盾であらぅ。何と云ふ僞 善•何と云 ふ無恥」あらぅ。 

獨ソ開戰の報を聞いて If んだ人で—ズヴ H ルト 大統領が— ,彼は餘り熟慮もせずに六 
月一一—叫：：：『米 s は力の—限りソ聯 w 拨助する』と大盘を切つた。 また S 塊結を 命じ^ ソ 
聯の資金弗 S 除—じ、ソ聯へ S 1 S しては中1とをノッ'ク 
ス海軍# S じて— i た S 翁。米 s は ils 兵—と1し§の根が 
I 乾か as 、 今や共舉 ： ls 2 lss 地 f として t 。 til ひ 
a 丨スゥ：卜と一.5、英米5政治 S ど fs 人物はないと 

手 i 会—〈チク|る|い。併し|米1 yM - Tu のの 
周 f 1には—の利かぬ男も一人や二人は f I る。現に非——の— f して 









B 1 ズヴルト政灌から一敵阔視せられてゐるリンドパ ー グは、七月 一 R サンフランシスコの 公 

件堂で開かれた反戰大侍に臨み、左の演說を行つて米阈爲奴者の無節操を痛篤した。 

『昨冬ゾ聯が芬蘭と職つた際，千涉.王美者連 (1 與ふ限りの對芬按助を耍求した。それが今 UV 聯が芬蘭 i 
* v .- 入載するや* M じ千渉主義者はソ庙を援助せょと叫んで/ J る。彼等に言 U すれば芬 m . l 今や米！！の敵で， 
ゾ聨 11 味方なのである。つ V '昨114でナチズムと共産主義を? I 滅せょと呼はつてゐた速屮が，今 n は V *薄 
を聯合 E として 歡迎 してゐる。昨日-敵今日の友とは正しくこのことだ。再々は 一 Is チャ—チル 首相や、 
#介5の政*に S 任があるやうに，スターリン議長の政策に黄して S 任を執らねばならぬものであら ••? 
か。』 

何と云ふ皮肉 ，. n — ズてルトー派の苦つぼい顏が見ぇるやうだ。流石に大統領は輿論の向背 
を顧 S してか、近來稍诺卄な言明を避けるやに兑ぇる。七 H 四口の獨立祭の演說も、これまで耳 
に阱胝が出來た舊說を繰返した*たけで、何の新味もなく斟く英國の朝野を失望させた。これに反 
して取卷の耍人達、例へば海軍長官ノックスや阈務次 It サムナー•ゥ X .ルズなどは、隨分と思ひ 
切つた參戰論を唱へて物議を醚してゐる。ノックス海相の如きは六 n 三十日ボストンに於ける全 
米洲知事#議の席上*『現在の割合で英阈船が喪はれて行けば、世界制覇の勝利はヒットラ’に 
歸するであらう』と言ひ、 f 今‘こそ獨逸を討つべき天輿の機#である。ヒットラーがソ聯との衝 
突に忙殺されてゐるこの時 r . そ、眞に英國を援助し得る機會である』と叫んで世問を驚かせた。 

チャーチル英首相の 鼕明 一一九 


へ" 51 s 英 I 行以来、商 @1? 說 S 流が目 S くやぅになつた。1 
内閣の產 Kf ヴ - ブルック g が某髮 f 袖缺震の候補者に推薦したことを、政府がふビ 
く氣£ん|、一—落して天下の秋—いで—い。11げを、土 
較： h —な條件で構和が出 f だら 1— とが、次第に常識に成りかけて來た。今,$ 
げ H されたら、米1戰論者の面目は丸没れで—。是が非でも—に頑張らせね I らぬ 

ふのが、 ミ 連中の意向！ i ヴ f 大 I 派の— 1にょれば、— 

トラ丨§けたらその次は米園の番だと云ふ。これは正しく精神病的の恐怖 S で—。® 
逸が亞米利加 —— f f 、 g—K ざ If I 人の f も 
考へぬ所でぁる。 K 駐白米 S 大？今は新聞記者となつて—ジォン•クダヒ i 、 今春べル 
U 力 ii 山莊で、ヒットラ1總統をィンタ七—き、亞米利加では獨逸が攻 
めて來含と f れて ts つたら、麓は大笑して1問を眞冒に S はなかつたと 
_ぃてゐ今 i—nGr 1海 f へ—ぐ—が、 f して I 
^ 大 fill ，—— 

て。 ぁる uiff が一—響のを f 、— ユダャの 蠢 かも知 W 
いこの— つて 七月七 n の 7 スランド謹 の赛と なつた ので—。これは近 I ひ切 








つた挑戰と云はねばならぬ。 アイスランドは 獨逸の封鎖 Ba 内に 在る。 紙の上では なく、 过 力を 以 
て英國の周邊を封銷中の獨逸海空軍は、果して斯かる無遠慮な來客を默認するであらうか。これ 
でもまだ參戰一歩前と云へるだらうか。 

米海軍のアイスランド進駐 

米海軍の アイスランド 進駐は、同&政府主席 3 ナ，ソン氏の懇請に基き■过行したと云ふのが衣 
面を糊塗する口 K である。これは少々妇唾ものである。現に同氏は英阀の駐兵すら承諾してない 
と七；：：：六日、 卽ち米 海兵進駐の 前 H シヵゴ•トリ ビユ ーンの 記荠に語つ たと 云 ふこと である。尤 
も T 抹領グ リ1ンランドの 割讓 を、 本 N 政府の許可なしに、 ワシントン 駐在の丁抹公使 ヵゥフマ 
ンとの問に締約して*洒々どしてゐる横紙破りの米 w 當： S のこととて、 どんな 怍腕が揮はれたか 
理菏を a ふ方が野暮 かも 知れぬ。 アイスランド 進駐に關する條件は/ r : の通りである。 

一，米！ E 政府は戟爭終結と IS 1 時に完全撤兵すること。 

一 -: 米 M 政府は T イスランドの絕對獨立主播を承誌し，平和命溪にこれが货現を按助 する こと。 

三*米«政府は保*占領中及びその後. ial もアイスランド政府に干渉せぬこと。 

四米 S 政府は防衛組織を作るに當つ ては、住民 3安仝を保證 するやう 特に派遺部隊に命令せられたい。 

五、アイスランド？軍車《用は米阈政府之をれ«し*ポ布的行動に基<拟害もまた米阈政府が辨依の资に任 
米海：本のアイスランド缠駐 三1 


ずること。 

六、 米阐政府 sf 手 f 以 5 VK SSS 及び—孟5| 
す。 i た米！一とアイスランド i の間に通商協足を締結すること。 

七、 米 S 府がアイ K ランドに施す防 s 、 t ゆる事態に適する堅牢—れ備するも3と思考する。 

今次大戰挑發 S 任者とも5.へ Is 大統 M は、折 CS 英供給 f Is — けるため、 
S グ？ ンラン— S 上—答したが、<,1備 SS を抹殺して、之を アイ 
スラントまて雲して‘、獨逸 Q 逆；^筘戰術の邪喊を强化したのでぁる。觀方によつては、これで 
もかこれでもかと 1 S 2 S けて tjfs 。 この挑戰に對する還ハ出方は益し 
見ものでぁる。 

米海兵のアイ K ランド 進駐に ついて1 政府 SS 、 可な 4 i た。獨逸外務 竹の t . 
辯者ンユ、、、，卜—は、ヒ月九日の記益と S 兄の席上、本 1について 左の 1 を 下し 
た。 

この”？3に B て2和：，法新 g の論評•か、現在 q 症狀につき充分な診 W を下してゐ气米國大統領はアイ 
5ンド進駐によつて、自廣を•へテンに掛けたと云つてもよい。アイスランド政府と米國との間に締結？ 
れたと稱する佐約は，アイ k ランド符相が S 的に而も唯々連々と‘ 口—ズヴェルト大統2希 f 滿した 
かの如 <言ひ觸されてゐ气か、七月六日この問超に開し「シカゴ•トリビユ J ご紙が i した—談とは 

















»に逆つてゐる • Co 會見袭では* 3 ナ y ッン ■«• 相は，アイ X ランドが英國の進蛀を拒否し，また米 52 によ 
S 進駐が起るとしても、原則として之を拒否せねばならぬとその見解を明かに表明した。さればこの食見* 
と，/ , イスランド米阈間に締結された條約發表の時期との問には.ある不'>>;解なものが存在せねばならない 
と云ふ印 ft . を掩ふことが出來ない 0 T イスラン K 進駐及び米大较領によつて發表されたところの J 1 由は*大 
統領が最早や明かに限定された西牛球の概念を保持—ないと 1 K ふこ i を如. W に示してゐる。この例によれば 
大統領は明：：：ヴォルガ又はゥラルを西半球の限界だと決めるかも知れぬ。併し世界は所謂「西半球の弁威一 

と云ふ標„&を大統領自身が、最早信じてはゐないことを百 t 承知してゐる。 . U 丨ズヴユルト大統領 

のアイスラン K 占領の言分は、やがてアゾ1::ス群 a 、 カップ•ヴェルデ群 a (共に淄萄牙領〕及びダカ— 
ル港(佛铽〕に對す&合衆阀<,後の行動を絕無とす 2 .' ものではない。耍するに愈々西半球の控を越えて意識 
的に戰乎へ乘出した^で、モン a ゥ大統領も嘸かし萆葉3 He で笫いてゐることであらう。 

また本件に關する獨逸諸新聞 S 論評を^合すると、次の如き結論に達する。 

掏逸が歐»巴の要萤默し難く，仝：！ 16 WK 心支持の下に*仝世界文明^心 Ini 情的聲明に送られて、歐洲を赤 
禍から救はんと L てゐ& »問 • B - ズヴ上ルトはスタ|リン，チャーチルと耝んで、哚締巴の背後を；；2かん 
としつつあるのだ。丁採領のグリ.-ンランド 5 : 奪ひ取つたのが、最近のことのやうに思はれたのに、今また 
中立維持に ift 々としてゐたアイスランドを武力を以て占領してし4つた。この作載心现由たるや、何らかの 
事件に誘發させて、參戰心きつかけを作らうと云ふ、大統領の股黑い意脚以外の何ものでもあ U 得ない。駄 
111巴交戰地帶への S 人を畤後に 、 n I ズヴ * ルトは，きつぱりとモン B ゥ主姦と手を切つた譯で、今度の措 
米海軍のアイスラン K 進駐 --*. 三 




? f い*? = aI : 彼 ssf 無残 f I し去っ S でぁる。米 SS 見解で すらァィスラ 

J ナ i にょつて占妝せられ、 i なしに—こ f ぐて 
S で言。7ズヴ：卜大ら3づけナて hulla 卩 

而4 S に55大 S は ，— sf f . Is 決して—る g 約 f 取 - f \ 
Ur ル i _ は*中立 p / glt 彼— f — i され〕 

p < I 口 へて！ f 」 i 々！ る。 ii “5 r 

i 任.多る—巴はアィ K ラン以て1的な開 w 4 じて to 

4ソの開11利加賣 SIS 想外の衝 f 與へて、大統領の1 

るものとした。1主#や、人民戰線の同情者は從來非 た聯 h 

1,5 f . J /— 1 

ヴ T — の敎書を遵奉して、政府のソ聯援助の方針を I しだした ことは、口1ズヴ 
卜政袱 . I _# s 敵が f れ ff §1 ぬ。 … 

下屋金！、藝 — If の J 助は目 

次に—プベ—は、 I とソ聯との間に、®ソ開戰以前に11はれてゐたか否かと 







云ふことである-' 前 报のヒットラ ー 總統の対 ソーー戰 viii は英ソ 诎の [..1盟を前栊としてゐるが 、 -Jt 
者の1?兌では、表面上は まだ そこまで行つ てゐ なかつたのではないかと思はれる節がある。勿論 
共：： 一: の 敵に對 する關 係上、 イデ オ a ギーの 項 壁を乘越えて、モスクワとロンドンとの間に遜！相 
通する も lo の あつたことは否めない。しかし Msi 條約を締結するには、ベッサラビヤは S & も角、 
どぅしてもバルト三^ 及び芬蘭 S . 水久钺权をソ聯に容す必要があるので、これは英國の政治家に 
とつては中々の難事である。尤も鉍阈中の英一:大使 サ ー • アーチ ボル ド•フィリップスが、 六 パ 
二十 七 H 空路帶 fpl した 芡阔使 IP と、ソ聯常 W との問に R 下軍事及び經濟問題につき折術中である 
から、その内 . C はある姑^に達丁ることと思はれる。右使節围の顏觸は左の iin りである* 

軍^使節團反メーソン•マクフアーレン陸軍中將 
マイルス海軍少將、コーリアー空軍少將 
經濟使節團 ^:u 1レンス•カドベリー 

エダザム陸軍大佐、ワイバート海軍大佐、デイヴィス時軍大佐 

反共十字軍への歐洲列圉の參加 . 

ヒットラー總铳の命令一下、獨逸の陕海空軍はソ聯に向つて一齊に行動を開始した、弦を放れ 
反;*: • 十字：卓への歐洲列阈の參 Jlfl 三 £. 


H 六 

た矢の？。アントネスク將— 羅 1ハが、沿—線から 為げ て f 卜 i 
揮す る if 手—ねて、 ri 河—つるべ，サラビヤ— ?!1. した ことは1 
述べた。然—44洲 SQ 獨ふ1?—度は f 2るか。 

開戰— f 謹してゐ—— 行 f 起し^, 芬 ISIis の 
ヘルシン午——へて形勢 I ?てゐたが、二十音に至り，ムゲル首相は臨時釋 ，1 
芬蘭は凡ゆる—手段を以て、對ソ防衡證慕じ ^ § 報吿 した。_ は 政府の II 
9ると共に、滿場11 f 可決した。越ぇて二十 九日 力：•グ スタ1了マンネ 

ルハィム S は、芬蘭の兵士に向つて『今一度余に續け！』と 叫んだ。 その 命令は 左の fT 
る。 

iff 我—戰——和—でぁつた•平和—ふ I 々は、 if 

こ—孕 t 、 Is 束を § tt た： SS 31的—.,相俟つて、敵 S 初から何ら 
fei 久的•牛和を欲してゐなかつた ことを S して餘リが ある。 

好結された平和は軍なる休戦に過ぎなか？。而もこの休 f ? f 器げんとして t のだ。諸君は 

敵が、—1，磬 i 、 我11 f とし、11 f てゐ h 

の— SI 乏敵、この—が今 ssg 迫つた。我5敵は SS 由な も我•か 



亨和の民を?*學し* a が S 土を煤摩した。駔一:の! » 來は我 , ^&を耍望する。余は我が阈 K 心敵に封する 
との1?歎に當り，余に®はんこ4を諸君に嗛望するものである。 

諸君が雄阐®逸と結んで、我等共时心敵を目指す十字軍に結來進發する時、我が戰歿勞士も必ずや芬跋の 
將來を安泰ならしめるため，墓を出でて隊伍に列なる！4通ひない。®士諸君！もぅ一度余に始け！今や 
カレ P ャの同脱は*然 K 起した。芬蘭の輝かしい將來 U 我等に聲按を送つてゐるではないか。』 

聖戰！反共十字軍！これがボルシ*ヴィズム n 懲の軍に對する全歐洲人の僞らざる感情であ 
る。昨春の芬蘭戰爭當時、政治的には嚴正中立を聲明しても、義坊軍を送つて國民の问情を示し 
た瑞典は、今问も中立を立 W したが、特に諸威駐屯中の獨逸兵一箇師_の國内通過を許した- 
n ヴノよりのラジオ放送によれば、同市は六月二十四日正午、ソ聯軍隊が倉星として撤退した 
後獨逸軍によ n «' i 領せられ、市外に駐屯してゐたソ聯砲兵 ニケ 大隊は獨逸軍に投降した。昨年六 
月十五日ソ聯軍の^領により、辭職の止むなきに至つた同市の衞戍司令* K * ボベリス將軍は役職し 
た。リトア - I ヤ獨立運動聯盟は、新政府を机織し、ソ聯の桂梏を脫して獨立、ボルシ*ヴィズム 
の束縛から國 K - を解放す るた めに、獨逸軍を解放各として最も友好なる態度を以て歡迎すべき旨 
?: 阈民に呼びかけた。新 リトア ー-ヤ阈政府主班は元ベルリン駐企 リトア ニヤ公使ラジス•スキプ 
ラ氏である。元參謀總長ブンドッ•'•ウィチウ K 將軍は リトアーーヤ軍總 司令官に 任ぜられた。 7 C 
反共十字軍へ3歐6列》?參加 三七 



政治篇 . 三 八 
阈防相 ラス チキス將軍も亦閣僚と して 一役買つ て出る ことと なつた。 

ス H ヴァキヤ首相兼外相チ ソ 博士は、廿四 U 正午獨逸公使の來訪を凇 め、ス ロ ヴ T キヤは - U - 四 
日より 獨逸と協力、對ソ樂 S 參加する w とになつた； u ： 一を正式に通吿した。そして；^ S-g 國民に 
對し fKn ヴ 7 キ 7 S は大獨逸と協力し、 歐洲 文明 1 S 役割を分？ t ととな つた。 こ 1 
が爲ス a ヴァキヤ 軍の 一部は、 廿四 日旣に阐境を越えて獨逸軍と共同作戰を とつてゐる』& の 甘 
吿を發 した • 

四年に T 1 る內亂に ボルシ H ヴィ，キ—の摻毒を滿 喫させられた 西班牙 K - 衆の 反ソ感情は、蜀ソ 
開戰を契機に一度に燃え上り、廿四日には約五千 名の「ファランへ Jmii は、打倒 ソ聯、ソ聯と 
戰へ等と書いた大饰を立ててマドリッド街頭で示威運動を行 ひ、獨逸 大使館前で、モスクワへ進 
擊せよ、ジブラルタルを取戾せと叫んで、反ソの氣焰を舉ホ、 jii に ファランへ m 本部 前に集合示 
威を行つた。そ s 時スネ •ル 外相は本部の パルコ--に 現 はれ、3 班牙の 内亂を起した ものは ソ聯 
でぁる。西班牙の歷史と歐洲の將來の 爲にソ 聯を滅しさせる ことは絕對に必耍 だ』と激勵演說を 
行つた。ファ ランへ m-e は H 下一萬五千人 s 義勇軍を募集して出征させる準備中でぁる。其後こ 
の反ソ示诚運動は全 S 市に1して、 打倒 ソ聯が熱情 § 矣南 S 靑年孓ランへ S によ 
つて盛に絕叫された。 


三 ^ fpl 盟參加阈の一つでぁる匈牙利は、二十三日 逸 •¥- くゾ梆 と國交を 斷絕し、次で 二十七 H 午 
前十時二十分對ソ宣載を布吿、獨逸側に立つて戰爭に參加することに決定、次の如く發表した。 

『ソ聯は i 法 S 反して驾利に對して頻々空 f 行つて t ため、穿利はソ聯と戰每狀 

態に入るの Jh むなきに至つた。』 

丁抹國 政府 も 亦•二十七日ソ聯との1!!]に外交關係を斷つ た。 但し丁抹は依然非交戰阈たる政策 
を堅持する&を宣寳した。非交戰_宜首とは屮立國宣一11''とは異なり、交戰阔孰れかの一方に加擔 
する f るが、而も未だ交戰 f 發音らぬ S で、いはぱ產布吿と中立善との中 
問 でぁる。 

六：：：：三十0朝ダルラン副主席は、ヴィシー駐在のソ聯大使ボゴモ II フに對し、 佛蘭西 は今 ㈣ ソ 
聯との外交關係を斷絕するの餘说なきに至づた旨を通達した。その理山 は、 ソ聯謀報機關垃に領 
事粒=!!の佛阽网！1內における政治的活動を默視し難いと云ふにぁる。民間に於ては約一師阐杻度 
の 征ソ龚舆軍を派遣する運動が始つた 。 

其他新興のク a ァチヤ31は三 wl.d 盟_に加擔し、^西亞に向つて宜戰した、伊太利は二卜三 U 
牛前五 B . 1 ? 半からソ聯と交戰狀磕に這入つた。また技々援兵を獨ソの戰場へ繰出すこととなつたこ 
とは同盟の關係上* H すまで もない。 これは過. る U のブレンネル會談の結果で、もともと共產 m «i 
反共十字軍へ S 软洲列阉の參加 三九 




ひのム，ソ111は、 S し會心の笑を湛へたことと思ふ。土耳古は英ソ獨§の| 

が衝突 — f ヶィト—培在—拘らず、—暴くも f 中 f せ明裏してそ 
の外交—迄した。獨逸と S 問には$六月十八日の——印された f かり、— 
と2問には一九一二九年 JSI 助— S 今霜して f 、 ソ聯と S の古い不—條 
約は本年 S 二十五日に sffe - 斯—岩 is つ土耳古 SI — 

日本の賅度 

然ら—111。露？！ — —II 

4、— i 助を— S と賴む屋 S と—越し s : l 6 けて t 帝 S 外1、— 

f II 云——。 Is —、 獨——置—移 i 

してゐた力、 Miat も天皇陛下御 S の下に御 f . f 開かせられ、內閣總理大臣、卜 
務大臣、内—.大 i •陛 I 、海軍_產—樞簾長、參看： * 

I 、養長、 f 靈 il、f Is す—霊——、 

迅1晴 - If i , 凝立— I は S く 111つ— 

諸李1しつつ、 S て細心— sf I 、固—、レ 


と覺悟とをもつて厳重に事態の推移を兌守る考へでぁる』と說明した •この 含蓄の多い日本一流 
の宣言は、具超的 ep 物的の言動に惯れた歐米の政治家、政論{永には甚だ苦手で、彼等は抟狐につ 
ままれたやぅな顏附 をして茫然としてゐる。九 m の奥深き御前侍議 2 内容は我等草莽の臣代 には 
窺知る由もなく、揣序悚測は更忙禁物でぁる。箪者は左に現下の情勢に M も關係深き二：^を採 
錄して讀荠諸君の參考に供することとする。 

日獨伊三^條約 ( S ? 和十五年九月甘七 S 約) • 

第一條 n 本阐は獨逸 N 及び伊太利 31 の歐洲に於ける新秩序建設に關し指*的地位を認め且之を ©:£ す 
笫二條铒逸 S 及ひ伊太利 S は n 本国心大柬亞に於ける新秩序辻設に鞀し指尊的 itil 位を認め且之をな也 
す 

第三條日本 ST 獨逸 W 及び伊太利 S は前記の方針に基く努力 1C つき相互に協力すべきことを約す。さらに 
三締約阐中何れかの一國が現に » c 洲職爭 i たは H 支扮爭に參人し居らざる一國に依つて攻擎せられたると 
きは三阈は有らゆる政治的、鋅濟的及び軍車的方法によ〇相互 1C 按助すべきことを約す 
第 W 條本條約货施5ため各日本政府•和逸政府及び伊太利政府により任命せらるべき否 M よ—''成る浞合專 
門委 E # は遲滯なく開催せらるぺきものとす 

第五條日本！ T 铒逸阈及び伊太利 Bii 前記諸條項が一二締約353各と y ヴ卜雄邦と Q 間に現存する政治 
日本の態度 四一 


的狀惩に何等の影 « を も及ぼさざる ものなることを Iifc 2 す 

第六條本嫌：^—点時に|る72合よ—年間 I とす。右期—了—る 時期に 

おいて締約 B の一國の®求に基き締約 W は本佐約の.史新に關し協.集すべし 

日ソ 中立條約 f 、 年 31 =5十三 "締約〕 

第一條5約 5. S 問！ i 平和及友好 sf 維待し21$に他方締 SSS 保全？不 *?f I 

すべ？ことを約す 

笫.一板締*®の一方ヵー又は二以上の笫三國よりの軍車行勤の對象 となる場合には 他方締約®は該盼求の 
令•期問中中立を守るべし 

第 I I 約は- SSS いてその批准を了 L たる口よ i 施せらるべ— の 期 問効力！ 
し。 S 5 S 何れ31方も右期問滿了 i S 前に本條 sf f f G 本嵌 S 次 S 年制 
, n 働的に 延長せられ たるも❼と S めらるべし 

第 S 本枝 S 成 i < 速かに批准 f 5 L 。 批— sf さて成る*へ<速21るべし 
1 S 间11 s 小缺 g 、 松岡、スタ J ン g 頭のモスクワ#—よつて日ソ中立條 

約の締結 I て除去せられた。—日本货造人神 S はし—聖天子 SS の F に有能 

な — 外 t —Is 指 — glys して、 51 心、各そ SI 



つて 奉公の誠を盡 し、 波灣萬丈の圃際淸勢に對處して、大東亞共榮圈つ確立 lc ^ 身の力を致 r ベ 
きで ある。五年の架戰に蚶へ、•史に中華民阈再娃の ® 责を擔ふ我が s 民は、一人として北 n の鐵 
鎢堅く、太平洋の 波靜 かならんことを希はざるものはない。而も一旦 緩急あれば 決然として、 rl ] 
闢以來のこの超非常時！：：？に la 面して、不退轉の大功 辽心 を內藏しつつ 餘裕綽 々泰然として 動か ざ 
るこ>山の如き待機の姿勢に在ることを*列國に知らしむべきである。 

スターリン全國民に怒ふ 

II に心機一轉 P ミンテルン黛齊記長の黑幕的#在を嬋脫して政治の表面へ乘り出し、人民龙^ 
會讓長、卽ち政苻主席の職に就いたスターリンは、ヒットラ*-總統に倣つて前線へ出動、 S ら全 
軍の指坪に任じてゐると云ふことである。また戰時 £ ic 治捕制强化のため、政、軍、 m の最高指缚 
機關として阈家：！防老貝會を設 S する3 U 六月三十日發令された。その顏觸は、委員長スターリン 
首妇、副^ fl 長モロトフ外相、走 M はヴォ a シー a フ-兀帥.マレンコフ深政治^11、べリヤ内相 
の三名である。 

獨ソ開戰後の戰汉は、赤軍に とり 餘〇馨 しくない。スターリン W 防金員#•長は國民を激勵する 
ため、七月 三 H ラジオを 通じて 國托に呼び掛けた。その 演說の 要旨は左の通りである。 

スタ ーリン全 W 民に®ふ 四 S 


Sira • 

我して s された不 Is — は、目下引 f 行はれ 1 vs 英 

優 1 r ——， If f ili は依然 
i — け新1に參加させて tj ットラふ—はリト I ャを内領し、ラトてャの大半. 
1の西部，西ウクラィナ 31— 占；^成？た。1 - slgs 戰篇— 大し、 ム 

do ルン"…フ，スモレン…キエフ•オデプ t セパストボ -f f る • 

我等の上には大なる危檢が廠ひ被 さつて 來 た。 

ッ光辖 ti が若干 S •か都也及び地方を.どうし 5 i ス i に？ t になつたか。—のファ 
U 一一部隊はファッシ m らしげに絕えず宜傅するやう—無敗であらうか。勿—であ 
る。歷ドつれ S に於て气全く不敗 S 隊と云ふ念が存在せず、—存在しなかつたミ-を示して 
ゐるナボレオン 5 f £ は無 f 思はれた•か，これとて i * 炫，—尚にょつて—に破られた。力 ir 
1ル,一二世の“一次——あつては*やす無，見られてゐた•か、同じく 
F 及 —— f if ， ilf つ 11た i る 。 f 
U 今2和？ァッシスト軍について4はれねばならぬ。 SI は S 2に於ては未だ强力 S 抗 
‘受けたこ U が，我々—於てはじめて强力な抵抗に遣つたので I 。 
ttrwH パ"^領土の一部 S 逸ファ/にょ？ S されたのは、|シスト|りヴ 

^して f f I 狀況 f f た—言。事雰 

へば1，1は戰時—下にあ—め？十分に g されて f . S に對して和逸が投げかけソ溫搶 


に持つて來た百七十惻師は•完全なザ槠 5 : 整へて rf 動凋.省の命甘を待つてゐ fc のであつた。これ rc 反し c ジ 
* は、現在なほ兵力を動 a し- C ' 前線へ送.りねばならぬ狀惩に在る。ファッジスト獨逸が全世界から略者と 
宥«3れることを無視して、1九三九年にゾ聯との問に締結した不忮略協)£を突如として裏切リ、これ5:揉 
躏する舉に出たと云ふことは，輕跤し得ざるところである。 

ではソ聪は，どぅして t ットラ— T >9' ベント a ッブと不卜 !■<: 略協定を締結す S ことに同意したかとの Itl!!J 
が發せられるかも知れぬ。これは y «の誤^であソたか。勿 M 誤者ではない。 

我々はこれにょり.一年有牛に S 1 つて國土の平和を保證し"また«逸が協定を無蛻してソ聯5:攻荦する危 
險のある場合、これを學退すべき0阈心审偏を整*する暇を得 fc のである。これは確に我々にとつて釘利で 
あり、®逸にとつては不利益であつた。®逸は昧約を tffe - 的に蹂既して y * を攻孿する^) C ょつて何を^* 
何を失つたか。®逸の得たところは、一時的にその•取»のために若干の有利な地位を捋たに過ぎな V - が1政 
治的には獨逸自身を’血に飢幺た铉略者として仝世界“暴洛することにょり拟をしたのだ〇獨逸：伞の一呤的 
な軍事的成功が、結！21つの挿話に過ぎないことになることは，疑ふべくもないであらぅ。 

一方 y 猫の政治的利益は莴大である。これは®ソ联に於ける赤車2決定的睇利を脔すべき基從として 、 M 
めて m 要な耍本である。これこそ我が®耽な仝陸海空¥，仝ソ聯人 JAC * 而して馱洲，米凼及ひ全亞钿组の有 
11*， wlcfl 國2 W 信行 fi を非難し*ソ«に同情を寄せてゐる獨逸つ有^也•か. y 麻政府の行動を承. S し、 
y * の措 S が遽切であつて，®逸は敗北し，ソ联は必ず勝利を得るものと見てゐる所以である。今や我が.本 
主力は無致の戰車及び飛行«を裝儀して行動に移らんとしてゐ 6 。我が：卓の將兵は比類なさ穷；；<心 5 : 發撺し 
スターリン仝 SW . に想ふ , 四£: 


つつある。敵に對する我々 3 抵抗は次第に威力を叢しつつある • 

平和的建1£分 a . sss 5然マ15、背5一2根本的2*!化し*;今 ae は f 

的な n I」i 參 、 f ii 油—ん 

として ゐ S だ。更に敵は地5支5 ッァリズムを醤せんとし.ゥクラィナ，会 i / 卜 I 气 
ラトビ n k Kin ゥズぺクタダ—ル、モルダヴ<ャ、ジョルジて Z ごーャ，アゼルフジ r ノそ 

由人2爲的文化5 f ?• 化して，—〗 MSS 乞1止 

斯の如く今 S — は、‘及び i 人民にとつて死活の f である。‘人民はょくこのこと—へて 

一切の環秦て • SI 5、® 32吉12141しなけ S ならな、 23 S こ 

は不— Ks II 者.—者がゐてはならない。 i 人民は戰ひに故んで—せず .g 
を犧牲にし J 2 S ならな s 。5 sf s，f S 時 i 3 下岳 S しなく5ならな 
い。我々は：本隊 • is S 機麻を急速に完成し' 傷 S 3 ため救助§を完備しなければなら g 。 我々 
は赤軍 S 背後—固にせねばならぬ。我2仕事はすべて—遂2一 點$せられねばならぬ。 

我々に敵の f 記し，兄ての as 車は之を撤去し，. ISS 单，择車はもとょ' ーブ-ドの小麥， 

ーガロンの燃料と？これを— S ねてはならない • ZT ズからは兄て—馨1 1 場所 

に運び f S デ4地13者は、欺 M 蟲傅と ssfls れ5なら4假令 S な i 
却する f — lijs . 財管 s . Is ?—, f ，糞の如 


きものはなく完全に 破棄す る 必要が ある • 

敵. 1 ,-領地方では，步 R 兵にょるゲリラ部隊を M 雄しなくてはならない。敵51£求制5ため後方播亂部ほが组 
嫌されねばならぬ。到^磨でゲリラ職を演じ*松梁，道路、®.:£笛話線を破抜し、森林、倉 fH 、 还桕椒關 i 
燒却せねばならぬ。非 rttis 地域を•敵と其共犯名にとつて堪へ難 t 狀態に St 人れねばならぬ。敵の一步一步 
を m 害し*一兵一兵を殺戮せね II ならぬ。敵の凡ゆる手«を la 齬 i せねばならぬ。フ T プシスト獨逸との今 
M の載！！を•忒常一垛め戰贷と考ふべきでない。 

今次の戰役は二つの軍隊の聆であると同時に* 全サヴィ H 丨卜共和猫邦國 1¢ 心フ T ッシ K 卜獨逸に對する 
戰爭である。この組！ EMir 國民防 ei 載^の目的は，我が圏に®ひかかる危険を抹除すると共に，铂逸フ，ク 
シズムの桂梏の下にある全歐洲 1¢ 族支 S の戰である。この 解放 載爭に於ては我々は孤立無按ではない。この 
偉大なる職爭に於て我々は， ffi . •米利加及び段洲の WK 中に忠«なる«合阈を冇するのみならデ，專制獨逸政 
府心下に奴隷化された»逸 3 EK 屮に t ある。この點についてチャーチル首相のサヴィ H — 卜®邦拨助の •-! 
明、及び亞米利加合衆尚政府の我が阈按助用意の聲明は * 媵史的のものであり•サヴ< H 丨卜®邦阈民の胸 
奥を感激の念で滿した。 

我々の軍隊は無 CC である。敵軍はやがて我が車の m 値を S : 本の扣窖にょつて學び知0であら6。ソ聯 NK 
の：卓隊3念速なる動«を促進し.不信にも我等の斛阈を攻鼙して來た敵を拏退するために、我々は闺|1!;委：1 
脅を轵織 し， 一切の*限をその手に委ねたので ある。！ K 防否 n 會 は 今やその活動を開 &, L 、 ソ聪陸海：也に献 
身的支援5:與へ、敵を荦缄して勝利を確保するで2>らぅ。レ— -I ン、スタ—9ンの熏、ソ® JK 府心召に酝じ 
スターリン仝阐民に想ふ w C 


て立つ全—ょ、我等の英雄的ソ—車と光榮あるとを I するために，—の 全力、我が2进 
力は、敵:1|:邊滅の爲に注ぎ盡されねばならぬ0 

英 V 軍事協定 

一九三九年二月から談判が開始され、同五月英毙務省 S ? トラング氏の派遺となり、ァ 
ィャンサィト將軍の杖馬と迄なつた英ソ間の交涉も、”，，.ヘントロ，ブに小股を携はれた杉とた 
り、英國外交？名巻な退却を見たが、執抛な■はこれに f ず、ソ聯に向つ てなほも媚態卜 
交を綾け、英豐族中の f 種、共産主義者のサ I スタッフ *1 ド•クリ，ブス美ソ大ヒ 
に起用して種 i 策した。所謂 KT 把一の tK ク i ンは、餘りに親英的なリトヴィ—ノ 
フを英ソ交渉の眞最中に却けて、モロトフを後任外相に任じた位で、中々一筋繩では參—ぅに 
もない。それから約 I 年有半•流石のクリ IV ブス 大使 も百計盡きてニドン S り、辭職云々の 
薄 も出た程であつたが、獨ソ g 戰 、英ソ 接近と局面急轉©下、 S 經科使節の モスクヮ派遣と な 
り、遂に 英ソ S 國の間に軍事協定の締結を兄たことは、问氏 にと つてはもつけの 幸で あつ t 。 

本協定の調印は七月十二 日 午後五時十五分、 クレムリンに 於て ヴィシンス T 外務人民寶部 
次公、シャポーシ.<_|コフ國防人民娄貝部次長を初め、英阈側軍事經濟娄員參列の下に、クリ， 


ブス駐ソ英國大使と、モ a トフ •'/ 聯外務人 W 妾 fl との113 に 行はれた。右軍：率協定2全文は左の 
通りである。 

本 協定 

第一烧ソ英栩 E 政府は現下の對獨戰爭遂行中凡ゆ致の助力 ii に支位を相互に供典すべきこと 
笫二條雨 N 政府は. la に右戰分挺 i « t 中は相 VL に協；*する ことな く ^ J て铽逸と休戦 乂は媾 和 肤約を 商歲し乂 は 
締結せざること 

本協：/ ttlKfss 及び英；15 を 以て各二通を作成，露文及び英文は同等の效 力を冇 す 
一九四一年七力十二〇モスクゾに於て 

ソ聯邱全梃委《人«委 tl 會副 1 S 長兼外務人民委 U モ b トフ 

英帝阔全欏 委 ttKy 特命全楢大使 スタフ フオ|ド•ク •リップス • 

また闲締約31は、本協定が署名と共に効力を生じ、批准を要せざることを附 Ma : へ® v 以て協 
定した。 

本協足は 去る六：：：： 二十二日のチャ ーチル rr 相聲明の常然の W 結で ある。イデオロギー の相違 i : 
棚に上げて、犬猿啻ならぬ英ソ：№1國の竹腦部が、共 all の敵と戰ふ爲には恥も外 lili もかまはず、野 
合を遂げた憐むべき記錄である。腐っても鯛と今 H 迄紳士^ の 矜持を誇ってゐた大英國の末路询 

英ソ軍事協足 . H 九 


に氣の毒の至りで ある、 と言はねばならぬ。 

實際^:題としては本協定はソ聯に對して大した直接の恩惠を庸らすものではない。北氷洋忙 
面するソ聯唯一の不凍港ムルマンスクは、早くも獨芬聯合軍の制越下にレニングラ I ドと S の 
連絡を危くされた。 A 海の奥に位するアルハンゲルスクは一年中、六、七、八の三ヶ月のみ 使用 
可能で f ゴム、梯花そ S 他の南洋— S く？デ； スト， クか—人が出 f が、いつ 
迄この門戶龍いて t で f ぅか。 要するに本協約にょ矣英國 との間に相 S 助の 協約が成 
立した、と云ふ精神上の滿足の他には大した實益は無ささぅで t 

米國大統領の戰爭挑發 

今次大霧發 S して誰が塞を負ふべ5と云含とは、_の現在の段階に於てはまだ街 
定し難い波3乳保始前、揭英外交の衝に當つたヘン ダ...ソン英國 大使の備忘 錄では、 罪をリ， 
ペントロ，プ外相 S して—。外證も S ず、外 If 語了—の英國に鬮 
する見解は、悉く 1ベントロ，プ外相に左右されて I 。證が强く出たら英 S 必ず 尻込み 
して、波蘭 S 步 i る5ひ S と、リ外相は震の耳 S 5 たと云ふ？—* 然るに 當時 
C 眷相 t ンバレンはその手に乘らなかつた C 波蘭に與へた相互援助條 約の手前、 彼はム，ソ 


J1 - 1 ' ar 相最後の調停をも域つて敢然と戰を獨逸に宜した。何の成算あつて彼は英國を この 大戧 
亂の渦中に投じたか〇怫蘭西との r . d 盟か、獨逸に對する海上封鎖の効果か。 M 來征戰ニヶ年。こ 
の二つがともに賴るに足らぬことが如實に證明された。チャーチルの言葉を藉りて言へば、チ* 
ン♦ハレンはやつと二分の一、否四分の一の準備5:以て戰乎に突入したのである。果して然らば 無 
謀、無貴任も亦甚しいと言はねばならぬ。併し實業家出身の彼ネヴィル•チ H ンバレンが、そん 
な目先の見えぬ男であつたらぅか。5。彼は大英帝國の海軍、大英帝^の大資源、英本土の 工業 
力5:信じた。否、それょりもょり多く彼は、亞米利加の支援、 n 丨ズヴ h ルト大統領の^約を信 
じて、 C の乾坤一铋の大賭博 tc ,( ii したのである。 

一九四〇年の春、腹心のゥ * ルズ N 務次 Tr を歐洲に派遣して、和平の « r 能性を打診させた米大 
8は、驚％英廛助の树を決めた*大戰亂の勃發を寒：した彼には、環挑發の倫理的®任 
がある。彼が是が非でも打 ㈣ ナチズムを叫び、對英按助に熱狂するのは、このアングルからでな 
ければ理解出米ぬ。 K - 主阗の造兵工廠に亞米利加を^貌させた彼と彼の取卷連の努力を茲に詳述 
する暇はない。それが國際金槌資本團の差金であるか、ユダヤ財問のヒ，トラーへの役**5である 
かを詮議だてすることも本書の目的ではない。しかし只これ丈は斷言出來る。彼は何とかして米 
獨海軍の lii ] に衝突5:起させて、參戰の口實を造りたいのである。彼はゥィルキーが言つたや 5 
米： E 大統領 © 載乎挑發 五一 



政治 « 五— 

に、必要の5?合には獨逸 S 松船に向つて發砲してもよいと云ふ許可を、喷戒中の米國较艇に與へ 
たと云ふことで—。日獨伊 15is 條項によ S、 獨伊が a ら桃發 f なしに第三國の 
攻帮を受けた埸合には、 a 本は iff ちに间盟國側に加擔して參戰する義務がある。今で さえ亞米利 
加の主力_は：：！本のために太平洋に釘廣けにされてゐる。現在の亞米利加海軍力では、 日本と 
戰つて勝目のないことは百も承知である。南洋は / S か、フィリッピンさへ守れ さうにもない〇 n 
彳ズヴ •< ルト•か今你七〇 %以上參戰を好ま5{米國拔を笨づつて英國 S 為を技かすためには、 
瑞典紙アフテン•ブラデ，卜がすつぱ拔いたやうに、どうしても獨逸侧 r 刺戰して米國海軍に向 
つて發砲 e せる必：要がある。旣成堺致を拖ヘ上げて、國以を杏®なしに納得させるよ b 他 tc 道が 
ない。また斯くすることによつて H 本の參戰を未然に防ぎたいのである。 

アイス fv 卜 Q 無法 占領に 怖を なした S 親英 g 葡菊？ある。 アゾ I レス 諸岛 、ヵップ•ヴ 
* ルデ群 ft も、いつ 何時橫紙 破りの米海軍に山領されるかも知れ/ X いので、當つて碎けろと•止 ； g 
から米大統铽の保障を：要求したのに對し、彼はこれ等の諸ぬが樞軸侧に惡用されざる限り千涉の 
意志 S ないこ—、最近■萄牙公使に向つて 明 首した。 西班 .f ナ？ I 、 佛領の ダヵ 丨 
ル港については何と考へてゐるか•聞きたいものである。 

米！！の參戰に對しては阈内法的に二つの障害がある。その j は§の協 f 經ず して 陵軍を® 


半球以外に nj ひることの出来ぬこと、他の一は徴兵令にょる服役年限ーケ年の制限である。歐洲 
派兵に fi するこの二制限を撤廢すべく、マーシャル米參謀總長の報齿に基き、スチムソン踣軍長 
官から現行法規の改正案を議 n へ枕出す る 運となつたので、大いに誤#方 ail に物議を醚した。大 
統領は七;- J 十四口關係議員の有力者パ ークレ ー上院議 a 、 マッコマ，ク下跤謀£1以下四名を ホワ 
ィトハウスに召集、マーシャル參謀總長も列席して下協謎の結果、軍部の二扰案を仝然別倘のも 
のとして切 r 離し、(一)西半球外派兵禁止條項撤菝案は當分之を見合せることとし、(二)徴 
兵服務期11]]延長案に就ては、政府側の希望を容れて立法手續そ執ることに妥協が成立つた山であ 
るが、もともと^ 衆の nil に 今尙 >1' 人氣な 徴兵法の强化が、たやすく 議竹を 通過す るか どぅか rl る 
疑問で ある。 この一事を M て も、如何に政府が參戰す ベく 敦圉いて も、 亞米利加の輿論は まだ中 
中 そこまでは 行つ てゐないこ. i 5: 窺ふことが出来る。 

スターリン表面に乘 y 出す 

問戰後四週問、赤軍が賴みの綱と思つたスターリン線も、ミンスク=モ K クワ街道のオルシャ、 
ヴィテブスクの線に於て獨軍の突破する所となり、モスクワの西三百キロのスモレンスクも、七 
月十六 R 確 K に獨逸軍にょつて占領された。この危急存亡の秋に當り、曩にコミンテルン寐寄紀 
スター9ン表面に黍り出す 五111 


政•治篇 五四 

長の？人民委 A 會 £2® に乘出したソ聯 Q 獨裁者スタ.-リンは、更に國防委貝、卽ち g 防相の® 
g をも S て出て！：防寶晝及 S 兼職と共に一人四役 q 大童である。斯くの如くソ聯の 阈防最 
高拔關はスターリン首相兼國防相の一身に集まり、名寅共に軍、政兩面 5: 總攒し、 戰時 SS 制 ?:强 
化することと なつた。 ヴォ P シ 1 P フ、ティモシ H ンコ、ブジ■ンヌイ三元帥は、いづれ も槊阁 
軍總司令官として前線に出動中であるため、クレムリンに於てスタ ー リンを輔佐して 軍政 Jtt 際の 
衝に當るものは、シャポーシ= n フ元帥竝にザポ a 1ジ m ッ政治娄の兩國防次官で ある。 

ソ聯 では 督軍機關として、政治寶な f のが軍隊に常 S されてゐた 。とれが戰時に於ける命 
令系統を複雜化して行動の敏活を欠き却つて 弊害があると云 ふので、 ソ芬戰爭當時一時廢 止さ1 
てゐたのを、今度の敗戰に迄み、又もや この制度を 復活させた と 云 ふことである〇斯かる僻軍制 
度の W 興は 軍隊内 m 規の紊亂と弛鞍と を 恐れての處置 には 相違ないが、こんな ことで赤軍の籾 齡 
を挽回す ることが 出來る であらぅか。思 ひ 半に過ぎるものが な v > でもない。 

第111次近衛內間の外交方針 

第二次近衞內閣 の 突然の挂冠に驚かされた 國民 は、 七月 十八 日近銜 公に ょつて再組織された新 
內閣を沈猷を以て迎へた。改組の理由としては、只現下の國際情勢に對應す るため內閣の强 化 S : 


圖つた Q であると發表された。新外相豊 III 貞次郞提稷は、新内閣の外交方針としては、松岡外交 
を踏襲する旨を聲明した。今や世界は英米ソと獨伊 m 軸との二大陣營に分れて鎬を削つてゐる。 
この間に在つて我が固は、政治的にも軍事的にも、事寅上キャスチング•ヴォートを挝つた形で 
ある。一步を謬れば、歐洲大戰は忽ち世界大戰となる可能性がある。この物情騷然たる超非常時 
局に對し、帝！：外交を双肩に擔ふ新外相の安務は m 且大なりと云はねばならぬ。筆者は誠心誠 
意、我が N 4家百年の大計の爲に豊⑴外相の健在を rr るものである" 

日佛印共同防衛 成立す 

ド•ゴール政權竝にその尻押をなす英米勢力の怫印に對する窺叙竝に策動を排除する目的を以 
て、豫て現地及びヴィシーに於て折衝中のところ議熟し、遂に日怫共同防衞の申合せが成立し 

て、七月廿 六：：： 次の政府發衣となつたのである。 

帝 N 政 ! f-f は* 1 J 下 3 世界怙勢に适み，帝阐の企 [fid する大東亞共榮阁の確立を妨杏する凡ゆる策|!»を斷乎排除 
する :£大措砬として，佛領印度支那に關する共 F 4 防似につき佛國ヴィシー政府と3間に先般来話し合ひを進 
めつつあつたが，今：2右に脚し：由： sra に意 il の一致を見るに至つたので，七月二十六 n 正午左の如き帝瞬玫 
府の聲明を發衣した。 

『近時帝阈と佛領印度支那との關体は、昨年八 B 松岡* T ンリー協足5:始め M 火40 U 怖協：にょ='，急速 
日佛印 共！：防銜成立す 五五 


に is と加へ来れ f ころ，今—-印度— S す k . 共 s 防®につき友好1-」ょリ、 s .- 
國玫府問に完全に意 J 4 の一致を見たり。 

帝38に ns に f sir s 中 S 35描 s?f ^ SK - .約汔ょ* 

生ずる1 SIS くとだ•今— SIK 51 S め，以て - SIS 
を^けんことを期す J 

こ2聲叫が佛印は勿論、我描益下の南支、中支、北支、證 、滿洲 其他樞軸 關係證 ょり多大 
の好感を以て迎へられたことは勿論であるが、粟利加_英威還菝及益印に向つて强き 
衝動を與へたことも亦宰ひ難き8で—。これ^, ABGD グル I ブのこれに對抗して執つた手 
段については、次節に叙べることとする。 

越えて廿九日午前十一時左記の日佛 S 定寄が：かィシ 1 に 於て、 加 I 佛大 使と ダルラン 佛 

副主席兼外相との taj に正式に 調印された. 

« 

佛領印度支那の共同防衛に閼する日本國保蘭西國間議馨 

大口本——园 IS 2 K §?1 しそ — に 

於 r t 本亞に於ける一般的靜盡及.安全が危險に曝されたリと G す 理由 あるを認め•此の 機 
f 一方：：！本 syf て f 4た， 0§- s . s 2 西泛 S 印度支 S 2 保全及印度 


支那猫邦の全部に對する佛 M 西 W の主*を »m す-- iS り約^5:•他方佛期西阐に依 u -ra された る U 本阐に 
對し直抟乂は問接に対 tL するが如き性®心政治上.耗濟上 X は取事上の協力を豫 ii する何等の協.>£乂は諒解 
をも印度卜乂那に關し笫=31と wto せざる旨の約束を新にし左の諸规定を協定せ=> 

-: 雨 W 政府は BsinIJ 度支那心共 Ini 防衡の S: 卓事 h 1& 力を £す ことを 約す 
二、前 sli 協力の£&に IA るべき措 E は特別取： S の目的たるべし > 

三， 前 S 11 諸规定は其の採用の ill 梅と K りたる怙努の存； SJ する限りに於てのみ效力を冇すべし . 

右^採として下名は齐本阈政府ょリ正當の番任を受け本：：：ょり實施せらるる本議定 vf に署名製 ni す 
昭和十六年七=?二十九=:卽ち千九7«1!十一年七=;|1十九0「ゲィシ|」に於て：：：本文及佛阳西文5:以て本： 
二通を作成す 

加 e 外 松 

ダルラン 

你我が國に於ては] ilj - Hti 議定其の規定に基き、佛阔蚊府と協 a を m ねたる末、^ r 干兵力を怫印へ 
增派することとなり、南部怫印增派陸軍 ii 高指 t +: rr 飯 111 齚二郞中將指梂の下に、我が Ke 軍 S 粘銳 
は七 A 二十九 H 以來步武堂々岡貢 ii に同地附近へ降統上陡中でぁる3 U 、 卅一 n 大本奁ょり發表が 
ぁつた。この上除部隊の一部はやがてカムポジヤに進駐した。また新兑海軍屮將麾下の艦隊は is 
送船隊護送の任務を了つてカムラン約に人港し、佛阈海：4と交驩した。斯く fl 佻印共间防衞が n 
佛領印度支那の共 rnl 防街に»する=1本2佛蘭西國|!11隶定甚 五七 


現しては、英米侧 SS 閉塞する他はない。カムラン約は S 戰役當時ロゼストウ J スキ 1 
の梅隊が假泊した所で、南進途上絡好の基地で—。 

日佛印 共同防衛に 對する 英米 側の反對工作 

貧記：！： •佛，共同防銜帝豐府 S 明は、七 ft 六日正午 東京に於て發表された が、 
r ズヴ..ルト大 I は、廿音夜 a 本及び支那(南1 S の在米資金 i 令を布吿し、 廿六 
日より効力蠢 ffu ととした。营支 f 含めたの1雰1によ f のことでぁ 

る。 

■右に 5 e する ホワイト < ウス から VO 聲明によれば「今回の凍結令は、 日本人權益の關係す る金秘 
的取引、輸出入 KS 引 S 部を米 S 府 i 下に I 、右法令 S 反に對しては刑 f 課す 
るも？—。」而て今回 q 在米日本靈 g — は、 本年六月十四日の 棄獨伊資金凍結に關す 
る大統^:令と同枚に、先般の無制限剧家非常時宣言に基く もので、金融 上の 統制のみならず、輪 
出入 登 取引 S 部孬して4結令5用して、囊上日米間 S 業を不可能—しめた 點に 

注意す る 必要が ぁる。またこの塊 結令は直ちに フィリッ ビンに も 適用 せられることとなつた。 
英阖に 於ても同じく在英 H 本資金の 凍結を行 ふこととなり、二十六日早朝左の如く發表し ヒ。 


r 英國政府は戰時財政統制令に基き、正貨及び證券ょり成る在英日本資金に關する取引は、七月 
廿六日 以後英阈大藏竹の許可なき限='之を残止する旨の大藏祈令を英國諸銀行に通迮した。』 
それのみならずクレーギー駐日英 N 大使は、二十六日午後二時半、外相官邸に技 m 外相を訪 
問、本國政府の訓令に基き 
一、日英通商航海條約 
一ゝ日印通商關係に關する條約 
一、日緬通商關係に關する條約 

の三條約を廢菜する旨を通吿して来た。表面の理山は、これら條約の目的 S : 最 r .1 十滿し得ないもの 
と認めたと云ふのであるが、米阈と同一歩調を取って帝國の東亞共榮圈と東亞新秩序砝設の理想 
に反抗の姿勢を示したものであ1。條約の規定にょれば、日英通商航海條約は廢菜後ーヶ年、日 
印、 rr 緬條約は同じく六ヶ月 ili ] 存効の筈であるが、資金凍結令の結果として商取引は全然不可能 
となると解釋すべきであらぅ。 

政治的の斷交は大公使の引揚げで卽時開戦の一歩前まで來る が、 經濟上の斷交には幾多の段階 
が ある。日米 間の 關係でも先づ屑鐵の輸出禁止が始まりで、特定物資の輸出許可制から今度の資 
金凍結令まで進展して来たので、この先まだ生絲の输人禁止とか石油の輸出禁止と か、 我が國を 
H 佛印 共同 防橱に對する英米脚の反對工作 五 九 




政治 篇 


六〇 

いやがら f 手？— S — 要———。— ISSS 佛印增駐£ する 
報復 手段として、條約 sf 資貪 結と1施して、我が S 出方 i つてゐ—る。戈 
力方力實力 S へる氣がないと：^くびつてゐる證な態度は瘤に5 てならぬ。 

英米の t & つて f •右5論印に於ても、吉廿八 H 、 昨年 士瓦我が —銀行と 
ジャヴ r 銀行と Q 問に I された印——止す1吿して f 。 ま J 
庭では—印：：！本達の凍結、0 t 本より の 輸入制限と、日本、 滿洲國 、— 、佛印 向け 輸出制限 
を斷行す昼一十八日朝發表した。：：：卞 W . 石油輸—止云々の一ーユよ1ノノ電報は、日本の1 
を餘計に1ふ SS ら、—政府によつて取 f れ奈、 si とし S は使へず 
ギル f はなし、何としても石油が買へぬので、實際上林 i と同じでかる。 

i 新亦弃廿七彥以て、？ sfS 、 一九二八附 S — 
E 蘭出の證關税及び航海に關する暫定取杨による最惠擇遇を、 一一ー ゲバの S 期叫附で廢棄す 
1を—して來た。嚣、—陀も英本泛 Is 隨、遭—十八 I 令二十六日に 

遇つて K 施•ビルマ藍も八月 j H 附で H 本と S 商停止墨表した。 
i 以上の英 f G 他 S 0 によ—粲—対し、帝 g 君七パ廿八人 I 名取締 規 
B を公布、 aHI して、日本在留 gll 人 S 愛び11 f こととしたのは .I 


過る程 S 當然で t 。 南逢府及び滿洲 S 府もそれぞれ法令を發して、 S 政府と步調を共に 
した。 

それにつけても我等が trl 慨に堪へざるものは、ローズヴ * ルト大統領と その 周圍の我が日本に 
對する錯覺であり、それから 來る 所の侮日態度である。天然の資源に乏しく、財政窮乏、四年越 
しの 支那事變 に 疲勞 困 ®! して ゐる日本には、 列 底反噬の力なしと 云ふの が彼等の侮日觀である。 
日本側がひたすら和平を祈り、眞意の諒解を求むれば求むる•たけ、却つて日本を見くびり、鉋く 
まで 高飛車に 乘しかかつて来るのである。獨逸に對してはこれでもかこれでもかと手を變へ品を 
更 へて 嫌がらせを遺ることは遺るものの、どこかにま*た 危惧の 念に驅られて參戰を敢てな し 得な 
(に向らず、我が日本に對しては、我が 阈 力を甘く見て馬鹿にしきつてゐるのである。敢て海軍 
力を動かす迄もない。經濟的に封鎮すれば日本は忽ち參つてしまぅと、彼等は信じ切つてゐるや 
ぅである。，11ズヴ * ルトー 派、米海軍當 局、 否歐洲 非參戰論の急先鋒リンディまでにも、 斯か 
る鍺覺を起させた腠代朝野の政治家の罪は極めて重大である。 

米國が日本に向つ て 行つ た翼攻勢 S 第一歩は、昭和十四年七 H 廿六 dsn 米通商航海條約廢 
棄の通吿であつた。 歐洲動亂 の勃發と共に 英阐 は、獨伊に對して全面的の經濟封鎖を行ひ、 日本 
に 對しても m : 要 物 资の 輸出を 禁じた。 米國は 之に 追隨 して次から次へ と對日經浒 封鎖の手を 打つ 
日佛印 共同 防*に對する英米 @1 の 反 對 工作 六一 


て來た。 1 十五 年七月 二日、同廿六日、同年九月十二 日附の大統領令を以て 飛行機及び 附 
I、I 機： r h 作機械、石油、鉛、雲、 1131對し 輸出 許可制を 
施行し、十五 年八月 一日 以降 suf 有する石油燃料、卽ち飛行機用 ガソリンの輪 出を 
梦止した。つづい て九：！：： 其 日 S 大—令にょり、同年十月 士ハ日以後西半 f び證を 除く® 
國 に對 し、 雲の輸出を禁止した。 更に 本年二月三口以後銅、眞論、青銅、亞 鉛、--ッ ケル、 炭 
酸加里、盟 日からは 精油拽械 、ラヂゥム雜石、 ゥラニゥム 碧、 牛皮な どが 輸出 許可制となり 
问五=には 檢出 許可を 要す S 鋼製 品のリストを再吟味して、多数の 品目の輸出を禁止し ちガ 

ソリン運 fs.is 如き— S 1? ぁる。 八月一日には同じく大統領令を以て發動機 用 
ガソリン 及び飛行機 用潤滑油の F 1 本向 輸出を禁止した。 

日本が軍需資材として亞米利加から求めるものは射鐵、石油、銅、，Iッケル(加奈陀)、工作 
機械I。これが—又—置で—。.甚しい e 皇つては is へ手Iはし 
て、—から日本への水銀 S 出を差止めた。彼等は今度發 令の凍結令に f 足らす：— も 
南米諸國と—1をも邪魔せんと：I下 fi してゐ—る。之を要するに現下の情 
勢に於て ii、—if 除く璧 SQ1I 学 f のと i する他はない。 f B 本人 

iiila つ—111。露—を f 5 f * 





ズヴ * ルト大統領は須らく一考すべきである •. 

俤國に對する 米國の憤慨 

日本陵海軍の佛印進駐にょり、海峡抝扠地及びビルマ方面からの示威的 M 迫に對し、安堵の 胸 
を撫で下したのは泰國である。今や我が飛行部隊及び機甲部隊の精銳は、命令一下卽 H 盤谷の守 
備に着いて大東亞共榮圈の擁護に當ることが出來る。四萬や五萬2印度兵や馬來兵は物の數でも 
ない。 m 慶軍のビルマ倭入に戰いた泰國は、我が軍の佛印進駐にょつて形勢逆轉、今や戰略的に 
シンガボールを壓する形勢となつた。 

アィスランドを占領し、佛國の委任統治領シリャに攻込んだ英米には、我が國の怫印增兵に 對 
し文句の言へた義理ではない。皇軍の佛印進駐が何等領土的野心に出でずして、全く來亞の 安寧 
と秩序を維持する爲に行はれたことは申す迄もない が、 この皇軍の威武顯揚に對し、全く手も足 
も出ぬ英米側の S ? 憤は想像するに難くない。江戸の仇を長崎でと、彼等が經濟斷交一步前の報復 
手段を以て我が國に挑戰して来たのもその爲である。併し憎いのは日本許りではない。和棒の佛 
蘭西も怪しからぬと、ィー デン 英外相に次いでゥ H ルズ米國務次官も、八月二日激烈な句調を以 
て惡罵を怫蘭西に浴びせ掛けた。 

佛國に對する米 S の tffitt 六 rs 一 


『ゲィジ府 ti、 霖 slsis 外 5SS4 力？，— SESI 
對して佛 S 政府統治下 S-H を防 &I— して米 iws 約した。佛印の 
i な一部分を、1的に口本へ引？も3である。こ 5S は佛 S 主樓•か、 SS1Z よ？脅かされ 
つつあるが故 IT 口本 S 助％ If S 2で—てられて•米N123說明に永 
® することは出来ない。共；！；防 S S3 下！ T &心1に對して栗•基地を⑴ ？XJ とは，米 S 安 
否に重大影響を及ぼす情勢を展開するものである。 

ゲ-シ - sla ， 佛 2 SJ —£1に抵抗1を i して S した。 S に® 
伊. sfi ァに於て— St 作之 S 抗しなかつた。 
しかも英¥•かシ cn ャに於て防资作戰欠開始するや、佛蘭四政府は之に抵 tL した。 

これに5米2政府 IT 5. TSS 農府が、？て本海外32為 J んとする 
旣2方針蟲持す5向で S か否 S な、米 SS ィシふ佛證政 S ぴ佛 S 現也 
SS . Hf - Jsy 於て，これ2官禁、5征？し板？擴大甘んとする辣々の 
tf ら、 S 西52を保 M する罡示す SS 效 5 sii よつ K ■を決？る e あら 
ぅ。』 

これはまた何た isEsst 。 怫印に於ける您西領土を Ml 嬰があれぱこ 
そ、日本の按助を請ふたのではないか。居りもせぬ獨逸兵の#在を 口过にシリャ6入した英國 
5略(£は、； JS 明な米豊治.&によつて、§る防衡作戰 として 不問に 附せられて b 


る。この調子では米 Ha は、程なくダヵ ー ル港を. , i 領するかも知れない*寅に M くべき詭辯と言は 
ねばならぬ。 

ウェルズ S 務次官の非難に對し、ヴィシー政府は七月四 tl 次の聲明を發して之を反紋した。 

一，シリャに於て佛蘭西は最後通牒もなければ何の*^5:も受けず L て、英國心公然たる S 略に對して對抗 
しなければならなかつた。我が除本11增按部隊も物資の供給をも期待出來なかつた。而も我が箪隊 U 事货 
上一一一十一 H 間の抵抗をよく練けたのである。 

1* 佛印に於て件»|西は七=；三十 U 柬亞に於ける H 本3優越的地位を承認し，それにもとづいて H 本に•氷事 
施. BX を提供したのである。常時米 W は何等3行®にも出なかつた。 

一、今や n 本は敵：本(重慶軍を意味す)の集中により佛印は # uc されてゐると我々に通告した。佛 M 西は今 
佛印に笮拨部隊を載遣する餘力を持 fc ぬ。よつて加蘸大使3協) t 申人れに同*して，日本車除による佛叫 
防，3措近を承認したのである。かかる事琅は他の何處の佛»西領土に4存在せず.殊に阿弗利加の佛炤西 
M 民地にはかかる事態は絶對に存しない。 

.と、セネガルの耍港ダヵールに對し獨逸か共同防衛をヴィシー政府へ申込んだと云ふデマを併せ 
て粉碎した。 

V 波援助協定の成2: 

y & 技助協 Je の 成立 六五 


七月三十日ロンドン来電にょれば、同日ロンドンに於て亡命波蘭政府首相 S ルス T と、駐 
英ソ聯大使マィ KT との問に、ッ I 助望が締結—れたが、そ gs は次 S りでぁる。 

一、 ソ聯政府は一九一一一九年獨ソ問に締結された i 劃—約はも？ S となつたも q と 認め 
る。 , 

一、波蘭はソ聯に對抗する如き如何なる第三國とも協定を締結せ ざると とを 約す。 

ーソ聯波蘭®闻如の外交關係は復活し、相互に大使を交換す る。 

一、兩 E 政府はソ聯領土 S 於て波蘭成に承認を與へる。右波蘭■は、波蘭政府に ょ 
つて任命された司令 f 從ふが、作戰的にはソ聯 S 最高司— gl 下 S かれるものと 
す。 

一、® S 府 Q 外 S 係復活と共に、ソ聯領内に拘束されて t 波 g 市民の嫌て§ し特赦を 1 
へる。 

一、本協定は批准を俟たず ep 時發効するものとす。 

以上の協定に f ソ聯は、豫てえに—中の蠢俘虜二十萬 人を 釋放し、 新 波—— 成し 
て之を SS 使用す sf しい。然—前記ソ波兩國協定調印の ィンク f だ乾かぬ內に、 

兩塁に仲介者英 S 問に妙に氣まづい S が感じられて來た。籥側からは「第三 f の如可 


なる協定によつてもソ聯に敵對する義務は負はない」と云ふ聲明が發せられた。ィ ー デン外相の 
最近の聲明では、「英波兩阈は一九三九年八月二十五 H 附の英波相互拨助條約に於て、ソ波の 關 
係に觸れるやうな何等の義務を負うてゐない。また英國政府は波蘭政府に對しソ聯との阈境を 保 
障してゐない」と云ふのである。波阐側では、萬一の場合には英軍がソ波阐境を占領して、ソ聯 
に依る協定の屈行を保 PV : して吳れるやうにと英國に向つて要請したが、英國側ではゥンと言は な 
い。それと云ふのも英 H はソ聯との軍事同盟で、若しも兩國が共同の勝利を得た場合には 、大鼸 
に於ける支配的軍事勢力として，ソ聯に對して東歐及び中歐の新秩序につき廣汎な自由裁*を 審 
認する旨を、豫てスターリンに? r 明した手前、ソ聯に盾突くやうな約束を波；一に與へることが出 
米ないのである。消息通の間では、亡命波阳政府の外相ッァレスキーが突然辭任〕たのはこれと 
關聯あるものと見てゐる。孰れにしてもこの協定は、宣傳的効果以外には英國側でもソ聯側で4 
酴り爪き S : 置いて居らぬやうである。 

この協定に刺戟されたかどうか知らぬが、獨逸政府は八月 I 日附を以て两波蘭領ガリシャ地方 
のレムベルグ、タルノポール、スタニスラゥ三縣を、フランク博士治下の緦督府領に編入するこ 
とを 發令した。 

右の外獨逸は戰時中の暫定處置として、リトア -1 ャ全部及びデュナ河以西のラトヴィャを合せ 
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» « a 六 八 
て一行政區域を組織し、之を オストランドと 命名した。 その行政長官には元シユレ i ウィヒ • 
ホルスタイン知事 ハインリヒ • n 1 ゼが住 命された。またラトヴイヤ總監には才，トー•ドレ， 
クスラ.-(元1ベ/市長)、リト I ヤ i にはテオ •？ ル•フォン•レネラがなつた。 

米 V 通商協定の更改 

米 S は七月四日ソ聯との通商條約の更新と、々*ルズ S 次官、ウマン スキ1駐米ソ聯大使と 
の，簡-父換にょり凡ゆる實際的按助をソ聯に約することにょつて、實質の上から相互援助 
に等しい政治的野合を敢てした。ワシントン外交界 Q 一部では、今回の米ソ協定は全面的 世昧戰 
爭が介在すると云ふ認識の下に結ばれたのでぁつて、そ S 史的意義は英•米•ソ •蔣同盟の 吉 
成に等し5重大性集びて 1 4へて f 。 米ソ證が示す所 s 特異性 a 、 大雲 e 如きもの 

でぁる。 

一對ソ武器按助は米^々防上必要なりと au したこと、 

一、ナチ K 粉碎 S には米 s は1念イデォロギ 1 ST 一時放棄すると明示したこ气 • 

一•ソ@に？る5:— 品供給に 5 ては英 E 、 I 政府と ： TS 優先權を與 へ f と、 

1防强 化に 必要な器材輸出 許邱？ S 限に出す f を 約束してゐること、 


, 米 H の 船舶1:提供して對 ゾ 按助资材を輪送する用意を示してゐること， 
r 従来の 通商條約は ，ゾ W ' か最惠38待遇 S 下に-1*年一一: 千 禺ドル乃至 W 千 S ドル3 米阈品 を輪 人す ることを 
規定した が、新 通商條約は 無制限の 蝓 人を 許してゐること. 

等である。 

米®は當分の問ソ聯に 對 して 武器貸與 法を適用せ ず、 在米のソ聯資金で 支拂 はせ る 苦であるが 
これは 恐らく 時の 問題である。 スターリン 首相と 會兑 して N 下鉍 任の 途に 在る 、 n 丨ズヴ * ルト 
大統領の特使 ホプキンズ武器 貸與 長官の 鉍米後 正式にこの問題を決定する苦である。 

ソ聯が差當り米國に要求するものは新銳の爆擊機 、棉花、 皮革類 •ガソリン、 赤革共士被服材 
料等である。この內大型煤擊機は、米 M 3 から英國經由北氷洋を迀 M して空輸が出來ないこともな 
いが、その他の物资や今後必然的に供給を要する武器は浦鹽を通ずるょり外に路はないので、太 
平洋關係は今後益々複雜微妙化する譯である。 

獨ソ開戰以來六週間、赤軍必死の抵抗にも枸らず、獨逸軍は中央に於て旣に阔境ょり八百キロ 
の地點まで進出して來龙。これは東京から尾の道までの K * 離に等しい。獨逸で言へ ば 束プロシャ 
のキ m - I ヒス ベルグから ライン 河畔の キヨ ルンまで進軍したことになる。 モスクワまで 剩す所僅 
に二百キ n 弱、恰度東京から靜 g 迄と匹敵する • m 部戰線では、ウクラィナの首都キ H フの南方 
米 y 通商協定3更改 六九 


で一大 la 圍戰が展開されてゐる。北方ではレ- 1 ングラ I ドも命旦夕に逼 ると 云つ てよい。如何な 
る最れ E でも戰爭の山はもう兑えたと f ねば— まい。 英米側が ソ聯の參戰で 狂喜したの も、 

怎うやら8泛成| うで—。 米—震 S しては 询£§| い。それだけ彼等 
はソ聯按助に i とならざ is い。而も, JQf 物資が f 津輕 海峡を 大手を振つて通過す 
ることに対して我 S はいつまでも拱手傍觀するであらうか。 

アング n サクソンの商業意識はキ，-ヴ•エンド•テーク Qj<0 2S . S - JJQ である〇人に與へる 
代りに，：：！！分も取るのである。惡您の様に£んだボルシ * ヴィズムと和睦して、そ S の▼た手 
を捉つて打振$,\午1は、 1 Q 給付に對して何111 しない f 君子仁で あらう 
か。シベリャに寮の基地* 2 ナャ ッヵに海軍の基地を要求すると 云 ふ風說は 、 S るデマに 
1であらうか。太平洋 S 铸が段々と高嗚 りして 來1111此頃、 ソ聯と米？ が 特に— 
になり初めたと 云 ふ報道は、痛く我々の關心 を 唆る ものが あるのである。 

泰國の向背に關する英國の焦慮 

泰 S 外 Isis ては、 逍 15ド貨 G 支配下 St き S 51ぬ • 

從つて英 SISS 資金凍結$結果、自然： n 窗 SS 袋が不能—る S マ <,1:帝 S 


府竝に泰阈政府斡旋の下に、横濱正金銀行と泰阀銀行固との間に一千萬パ！ソ(邦货換 ?? 約一千 
六百萬凹)のクレディット協定が成立した&、八;-]1=大藏贫から發表になつた。 

また泰國政府は 今 问滿洲 W 政府を承認す る ことに決し•八月一日附を以て此泞 5: 滿洲阀政府に 
正式通吿すると间時に、その趣を我方へも通達して米た。今より九年前滿洲問題に關する認焱の 
不足から^際聯盟總钤が、五十三對一槊を以て我が帝阈の立場を否認したとき、泰國は敢然とし 
て その -rfiE なる 一 •漂の楽權により我が帝 阈 を支拨した。その束亞共榮親遇の理想が、今 P31 S 滿洲 
國政府公式承認の一銀により結. M したのである。平時と違ひ今莽來英國は泰阈境に增兵し、東慶 
政播下の兵力將に邊挺を m せんとする懸念あるにも拘らず、泰國が n 滿 H4 阈に對し友邦としての 
態度を as する所な く表明した 功 M は、 我等の大いに多とする 所で ある。 

然しながら泰國の斯かる態度が、怫印共同防衞協定 srf 行と和俟つて痛く英阔の神經を刺 a し 
たことも亦 Kc 定し雅い祺 K である。それが果然八：：：六 n 下院に於けるィーデン外相の泰阈及び我 
が國に對する財：吿的聲叫となつたのである。卽ち I 

寨阐の8:立と領土保全を脅威するが如き如何なる行動も英國にとつて卽刻の關心亊となるであらぅ。シンガ 

ボール Q 安全を#すが如き行動に至つては*史9ことである。 E 1 本の新聞は英固が奉國に對して陰謀を企ら 

んでゐると害き立ててゐるが， 苔 L 日本が 15 らかの手段に出る & らば、日英問には*も重大な 事* が發生す 
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•0 てあらう。英 E は一世紀以上 5 つて泰 3E と友好明保を设けて來た。 is 策は何ら 3®f うけるも 
Q ではな；：，。英3は產 . S 念間には公式にも•非公式にも何 S 盟 S 2 結んでゐない•か、もし；：一本.、 
これ以上進ん2るな〇ば，英 WSSS ょ雲な i とな f 徘ない。 

a 分の方がアンザック兵5:動 M し印度兵を拊駐して、海峽植民地、マレー、ビルマ國境から泰 
に强呢を加へて©きながら、我が精銳部隊のカムボ•シャ震を見るや、風聲赖淚に^! く 腰没沈 
士のやうに、徙に聲を勘まして我が闯に玲街を發するのは笑止千萬である。彼等は自作の鬼断を 
見て$1いてゐるのである。 

ジョン•ブルの焦迸はヤンキーとしても掐遐けない。病氣保養から久し振に ワシントンに M つ 
たハル阈務 fiTJ * は、記者阁との件兑で 

ィ —- ァン外相ノ〇^には一止式批評を东控へるが、 B 本 i 佛印に對してとつた行 g につき.先"ゥ h ルズ g 務 
次官が栗したミ at i 用出來气米行使 m 本 SS して如何なる— 
つても，米阐5安全に M し益々 m 大な Mte を增す許 U だ。 

と英阐に向つて助太刀の意を表した。 

今；史事新しく 1 迄 もな く、我が M が 最後の決心を固めて 泰 f 後？れば、假令数十萬の3 
度兵 5: 狩 集めても、 i 軍の 加勢が來て も、—一觸、マレー半岛は JS か、柬洋のジブラルタル 


5:以て任ずるシンガ，ポールすら、現在の英一:除海軍の力だけでは到底守りきれないことは火を阽 
るょり明である。 そこで 怎 ぅしても 米阈の軍事的加勢を慫慂する必要がある。 この 時 b 丨ズヴ * 
ルト大統領はポトマ，ク號に搭乘して近海/ ij 遊の途に上り、チャーチル宵相は三 rl 以來姿を隱し 
た。今次大戰の兩贪任茗が相你して談ずるものは何乎。杏人は多大の關心を以てその成行を注視 
せねばならぬ。 

英國の泰2:に對一，る” MC 嚇は益々诺卄に.なつて來た。八 W 十：：！の來笛にょれば『=本が泰に於て 
武力的策動をなすならば、英米は共：！して其.&11を碎くであらぅ』と英國柬亞裉司令宵ポパム大 
將は演說した。またトーマス馬來總舒は『マレーとビルマの武力は大々的增强を終つた』と聲明 
した。英國はまた破 m 修練•の爲米 S へ迥漕する戰艦ゥォースパィト(三萬二千啦 ) を、態々泰树 
に B 式させて示威運動に役立てた。一面かく泰阈に對して成«1を加へながら、他面 IJ - tT を以て泰 
國を誘ひ、沿し英國の希望する軍用基地を找供すれば、ビルマ及びマレー•に於ける過去の失地返 
還について考庞する3 II を屮込んだと云ふ噂である。 

これに對して泰阈政府は-冉び中立を聲叫し、英箪の役入に對しては斷乎抵抗する&のステ1卜 
メン トを發表した。卽ち I 

泰國は現在依然 iL て凡ゆる阐に對して友好政策1:駐持してゐる。赴近某 W が it «: 亊基地 t £ 設を栗求した*^ 

泰||33向背に《する英國の焦慮 七三 



IK ふ風寶行 S れて ， Qsv かか -oiii 如何な ， OS ら 45 S れ 5 ゐない。—外鬯於け る 軍隊 q 
行 S 5 いては本政府は少しも關心を持2。泰國は執れの側から軍取的—を受け t とも、し 
t の！^な％?2若し中22泛止む？£らば，最5老一滴44し I れと戰ふで 

奮は今 SISS ■地帶と化した。いつ1側の — ft して 嚴正中 i 
の態度を嚴守し 得るか。その 悩み ® C に深刻で ぁる。 

獨佛 fg 國の接近 

休 戰條約締結後の獨佛 I Q 習は、 ヒ ，トラ！ダルラン— 後餘程 i された に 相違ない 
が、ヴィ T 政府 部內にも f の暗流がぁつて或—は锾政治思想の 傅 f 一朝一夕に—し 
きれず、 他のものは rf ルの 自山當 西には共 S — も、獨 fs 力は蟲が 好かぬと云 
つた 具合に、 ti ? 缺 いて 何 かにつけ S ごた f ?—。 此 gs してベタ— 
を始めグルラン副首相 f •現下 Is にとつては戰勝の獨逸と If ことにょつて、 

ii _— るょ—、—.— II ふ it て—在の 

アベッッ大 f 介して1、漸く或1 f 關する馨が出來上つ J f ことで b 



る。その內容は發表されなかつた が、ペタン 元帥は八月十二 日 ラジオを 通じて、 ゥィシ ー 政^の 
立場5:聲明して、阈民の支持を要請した。その要點は大略左の通りである。 

0外 jjs : 保米阐は佛3西の行動を汶つて判斯して0る。米^入は換洲抨迖への佛猫西の努力を正しく理解 
して欲しい。古來歐洲は M 々硪火に見舞はれ * BM 西もそ心災寄を綮つたが，その KW は歐洲諸 N 肫体の睢 
弱性にあり、佛？5西は之1:除かんとしてゐる。 

獨伊と S 關保は滿足すベ？も3であるが，こ213定的な閼体を笨阎なもの 1 C * 化せしめる C と1:希望す 
る。 C . れなくしては歐洲秩序の再 ife は不可能である。對 W : 一協力政策の結货は獨逸の東歐に於ける仕取の S 
に延引してゐるが，！ S ソ戰については佛蘭西は 斷 乎として铒逸側に味方するものである。 今や 獨逸は |& 洲文 
明の保全の 1 S に大联閎を行つてゐる。これは恐らく世界の地 W を S * ぜしめるであらぅ。然し我々は可及的 S : 
速 1C 体戰 re 約にょつて設定 S れた®识との tf 5 c 關保を安定 S せねばなら。。 

0內政關係最近佛繭西2:内に不安が^リつつあるゃぅだが、これはド*ゴール诹及び英闺が佛阐民に政府 
の®成を疑はしめんとする策動に基くも心である。 

ベタン -dr 席は新: 1C 法にょつて與へられた椹力を以て. 敗載 ^任 者の磨 SU を公判を待たず して急速に rr ふ C 
とを 公約する。 • 

斯くてべタン 主席はダルラン副首相の 權力を增大し、 彼を 國防相に任じて外相及び海相を兼ね 
L め、 外交と軍事を一手に收攬 させて、 獨佛協調に向つて力强い發足をさせた 。この 佛蘭 西の 態 
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度か米國政府 Q 當事各を失望させたことは言ふ迄 もない。 

英 Vの土耳古獨立援助 

ソ嫌の§が傾く 5れて、土望に於ける親獨 Q 傾2は¥勢1た。1額 If 
ル nfv 卜 s 繁壞が商 f れて t 。 ソ聯 s 敗北が 51 的となれば、 1 竿頭一歩— 
めて：史 S 土 sQ 政治的協商が結：^れる機運が 釀 成されやぅと する矢先、英ッ . S が猜 はれざる 
に 土：斗古の獨 立を 援助する S 共同{一 f 發したことは 5 sf る。 その 全文は次の 通り 
である。 

一、英國政府2こ u にモン丄-遼 S す，〇忠？ i し，英3政府が V -ダネル K 海映 S し s -等の* 

略的童圆乃至奥求を有せぎること1:贯明す0 

一、英—府及び i 政府は•土耳古共和 ssssf Yis —1 へてがる。 

一、1に S す SSI 府£2, ¢4.分—」て t 岑 t が、若し缺洲 
91 E から攻？受けた場合には、¥:5政府』土耳古£して全5按助を與へる 5 S 言。 

道途の風 g にょれば、 fsils 最近新—協定に關する交渉が篇裡 S 抄中であり、 

獨逸は、土耳古が： n 下英ソ § QS 下に在るィランと is 為結し、 S 上サダ-バッド 


條約を更生せしめ、ィランの對英措置を强化することを條件として、第三阈の攻单に對し土耳古 
の領土保全を保障する防察同盟を締結せんとしてゐたので、この情勢を察した英ソが、機先を制 
する钕〇で、事前の^解もなく全く一方的に、厚かましくも押掛けにお膳， V 据ぇたもので、土耳 
古が喜んで箸を取上げるかどぅか疑問である。 

樞軸打倒の英米共同宣言 

英國の敵は今»では獨伊二國だけではない。匈牙利、ス>1ヴァキャ、羅馬尼は旣に、仿太利、 
芬蘭 と共に反共十字軍に參加してゐる。また西班牙、瑞典 、諾 威でも 義勇軍が組織され、 昨日の 
敵國たる沸蘭西に於てさへ、連. II 軍派遺の遘が起つてゐる。最も新しく建國されたクロァチャ4 
亦、この架戰に參加を希望してゐる。かくて全歐洲の力は翕然として獨 逸 S 傘下に集まつたと云 
つてょい。 

この時に當 PB 丨ズヴ * ルト大統領とチ > 丨チル首相とが•大西洋上の何處かで三日間#合し 
て、當面の問題につき討議したと云ふことは、近年稀な史上の出來事である。商議の題 H として 

は 

一、英米の對日共同對策(援將問題) 

WW 打倒の英米共 M 宣言 七七 


二、 y 聯按助を如何に强化するか、 

三、 ヴィ T 政府が 完全に樞軸陣に加はつたことに對する英米の執るべき 態度、 

四、 英米合作强化の方法、 

五、 獨逸がソ聯に完勝の場合ヒ，トラ1總統は和平を提唱するでぁらぅ。その 時の對定 ぶ、 
等が堪げられて I 。亞米利加側からは t ルズ if 、 スタ I ク 海軍作戰部長、7 シャル 
陸軍參謀總長、英®側からはパウンド海軍々令部長、ディル參謀總長等がこの會合 S 列したと 
云ふ力ら大一^太平、兩洋に於ける作戰について S 問題も檢討されたに相違ない。しかし對 
日、對佛等 Q 案件に S ては沈默が守られ、單5 S 明が八月十四日ホワイトハウスから發表 

了ズヴニト大 S と tiss . I 上— S 結果、世 S 文明 ss 、 ft 政府2 
それと f 28政府.岛始し$事的1政繁ら|し1 * し、ナチス S 

S 崩 I に於ける I 平し、 i 八 f 1— ■す f と£2 一 f f * 

英米共同宣言 

一、英米蝴 ® は領土その他について擴大を求めず • 


一-:英米南阈は各國國 K の自由 ££ 志に反する領土的 e 改を寳す C . とを欲せず。 

三、英米甬阈は瑰ての！！民がその統治下に生活すべき政府を選び、之を樹立する灌利を尊£する。主權と自 
治を强制的に奪取せられた諸 SR が、その主楢と自治とを囘復することは，兩阈の希望する所である。 

H 、 英米兩國は凡ゆる阈が、一！ 3大小竝に眵者たると敗者たると 5 : 問はず•世界的の通商及び原料資源の享 
受を促進するやぅ努力するものである。 

五、英米闱國 IJt 轾濟软線に於けるルゆる S 家の十分な協力を招來し*あらゆる國家に勞働狀態の改#，経濟 
的發 M 及び瓧會3安寧を硿得する C . とを希望する。 

六，英米はナチの尊制を设後的に破接した後に於ては平和を完成し，凡ての國がその阈境 rtii 於て安全に 生 
活する方法を確保せん C とを滞望する4のである。 

七、 平和は珐ての人類に，何らの妨害を受けることなく海洋の自由を概保するものでなければならぬ。 

八、 璁ての國は式力の使;1}を放棄せねばならぬ。伎略國の軍備を撤梭しない限リ，將來の平和を維持する c « 
と Ji » 出来ない。かくの如き國々の：永備捅後は锒も m 要である。 

以上の共同宣言はローズヴ*ルト、チャーチル兩氏にょつて署名されてゐる。英國に於ては首 
相代理として國顧尙讲アットレーにょつて米阈ょりも一足先に發表せられた。また『ローズヴ * 
ルト大統領及びチャ I チル rf 相は、兩國軍敁高首腦部をも交へて、侵略戰爭に抗带中の諸國に對 
する武器供給の問題につき全面的檢討を遂げた』旨をも併せて發表した。 

3;铀打倒の英米共问宣苜 七九 




ゥ * ルソ N c - f - w 筒條矣似たも e として、 W れ5 < た何と 5 貧 S 八ヶ條でぁ t とょ • 
第一「領土の擴張を求めず」と云ふ事から可笑しい。全世界の土地の四分の一を領有す る英國、 
また九—十七萬：个方キ B S 土と、一平方？につ—十七人と ffn を有する米國 
が、領土 es を f ずと51、どこ f 誤維持で行くと云ふこと以外の何もので も 
を關係 S 4の^-^を揉棚して散々欧洲の地を%^へたゥ■ルソンの後組者が、「領土的^ 
1 S — こと」な— S へても • f If S — まい。戰 Is 政府及び— 
の回復を約屯したとて、世話の境ける外人部隊の編成位が關の山で—。ユ If スラ ヴィャ、 
チ H ，コスニキャ及び波蘭の3は、孰れも t ル ソン 製の—?ぁつた。—に—した 
寄木細 HQ やうな K 族！！{森に、分解作川の起つたむを得ない。今度の大 S 旣 SQ 
入つてゐたも G yisgL 動を與へて破つたに過ぎない。喊洲の歴史に も 事情 y も暗い亞米利加人が 無 
用の嘴を容れるょりも、苦穷人のヒットラ I 總統に住せて匿いた方が、結句健全なものが出來上 
ると思ふ 。 f IQ 自山と—資繫— S 大小を問？ SS して I #す 
る夫子—%、他 SIf ? 通商及び—を不11しめ51がら、 S 分は知 
らぬ顏 C 半平？すましこみ、地2 sffs 慈く之を I して、恥かしいとも思つ 
てゐないらしい。野狐 fl うか、蟲 sff 云はうか、全く倘れて物が云へ rt 。 


米阈が世界大戰當時までの立ち場に立戾つて「海洋の自由」を强調したのは善哉と褒めて [ a く • 
しかし 一體 誰が 海洋を 不自由なものにしたのか。これは 柩軸國 側に向つて - tr ふべき筋合では な 
i 。 殊に我國の船舶に對し差別的にパナマ運河を閉鎖した人が、「海洋の，： nfilJ を說くのだから 
口は楚に F . 寶なものである。 

戰敗國のみの軍備を撤廢して、世界永遠の平和を招来したと自惚れたのが、ヴ * ルサィユの賢 
人達であつた。戰敗阈獨逸を埒外に {§ いて媾和條件を揑ね上げたことが、ヴェルサィユ條約 CO 誤 
りであつた。ローズヴ••ルトもチャーチルもこの痛 v > 敎訓に懲りもせず、又もや過去の過を繰返 
さぅとしてゐる。それは英米が最後の勝利を得て、パックス•アング B サクソ - I 力(英米の平和 v _ 
が來るものとの假定の下に考へたことと思ふが、案に相違して樞軸側が勝つて全歐羅巴の平和が 
来たときには、第八條は言過ぎたと後悔するであらぅ。まだ戰勝の見込すら立たぬのに「ナチの 
專制を最後的に破壊した後に」と、捕らぬ狸の皮算用は*宣傅だけとしても餘り效果的ではな 
い。要するに大西洋上に軍艦を浮べて、英米兩巨頭の會見と涧落た芝居の大道具は立派だが、宣 
言の內容極めて空疎、泰山嗚動して鼠一匹の感が深い。『一個月以內に米國が參戰せねば、英國 
は媾和につき考慮を拂はねばならぬ J とビ ー ヴ ー ブルック軍•海相が ? f つたとやら、言はないと 
やら。今英國に手を揚げられたら、何の顏容あつて米阈納稅荠に見えんやと、チャーチル竹* fl に 
稱軸打倒の英米共同宣首 . 八一 


f 呼出しを掛けて、 f せいつか參 S する S が、美人民がその 氣 にならぬ ので 暫ら く各 
つて3 K れと慰搛したのが、この共同宣言と思へばよい。それにしても 戰印 R 的を 世界^ 主主義 _ 
護のためと S ず、ナチ J 專制撲滅 S と定義した所に、 f シ h ヴィ？に對する苦しい遠 
慮が見ぇる。英國の戰時 §?? 制は總てナチの復習である0，1丨ズヴ H ルト大統領の 遣口も、 蜀鬼の 
指導者原理と甲乙がないではないか。ナチズムの何處が氣に入らぬ のか、說 明が 聞きたい。 

01ズヴ * ルト、チャーチル會談の般初の疽接的效果として、英米ソ三國 fill のモスクヮ 伶 談が 
提唱せられた。 K ク5ン首相宛てに送られた共间メ，セ！ジの全文はがの通りである。 

モスクヮよ n 録任した* r キンス武器貸與計蹇長官の報*を槍 fi した結果*铒逸の攻擊に對し赏 讚に IH す 
る防職を S して居られし、如何にす最2方 S 以て i をかにつ 
5 S 在、？ S 下3?必 f す5審羞大 Ijsf で供5んとして協力してゐ 
る。旣に多怒船舶は滿載して出航_一た.3で f か、®, p 近い將來更によ，；，多くの船舶が之に技くこととな 
つてゐる。我等 a 今 f 長期 sro 政®2に心を S けねばなら g 。 我々が.鋈なる勝利を得— でには、樹 
長く且 S 難な道が横はつてゐる。而 t この塞なる稼利なくしては、我々3努力も犧牲 i - しき i に終る 
でちらぅ。^,は：多く で行 t 一れて¢5.これが終結真げる前には更に新」線％展開するで 
あ—。 5 Q 有1 S 大な Sr I •か言から、？ 努力 S 大限度 
まで發？る G 5、 こ S 海をどこで、いつ最2方法で使用出來るか sfs て來 so •:…我々の 



ftM * 源を如何に分 fle するかに關して a 速なる決定に1:達するため、我々はモ k クヮに 會議を開他す る 準惮 • 
を有することを提唱する。この會纗には食接货 W と此等の問題を討翥する S に麻宫を代表者 i して派 i £ する 
意向である C : .... t ットラー主義の打破には， V 4 B の穷敢且不一§心抵抗が如何に茁要であるか 5: ,我々は十 
分理解してゐる。梅に我々の共 FM 1 夯海來に於ける分配のため、計寰を谢てこれを急速且萬鶼を枷して« 
施せねばならぬ。 

前の八ヶ條の宜 tf と W ひ、 又この共 fid 聲明と云ひ、我等と二人 稱複數 を用ゆる n 丨ズヴ * ルト 
大統領は、立派な交戰國元首 S 心構であるが、親の心子知らずで、米國 SK - 衆はまだまだ參戰 M 
分に迄逆上してゐない。 前间の 世界大戰に當つては輿論が參戰を要望し、ゥィルソンの政府は之 
に 追隨したのである。然るに今次の大戰では、 n 丨ズヴ * ルト大統領とその周圍が參戰 5: 希望し 
て、何とかして人民を戰乎へ牽きづつて行かぅと骨を折つて笛を吹いてゐるが、民衆が一向に踊 
らない。米國 K 意の動向を知る何ょりのバロメーターは、去る十四日の米國下院の討議である。 
大統領選舉に勝利を得た民主 m は、下院に於て殆ど三分の二の優勢を占めてゐる。然るに兵役 
年限延長 案の 採決は、否とするもの 二〇二 に對して可とするもの二〇三、卽ち僅一槊の差5:つけ 
て政府の顏5:立てたのである。この投票は參戰に對する米阈民の意志表示であり、英一^全85に 
非常な失望を與へた。阐巨頭の洋上#合は、この打擊を緩和するため- M 考へられぬこともない。 

« s 打倒の务米共同宣言 八三 



スチムソン—# iv 何と演說しても、亞米利加の州兵及び新微募兵を海外に— ことは、 
米還法が許さな. SSI 。 これ sf S 唯從來 S 兵制度下 QI 兵だけで—。政府 
が海外遠征 SI % したけ S 、 我齧 S 海1證に相當を f 他 £，がない。 

英米 S 頭洋上裏の第二の顯はれは、英國の對县輸斷行で—。英商務 竹は 八月十五 日、 
樺太、—、 f 州、壽、 H 本 isl 、 滿洲 f 含む H 盖け雳 i 面的 i 止し 
た。但商務省 s 特別許可 S けたも S そ e 限に—な sf で en 本向け輸 ms は全 
部之 w 取消すと發令した。亞米利加 i からず之5?るで—ぅ％、現在 pi 下 i に 向 
つて航行中の飛行機用ガソリンを檢んだ油槽 If 運命を、深甚1を以て見守つて— 
やぅでぁる。彼等はこれを以て日本の眞意を探るテストヶ A としてゐるらしい。日本がこの由 

榷船の譽 til 、 111_ II 111 

英米申合せ il の現はれは、米 S 武 Is 增加と考へる。1 側の— にょれば、 開 
戰以來本年七月末1¢迄の英船及び英 S 走狗となつて就航中の 敵性船舶の 架沈數は、 W に一千二 
百八拾四萬五百五十 5 t 。 この數字には i にょる損失は含まれて 居らぬ。その後若千の新 
造你1 •拿捕等に——、,；れ SIS 爲に鬆中の 約#萬 刪と相殺さ1 



る•開戰當時英國の保有噸敫は b ィドの統計によれば、一千七百九十萬噸であつた。之に ft } r 船そ 
の他英國の計算 >- 危險に於て運行する外國籍船八百萬噸を加へ て、 約二千六百萬噸が英國の使用 
する總噸數である。その內から前記の喪失% I 數一千三 ff 萬噸を 減じ、 更に政府徴用噸數三百萬% 
を控除すれぱ、残る所は一千萬噸であつて、英國民の生活を維持するに必要な船 m の最小限度に 
達した譯である。而も現在では、この最小限噸数を以て生活物資以外に石油、兵器丼の他の軍需 
資材を運搬せねばならぬ破目に陷つてゐるのである。多少殘つてゐた食料のストックも U I.I 十や底 
を 割つた。レンドリース法にしても、 &-¥■ や飛行機とか戰本とかに限つて居られぬ。英3尺は勝 
つよりも先づ生きねばならぬ。英_は食料を要求する。獨逸の擊沈噸數の減少は、敵側防禦術の 
强化よりも、寧ろ狩場に於ける獲物の激減を物語るものである。英國の焱所に日々缺乏の度が加 
はつて來つつあることは、最¥隱しきれぬ- t ; a と成つて來たのである。 

私は旣に餘りに多くの«をこの問题に费した。しかしまだ少し書かねぱならぬ。 

.マドリ， ド發の電報は、 B 丨ズヴ *ルト、チャーチル钤兑に於て、英米協商に關す芯議定齊が 
調印され、十四日の發表は單にその最後の一筒條に過ぎないと報じてゐる。其の眞僞は保證の阯 
りでないが、該議定書の項： m は次の如きものといはれてゐ る。 

1、對英援助方法竝にその性質の定袭。 

捎軸打倒 IO 英米共同宣笞 八£ 


> 


二米國は武器貸與法に基き更に數十©弗に上る軍需品を英國に供給す る • 

三、 對 n 共同經濟軍事策。 

四、 歐於け美米 SS 軸_群5す— f 關す If の役割。 

( B 灌1米 sli 抱§、アゾ iKsi 盎し、 sf 無抵|£洲大51角 Mf 

五、 對ソ援助方策。 

六、 對佛方策> 

七、 戰後の世界秩序建設に關する八简條の方式* 

打の報道菜して f らば、大統領 f ; 院外雲鼻 S 2 し S 約を結ん S で、 ウィル 

ソンの 二の舞とならぬまでも•或は事面倒と なる かも 知れぬ。 

八ヶ條 S 15、 英涅於ても f も—が餘—しくない やぅで—。1 に 於け 墨 

土の不改？宣 f ! 一！:した點が？不評判のやぅで、某亡命譽相は『非常にガ，カリした』と云つ 

たとか。『戰爭もしないのに米國に平和目的が—のはおかしい』 と 皮肉つ たのは、 正に頂 
一針でぁる。 

これ S しマ米®で評判の： S のは、ソ聯に對する全幅的援助聲明の共同メ ッセ丨ジ でぁる。 


/ 


综新敎件聯盟は全國十五萬の敎役者に槪を飛ばし、『キリスト敎を迫害し、宗敎を認めず、拉 
有財產1認し、プ n レタリヤ獨裁の下に世界の赤化—るモスクワを助けるのは、米闲共產 E 
を助 S し、米國を危くするものである』と反對の氣焰を舉げた。『爾の友を示せ、然ら•は我、爾. 
の何奪あるかを言はん』と云ふ拉丁か—。溺れんとする者は管も S 。 I ズベル 
卜もチャーチルも飛んだ道： i £ をつくつたものである。 

其の後英ソ S 間に通商協定が調印され で、 英闯はソ聯に向つて一千萬ポンドのタレディット 
を供與する ことと なつた。ソ聯 S 英国へ 供給す fs 木材、 1、 大麻、マンガン 等で あり、 

ソ 聯が英一一から供給を仰ぐものは、錫、ゴム、ジ r 卜(麻袋)綿花、シ*ラック 等で ある。 
この®、米國斌器貸與 W 眷ホプ午ンスが、览にモスクワに 於て協議した武器及び ^材の大设供 
給に關しては、ソ聯側から必要 - V - を具中して 目下 ワシントンに 於て相談 中と 思 はれる。 

然るに茲に聞捨にならぬのは*チャ—チル英官相が八 H 二十四 n 夜全世界に^■つてなしたラシ 
才放遂である。彼氏が洋上會兑に於てローズヴ * ルト大統領から卽時參戰の tr 質を M 得なかつた 
ので、痛ぐ 英國民を失望させた中譯に何を言はぅが御勝手であるが、我が^戰の意義をポ曲し 
我が 興亞 sf 馨 する f か、 sfi し f に S 的基を投げ S は、假令政府當 W が 
之を默殺しても、捨？難い容赦すべからざる趙畚は f を得ない。 

mw 打倒の英米共同 a 言 八七 
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1 f afi 

『线！ 1 s 洲大 5 S 的 § はれて—•然 is 乏ょり It 八められ .I 

— i « t£?f I-if ^ ^ 

H oi —1 せんとして、——し sit め iif I 
o rlf ii て，行— — f を残し、 f れを「支 

i 令て S 。 今 <-—111 — — 伸ば 」， lie 

Mui 。 If つて口本—2し、— slf モ1|し、米^ 
u ° Tt !， ビンに不安—へてゐる。 —5 動—則止しなければならぬことは明かで 

保 n 解"1 r"“sf i 力 f !f 。米！！法的 i ?、 着の 

•、成功すると ！ L " 友好的解決に S 達せんとして、無限の忍耐を以て努力してゐる。我々はこ S 涉 

1 く 米 S 刺 uwr する。しかし余は若しこれ sf S 現しな SS 合5,勿—々 S 
S 尹 Is に立つで tn 言明甘ねばなら3。』 

て —————————— 

In II。 f 1 ,、 f 
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支那事變の解決が我が M 代内閣の最大關心事であることは、チャ ー チル氏も先刻御承知の苦- C - 
ある。然るに最近援蔣工作を强化し、泰國々境に大兵を集中するのみか、所謂 ABCD 聯合を推 
し進め、蔣軍を及び泰の國境に移駐せしめ、あまつ さへ 前怫印總督カ トル. -將軍を派遣し 
て、怫印をド•ゴール政楢の手中に收めんとする陰謀を迸したのは抑も誰であるか。自家の不正 
不義は棚へ上げて我阈の行動を誹謗し、公然我が政府に對して恫喝的 K 辭を弄する如きは、盗人 
猛々しいと云ふ他はない。正に筆誅に値するものである0 

英 V 兩國軍隊のイラン國侵入 

七月の中葉 ごろから 英イ兩國政府の間に 覺齊の 交換が頻繁に行 はれ、 形勢は非常に 緊張して 來 
た。表面の理由は イラン 在留數千の獨逸人が -51 枝き同一:* r 滯在する ことは、 國交に害が あるから 
之を放逐せ ょと 云ふのである。 イラン 政府は 斯かる 內政干涉 を英阐から 受ける 理山 もな く 在留 獨 
逸人の數も、婦女子ともで八百人足らずで何等不〇の恐がないと、英の抗議を排斥した〇 n ンド 
ン 政府の狙ひ所は、ソ聯と協同して イランを 制! ® し、波斯濟 からコーカサス 及.ひ裏海へ通ずる S 
ソルートの開拓にあるので、 イラン 政府の回答に滿足せ ず、 再度の通牒を突附け た。イラン 政府 
が 任期滿了のお雇獨逸人を 解雇鉍阈させることを 承諾し、%止中立を守る g * を 再聲明したるに拘 

英ソ闸«:永除のイラン SS 入 A 九 



らず、敵本主義の英ソ兩 ® は何條これしきの課歩扣滿足す？、八 =: 二十五日兩國の軍隊は五ケ 
所ょり無法 f イラン5武力倭人を i し含で—卽ちイラク駐屯の英兵は 力-キン 方面 
力らバグダ，ド、テヘラン街道を東に向つて進擊し、印度兵—11波斯霞のバンダ 
ル•シャブールに上陸、イラン西南地區の油田地方に進擊を始め、また一隊はベルヂスタン方面 
から4入した。これ等は希—敗軍の將ゥ r ヴ h ル將 S 指揮下 i かれてゐる。又ソ聯逛 
も同時杧テ.へランの東方裏海南岸のバンダル.シャーフ港と=11カサスのジユルファから越掐し 
來り、前其は首府テへランを志し、後各は西南阈境の要衝タブリスを笫一目捻として進軍を 開ム。 
した。^ A 軍の勢力は、英ソ合せて高々十五萬程度であるが、之に對抗する イラン 兵は、人口千 
五百萬の多 f 似合？正規I?湾外で倉。而も ii 共に甚だ不完全で— から、 
抵抗が出來るかどぅか疑問である。 

ロンドー來 f ょれば、英外務當§イラン位人 QS として、次 S 墨¥行つた。 

『イラン在留1人 SS ? ラ As して S — ず、印度及び イラク 5 しても重大？ S で— た 
め， 英ソ SK はイラ—決行する S つた。印度も イラン5 斯 かる S に對 して i なる 關 心— かざ 
I 得な SS 明.2で t イラ t 亦 イラン 在 I 逸人が去る四月 イラタ SS 1 S した 取；！，. 
を知つてゐ5で，これに對し重大拥心を有つ i である』云々。 

I . _ 參 


またモ It トフ•ソ聯外務人^龙〇:は八パニ十五'0¥朝モスクワ駐剖のイ^ン公使一;ハメ，ド， 
チェドに對し.ソ聯軍のイラン派遺に關し大要次の如き趣旨の免書を手交した。 

『ソ聨故府は一九一八半 ld> イソ條約以來多数0修約を締結、イランの主灌と領土保全を啓重して来た。殊に 
1九一八年の條約は，従来イラン55のポ供に對し加へられて來た凡ゆる制限を M 後し、帝政®西：亞が： 2W 内 
に有した：1逍•發 m 所•逍路、邦； ir f!?mTS 話に明する諸權利を返逮し-イラン國の政治，貍濟の發逐 »•- 協 
力 L て來た。 

更にイランの轾濟的發放心爲にソ«は，一九二四年の通商條約及び財後9諸條約により、或は1た敁近で 
は、一九四〇年り通商嵌約によ9イラン113漁業*綿柔等 3 a 雄に協力し，且又イラン H 民に必涫品を供給 
して來た。而して一九二1年のソ鬌、イラン問3條約締結以來二十年問、幸にして該條約第六佐を投用する 
檐會に際#しなかった。然るに最近 W 逸人の ifle 下にある五十以上の企業は•パク—油 m 及びトルキスタン 
攻擊準備に狂奔し始めた。殊にイラクよ OJS 逸の手先が！ K 々イランへ tt 人して以来*その活拽著しく顧-»と 
なり，イラ y 北部に五十噸以上の爆發物を貯藏して、パク—油田*發の箪亊的準«をなして居-乂就中一部 
分子の行勘は，イラン5!の主灌を無視して目に餘るもの•かある。これが fiy * は0阕竝にイラン！12利益の 
ため，一九二一年の條約に基き M 々イラン政府り注意を喚起した。 

M めて.&近に於ては去る八月十六 U 英 W と JfcM して，イラン在住の®逸人の反 y* 反英的活勳然止及. •.'!•>] 
H 人3イランよ0の退去を.麥求した。然るにイラン政府が右耍求を拒«した15*獨逸人の活勐は益々熾烈> 
荚 v®s: 永隊のイラン阙«人 九一 
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なつた。 

ここに於てッ©政府は： f ラン箱土 s め，こ325除する ss られだ。然しこ S 軍隊 1 
は、イ JE 内に於け為 S 行®に對して向けられた之であつて，イラン K に對して向けられたも3で 
はない。從つて右 m 的貫 Ift 次第' y 雄¥は®:ちにイランから撤退するであらぅ0』 , 

前記一九二 I 年の友好條約第六條 S 川は、英毙務谷から s 入れ智慧 i ふことで—が、 
氣の毒ながら少し的が外れてゐる。第六條の正文は 

3約152 23ょ具力干2形式を以てイラン壞土5:£て暴力政治矣2んとす，0計赛、< 
はイラン領土を？ '#2 抗敵する袤行励3策®地となさんとする計畫 q 生じた4合，これ％た；$ッ事ょり 
通贵をなした る 後*イランが 右危險 を防止するに つき 力足らざるこ i 明白となりたるときは、ソ味 il 自阐 D 
利益 上必要なる：卓 車的措 E を 铋るが S に イラン領土 内に 自國心軍隊を派遣する ej 楢利を有す。 

と云ふのである。この條項はイランに於ける英谣角逐時代の遺物であつて、 今日の 如くテへラン 
前門の虎と後 C の狼が提携した場合には、自然無用の震である。これを高々八百人の獨逸人男 
女と少兒等が酿すで あら - r 所の不 13 に適用するのは、洵に滑 fs と云はね J なら10 
英國では或は慾張根性から、年產千二 rf 萬噸のイラン油田の支配攛を狙つての行動かも知れぬ 
が、ソ聯本來 QE ： 的は靈亇卜が日本を刺戟する恐がある？、援ノ物資 Q 鐘路を イラン 翌 
由に依らしめる _ 的が其の j である二朝このル 1 卜が開設せ/ ら るる時は、早晚獨逸軍 S 擊を 


蒙る危險 ある n 1 カサス油田地方に對する、英援軍の通路とすることも目的の其の二である。 

管見にょれば獨逸軍の n 丨カサスへの進軍は、土耳古の向背如何にょり其の難易に非常の差が 
ある。旣にド- IH ブル以西を攻略した獨逸軍が、ウクライナ全土を席捲してドンバス地方に進出 
することは、單に時 R 1 J の問題である。これと同時に海路コーカサスに上陸することも、恐らく獨 
逸參謀部の® E にあると信ずる。裘海に面するパクー油田と黑海の稍出港パツー A を連ねるトラ 
ンス n 丨カサス地方は、標高五六三〇米の H ルブルス以下の高峰唼嶺を冇するコーカサス山脈を 
北に仰ぎ、南には連山 m 墨せるアルメ-1ヤの山嶽地方に接する細長い、比較的に平地の多い別：太 
地である。北方から攻込むことも、大部隊の按軍を送る事も、冬季中は地理的に困難である。こ 
の際土 Jf 古が獨逸制に立てば、獨土同盟軍にとつてこの石油の登庳を陸路傅ひに占領することは 
比較的容易である。併し土耳古に斷然旗幟を鮮明にして椹軸側に立つだけの勇氣が出るであらぅ 
か。サダ ー パク ド締約阈の 一 M として、先に イラクを 亡ぼされ、今また イランを 占領 されん とす 
るに際し、土耳古たるものは、锊亡びて齒寒しの感に堪へざるものがないであらぅか。フォン • 
パー ペン 大使は アンカラに 於て盛に活動を開始したと云ふことである。土耳古はいつまで嚴 JK 中 
立の態度を持續することが可能であるか。近き將來に於ける同國の動靜は、軍¥外交上非常に興 
味ある場面になつたと言はねばならぬ。 

英ソ阐國 軍隊0 イラ ysss 入 i 


英ソ兩軍のイラン進駐は、この觀點から見れば兵略上の良策である。 その上近柬 軍の 侧面を 基 
り、樞軸 i 力 e 印度賛を防ぐ一石二鳥 s $ la し t 單 S ソ11路として考へ 
ると、—又は米 EIS . E で波黑2 x ダル•シ；丄港までの S が、旣 に.萬 
一千—上ある。このル1卜に依る軍8材の1は 、 n I カサス軍の補給位には無®立つで 
I ぅが、イラン南—貫證の北端. C ダル•シ r 7 1 1を渡つ七ヴォルガ s 下流ア K 
トラハンまで海陕四千五百キ a の長 »': 離を運ぶものとして、敗残ソ軍 の wit に 役立つ呈彡 大した 
数せには到底なりさぅにもないと S ふ。 

英軍のイラン侵入は、弱小阉の保護 f 以て自ら任ずる英阈の行爲としては、 非常な矛盾で 
ある。 如何に 美鬉 句を拉べて謹しても、これは殘忍な自己中心 S 略行爲以外の何ものでも 
たい。 イラ'\國としては、不審二人？ャングに襲はれた以上、手を ^ げる外£はない。イ 
ランでは、八月二十八日マ； SK 1 ル S 政府が蠢して I rsz ギが f り、無5の流.^ 
を避けるために屢§戰を命じ、英ソ求を無條件に承認して、屢 S 進駐を承諾 
した。其 e 結果英ソ S と c 問に i が成立した。そ s 條件として傳へられ f のは 次の 1 
りである。 

て英ソ5はイラン S 要地及び軍事的要衝を占據する。 


一、英ソ «» はイランの領土保仝4¢!に » 立を Ks に保呤 する" 

一，英ソ！ *軍は將來完全にイランょり擻退することを約す。 

一， 英ソ兩車の占據にょる担咨は*英阐に於て補 fit する。 

一、英ソ 1 SK はイランの内政に干渉せず。 イランは 11 S の 瞀察梅を 完全に 保持する。 

一、英ソ：4«はイランに對する转濟的按助の卽時货行に齑手する。 

, イラン！ 1内在住の仝铒逸人を 英ソ由 ¥ に'7| 敉す。 

最初の協定では英軍は南方、ソ聯軍は北方 イランに 駐兵して、首府 テヘランには這 入らぬ約來 
であつ たが、 ソ聯が無遠慮に進軍を技けるので英軍も间 じく 北上して、九月十六日遂に テヘラン 
進入1:開始したので、國王レザー •シャ ー•パーレヴイは 位を皇太子 シヤブ ー ル•モ 〈メッド • 
レ ザーに謹つて退位せられ、イスパ入ンへ避錐され た。 波斯に於ける英谣 の 角逐は、十九 世紀の 
末から二十世紀の初頭にかけて世界の1?:]題であつたが、|九〇七年に刚國問に取極か出来て、各 
勢力 Is 515: 定めて互に^犯せざることとなつた。然るに今度の進駐でまたもや英ソの利害が衝突 
する 恐が多分に ある。 いつまで 闲國が 共问勅作を執り得る か藎し 興味 ある問題である0 

英首相の暴言を驳す 

去る二十四日のチャーチル英宵相のラジオにょる日本 攻擊 は、恫喝と媚態の カク テール、威し 
英首相の暴言を15.す 九五 






» fs*s 九六 

たり賺した备分と人4つたも？あつた。 S 政府#く— S 子であつたが、餘り s 
FS を据へかねたものと見ぇ、八月二十九日第三部第一課雲偉一をして、チャ 1チル 
首相(7-)脫線振に對して一矢を酬ひさせた。たまたま同じ日に近衞首相から e 1ズヴ h ルト 大統領 
宛に、日米間の諸懸案解決に關する メ ，セ ー ジを送つた&發表された のと 睨み合は せて、 戈 文 守 
磐石の決意を示唆してゐるやに想はれるので、その大意を載錄することにした。 

『チャ-チル首相は去る八月二十四日夜ロンドン放送 W を通じて、遇；：：大西作上に於て口-ズヴニト大ま 
領と會 S 結果として發表された英米共 S 言に B する報佐演說を行ひ . S 時に今後の英 H の對外方針に闢 
し M めて重大な聲明を發表した。 

チ-.-チル首相2我が 5 E %. 過去五ヶ年®亞3天地平和を打姐てんが S に S 管賊して软ひつつあ 
る 支那 事？ 目し 5略 者 ssfip r S 2 S に 於ける活 f-S するが如— f 用？ ゐる 
が、これ tls 意外！ nlisa れる次？—。我主席とす1§政府—くま 
で宵成强化し、以て新しい支那に安居樂業 ❼ 天地を 作：；？あげやぅ と 努力しつつ ある® 货は.昭和十三，尹トニ 
月廿二日に公表された#曄友好'共|»1防共，貍濟提携に關する近銜裸明に ょリ ，また 昨年十一月三十 n に成 
立した日支基本條約及び日滿支共 M 宣言の内容にょつて明かで ある。 ， 
それにも抱らず所！！^家群％、重鹰介石政®に對し依然として g 資を供給し，武器を送リ'或は 
人問を派遺する等の ことを 綾け てゐる のは*東 £.5 天地 1 C 於て 徒に不幸な載举を長引かせるのみ - t » あり， ナ 


ャ ー チル酋相の主張する世界平和の®旨に 4 合致してゐないと言はざる i 得ないのである。 

tfc ヴィシー政府 i の完全な意見の一致の下に，共 r »] 防衛の建前から佛印南部に對して0.車を增派した0 
とを 目して，我國*かヴィンー政府から佛印を强奪したもののやうにいひ.このことがシンガボール竝にフィ 
9ッビンに於ける英米の權益を直接#成するものである等と睜ずるに至つては、原2と結果を取通へた兑解 
と-3-はねばならぬ。 

チャーチル首相は、「我々は平和解決の ために 凡ゆる努力を傾けるであらう。現に米阐は口本に對し、 H 
本の正當なる楢益を保障す-<$公正且冇效的な解決に到達せんがため，無限の忍耐を以て努力しつつある。 
英 S はこの交涉が»まることを熱望してゐるが，若し C . の希望が達せられないやうな場合には、何等〇 K す 
るところなく米 Ma 側に味方するであらう J と言つてゐるのであるが*若し英米にして眞に柬亞の平和を念 Ifl 
するものならば•彼等が數年來我•か N に對して取リつつあつた諸政策を、その'«へてゐる理想に照して再檢 
討すべきであり、これを行はずして如何に尤らしい主張をしても、額面通〇これを受取ることは m 難となる 
のである。 

なほチャーチル首相はその演說中に於て、八つの項3にわたる英米共1«1宣苜に言及してゐるが、この會合 
に出席 L た英米兩阈の人物の餌觸れから判麻すると，更に他の m :要なる分 Ir に於ても取 My ) が行はれたもの 
と見做3ざるを得ない。從つて右八項目はその一部に過ぎないと考へられ，一部分だけの批評は窓味の無い 
4のと思ふから?31愛する。 

アングロサクソン 諸阐は口癖 心やうに， 他阒心行動を伎 略11 呼ばは U してゐるが、この度行はれた イラン 
英酋相の暴言を政す 九七 


S 人 Qwsti これを如何に St - 由づける p あら，我々廷解するに苦しむ。 

チャ-チ S 相は J — 中に於て，敗残泛£して 「 f に g る 勿れ— 人よ」 とか、「頭—げよ 
佛蘭西人諸せよ」とか、「希腿人よ寸土も敵に f 勿れ」とかいろいろ言つてゐるが、歐洲に S が始まつ 
て以來、英 3! から 按助 3 約束手形を茲た 5' 悉<將棋 倒し q 形で ある。佛蘭西然り' 篇然り、，^耳 

sf . m^fo 

て無 SI 多く SIf そ s 土を失つ22 s 。 If 以てすれば、これ 
等の？亡ぼしたも S 英 S な5奎へなな％ 3 れば これ sg 々が、今— — f と チャ— 
チル符相の吹く笛の音につれて踊る ものとは 考 へら t ない。 

これを f I 此 stisssK I 側 S しい1 f S — 5表 i し、 
以て —: ST SE に？？ • SSSSI す f 同時に•帝 S 南—出 S ? 理解せ 
ずして•二れを：：一本 S 米と篇して1で —0 
先程一寸*上げ？ぅ iT チ rj 首相は頻に行 fi しながら，他—於て—雷間の交 
渉が—結せん U とを希 W して t 。.§ 何 S 帝 SH 本蟲 ！ i?f Q 不利で—位 i 知 
してゐる？あ气出來 I 合 f S 突—け5と f S ， チ rt 首 SI 5 あるまい 

か0 . . 

I 米 H にし nv 本に？て51以 S . IS て來た之3、 S ® 
助に全力を傾けなければなら V |闯內問 f あ，〇今=：本との平 sgf stv 2希 f 一 



方. C もつてゐることは*いろいろな情 §# の^ちに十分窺ひ知ることが出來る < o である。かうした亊情-考へ 
ると*旣に本 U お} s きになつた通り、近衛辕理大臣から D 丨ズヴ1ルト大統領に對し，野村駐米大使5:通じ 
てメッセージを送つたと云ふ事 M は、特に意味深く感ぜられる次第である。 

勿論日米今後の H 体が如何に M 開するかは全く未知數であるが、我が阐 R としては»迫した阐際情勢下に 
あて* 上下一致常に灼熱した火の塊のやうになつて.如何なる事葱が起ら うと もこれ K : 對處すべき毅然た 
る银悟を忘れてはならぬことは申すまでもない〇』 

近衡メ，セージの內容は窺ひ知るべくもないが、「兩阈間に#する癌を硏究して」現下の緊張 
を緩和す 2. 使命 5: 有するものであることは M ふ餘地がない。我が國の根本阐策は支那事變の完 
遂と、大東亞共榮豳の確立に終始してゐる。 n 本は毛頭亞米利加との問に摩擦を好むものではな 
いが、我が國としては米阈の東亞 li - ic 策にどうしても納得の行かぬ點があり、他方米國としても我 
が聖戰の意義につき誤解してゐる SS もある。これと nd 時に彼は拔英を、我は三阐间盟を外交の基 
調とする點に意見の衝突も起るのである。 C の問に處して彼我の當 fej が说心 ill ■懷、癌の所在を再 
檢討し對症療法を講することは、太平洋の平和と歐洲戰带不擴火の M 地からも、圾心歡迎し且そ 
の成功を祈るものである。 

匕ツトラ— Is 統ムツ V リ—二首相と東部戰練に於て#談す 

t ブト ラ—璁徒 ムッソ .1 酋 相と 東部®線に於て命^す 九九 



政治® 一〇〇 
ムッソ リー - I 首相は、八月 ii - 五 口から廿九口の 問に ヒ ，トラー總統を東部戰線の本 S に 訪ねて 
根史的 S ? 行つた。また S は相携へて東部證の馨譜點を繫し、反共戰 S 岡 中の 
伊太利帥 1 S 1 を閱兵した。 

この fr 談につ v ' ては極めて簡 m なコンミ*- 1 ヶが發表されただけであるが、 B1 ズヴ h ルト、 
チャー チル洋上#談の對篇として、相當 ja 要性が認められる〇羅馬ょりの報道に 從へ -±、多分 左 
記の諸件につき忌憚なき意兌の交換が行はれたものと 見られる。 

一、 對ソ作戰は冬季に跨る と 云ふ豫想の下に、周到なる防寒準備を行 ふこと、 竝に英ソ刚阈軍の 
ィラン 進駐に關し意見の交換を行 ふこと* 

二、 束部作戰が完了した曉、英本土上陸を敢行するか否かは興味 ある 問題で あるが、公式のコン 
ミュ--ヶには、單に「戰爭の發展と繼按に關し葸見を交換した」とのみ 發表名 れた 〇ヒ ，トラー 
總統は非常な大事とりで、徒に勝利を 急ぐことなく、 十分餘俗を 兑つつ最も 確 迓な方法で、英 
本 S に屈服を强ゅ論向と見られる。たとへ戰爭が明年に延びても、歐大膀 の 新纽設 にょつて 
英國の大降封鎖に對抗して行く決意を W めてゐるのみならず、益々逆封銷網を締めて、英阈民 
の生活を一奸困 雉なら しめる 方策を 協 a すること。 

三、 戰爭の長期化に伴ひ、獨伊兩國を離間せんとする陰謀的策動が近來頓 に盛になつた のに鑑 







み、！#軸'！巨頭の親密 ^ 中外に 誇示して、 BU - 中飛躍の徒の盲動を封ずる こと。 

四、 柩軸側 . U 英國が休戰を中出でない限り、中途半端の和平は絕對にこれを棑繫すること。 

五、 伊太利は束部戰線に更に兵力を坩派し、且占領地區の治安維持のため^極的に協力すると间 
時に、獨逸の勞力不足 5 : 袖ふために更に勞揪者を供給すること。 

獨ソ問戰の結果獨逸が全力を東部戰線に投じた虚に乘じて英國は、夜間落下傘を利川して VF : 傳 
員を怫國に漭入させ、或はド•ゴール政權の手先や、共産 miii: 使嗾して、親獨派の領袖ビエー 
ル•ラヴルやマルセ.ル•デアを徂擊させるなど盛に地下潜行運動を晝 - Jtt . して、ヴィシー政府の獨 
逸協力政策妨寄に全力を盡してゐる。また戰爭が長* JI くに作れて、一般大衆の生活が不自由とな 
るに乗じて、伊太利でもファシスタ排擊の陰謀5:企てる：小逞の徙も頭を^げると云つた冇様であ 
るので、极もないデマや流言蛮語の乘ずる問陈を塞ぐためにも、今度のヒ，トラー、ムッソリー 
11#兑が戰場で行はれたと解すべきである。 

帝國を繞る列國の外交 

樞軸阐家間の紐帶を 弛め、あはょくばその交情を 離 lal せんとする老獪な策動は、我が 國に嚮 つ 
て も以前から絕へず試みられてゐたことは、八月 廿 四日のチャーチル首相の演說からも 忖度する 
帝國 を繞 る列 S の外交 101 




ことが出来る。而して英米 gi の中心： als 、 日本をして三國同盟から脫退せしめんとする黏 
にあることは推測する S くない。日本が—として i して t 限り、米 S しても？ に參 
戰出來ないから、これは彼等として當然のことである0 

併し彼等が、 S 的證と S んで、如何なる 外 掌 段蟲 t ぅと も、 S 畏多 くも大詔の 
i を見て、帝 M — Qsf して i され——約を、— Q 如く抛学るが如き こと 
は到底あり得ない。 

殊に今 a Q 英米 SS 英米5な. S 。 八月廿四：：！ QS に於ては帝 S 對し5略 S ばはゎ 
をし31がら、そ Qf には—兵を無 S 小のイラン5入專て、恬として恥.つること 
を知らない。そんな人が写グ - rvi 卜 i の居たド？一、\グ街に住んで t ? i 。 また 
人民の爲に、人：^にょつて支管れる所 Q 人民の 政府の 首長で— 人が、世界の望塞 
民衆の敵 If - 我.壬義、全趙キ；義のナチズムを滅ぼし、 匕ットラ1を麼すと 豪語しながら、 敎會を 
管、僧估を殺し、純良なる§敎徒を迫害する共產塞ボルシ H ヴィッ T の血■い 手を握つ 
5々として—。こんな人が？；コルンの住んだホワイト〈ウスの主人公で ある。我々 君 

子 K を以て1當東帝 S 、 斯か1 Is 擎遁や相手に成 

つておれない S で I 。言 f 換へ5:へば、：止春 S 々日本人は、到底彼等の慕を箫し 


得ないのである • 

この際我が陡軍のスポークスマン大木營報道部長馬ぬ大佐が、九月一日ラジオを通じて闯民に 
呼掛け堂々数千言、戰時下の國民の心構を說くと共に、英米阑阔が蔣政權竝に蘭印を^つて我國 
の軍事的包圍を策し、經濟的封鎖を行ふ不都合を、完辑なき迄にこきおろしたのは近頃痛快の至 
りであつた。 

帝 id の南進にょつてシンガボールの危險を感ずる英阈は、彼等が長年弱小阔に對して frtJH し來 
つた威_の手段に出で、日本との通商條約を破毀し輸出禁止を發令すると共に、亞米利加に嗾 b 
かけて 同じく資金凍結令を出させた。彼等は紅毛人一流の考へ方から日本が困つて何とか下から 
出るもの,. 1 -豫期してゐた〇然るに案に相違して日本は船を b * l 揚げ、音無しの椹をして、来るなら 
何時でも何處からでも來いと、嗚を鎭めて待機の姿勢を取つたのである。これは彼^にとつては 
聊か意外であつた。ょく吼へる犬は嚙まない。併し•个 7T - JS 行の日本はその反對である。英米にと 
つては聊か薄氣味惡い相手である。出來る限〇我慢はするが、餘り馬鹿にすると一億一心斷乎と 
して起つ決心はとつくについてゐる。亞米利加にしたところが政府當局が如何に敦圉いても 、 W 
民の七割はまだ獨逸に對して刽を拔く必要を認めてゐない。まして英 N の權益擁護のために戰を 
日本に挑む氣にはなりにくい•併し問題は東洋*南洋限りではない❶ Ali c D の 3I HM1ICS が加は 
帝國を 練2>列 H © 外交 一〇三 



つて来た。今では I 馨 I 獨ソ戰 f 、 支那—から1して考へ—は不可能になつた。 

今日のステ I ジに於て獨ソ戰爭貪透を語ることは聊か早計である。赤軍の雲は獨逸の統帥 
部にとつても i 外2つ—しい。開 SSSI は、 IQ 死傷1、 i 百五十 
萬、戰 i 萬五千輛•砲一萬七千門、飛行機一萬四千機、而もソ聯はま I 解の雲—してゐ 
ない。去る九月六日以来完全に包圍されたレ-ーングラ1ドは、最後の5まで防戰の覺悟であ 
る。中央部から sy かけてソ S 、 昨今新編成の五十箇師 f 增援して、謹に轉 J だけ3 
餘力を示してゐる。併しこれは恐らく赤軍敢後の頑張りかも知れぬ。逃げ f も、向つて來 
る敵の方が捕1滅し S 。 そ Q 內には fs 逸軍の術中に陷るであ—。赤軍の S 尙滿々 
たるも Q - P あつても、大脸に於て、' 戰爭の山は S や見ぇた と 云つてょ い。時問表は 二—れと 
なつたが、作戰そのものは計迸通りに進んでゐる。 

露西亞には冬が早く来るので、それまでに獨逸が豫定の 通りヴォルガの 線まで進—うか 
聊か疑：£になつて來たが假にこ g 作戰が成功したと假定して、その後の露西亞は怎うなるであ 
らうか。これは世界史上の一大關心—、我が國にも多大の影 ff で—。 

若しヒ，トラ1總統が、現スタ J ン政權の存按—めてこれと和議11には、— 
はを火事泥的に奪つた地域を、元の主人に還せばょいのである。卽ちバルト沿海三 國の獨 立を 


認め、失地を芬蘭に還し、波蘭の東半、少なくとも東ガリシヤを獨逸に割譲し、ウクライナを獨 
逸の委任統治 {C 委ね、べッサ ラビ ヤ及びブコヴィナ を M 馬尼に il 附することによつて平和はあつ 
さりと擷ると思ふ。ウクライナの餘剩穀物は、歐洲を自給自足させる爲にはどうあつても必要 
である。 コーヵサスの 石油資源は、必ずしも それを ソ聯から奪はんでも、經濟的に均！ S する 道が 
自ら あると 思 ふ' 尤も 英米の尻押の ある 今日、ソ聯がかかる單獨媾 和を 肯ず るかどうかは 疑問で 
ある。 

併し若し「ナチ」 E の外交部長ローゼンペルダが最近發表したやうに、イデ オロ ギー的にヴォ 
ルシ：ヴィズムを認めず、從つてサヴィ H 1 卜政治脸制を炎認して、その微底的打倒を IM 1 る場合 
には、問題の解決は非常に面倒となる恐がある。何よりも困ることは、赤色政楢に代るべき政楢 
の捧•頭が容易でないことである。 

スターリンを 主班とするサヴィ H 丨 卜政攒は、今次の敗戰 により 极蒂 より 瓦解するで あらう 
か•假令獨逸軍がヴォルガの線まで進出しても、ソ聯は ウラルの 彼方に後返して、 ウラル、クズ 
ネッッ綜合工業地帶の重工業資源及び西部シベリヤの農産資源を動員し、英米からの按ソ物赉と 
相俟つて、長期戦に變貌する恐がないであらうか。ソ聯勢力の m 點が斯く東漸して來る場合に、 
北氷洋、 バルト海 及び黑海に依 石 出 tl を失つ た被 等は、嫌でも應でも全力を浦鹽に粲中せざ 之を 
帝 S を繞る 列留の外交 一〇五 



得ないのである。これは我國にとつて I 大關心事であらねば ならぬ。 

ソ聯の太平洋麻隊は；は■が、それでも驅： S 十一一隻(內四隻は新式)、游水艦七十隻 
(内三十 S 排水？ S 上 S 洋航型)、遠水麗百六十七隻、■廿|一|隻、航空 S 一一隻、 
游水艦母艦二隻、碎氷船二隻、特務艦三隻、其他祕海艇、敷設艇若干、 假裝巡洋艦若 一十を持つて 
ゐる。現有の勢力は大したも C でなくても、ポシ * ット、一ーコラ5スタ、 ペトロ パヴ ロゥスタ、 
コンマンドルスキー諸峰の要港に據つて、有事の場合には扪當に五月蠅い存在で ある。目下米國 
で iftii 中のィンテルナチオナール級排水货三萬五千噸の戰艦二隻も、 竣工次笫東洋 艦隊へ SP . M さ 
れる苦である極來駐屯の潘軍 Q 實數は不明であるが、今^^な くも|一|十萬餘 の精兵を 露滿构送 
に存值して t と云含忘ある。とれ £ s を加へ S 、 まだ相當 Q 兵力が S 方面に 2 
てゐる譯 P —。 從來艺方； gi 駐さ？ゐた數千臺の飛行機や SQ 內、 f が歐 f 1 
されたか詳にしないが、相當の數:5:が今尙極東 m に常備されてゐるものと想像される。 かてて加 
へて日本には資れぬと云つた高オクタン傾の飛行機 W ガソリン や、 飛行機工作機械、 その他の軍 
需品を挤ん龙米ソ謂船が f と1へ入港して、同 f 軍雲村の兵站 i 化せんとして— 
事は、我 S して議 is 現？—。沿11ら S つ.—これ等 s 軍1 
が、 シベリャ鐵道にょ？ i に f れる間は、我等として苦情を中立てる限りでないが、いつ 


なん時それが"英米の手先となつて我！！に對して用ひられないと誰が保證し捋るであらぅか。 

斯く觀じ來れば、 ABCD の〇凇 5 J 幽陣は S の之に加はる ことによ つて、形勢の尖銳と切迫 5: 
感ぜざるを辟なくなつたのである。 

グリーャ號軎件 

九月四日附のニュー3 1 ク發特道によれば、阈籍不明の潜水艦が、グリーンランド水域に於 
て、米 W 驅逐艦グリーャ猇に向つて魚®を發射したが、命中しなかつたと云ふ報道が、米國の人 
心に甚大なる衝動を與へたと云ふことである。 S 五日 a 1ズヴルト大統領は、記者團に對し- A : 
略/ C の如き盘見を談話の形式で發表した。 

『»逐艦ゲリ— +■ 捩は阐籍不明の潜水艦から尨間、しかも fi Mlc li つて攻擎を受けた。余は米海軍に對して 
この潜水艦を發 Ji 次除去 (H 9ミネート：> するやぅ命令を發した。グリーャ找が攻犖されたとき、海上は 
IB 界がよく利き，また米圉旗を明 IKt に艦 Ml に迸いてあつた。攻擊'か過誤に某くか否かは、今斷定が出來ない 
が，グリ—1»號が一度ならず攻學3れたと天ふ亊 W は鲅£して存在してゐる。ことに米 ISI 艦と 一 K ふことか解 

つてゐて攻荦し fc となれば、その結果は«めて重大である。 . この事件に關して特に新しい命令を大 

西洋の米«隊に對して發してゐないが、このやぅな潜水«(2近»することが出來れば追伽して、これを除去 
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するやうにとの一般的の命令11以前から出されてゐる • 

グリ—ャ猇は米 W 寄リの大西洋上に在つた。 C の水域は獨逸によつて交戦水域として指定されてゐるが， 

米國政府は斯くの如き水域 li / 存在を S めない云々。』 

これは實に奇妙な話である。故意と曖昧な H - M しを用ひてゐるが、化けそこなつた狐のやうに 
尻培が出てゐる。5海上の視野がよく利く日に、國籍不明 S 水艦が握の瞭きりと姑ぇる米 
艦を、白逬攻擊すると云ふことが A 1 唾ものである。獨逸側では何とかして桃戰的に事件を 惹起さ 
うと徂つてゐる米國の手に乘せられぬやうに絕ぇず赘戒してゐる。故に獨逸の游水艦が自ら進ん 
で米艦を狙帮したとは考へられない。 

次に『特に新しい命令を大西洋 5 米艦隊に 對して發してゐないが、このやうな潜水艦は追跡す • 
ることが出来れば 追跡して、 W れを"1 T 去する やうに と g 一般的 S 令は、以前から出されてゐ 
る』 と 云ふ大統領の言明は、問ふに落ちず語るに落ちた ものと云つてよい。 

B 1 ズヴ H ルト 大統領は この 事件に より、米國民の 公憤を煸つ て參戰 に缥く 下心で あつたらう 
し、英 S も 『£ ちに 待つ た 事件』 と 狂菩したが、 S 阒らん や『茂みの 中から通學途上の小學生徒 
に發砲した』のは獨逸ではなくて、 •亞米 利加で あつたら しい。 SI 日 沈默を 守つ てゐた獨逸 政府 
は、 九月六日次の聲明を發してその眞 £を 明かに した。 


r 九月 四 n 午後省時三十分«封銷區域内の北抹六十三度三十一分、西徑二十七度六分の海上に於て，一®潘 
水艦は一 s 逐 e のため爆货を以て攻拏を受け且 ia 跡せられた。®潜水艦は Is «遂艦の國籍を認めることは m 
来なかつたが， m 當防©として午後二時三十九分*二聯裝魚笛5:發射して之に酬ひた。しかし魚®は命中し 
なかつた。かくて該 8 (遂艦は*雷を以て5:夜十二時頃 1 で獨潜水艦に對し31跡攻擊を松汝した。 

米海軍省は獨潜水艦が故初に攻擊の火蓋を切つたと發表してゐるが*これは中立違反の米艦の攻擊を•止當 
化せんとする m 的に出たものに他ならない。さらに今 N ?7 ff 件は* a — ズヴュ，ルト大統領•か屮立法に反し* 

米»逐艦に對して獨船舶及び獨潜水艦の所在を通報するのみならず、これを攻孥すべしとの命令を發してゐ 
たことの證採である。大統領は己に與へられたる凡ゆ •« 手段を WJ ひて米的民を對獨戰爭に»='立てるべく， 
獨米間 S 扮爭を惹起さんとしてゐるもである。』 

米大統領の發砲命令 

「グリーャ」號事件に 關する 大統領の放送が、 母堂の 逝去に より 延期された矢先、また一つの 
車-件が 拷き 起つた。それは米國の商船 r スチ ー ル•シ ー フ * ャラ ー」號 (五、 七一九！〇が、九 
月 七 R 紅海に於て獨逸の長 跑離爆 笮機によつて笮沈された事件である。米阔大統領は豫て紅海及 
び ス K ズ運河 を、中立 法による米船航海禁止區域から除外して、盛に援英物資を近東方 ns ] へ輸送 
させてゐたのである。然るに 獨逸は スエズ ー帶を交戰區域と 定め、盛に 攻犖を 行つてゐたので、 
米大統領の 發葙命令 一0九 
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米阈のそんな勝手な除外例を認める譯がない。ことに爆擊は夜 n ! J に行はれたので、斯る危險區或 
に Ml 入する中立阔の船舶は*自己の危險に於て行ふものである ことは 理の當然である 〇これ より 
先五 E ： 廿一 H 米商船 n ビン•ム ー ア號が、南大西洋に於て獨逸骷水艦の臨 檢を 受け、 戰時 禁制品 
を搭載してゐたので、 乘茗 及び乘糾 £1を 離船させた後沈められた事件があつた。更に また元 丁抹 
船で米阈に押收され、阈籍をパナマに移して更に米阈#社の傭船になつてゐたセ ツサ 號(一、七 
〇〇噸 ) が、去る六日アィスランド西南三百海里の海上で獨逸 ff!r 水艦に架沈された。 この やぅに 
突發事件が綾發しては、さなきだに苛ら苛らしてゐた a 1ズヴ*'ルト大統領を激品させて、九月 
十一 H 夜ラジオを通じて次の大獅子吼を行はしめた。 

『最近頻發せる亞米利加艦船攻犖亊件は，首 85 間斷且つ兇惡楗 りなき 海賊行 S であり， t ットラーの 世界制 
助計査の一部を なすものである 〇亞米利加の圉策は飽く迄公海の自由を維持 せんとするに ある •(註。世界 
大戰に於ても又今次の犬*に於ても，先づ海上封锇 により 中立 H の 自由通商 k 不可能ならしめたも心は英吉 
利であつて、®逸 li 唯同一武器を以て之に對抗してゐ&に遇ぎない^° «逸は現货心交戰地城よリ離れたる 
海洋迄も封鉛し，右水域航行40外尚船舶は、當然之によつて生ずべき危險を ％ 悟すべき であるなどとの 通吿 
を發す V き何等の«利も持つてゐない。グリーャ號事件に關し、獨逸側 ijtffi 米利加»速艦が先に攻拏 したと 
主張してゐるが、右は 全く 事 K 無极であ =>，獨 逸浒水鑑 こそ 最初にグリ ー +•» に對し 無 lap 弗且愼重な計直の 
下に水 笛を 發射し， これを 擊沈 せんとしたものである。 ……グ P 丨ャ號車件.;法律 的に も道德 的にも獨逸 b 









海賊行炫以外の河ものでもなく’而も大載聞始以來ナチ政府が亞米利加阈籍の链船に贞してなした海賊的行 
爲は，これが最初でも1た&後0もないのである。先心スチール*シ~フュャラー躲取件、セッサ猇事件等 
みなその挎を一にするものである。 

斯の如き不法攻擎を敢てする®逸眩艇及び飛行«は，いはば「大西洋のガラガラ蛇」である。彼等が亞米 
利加の阐旗を«揚せる艦船に對し不法攻擊を加へ る 以上，彼^が公 iiitc 於ける航 fx の自由を#成し、我が it; 
米利加の、王«に挑戰し、我々の至 H の櫞益に打摩$:加へんとしてゐるものと稱しても何筇過首ではないので 
ある。 ガラガラ蛇が典ひかかり谋齒をもソて諸君を唯殺 S んとする時•諸君は必ず先手に出て，谋铊が未だ 
諸君に飛びつかぬうちに念いで打殺す 1 C 相»ない。 

C れが ため 余は、 亞米利 加の防&にとつて屯耍と認められる水域に於て逍遇せる1切の樞袖幽艦艇及び飛 
行機に對し、 is ちに之を攻學すべき 旨ん命令を！ Oi 米利加海車に發した。今や現. K に亞 米 利加を防 1ST すべく起 
ち上る秋が來たのだ〇しかし我々は決して旭闲を«略せんとするものではない。我々の0的は>1平に防谢的 
な ものである。しかし今後において 枫軸内 艦艇が亞米利加3國防水域に 立 人る場合には，それは彼芜 . U 身の 
危險 a 拽に 於- C なすべ5ことを茲に明確に瞥俦するもの e ある。 …… 従つて獨逸が海洋の自由を « 犯しない 
限り*獨米 IID に交軟が行はれるやうなことはないであらう。海作の0由を確保することこ そ.^下の 世界* 
大危機に際贵せる余6最も明1*|な我務で#>ると共に，獨立闺家としての西米利加阐«の敁大の祺利であ-% 
これこそ我々が西半球防®の敉壁を死守すべき唯一の - MX 能な手«である。 

若しも 潜水艦 或は海上 f ? 掠 艦に して 遠 if - に於て攻擎を搜になし役るならば， 我が亞米利加本土ょ ua 々 i 
米大統領の發电命令 一一一 
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S じ得 ro 近海に於て4?行6?? —。米2¥5235*?¥見做す12水域に、 
れ等艦艇が存在すると云ふ亊 K そのもの*か「攻擎 J を楛成す St のである。亞米利加の阈防に必要な りと 我 
我が思惟 t 凡ゅる水域2所在米利加 §1® に聚利5行？，水® S 中を 
游 f し、或は海上沒掠 JIS が海面を横行して，そ Q 怖るべき最初 Q 一荸を放っまで腕を供いて松觀 することは 
ないであ t 。 U 3 JS 米利5誤 i 5 e 戒 n SS 水域に於て} si 米利加 SS みなら 
ず，通商に湯しっっ t 一 SES 船 f 保？る借 f ? こと I 味するも3である。 

亞米利加が 斷乎自衡の 措 K を課ぜねばならぬ時期が遂に來たと云ふこ4は，今やすベての亞米 s-M 人にと 
つて明， t な事. W となった。 何となれば*我が亞米利加領海 t たはょり 多く且ょり大きく tt 用さるべき水域 tc 
於ける亞 米利加 essii : s§，OS 放？. 05 て 12$ トラ-唐拂習期する栗利加 S 
力を不可避的に g 弱化するであらぅからで t 。 亞米利加 SS す t S 3 不法攻 K - 事件が、今後五 
囘、十囘 S 廿 itslza じ： s て—利加％，防—開始す Y :? ss て1は愚5骨 
頂である。 積 袖的防街に！！起すべき秋は—に今で ある。』 

これは また 我■手な 宣 5ある。樞軸陶側の交—を 麗し、 獨逸が實 力を以て宣言した所 
の海上封璧域裏踊して、勝手；^の防樂域な f の鑫ど無制限 5 定し•匕の架空的 水 
域を犯す枢軸側の艦 S に 飛行機に對 しては、 兑當り 次第 發砲灌 せょと 云ふ 命令を米國海軍に 
下した と SU 4、 戰時慝 法規を無視した雲無人の 振？—。又商船の 武管も考慮し 


てゐると云ふことであるが、こんな中立違反の不法を敢てするよりも、何故議#の協賛を求めて 
正々党々樞軸一:に向つて宂戰を布吿しないのか。一時啉に上つた中立法の拽棄 をも議 會へ耍求せ 
ず、大統領ともあらぅものが阀法を淠つて、米闯商船-〇軍艦による li 送を下命するなんて，我に 
惘れてものが Tr へぬ。かかる非常手段に訴へてまで英闽技助に狂奔せねばならぬと云ふことは、 
とりもなほさず獨逸の逆封鎖による英國の婼狀が、想悦以上に深刻で ある ことを澳普する ものと 
贯つてよい。大四作にぅよぅよ沏迥つてゐるガラガラ蛇は、大統領の诚嚇に怖れをなして逃||',す 
やぅな弱蟲ではない。 Q 分から進んで' ni 嘩を只はねど、押资の吭嘩は避け難い=好むと好まざる 
とを問はず、米獨 H 4 N が旃奴相 ii ゆるの rl も餘り遠からぬことを感じさせる。 

チャ* r チル英首相の放言 

九 JJ 九：：：チャーチル rf 相は下院に於て報牛：：演說を試みたが、 HI ズヴ * ルト大統領が H 本に關 
しては允默を守つてゐるに反し、英竹相が今一:の演說 に 於て：：：本との關係に論及した ことは、 大 
いに? f 人の：? H 意を' JI いた。今その部分を摘記すると yr : の通りである。 

『余と d 丨ズゲ上ルト米大統領との會談の結果と して/ k た 共 l <> lfl : 苜は一の 記念 塔を ilt 立した もので、 これ 

は最後の勝利と共に人類&展史上の永久的記念塔となるであら。.：|1.'3-中にある「ナチ晷政の破壤」は*我 
チャ—チル英这相の放諉 一一三 
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我の締結した1な共 S 2 重大？表現 . s で S 。. 大西2?談に？®者％念頭に 

匿 いたのは， 先づ 以てナチの桎梏下に呻吟す る 諸國民の自治と國 K 生活を 復藹 し，且將來阐の領上的弦#の 
變更を行ふやうな場合に處する正當な主義を同復する C . とであつた oi の洋上#^に於てょ大西 ff - の 
たる 共同宣言八 項目に就て協翥を遂げた許りでなく、ソ取及び日本に對する英米の*度についても惧进なる 
檢？ S を行つた•その結果としてソ猫に ®； しては按助垃にその方法を決定し、また H 本に對しては英米兩幽® 
政策につき重要決定に到達することが出来た。英米兩21が決定した對 ii 政策の主眼は、场東に於て英米の利 
益を危險 u 陷らし f が如き SS 審可？る限4力 S 止す fi 、 太平洋に載 S 袖大すること 
を防止す S ため 機. 5 JC の措 E を講ずべ# C . と t の二 U である OJ • 

これはまた麁に侵略國呼ばは りを して、我が國を罵倒した チャ..チル 首相とは大變な 變り方で 
ぁる•威嚇が利かぬ と 知つて手 Qf 返して、日本が樞軸側に立？ 劍を拔かぬやう、何とかし 
て看 和懷柔 したいと云ふ氣になつたものらしい。如才が無い と 言はうか、橫沿 なと 云 ふべきか、 
我々は大いに禅を緊めてかからねばならぬ。 

羅馬法王米大統領を|蹴す 

米國二千萬人の天主敎信徒が、 a 1ズヴェル ト大統領の 援ソ 政策に對 して 慊焉 たる C とに 就て 
は ft に之を述べた。中南米 六 千萬人. の 同信者 も恐らく 同感と思ふ〇 ズヴ*レト大統鉛玟、再 



び特使テーラ ー 氏をヴ r チヵ NK : 遣はし、十六日羅馬法王ピオ十二世に對し親書を贈つた。右 o 
親書で米大統領は、今次戰爭終了後米阐政府は、 y 聯に於ける信教の自山回復に努力する3 n を約 
し、これを條件として法王が、今次の對獨戰を「正義の戰で ある」と 宣言す るやう 要講 したと 云 
ふことである。これに對し法王は 

一、今次の戰爭に關しては羅馬法王鹿は、 これまで 厳正中立の立場を持して居り、獨英いづれか- 
の立場を是 なりとして 一方を支持する ことは、この 根本方針に反する。 

一、ナチズム打倒と云ふやうな單なる主義の問題を根據として、正義の戰など と 云 ふものは あり 
得ない 

との二點を理由に、米國大統領の要請を桡めて慇懸に、而も斷乎として fll 絕 した 山である。流石 
は世界三億信徒の心轚上の父•たけあつて、是を货 とし 非を非とする公正の態度は敬服の至であ 
る。金權主義、自由主義、資本主義、民主主義の英米が、共産主義の ソ聯と 共同戰線 4 C 立つと云 
ふことが、現代人類文化の悲喜刺である。「ナチズム」征伐は義戰なりと云ふ御®附をプ a テス 
タントの b 丨ズヴ h ルト大統領が、 ヵトリ， クの羅馬法王から頂かうとして、 態よく斷はられた 
と云ふことが、ブュリタン C 後裔に與へたであうところの苦つぼい感情は、基督者でない H 本人 
には一寸想像がつかぬ位割〇切れぬものである。 

羅馬法王米大統領を一蹴す 11 S 
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對 V 問題を繞る米國宗敎界の反對 

r 血は水ょりも濃い』と云ふ諺もある通り、獨系、愛蘭系、伊系、怫系を除く 大多数の米國 
人が、英國の不幸に问情 して、 出畓る限り Q 按助を惜 まぬ ことは爭ひ難い事货 である。併し 參 
載となれば問 S 別で ある。 般近四ヶ月 g 米 ㈣ 各地を i つて、 R 米叫の理解 I のため 
した K 川豊彥師 Q 新錯談にも、米8會關係 S 力姦人連は 、 filf •ムふこ 

とである。何々輿論調査所の發表などは、どぅせ共筋の息が掛つてゐて何等信憑すべきも0ひは 
ないが、そ8表ですらまだ參戰反對の方が多数を占めてゐる。ユダヤ勢力の 愧似 である フィル 
ムと新聞の宣傳だけを ii て、米國の眞の K- 意と考へるのは飛んだ Rnit ひで ある。 

.米 S 非參 S 薄は大統領の封ソ拨助態度に ょり、 思ひ掛けない有力な S ハを抑たのである。 
ボルシェヴィッキーと手を握ると云ふ事は大多數の米國人は金輪際嫌ひである。米國內に浦き起 
つた反對酒？でも、米 SSQ 中心と普れる敎於ては、米國馨敎嚣の名£ 
いて、 n > K 敎を否定するソ聯を拨助すると云ふことは、基锊敎阈である米國竝に米國 K - の意志 S : 
無視す f のである』として、對ソ援助に對す isfT ズヴ H ルト大統領に视岀した。 

米^ヵトリ，ク平承擁護^ nfr では、 ft 職一岛三千百五十五名に就て、 ソ郝 ri 叻の可否と、大1¢ 



參加の可否とを投票に訴へた所、その內一萬一千八百六十名は按ソ反對▼また一萬二千三十八名 
が f 喊反對と云ふ結果を得た。この反對氣勢はその後米國の各階/ If に波及し、大統領の意志と米 
同輿論との間に大きな溝渠を生じかけたので、大統領は今や躍起となつて拨ソ寶成の輿論を喚起 
せんと努力してゐる。然るに去る九月三十 H の新聞記荠#見の席上『ソ聯に於ても宗敎の自山が 
憲法によつて認められてゐる』と云つたことが、はしなくも阈內の反ソ論者を激鉍さして； il 烈な 
攻喊が捲き起つて来た。この勢に辟易した大統領は十月二日更に、過 R の記齐围との會談の席上 
述べた自分の言明は、 nn 違つて新聞紙上に報道されたとて、當時の速記を發表してひたすら問題 
の鎭靜に努めた。ソ聯に於ける宗敎の自由に就ては、モスクヮ#談に於ける米！一首席代表ハ9マ 
ン氏が出發の際、ソ聯當局と本件につき協議するやぅ訓令を受けたとか、スティンハート米阈大 
使も、荇て本件に付スタン首相と交涉した事があるなどと R 譯をした。一說によればヴァチ 
ヵンに使したテーラー特使は、大統領がソ聯への武器拨助を好餌として、宗教の自山に關する宜 
一!! rl をなさしめ、これによつて羅馬法王の歡心を sr 羽獨戰矫を IH 當化することにつき法王の|«解 
を要望したと言はれてゐる。然し C の大統領の;-®^は今 n 迄成功せず、 K 夕 I リン首相も信仰自 
由につき何等の聲明もなさず、ヴァチヵンを訪ふたテーラー特使の使命も不成功に終つたやぅで 
ある。 

對 y 問題 i 規る米國宗敎界の反對 一一七 



政治 « 二八 

一九三六年改正のソ聯葱法には、成程信敎 自由の規定があることはあるが、同時に宗敎を亞 t 
なりと 反對する 自 ril も あるので、實際問題としては反古同様のこの 條 項を、態々掘り出して無 ♦ 
論 無宗敎のソ聯を謹した S は 、 T ズヴ * ルト 大統領に眞2_者精神が無い SP あると云 
ふ攻擊が盛15れ 、これは 大 1 問題 化する 恐れが ts 、 まづ；の中から茂 
W 論か 出て、 ソ聯 s 泡度は米國のそれとは同日に 論ずべ からざるものであることを、大統拓に對 
して力說 してゐる。 

米國 政府としては獨逸に對抗するソ聯に對し、何處までも援助す る C と S : 約朿 した 以上 、II に 
凍結を解除した四千萬弗 S ソ聯在米資金が盡きたので、商務長 S 聯邦鐾局ご丨ンズ 
氏が議會 Q 寶明したやぅに、ソ聯£ し 五千离弗の借 f 許1、これ とても 碧 
に水と同様、 R 1 J もなく無くなつてしまぅ。その場合例の武器貸與法をソ聯に對しても適川したい 
吐であるから、輿論の猛烈なソ聯援助反對は、 al ズヴ h ルト政府にとつては13&に痛^ である* 
何は' i もあれ、米國 K - の心理に通畴 して ゐる大統領としては、近來稀ら しいへマを 遺つたものと 
云つてょ. S 。 . 

また議會 sii 二武器貸與聲案が嚳へ提出3れ—合 H、wsi 對ソ援助への 
流用を禁止する修正案を提出す•へく計蛋して居り、對ソ問題は今や米國で興味ある政治問顆 と， 七 


參 



しつつあるのである。 

英米 V 1 H 國モスクヮ會談 

y 

源を口、チ米英兩巨頭の洋上#談に發して、永らく世界の視聽を集めた英米ソ三國#談は、ハ 
リマン團長以下の米國使節 W 、 及びビーヴァブルック軍需相を阐•長.とする英使節围の九; i 二十八 
日モスクヮ到着にょつて、愈々現寳の問題となつた。モロトフソ聯外務娄 a 司#の下に、翌口か 
ら會議が開かれた。この間アンカラからソ獨 m 獨嫌和云々の風說が打電されて來る。ソ聯獨りが 
大きな饿牲を拂はされて、英米からの拨助は一向に來ないと云ふのが彼等の不平である。 fe 度指 
摘するやぅに、實際問題としては、援ソ物資の褕入 n が遠味の地點に在るので、急場の [!{] に合は 
ぬのである。獨ソ開戰の當初に在つてソ聯が英米から求めたものは綿花であり、ゴムであり、 
麻袋で あり、 工作機械であり•ガソリンであつた。然るに nrl 戦三ヶ：=：後、今 R 迄ソ聯の誇りであ 
つた 莫大な技術兵器は殆ど破埴又は oa 搜され、これ等の消耗機材を補給すべき工場 も 亦悉く爆破 
された。 ソ聯の今日要求するものは粜材や原料ではない。完成品である。就中飛行機、戰米を得 
る事が焦眉の a である。モスクヮ合談の主題は何4:、幾ら何時、何處で受渡しするか、ま/<:その 
支拂はどぅするかの問題に終始したと思はれる。使節團の作成した報齿齊も平く出來上つて、# 

英未ソ三 SI モスク »* 付談 一一力 


i 二 o 

ss ょり二 f 吉一 n 終了、：^共1 :1 された 。 f ソ f I とは別々に。 

ソ玥代 S 团宣言 

英米 Ms 分 S 成 I にそ sf I し，衾 2 SU 的と一致1 , i 管迄した•麻て金 

供 at ゅる S 愛益にょリ、不供 is ? 篇に打 m つた S 九；！：努力に於て、 Is が— なる一 
致と緊密な協力を顧示した。 

-英米使節騙共同寅首 

Is 嘉はゾ S 取 S に 政府 S が 要求した S ゅる％? 、松— 部ソ？ t す t とに決定した。 

1ヵソ芝 WtilE .- Al に必？す—料を大芒 ：§ s 松した？史に I 方法 S ても 十分 — 

ns 、 51号 S — 君1$¥れた。—31鬆舄 i 哲 S 

したことを . f I し‘ gg 5 g 2 s け SS 5 I に— i と m ずる。 

この簡 six ,ーヶを I 、如何51齧がソ聯の怨訴の fM つて、ひたすら 
21してそ S 機嫌をとつたかが S れる。ソ聯はまた英米が西部 ㈣ 作戰を行 
つて、獨— I を—1?たが、 tl チル英沿は九 M 二十 HS に於て、 

戰 況報吿 S 分に左 S り英2： S 場を s S 明した。 

世 ssil 制し，還に1戰 f S ， I 笑 ssf 乾.へ41 と云ふ总 

觅かある。今後の作戰行動については S を你"たい。 i 侧も沈—守つて t が，へ，後和逸が一部兵 j 


を割ぃて埃及へ出るかも知れず*西班オを通つて北が：弗利加に出ないとも斷-:->«川來ない。いつまた大隗の交 
通網を利; n して兵力を西へ M し，特に工夫を凝した船舶や怡送捆關を;!1ひて、英本土1-.陕作載に/1!ないと t 
限らない。この冬すら rl 阁は出来ないのである。春 1 C なれば逬部載線の联況如何にかか ijt らず，上 Ml 作戰 i 
企てるものと思はねばならぬ。»逸に沒取に著しい不 ST か見へて來た。然しその陸：- 4 A - その榇送力に U 依然 
恐るべきものがある。昨年佛 m 西の危機を前にしながら我々は，本;1-.防 el の©に賊閼機部隊を佛 m 西救拨に 
割くことを祀絕せねばならなかつた。英本土駐屯の英阈 Mi : 4は、訓練と裝馏に於て屮くらいの阽¥に速した 
けれども、その數に於て到鹿大睜の大睹：水と匹敵するに到らない。世 l ! i ]( i 何といはぅとも•いつ起るかも知 
れない锔逸の英本土作戰に對し，充分な兵力を英本土に保布して K くことは、英 N 政府の茁火なる^-任 - cri > 
る0 

斯くも率|££に 1-J {水の短所を認識し、どこ迄も nN 木位の立場から先平怫阈に對して犯した不信 
行爲まで俄悔して、大陳派兵にょ〇獨取肀制の•小*'/能 srifi 而もなく：！！ ri つてのけたチャーチル rl 相 
も亦、一個の快劣子と云はねばならぬ。 

冬季 救濟蓽業開始式場に於ける匕ッ1ラ—總統 の演說 

社 f ?- 立法の手の A ' i かぬ老幼昧拣孤獨 < o 救濟を N 的とする冬季救濟事業.は、ナチ K 獨逸の奴も誇 
K * べき社 fr 事業であり、 W 尺舉つて參加すべき " f - 中行辦の一つである。ナチス政權拖從以來九 ： i 

冬季救濟事業開始式場に於ける t ットラー珐統の演說 一一一一 


目、 戰爭開始以來三回目の冬季救濟事業開始式に出席するため-戰場より M 還したヒ，トラ Is 
統は、三月間 C 沈默を破つて十：！：：三：：：シュポルト•パラストで大演說を行つた。演說中、東部戰 
線では今 S 十八時⑻以來、ソ聯 s 震的81指し大 is 戰 S 行中であ1唆し 
た總統は、銃後阈民も六： tl 萬の前線將兵に劣らず報國の誠を盡さんことを要望した。 

『余が一九三三年幹 Q 攝?51により班•逸 M の# S 導を檐當することと決つた時、余の唯一の目的は、再び保 t . る 
やぅに和逸 H 民を起きあがらせることであつた。この使命は； II めて！^大なもので、余及び余の 練ての協力者 
は ' K 史 2： i } ■表中に記載されるためには，敢て載承の遂行を必；®としなかつたのである。卽ち裘の計进せ 
る平和事菜が、综をして史上に於けるかかる位®を確保せしむべきであつたのである〇今次の 莩が雲 
した辟，我等は旣に瓧會的領域に於て世界に誇示するに足る未曾有3諸業級を有したのであつて，他の t » 
ET か未だ克服し得なかつた諸^:®を解決し得た Qf / あ，0。我 . S 仕 S 主眼 isa 、 (一)和譯家3内部 e 

化、(二〕凡ゆる他の R 族と！！：じ平等® IO 獲得、(三〕®.逸！ EK の itt 一 及び歎百年來人工的方法によつて Hi 
害3れた自然狀壊への復鉍であつた。 

斯くの如き SS 本 S 則！； T fgss 性黑む念ではなかつた。然しなが—3•根本原則は， 
我々が如何なる場合にも獨逸の自由の闾復を放棄し得ないと云ふ事5:明かに指示したも〇であつた 〇 «氓 i ; 
间避せんが玆に余は、眾縮に明する提案及び：牛和的手«に依，；,耔濟秩序2合理的確立に明する提案竦多く3 


案を世界に提出したのであつた。 

然るに余の松談は瑰て拒否された。而も自らの使命を平和的手段にょつて果し得る望なき W 々に依り拒否 
されたのである。我々は反對者の抵抗に t 拘らず！ E 内改革を Br 行し、和逸民族の統一を樹立することに成功 
した。卽ち我々は大®逸 H を违設し、之にょリ數百 K の«逸21民を獨逸本阈内に拟歸せしむる c . itc 成功し 
たのである。 C . の時に當り多數の同盟阐を獲得し得たのは幸；1@であつた。その第一は侪太利であつて，同 S 
の指導者と余は*個人的 1 C 親密な友怙に依つて結ばれてゐる。日本に關する限り、我々3關係は益々改苒さ 
れた。又その外にも歐洲に於て辂ぇず友好關保を紐持する冬數の人士及び S 家があるが、特に匈牙利及び北 
R 諸國がそれである。又最近に至り哚洲の他 S 諸國 R もこの友好圑體に加入した。余が特にその友怙を希求 
してゐた英國 K と遂に友好明保を結ぶ K : 至らなかつたことは*余 lo 最も遺憾とする所である。 

然し C . れは決して英國民仝體が、この适«なる狀理に對して資任を負ふことを意味するものではない。否 
寧ろ仝く反對である。こ€责任は貨に余3凡ゅる企阖を惟惡心を以て妨辔し，そのサボタージュ行这を國際 
的ユダャ阴に依り援助された俺か歎人の ft ふべき•ものである。かくて一九一四年に於けると全く同じく、遂 
K 最後の決心を S すの止むなきに至つた。 

余は寸刻と雄も躊躇しなかつた。何故ならば，余は英國 との 友好關保樹立に失敗した曉には•寧ろ余が政 
粗を捉つてゐる時代に、英阈を敵とするに如くはない と 云 ふこと を充分知つてゐたからである。余は今口政 
«を 萃拥せる英 H の政治家と諒解を遂げる，何等の可能性のない C . とを確信してゐ so 余の官はんとするの 
は過去十年問「我々は和逸と新しい載爭を欲するのだ」と云ふ官葉以外を知らない人士に就てである。そし 
冬季救濟班業朗姶式場に於ける t ットラ—»«/>«說 一=三 


て今ゃチャ-チ.5&2協力洤，彼2欲した載？持ち得2だ。併_|3テ4愛すべき戰芒 

に11512•あ S と！：255る— tf ? s 。 ？25 ss '& 助—約 ！ i 他 skc 
參1すと云ふことを S しない。？我々は i が他の炅に救 f 求めて ゐ f 聞いて心る。 

以—、ユ？金？？ •メ i ン——が f 二年前|ビを翟£中に引 t ことに 
成功した。爾來 s -と虚®と3間，：©が戈れ狂つてゐる。一方で何4 f ついても，勝利はいつも5心 
侧に t •一人 SS 兵だ ssssss に？て、 its 次へ f S し1歴史上 
J .,2 S し t もない。併し余はかくす t とを銮してはゐなかつたことを强綱したい。 

最初の51 S び和平 S — •し仲べた。それは f らが官て|した， Ji が t 、 勝利の—が如 
何に難 < mls 忌し4ょく知？ tspt 。 併し余 S 51ょ 
抹 f S た。そ SSJ 、 SSS なる和 sf 、チ T チ t そ？ rs ぶか S , 2 

I 弱 ff 5乞—ら吴—ん气—•由か— 111 —した。 

今こそ fvlslif 史的決定56抜か5なら,24亡』と—は固く S してゐる。 

載带擴大2止 S 我が方—農 25 f と s'lysy f 4〗じた％，余 tn 九||一九 S のヒ 
臣をモ J ヮに旅遺した。余がこれ fs は， OS ® が芸5人々 S 益と P : じたからで I 。 

然るにッ雰2我2卷らんとして、我災部缓方； SSS めた。故に余は止む声#ず防 SEW 
講ぜざる—之つたが、善り之—格な si に止めた。そ S 英 S 2 EI 5 I 」、 1 
で U 我々は®银鲊發の財面に迫りつつあつた0 


モ a トフは 我等に次の四筒烧 5 提案を行つた • 

1，ソ聯にょる芬诹の解沿に«逸.か!»1总すること0 

一-;羅圯尼に？}へた保^は，：52を擗西亞に對して保護せんとするものなりやとの ftIHI を余に對してなした 
c £o 

三，ダ—ダネル K 泡映にソ枒が¥!»基地 k 耍求したこと。 

W 、 モ〇 トフは 勃牙利に軍事基地を要求し， t た：！：阈を玆 5 S 保障凼に編入すること 
であつた。言ふ迄もなく余 (1 斯る耍求|-:[>>1总し撺ない。 

本年 3 E =;(: は y »が最初，： J 機曾に於て®逸への«人を企 W しつつあることに，1點疑問の餘地がなかつ 
た。右の J 1 由にょ0余は«光5:?|したのであ&。この世界史的.3義を有する大戰爭に於て、六月1|*二：=以降 
一切の作® ijt .5 く計进 iiliu 進行した。 ffi 逸：卓璁 M 1 部は一秒時たりともそのィニシャチーブ(例窓)5:失はな 
かつた a 

我々が犯したたつた一つの過失 a 、 敵が獨逸を H 檨に整へてゐた尨犬な®備と*我々が laiftl ' してゐた& 

が如 W に大きなものであるかに就，*、 iE 確な認識 5 : 缺いたと云ふことである。余は八 rrr これを公- U して抛ら 
ない。何となれば余 a ， 敵が今}-大打罐を朶つて'$び起つ lm はざることをょく知つてゐるからである。斯か 
る大危除を除き得たことは， W に我が將兵の奧氣 <-我净3淇業に參加した璁て3人违2祕牲の坫神とに ft ふ 
ものである。全歐洲が初めて* jtti . した心である。北では邛诹が帘關しつつある。南では班^尼が武器を U ツ 
て起つた。この事货を見れ If •我が車が現に软ひつつある北氷伴から黑海に至る迄の硪線の尨大さが似ばれ 
冬李教濟事業開始式場に於けるヒットラー蟪統の演說 一二五 
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政 ifti % ニー六 
る。我が2戰列には芬伊太利，.®牙利、 S 尼、スログキサの® 士も加はつて居り、更に クロア.チャ 
人も戰線に®ひ、西^牙人も怔載 S 上にある。 cs ， 和蘭* 丁株 • 2の S 人 S 3 西人までが反共 
«に參加してゐる。 

英晷9言分では，我々は遇去三ヶ月間に絕えず敗け綾けてゐた？ある。併し 我々は 現在 スモレンスク 
S 方及びレ II ングラ-ド SS ち搜撞から一千キ a © 彼方に達し、更に黑海沿5び クリミ i ぬに 级 
達した。 i 兵は g じてラィン*:へは來て居らぬ。今次 3 S •か如何に大規樓で—かは次 g 數字に ょり 知 
ることが出來气 S 旣に二百？2 i 兵•か I となり，—又は—された2111千一:、一萬八 
千； i 以上 ss § s され， S 喪失した飛 S 12 I 一 WS 千芸 SS した。我が戰 S 背面は租 
在 S 逸の二访，英 BQ 四倍の面费を有し、獨逸兵は執れ も 八百乃至一千キロを路破した課で ある。 

今や我が将兵は，所，®3樂 g とはどんなもので,®るかを目擊す*ことが出來た。全樂 g は 露西亞人の 
生活水準を搞牲として f れた，— iH 檐以外 S 物でもない•それは陕雄巴に抗する SS 
工場である。 US 忍にして供性を帶びた敵に對し我が兵士！：一，前代未 S 大戰 f 收めた。余は C - Q 軍_ 
の英雄的行 f 表彰すべき I を知らない。 f 師 E は初 S 以來，二千五百乃至三千 キロ sf 徒步行軍 
した。余58愚小評價す， oi ぶない、唯？兵士 s ?®*¥ sst 。 我が兵士 
は彼等 S 力以上 S . W 成し遂げた。そして§盔後と高12ず、今次 S 戰力した人々が悉<| 
左轘である。 

現在我々が占—布1 tr 被 SSS 5 S 行し£?共に、前 SS 矣 じく非常に 


尨大な 4 のである。二萬五千キ a 以上の y ® 战道|1後舊 3 れ ， 一凍五千キ D 以上の軌道は? S 逸鐵道の軌問 1 C 
改•修された。 

以上余は諸君に我が將兵の||き振リを簡牮に述.へた。余はこの機會に姐固からのすばらしい武器に對ナる 
前線の感謝を傅へずには居られぬ。前大職に反して今度は•有り餘るほど戰線へ送られた51藥についても B 
謝を述べたい。我等が持つてゐる彈藥を以て擊破し得ぬ敵はない。諸君は他の諸阈に大 H 极が珑てられて* 
る事を耳にしたで^らう•併し fit 君は今：：！では、全 R 洲が我等の勝利の 1 SIC 働いてゐることを想起すべきだ • 
我々の苜はんと欲することは资本の枝 tg ではなく、 我々が百パーセント珀员してゐる勞働力についてで2> 
る。今次の載乎•か他口滕利を以て終るならば、それは國内戰練にある幾百 K の產.名琛士と協力して M ち得た 
我が軍將兵の賜物1?ある。この職举が他日腠利を以て終る^ ■ らば、余は前ょりも 一5熱狂的な幽 W 社#主義 
者となつて録涅するであらう。余は今次の®爭の中から，我が昔の僅の黨31領を提げて45 S するであらう • 
この 綱領 Q 實行は，今 C . そ余が瞀て起草した時ょり4遙かに必要であ9、遙かに迸嬰であると思ふ。 j 

梅土經濟協定の成立 

過般来敵味方及び關係諸國の注意と關心を集めた獨逸 ，土 耳古兩國間の通商協定は、難航の末 
漸く本月九日 アンヵラに 於て調印を見た。土耳古側を代表して外相 サラ nl グル、 全權大使ネマ 
ン •メネメンチオグル、 獨逸制を代表して フォン•パ ーべン大使及び ク P ディ ウス 公使が之に調 
»土轾濟協定の成立 一一一七 
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印した。 水嫌 約， 成立に より 獨土 . 5 國間に、一九 g 三^-三パ三十 口 迄の 叫 年額 各二位マルクに 
上る闸阈商品の相互交換が約束されたのであろ〇 獨逸側より兵器ゝ各種エ龙製：： ^ 就屮戌 ^ 门口、 
機械等を I し、土.斗古 S からは綿花、肇、干果、油(主 忙ォリ I ヴ汕)及び鑛石類 I 出す 

る^であ-る。 

忌惊なき表現を ; IJ ひれば、土 Jf 古は c 下英ソと獨逸との lal に* j I 張り W となつ てゐる。 rrlj も: h 邛 
古•はこ C 1 IS して鏡ヶ錄をきめ込んで、ひたすら厳：止中立を守る S 々として t 。 上并古 
は一九三九ハや十;3十九 rl 調印の英佛土三^相； A 援助條約により、英^とは今 a 表 w 上!..3盟關係に 
ある。ソ聯は本來土坏古の假想做ではあるが、ヶ 1 マル•了タチユルクの新土坏古 S 設を拨助 
して以來、槪して Ji 好の關係を持 M してゐる。ダーダネルス、ボス ポラス K 4 海峽を制御し、 コン 
スタンチノーブルに® • 臨することは、帝政谣西亞帝 Nrfe 遴の野望であり憧惯で あつた。この 關心 
はソ l*i になつ ても少しも變りがない。梅峡 q 主人公土 Jf 古は、今 Q 迄 西歐 諸 ^ の後按 によつて海 
峽の Si 鎖を守り通して來た。一九二華 Q n 1ザン ： KS に 於て一度、海峡 Q 黯を撤廢させら 
れた土•斗古は、モントル. - S 約によつで皇的海峡 if I して言 S つた51。 

ソ聯が今柄虎視此 々として 海峡へ進出の機^:を狙？ ゐることは、； J ットラ111統がソ聯に對 
して1 1||戰の當時接露したモ11トフ會談の内容から察することが出來る0然るに今や形勢|變、從 


來軍艦の海峽通過楢を要求した英阈 が、 之に反對して黑海の安全を要求するソ聯と手を捤つたの 
である。これは土耳古にとつては一大關心事であらねばなら. ぬ。 

讀者の旣に知悉せられる通り、土 II 古はサダーバッド间盟の 一 fl である。然るにさきにイラク 
は英阈により、イランは英ソ阐 Hd 軍により蹂躪せられ、アフガーースタンも亦將に同一の運命に陷 
らんとしてゐる。土 if 古たるものは* H 亡びて齒連しの感があることと思ふ。それ C みならず南方 
のシリヤは、英阈0傀！5であるド•ゴール政■の手に歸し、今や士坏古は英ソの喂边がコーカサ 
スより、イラン、イラク、シリヤより犇々と身邊に边るのを感ぜずには保られない。この危機に 
當つて 獨逸が親善の手を差延べて、先づ経濟方面から、歐洲大戰の勃發以米非常に沈滞せ る 十：.斗 
古の海外贸易に活を入れたことは、獨逸外交の一成功である。 

一九三九苹の相7/.按助條約成立の際英阐は，六千萬磅の借欵を與へて土 If 古を懐柔した M りで 
ゐた。バルカン問題が緊張した時、イーデン外相は阐三回アンカラを訪問し、土邛古が英而側に 
起つことを要望した。併し親英と^さされるイスメット•イノ-ーユ大統領すら、斯かる n 險に 
は乘出さなかつた。英ソ側では土耳十 rl と勃牙利との 1:1] の反感を利用して獨逸兵の勃牙利桀中を報 
じ、作太利軍艦の勃牙利への^渡しと、その海峡通過耍求說を傅へるなど、乎を巷へ. rn を換へて 
榷軸侧と土邛古の離|«1笟を讅じて、殆ど.¥«なき冇栈である。獨逸が眾隊の十-耳古通過5:耍請し 
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た云々の電報は、旣に何回となく或はアンカラから、或はィスタンブ—ルから打 f れたが、そ 
の都度獨逸は•その虛報であ—を聲明してこの惡宣傳を封 じた。 懷—の無効— つた 英 S 
:の手に出で、兵力を墨地方へ進出させて土；^古領位入 S 勢を示しても、老練な外交家揃 
ひの十并古政府はビクともしない。苦戰十年の經驗§んだィノ-ー ユ大統領は、英近來軍の何も 
のであるかを熟知してゐる。三十萬の兵力をトラキヤに駐屯させてゐながら、南方シ il 
近には、僅 y 數箇師 fi して ts ぎない。 i にして不 S タウルスの大山脈は國 S 
りで I 、アナトリヤ S 兵士はガリ•す S 勝利者で I 。流刑人を先祖 If アンザッ 
ク兵でも、まだ世界大戰當時の慘敗を忘れてはゐまい。 

.土耳古が何時ま中立を守 f は問題で. I 。獨逸が是非とも土 耳古領土通過 要請っ 
11には唯二つの—がある。その一つは今年から来年 S にかけてコ1カサス作戰に 
出ること111、今一つは伊太利と協同してリビヤ方面とシリヤ方面からス；譯 
tf 場合で t 。 それが—3六月十八 HQ 協定を—として、獨土 S 交はベ.- 
ペン大使 i な外交振りにょり 、 f 親 S 歩調 sf らぅ • 

近衝內閣の退陣と東條內®の成立 


七月十八日 M 開された第三次近衡内閣は、在職僅か三ヶ月にして十月十七 0 辭表を闕下に捧呈 
したが、總辭職の理由としては『閣内不統一』のためと發表されただけであつた。翌十八日東位 
英機大將は大命を奉じて組閣を完了した。主なる閣员は首相が陸相と內相を费任じ、東鄕茂德大 
使が外相及び拓相、贺屋興宜氏が藏相、島田繁太郞大將が海相となり、寺島健海軍中將が遞相及 
び绒相を兼从、岸信介氏が商エ相に新任、岩村法相、橋田文相、井野钱相、小枭厚生相、鈴木！1 
務大以兼企蛊院總裁等は孰れも留任、星野直樹氏は內閣菁記官長、谷正之氏は情報局總裁 VC 親任 
せられて、蛘かな組閣振りを示した。滿支を始め樞軸側の新內閣に封する氣受の良いのに引換へ 
て、英米兩陬營では突然の政變に意外の面持である。日本の政情は解らぬと云ふのが屢々外 W 使 
臣の口から洩れる嘆聲であるが、今次の政變でも聊か鳩が豆绒砲を喰つた觀がある。 

東條新首相は就任劈頭 CO 笫一聲として次の聲明を發した。 

『支那事'^を完遂し、大柬亞共榮囵を確立して世界平和に寄與するは帝阈不動の國是なり。今 
や未 It^fJ の m 大政局に臨む政府は、外いょいょ盟邦との好誼を厚くし、內ますます 國防國 寒 脱 
制を完備し、御稜成の 下舉國 一粒聖業達成に邁進せんことを期す 。 j 
而して國尺は二面外交の菝棄と、政戰兩略の一致につき、多大の期待を新內閣に懸けてゐるので 
ある。 

近 街 内閣の退陣と 東嫌 内閲の成立 一一一一一 


『鐵石の意志と實行 J とにより、高度阐防阈家®制の確立に邁迆すると 云ふ 新 内閣の 宜一 ?1 は、 
反樞軸^の當局に對 してある 强 い 衝動を與へ たやぅだ。その 第一の現はれは 太平洋 上の米阈船 A 
c 呼反し乃至：^ も 近い安全港薄への避難命令であつた。笫二の 措 超は、 今後奶舶の 出港には找め 
霧 S 許可 f ことで—。而して 第三 Q 發表は浦 謹 由の 拨ソ 物資 輸送路を停止して、 
目下結氷の爲 に 實 s 價値の传無である 小ストン"アルハンゲルスク航路を以て、專ら之に代 ゆる 
と云ふ命令である。 ig にこれ が 一段と進んで、現在停頓中の：；；米交渉に新局面が打開されること 
になるかどぅか* それは|£ し 今後の見ものである。 

こ . O IIIJ 大西洋上に在つては、周逸潜水艦は封鎖；3：域を侵犯した米^よりの護 这船阒 を 襲缺して 
油 W 船三隻を含む商船十隻の外に媒逐艦二隻を爷沈した。米通驅逐艦 力- II 號も咐戒屮獨逸龄 SS 
Q . 攻银により摄4けたが幸にして«:-沒を免れた。これと前後して米國嚣3ビ\二1ア號 
及びアドヴ广ノチユア號は、大西洋2南方で间じく獨潜艦 S ? なつた。洋上5ガラ •ヵラ蛇を 
勘滅せよと敦销いた米大統诫が、度 mh る被. W にも拘らずまだ最後の決心をなし W ないのは、^ 
國の輿論かまだ參戰の程度2で沸騰してゐないのにも原 W するが、帝 W 今度の 政 ^ の盘成と我が 
海軍の有する恐るべき K 力が、專 n 承以外に も 知れ渡つて、米闯海軍の現勢力を 以てしては、兩 
洋作戰 c 無謀である. ことが 漸く解つて來た爲と思はれる 。この想像が若し 眞な u .£ 衞时 、 tn 


の? II はれた束洋への戰唯不擴大の^高な希望4、或は別の手法にょつて達成せられるかも知れ 
ぬ。ソ聯の當事客が獨ソ戰大敗の影響とは云ひ條、今後援斿の不 «J 能を公然聲叫したことをも想 
ひ合せて、我が阈に對する反 m 軸陣營の態度が、幾分鉍化しかけて來てゐるやに思はれるのは著 
荠の僻目であらぅか。 

V 聯政府のモスクワ抛棄 

御大スタ.-リンがクレムリンに頑張つてゐる以上±•た遷都とは pr へないが、赤 K ? 奴府機關の大 
部分は、獨軍砲彈の落下し始めたモスクワの撤退を開始した。十月十五日外交岩員部は外阀侦以 
に對して ia 京を要求し、我が M 川大使一行は十六日モスクワのカザン停朿場を出發し、一〇九六 
キロの道を百二時問かかつて、十;311十日漸くヴォルガ河醉のクィブィシ*フに移轉^た0ここ 
はもとサマラとして知られた都#で、「 a シヤの母」と呼ばれるヴォルガの船旅をしたものには 
忘れ難き景勝の地である。獨逸琴謀部は赤軍の拙捉蠘滅を作戰 H 的と定めて、土地の菊取に m き 
を逍ルぬ逑1^ , ^であるから、モスクワやレ_|ング.ラードの| , .-領を左程念がぬが、それでも外交豳の 
首都返去は一葉凋落して天下の秋を知るの槪が深い。 
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米國中立法の改正 

第二次 n I ズヴ * ルト政府が、一九 三 九 年 十一月2 :日公 外した中立法は、第一次歐洲大戰 への 
參 加に 懲々した米！！人の、歐洲戰亂一 f 介入の 怠 志表示であつた。若しこの法律の 尊厳が維持され 
たら、今次の歐洲大戰 はとつくの 昔形付いてし ±つたと M ふ。 併しそれでは； 4 阔の軍需エ 菓者 
は、 資の 山を 前 1 C して指を 咬え て* ji 下らねばならぬ。これは 彼等の我 ts し得ざる 所である。そこ 
で第一 Iril の中立法 f が行 はれた。 

一、 米國船舶は交戰水域に立入るべからず 

二、 米國臣过にして交戰區域を放行するものは、自己の危險に於て之を爲すものとす 

三、 交戰 S にして米阈ょ h 軍需品共の他の供給を父けんと欲するものは、現金拂ひの上自國船 
• を以て之を運搬せょ 

と云ふのが、修正の要點であつた。 

戰役の進むにつれて英阈の財襄は殆ど空となつたが、ジョンソン法は戰愤不拂の英國に對する 
仍欵を禁じてゐるので，窮餘の一策としてレンド•リース法、卽ち我が國で霄ふ武器貸與法が寅 
施せられることとなつた。金は貸せぬが物なふ良い と •政府自らが自國法を谘つて援英に 犯奔し 



てゐるのである〇 こ んな事ならいつそ一思ひに中立法を廢止してしまつたらょさ さうなもの / cij 
米國民衆の氣分はまだ參戰の決心をするまでに熱してゐなぃので、流石の大統領も止むを得ず、 
先つ中立法第四條を改めて、商船武裝を許可するやう十月九日敎軎を議會に运つた〇 r - の修正桌 
は十 ;3 十七日二百五十九塄對百三十八娯で下院を通過して上院に回附 したが、 上院 內の孤 立政は 
改： SQ 通過を見越して、中立法衾案と云ふ逆手まで持出して、案 Q 通過を妨害したが衆寡敵 
せず、十一月七日商§_止條項の廢止を五十 g 證一 I 十 S で■させると S に、交戰水域 
立入許可案をも四十九^對三十八^で可決した U この 修 E 案の回附にょり下院では、 商船の交戰 
水域立入許可案を S て大^-一戰が沸騰し、南部 S まを中心とする與 H 内 s-f 名は、政 
府に反旗蠢す S となつた。虛を衝かれた政府は して百方奔走、大統領 S 記の寄 翰 
を レィバーン下院議長に贈つて議员の 反省を求めた。 

『議#が！ TJ /: 法伤正寒を承認しなぃことは，稱軸諸國を甚ばせることである 0 拽 71 すれば，探逸及びヒット 
ラーの指薄下 1 C ある6略國の任略政策とその野心はこれに依つて拍車をかけられやうし，叉 C . れ缂賭國は， 
米國 S 塁％较一さ4て - Q なぃ矣ふ彼2持論が連中した怎として拍眾采す4あらう。 

余が去る十月九：：：のメッセージで陳ベた如く商船の武装は赏時— と認められた i で、今では米 fel 船舶 
©焚戰 H 港灣立人9が C . れと同栳に必耍となつて来たのであ6。議會が M 法* を 承認し なければ*その結果 
米 W 中立法 ie : 正 • 一三&: 
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英 W 及びソ淼は抽度に失望し* & wis «! 祕铪の&から皱苟の地；？ s を弱めるであらぅ。』 

この: 4 t ' rf 翰が讀み上げられたとき、下院は深&沈 K を以て之を af : いたと ic ふことである-やがて投 
奶の決识、案は二 TJ 十二.结對： c 九十叫射、卽ち伤か十八1 W -. S 多数で下院を M 過したのが十一：::十 
三 U のことであつた。この貶多 mQon は®榴した。 K - 主破 liliL 十三名が大较領の懇諸に枸ら 
ず、反對投以を敢てしたこと srii ても、米阈輿論の励 rnj 5: 察することが出米る。 

米大統領の惡罵 

• 〆 

a 丨ズヴ * ルト大統領が十：^二十七日の海軍紀念日，に行つた演說は、獨逸と共の主描^に n し 
惡罵を浴せ掛けた未 tt 布の無* ti なものであつたが、世界の大政治家に•小似八 M な^ n 興：：一:の辯と言 
はねばならぬ。大統領の攻锥が常軌を逸した、非常に辛辣なものであつただけに、その反響も亦 
非常に强く、ベルリン外務朽 sg 荞が大統領を M 史始まつて以來の大噓 BI : き、大山師、氣狂^ 
どと、つ v > ぞ今迄用ひなかつた激烈な1£葉を以て篤り返し、大四洋を挟さんで泥仕介5:展叫した 
ことは、双方共に近的稀らしい脫線振りと,- t はねばならぬ。 

冷靜な批評^として大統領の所說を呤味丁れぱ、獨逸側が羽：！：：を外してヵンヵンに怒つた7>も 
無理からぬ所が無いでもない。 


笫ーヒ，トラー總統が「ナチ」の.： > K 敎を世界に掀める云々の誹謗は•亞米利加一億四千のク a 
スチャンを H 標とする煽動以外の何物でもない。國民社#主義獨逸勞働 E が政權を萃握した頃、 
民族益！！の高揚、『血と土』の標語がユデヤ人征伐と並行して叫ばれた時、故ルーデンドルフ將 
屯やハゥ H ル敎授等にょつて『獨逸信仰』、卽ち古ゲルマン宗敎の mr . r f が主' 1 tl されたのは取 K で 
はあるが、傅敎千竿の歷史をもつ莊督敎 W 獨逸には、斯かる『ノィハィデン』(新揭敎)を容るる 
餘地がなく、この運動は1:(]もなく立 m えとなつてしまつたのである。ヒットラー総統は、鉍日曜 
お夺詣り S : 炔かさぬ と 云つたやぅな形式的の基督客ではないが、その索行の端•止さからも、神人 
合致の心垃からも、立派な耶蘇敎徙と S つてょい。彼の大浈說は M 々上帝への敬度な y を以て姑 
ばれて ゐる 。「ナチ」政袱 S 握の當時ヒット ラ ー總統の/.;右には、宗敎統一の理想を恡いた人速 
も確にあつた。「獨逸•クリスチャン」と云ふ運動がそれである。これに反抗して敎 la の上から 
ヒットラ！政府の方針に质突いた牧師、10祭共に對し、斷乎たる處遐に出でたこともあつたこと 
はあつたが、時の經つ と共に 新敎々分(殊にバルト博士一派の改革敎會)側からの反對も n 然に 
終熄し、ロマ公敎卽ち天主敎侧も、现法皇ピオ十二世の登極以來從前の態度を淸??して、ヒット 
ラー政權に遝合して來たので、總統も >7 C 敎問題に對する從來の高晰的態度を改めて、全く超然不 
千涉主義を執るやぅに なり、 さしも " ii しかつた獨逸の敎鉍問題も、一九三七平 fcrt からは全く平靜 
米大統領の SKr 一一 fc 
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S した QPI 。 それにも拘らず I ズヴ H ルト大統領が、六、七年前の古傷を後 S つて、 
「ナチ」宗敎宣傳5 Q 惡口を放送して、全世界_敎8男善女の心管寒から しめんとした 
のはヒ，トラ1に世#取顆の野心があると强ひるょりも質 S い3 1 であつて、西洋の紳 
士が決して口にすべか— I 大級 S 惡口『大 S き』を以て酬ひられたのも、 I0fs 
ねばならぬ。この邊の消息は、我が國の一般知識階級には一寸 ビンと 來ない 所と 思 ふから、 敢て 
一言解說を試みた次第である。 

南米征服 S 定地 §5、 獨逸側の反较 yn 通り、全く囊 S 動的虛？ある。如何 
に南米諸賣に獨逸 kis 忌 恐怖感舍植へつける S があ fs へ、切も北米合衆國の大統 
領ともあらぅ衮、斯かる W 劣なデマ手段を S ねばなら？は寶 sg しい次第畚 は ね ばな 
らぬ。ドイッチ h •アル ゲマ イネ. ッ アイトクン グ 紙は 二十 九日本件に關 して左の如く論じた。 

•『口 i ヴニト大統領は—® Eg へて，右し これを— すれば，密—邊 に—を 及ぼす致 
密吿者など tt % ない SU 、 そんな勿# 5 た：： f s る なん 5 に滑格 千萬. 
た。 彼3所15祕密地■と云ふ q は、多分フ r チ ri 八 SS 戴されてゐた南米地 S ことだらぅ。 
しかし口.-ズゲ s ルト大就領の贫分通 I 今日西半球に對する S は確に一つ存在してゐ る。 W しそれは 決 
してな <， 威に外なら a 。 南米 sf 


狙ふものがあるとすれば*それは b プ トラーではなく* a — ズゲエルト其人である0 J 

« 

怪文書に關する描逸政府の公式反駁 

前揭の a 丨ズヴ••ルト大統領の誹讚に對し、獨逸政府はよくよく腹を据えかねたものと見え、 
龙記の如き公式反駁を發表した。 • . 

『亞米利加合衆 E 大较領は十 B 二十八 H の演說中で左の如く主張してゐる • - 

C 1) 米 M 政府は，獨逸 S 内で®逸政府によつて製作された一つの祕密地 W を所有してゐる。これは t ッ b 
ラー 拽統が新に ® 成せんとす 6 中米及び南米の地 [ai であつて， t ットラー瑰統はこの地域内に存在する十 
四ヶ國を併合して五つの»昭 35 となし、之に依つて仝中南米大陸をその支 fie 下に E かんと欲してゐる 。 C 
の新五®岗の内にはパナマ共和«も*パナマ述河も包含されるさぅである。 

(1 一) 米 SS 政府は81逸政府の作成に保る第二の文 W を手に人れた。 CID 文睿は W 逸が勝利の嘵に tf 世界に 
現存する凡ゆる宗敎を絶滅せしめる針4:を含んでゐる。キリスト新敎，キリスト舊敎.マホメット&，)< 
vrK タン奴，佛敎及びユダャ敎は、何れ， PR >1 樣に找減せられ、敎會3所有財産は沒牧され，十字架そ€> 
他宗敎上の標識は然止せられ、借侣，神職等は沈默を命ぜられ、之を#じない時は政治犯人收界所に投じ 
CS 既に虏する。從來の敎會堂 Q 代9には、 B 際的な EK ; 杜會主義 K ; よる敎會が開設せられ、そこでは B 
民肚會主義政府から派遺された說敎者が就明することとなる。1た從來の聖沓の代リには»1ブト7-»« 
怪文杏に N する和逸政府の公式反 a 一三九 


5書 r 我が E$J の中の文句が用ひられ•これが來咨 として 2 られ'十字架はハ-ケン クロィツ及び 
拔身の®に代へられ， i に S を 神 J 代”とし S めると。 
i 政府は之に對し次の如く 反, a する。 

(こ K 泣 2 内で t ： ■、南米分割に關し W 逸政府が作成したと稱 る地 知は勿.滅 のこ1,、世私泣东孜の找城に 
關する文玫も現存してゐな；，。 S 1!件は共に最も g & ii して且拙劣な S で S 0 
(二〕§が南米を攻略し， w た世界 S 敎と敎曾とを絶滅して， KK 社會主 S 敎贫？以て之に代へる 
と云ふ主張 C 如5、餘ムも—11は之に—す SIS な i 。 is は上 p 
の泣§を中，南_管含む諸*1*%.>:5!2對し、了解£外交3を？一」：$し£ 

こ s_ で獨逸政府は、口—ズヴ H ルト大統領にょつて i 的に利用された、九パ米 
E 驅.篇グ？ヤ號事件及び十： z： 十七：； Is 力- -1S 件 S ても^^を加へ て、 それが獨逸側 
1乎出しをしたのではなく、ノック K 海軍眷や艦長 Q 公式聲明 Qf、 米艦が水中爆 f 投 
じて獨講產を装した後に還 Q 备が行はれた, J とを明かにして、大統思德を姑露し 

た。 . . 

然るにその後十 si 十日の夜、米I逐被ル I ビン•ジ * イム ス號は、 アイスランドの 西方で 
S 江務中介覆射にょり沈沒した。獨逸 Q 封變域內に於て獨？對して發砲命令を受けてゐ 
芯米怒が-* A 鉛砂りの： P 證中、獨逸龄水艦の攻银を受け.て.瑣沈されたことは、國際 法から 兑 



て常〇前の出來事であるが、前二艦の件もあること故、嘸かし - A : 統領が it 赤になつて怒!! a り立て 
ると思ひの外、ぐつと押 K つてしまつた。旬も米艦が獨艦に遺つつけられて百名前後の死^を出 
したの*たから、^ちに it 戰布吿と行きさぅなもの*たが、案に相違して默 C 込んでしまつたのには 
餘程の理 vrij が無くてはならぬと思ふ。一般の常識から言ふと 

一"一一;選運動中の言質が祟つて*米 NCO 輿論がまだ參戰を謳歌して：；$らず 
二、參戰の場合に於ける日本の態度が鮮明を缺く 
爲に、まだ躊躇してゐるものと兑ることも出來ない C とはない Q である。 

ミユンへン記念祭典席上の锶統演說 

一九二三年十一月八=：若きナチ E の T 1- 領ヒットラーがミュンヘンに於て、バィ H ルン政府の® 
浚を企てて一敗地に螢れたことは、^^ • の知悉せられるところである。ヒットラー總統はその當 
時犓牲となつた戰友の死を紀念するために-站年11*<1ゥ*ンブ。ィのビャーホールに扣贫紀以 
と^して懐浴の一夕を過すのが、『ナチ』狨のゆかしい平屮行祺の一つである。本年も十一月八 
日！！戰後三 M H の記念む典に臨むため戰地から鉍つて米た總統は、例にょつて長诹古を梂つた。 
乾坤一搏の大決心を以て遂行した ii も、菜勝利立つた Qp 篇 S 顏る S 
* ユンヘン記念^典席上の违较： S 送 j PM 
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潢 說の內容も今次歐洲大戰の過去、現在 M に將來 に 互つて多くの示唆を與へるものがあるので 左 
に 之を採錄する。 

男女* ti 諸君！ - 
铒逸 SIKM 志 諸君！ 

余が前 M 當 ik に於て諸若の前に立つた時には、菜# ある A - 事件の一年が旣に過ぎて， q たのであつた。余は 
一九三 九 年中 •平和手段にょ 9 必®な條約修正を 行は んもの と最後の努力を 傾倒した が， C . の努力も亦歐洲 
を戰禍の巷と なさん と欲する、國際民主々義の较爭煸動者の爲に遂に进餅に 歸した。その 時 我々 に 課せられ 
た最初の任務は，東方の I 敵を克取 することであつた。；. g してこれは僅か十八 urnj に成就した のである。 

元來まだ幾らか正氣の残つてゐる手合には，抝逸を再び屈脤$せる望3無いこと位は|一、三週間の手並み 
で解 y さぅな t のであつた。然るに彼等はそれをしなかつた許りか、反對に余が差し伸べた平和の手を tc ベ 
もな く 突き返したのである。それのみか余を Me 讒謗し、 _ さへ卑怯者呼ばは P をしたので、余は西方の 敵 
を微底的 » c 打倒する決心を固めて，一九四0年を迎へる外に道がなかつたのである。 

我々は敏毖の不； a 意と SSS 齧マ芬蘭蠢心 SQ 下2蔑に對し，そ3寅！！？？典の錢山及び鑛石 
S * 鎩道に對し，奇典を行はんと計寳屮0由を知つた。その當時彼等は，我が SA び余の決 Br 力を豫想しな 
かつたのである。彼等は*余のお鹿で和逸5:逃げ出した亡命者連中に，余の人格の竹像畫を 描かしたので あ 
る。(.大笑ひ)その後 ra もなく我々は西部戰轵3敵を征 al し，英阈をして所^名春ある退却を餘^:なく* 


せ、前古未曾 2 大勝利を博し 2 である。や，彼等の表にょれば永久に—戰£持とな 
る.へき念である—な。余は親しくこの光 SS を視察したが，それはとてもひどい光皆 f 
C 大哚采 ) 

余はそこ—一度，而もこれが着だと一—除2て、英味に S て SII し伸べ、 

これ以上1 W す f とは iu と？21で f ， S 的—和締 f §するも34‘ 

存在せず、英靈 E . 人 H 的 f 上 lit は，何 isf i — したの 

である。？に數 — SI ® して， QSJyife *.* (大堪采)は、1これ — ss 街しい* 
摊と見做した。又 i 余を、—觀しこれ以上戰 f S す?|し 2 PI 。. W — 

は將來 — Kfs てゐた。余 S 2 林々たる23喪には喊 S あることを4想し，凡ゆる 方： g : 
茂つてこ«/>错牲を輕«せんと欲したのである0 

先つ第一に余は* S 闕： US 牡を最小限度£めんと欲した。同時に 余は載？として、な和の手 を盖 

し仲べ si — に對して5态じた。然し二れ J 2 自—證にした二と t なく，1 S 

犧牲と密接な接觸を保たわ人達に SS 解されなかつ S で t 。 

S に— sf 固く S めて，— S みならず—洲を#す—から永久に8を21 
足を功み出すょり外なかつたのである。 

前2余が f 5— S たとき • 3 SISSS ょリ4れた勝利 f 以て f 得ると者ズ 
たで—ぅ。然しな％ ら當時 余は—しい 憂？ fg に抱いて*た。何となれば余は ， S — の sy 
ミュンヘン記念祭典席上 Q 球統 rsc 說 
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は常に Ha 水 li!] の紛少にょつて生きてゐる放火犯人， EP ち 國際的 ユダヤ人が潜んでゐる C とを知悉して 
ゐたからである0 

汆はこれ笠のュダャ人が^世界の放火犯人であることを知リぬいてゐる〇彼等が被半來新閲^ラジォ’映 
进演劇等の JE 路を通じて，位々--:各^ IV ;を錄‘したこと•またこの - w ^' か傅描し，彼等の lli - 政及ひ企涵取 
引•かこの意味に於て働いたこと t W 知の事.«である。戰爭心初期に於てある英阔人共 II —尤も革*. fiH 業會 *h 
の株主だけではあるが一次の如く公1!-した。『今次の戰爭じ少なくも！一:年始かねばならない。=年綷たない 
内には止まないであら-\つし*乂止まジてはならない』と。我々|1この危險を^て我が^0内政上の1;-3讲に於 
て體驗した。然るに今やこの敵 U ， 阐外から我々 - 乂，1'']ソて戰を挑むのである。これこそ«に®逸 N •氏竝に一 I 
逸！ f 家に反抗する世界聯合の技吹*である。 

彼节は曾て波剁を前へ押立：た。次で佛阐西.由3|1^、和閛及び諾成を已に尜<|:するべく强逝した。英1 
は初めからその推逸力であつた。然しこのュダャ坫神を敁も明|'4な支 rie 者と仰，ぐ N . OP ちュダト.王在の敁大 
の^ m であるサヴィヱート聯邦が％いつか11我等に反對して起つであらぅことは Htl から解 y 切つてゐた。我 
我3:说社會主義者が數年に JT . つて明道し來ソたこと5:時が^明した。ゾ瑰は议にその21内智識階級仝部を M 
殺し忐し、唯#力にょつて無產化された無神経の低級人3みが残つてゐる阈家である。そしてそ3上にはュ 
ダャ政治委=3:|その31は奴隸所冇戎の尨大な珙織が猙へて.ゐるのである。 

.こハ 國内に於ても，何時か或は Na 家的种，|'>]が勝利を得るのではないかと旭々疑はれたことがある。然しな 
がら これは' u « たる 阈家覩の保持者がこの s には最孕存在しないと云ふこと、及び一時この阈の主人と な 


つた者 も、 C . の全能のユダャ主義の手に踊る樂器以外の何者でもない i 云ふ C とを忘れたからで ある。 スタ 
T リンが舞兹の上で、拗接の前で我々に向つて立つてゐても，彼の 1 r 後にはヵガノゥィッチュその他のユダャ 
人共•かゐて、 C . の尨大な！ K 家を枝葉3末 i で支配してゐるのである。 

昨年余が當地に於て af 君に向つて S5 つた當時*旣に最 -V- 疑ふ餘地なき或る亊馊の發 M に明する見透しが、 
余の心を暗くしてゐた。我々が西部 e 線に軍隊 S 集結を行ひつつあつた時サヴィユート旃西亞も i た m 部 
數線に m 結を始めた。我*か方では東グロシャに只三筒師 s しか政いてゐないのに，ソ聯 U パルチック方 w に 
二十二简師を®！ IU してゐた如き時期もあつた。そして; J を明する每に增强されたのである。それと共に我が 
國の束垃に於て，大規 «- な工事が始められたこ it 沿過出來ない•數ケ=；なら•さるに九百を下らぬ飛行場の 
築造が始19•一部分の竣工を見た。如何なる目的で斯くも尨大な、一切の想像を凌^する程の y#M 軍|6> 
集中が行はれたかは容易に推澜され得たことである。ニケ年前迄は一寒村に過ぎなかつた處に、六興五千人 
の職エを使役する大眾耑エ場が迮設された。粘土造リの家の前に宏大なエ場やゲ丨*べ丨*ゥーの起舍が迖 
てられた。前面は宮殿の如く*II•曲には残酷な拷問の S の監房•かある。 

以上に兹行して S 逸 W 捣への軍隊の柊鈾が_練と開始された。玆西亞内地からだけでなく、挺東からも alti 
圃に次ぐに師国を以てし，遂にその數は百師とな9，百二十師とな9*やがて百四十師を超へ、百七十師以 
上となつた。 

この沈痛な認識の下に余は，モ B トフの r ルリン 35 問 S: 求めた。諸君はVルリン會談3槙溁については水 
知の®である。露西 3T か S くも今秋か都. in にょつて，今年の fi には行動を起す決心であつたことにつ V ' て 
i ユンヘン記念«典席上の嫌統演說 一四五 
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J ! 疑烩地％なかつた。卜 rvu ® 逸％，-余はこ CiS を特§ひたい 3 である•か-平和裡に彼等 3 進路 
の费開かんことを要求した。ところが余は自分で自分. JW 殺者を求める、ある拽の動物の機をするやぅ 
な男ではない。そこで余は當時モ D トフ5 i ルリンから®へした。今 S は投げられ たと 云ふこと.及 
び我々 S つ— S が最 YS け？れ S が5かになつた。こ3こと12‘2玄ンに於け，〇行 
118」よつても.技2された。殊に我々'か g 逸に在ソて狂も承知の、あ心地下の陰謀によ？もよく解つたので 
あるや％て成西亞の®:: T 終了を忍むベ*』時期 VV 5? 來した。モ k タヮと械東に於ける於干師 g を除き' 

S 苦 P 2 S 結された。5：よりビャ；2於て，ッよ U 諸 S よ < s て居られる陰 
謀 S ち英 S の密 ig によつて U 2 まれ' ボルシェグィッキ—の手先によつて仕組まれた ク—デ.夕—が 勃 金し、 
そ：？.に引；^て S とでビ間 S 助君. SS られた Q で t 。 IJ - J 君 S ? る所 
では、 C . の(パルヵン：>戰役は S ら <异常に我々«-,弱めるであらぅし、問もな<武器及ぴ资材の供袷 <6» みな 
らず，そ S 大な5保に物を： S せて， SS 面5出し得る時機が来るだら ぅと 云 ふこと であつた。 
だが今 F 4 余は初めて次の ことを1? 明する ことが 出来る〇卽ち我々の學び得た C . とはそれ以上であつた。そし 
は一九 n 〇年中にロンドンに於て，英51下 e の秘密舍が度々行はれた と 云 ふこと である。谢 てこの 祕密會 で 
チ T チ S 相はゥイ Jilsss ?— ? s そ SU を SS で S 。 ？ リノ*•か 
やがて英 H の味方となつて進拏を開始す ると云ふこと、 彼がク 9プブス (大使) から 得た 確貧な tilfts こよ t 
ばワ W が愈々出馬するのは5?々ーヶ年かーヶ年半後であるから英 にと つては あと十八ヶ月の辛抱•か 肝心 
だと云ふこ4あつた。の5不可？あつたこ&中3强た。？！；一之 S し进 


えず. If ^ ar 得て居つた3 -(? ある。(喝采〕余は茲に於てこれから結^を引出した•その第一は東南戰線から 
解放せられることである。我々•か今 H 迄«つた«1ての車班を知るに及んで， ムッソリーニ に心から感謝せね 
ばならぬ。それは彼'か*一九210年の rt にこ9»肫に銳い針を突差して ffiv ' て旲れたことである。かくて致 
週間ならずして我々 1 C 加檐した钕洲諸.4の ia 力の下に*この問題を決定的に解決し、次でクリート a をも攻 
略し，これにょつてダーダ t - ルス海.峡の前如に閂を差込むこと 1 C 成功した3である。そこで余は東方 K 於け 
る我が大敵の行動 5 : 仔細に fl 赛した。六月中菜となるとその徴餃は益々竹成的となり、六月の後中には取通 
の*迫狀態は放? i 或は數 n を爭ふ程となつたことは、最年疑ふ餘地がなかつた。そこで余は六：：；二十二：：： 5: 
期して行勳を JS すべ*、旨を下命した。 

ところで當時の情勢はどぅであつたか。西部硪線はそれ cfsi 女全であつた。だがこれに關し余は豫めこ れ 
だけは雷つて sft た ' , ; 卽ち我等の敵の陣には所 11 •大才的政治家と稱する衣が， Q て、彼' ■?> は、余が «方へ打 
つて出る®氣を得たのは、西方に於て攻擊を受けないと解つたからである i * 今になつて首つてゐる〇であ 
60 (大笑ひ〕これ等の尺卞违中に.|>*]つて余はこれだけ (1 言ふことが ill 來る。諸君は余 3 注意深 3 を見損ね 
てゐる。余は西部に於ていつでも英人猪.&?お好み次笫に起てる準«を整へてゐた。諾成(? も*我が饵逸の 
海岸でも*和 rae も、 rin : 義でも、玄た佛3丙でも，攻勢がとりたければ，何時でも來た i へ。来るが¥い 
か追返してあげると。(大叫采)我々 (1 今：；：これ等の沿岸地方を、一年前の狀过とはすつかり 免；- てし£ソ 
た。そこでは色々働：，たが*嫌てが尚 UCA 皆 -fe ill 的 i & 底さを以て行はれたのである。 

パルヵンの»盗は.： yc 了した。北：！：では我等努力にょ D * R 1 じく电 K なる秩 i を «す事に成功した • 

S ユ ンヘン筘念 祭典 »»• 上の 嫌 tt 液 13 一四 七 


政 泊篇 1 E 八 

亦蘭 II 我々の俩に起つこと？:言明した。班馬尼も：！：樣である。効_牙利1同じ <危險を感知した。句牙利は C 
の体大なる史的時間の到來を認纊して，英雄的決意をなした。斯くて六月二十二口となつた時に，余は良、4 
に®へて貴任を執9得ることを確信して— 1 S 八»僅か敷 Hi 先んずるだけであつて4 |この危險に立向つたの 
である0 

我が古き茁：：：諸苕？この戰は眞に«逸のみならず，仝歐洲の載であり、生るか死ぬか3戰である。諸君は 
我等 5 Ini 盟：卓5-承知心 *' た。北から敷へて®敬な小英雄； 1K 芬蘭は•又もや抜群 3 功綾を樹てた。それ 1Ca 
くス n ゲック 人 •匈牙利人， II ル ^人の 他に 全 歐拥の同盟車 ， IP ち 伊太利，西班牙、 クロ アット、和丁 
抹等の義史求，佛 M 西及び白 Jf 義 »* らの義免4£すら4我が陣營に參加した。かくて余は茲に拗苫することが 
出來る。東部戰線では恐らく有史以来，初めて S 識を M うして全駄躱巴が戰つてゐると。曾て匈奴に抗して 
«つたやうに第二成吉斯汗3朵占阐家に對して。(大喝采) 

一、敵の武力卽ち敵兵力の典滅 
1一，敵の軍事工業竝に給養基地り占領 

であつて、制5盗の如きは我が方にあつては 毫も間® とならぬ。若し 人 あつて、レ ニングラ— K 方面では守 
勢では ないかと問へ ば，余 UE 1 J 座に 答へ るであらう。我々はレ-1 ン ダラ— K の前面では、之を包阐する^ sl'c 
必要のある 間に 限り攻勢を钬つたが今や我々は 守勢を 秋つてゐる。 今 こそ敵は阑みを突き破るべきであるが 
結3市内で餓死するであらう。(大喵采)余は絶對に必要ではない限り，一人でも餘計に犧牲にするを汙ま 



な i 。 若 L 誰か u ングラ-ドの !« を « かんとする者があれば，余は直ちに同市の突犖を命じて一堪に之を 
攻略するであらう。何となれば，東 ra シャの阈境からレ--ンゲラードの前：曲十キ〇の地點变で sf 破つて來 
た者に，何であと十キ〇を市中まで突入出來ぬ笛があらう。併しそれは不要である。今や H 市は完全に包阐 
され，その救拨は不可能であ9、旱晚我が方の手に落ちるだけである。『堍墟となつて』と云ふ人があれば 
余は答へるであらう。我々 II 都會としてのレ-1ングラ— KIC 何等の關心も持たない。破後せんと欲するもの 
はレ-1ングラ— K の H 業中心地帶だけである。若し y « •か IR 1 市の嫌破を希ふならば，我々•としては若干手間 
が省けると云ふものである。余は再苜する，制助慾なんかは我々にとつては間®- C - ない。 

若し誰かが『それでは今何故*擊しないのか』 i 訊ねたら，余は或は之に對して H 下降由、降1?期で鐵道 
の修理も1だ完成しないからだと答へるかも知れぬ。進擎速度 i 決める3は我々であつて•あの退却速力！ 
於て驚嘆に侦する英阈戰術家 io お世話にはならぬ。 

第二には敵の軍事工業尨に給養基地3占領であるが， C . の場合に4我々は計#的に事を a ぶであらう。時 
と L ては多數工場の機能を停める爲に、唯一工場を破複すれば事足='る場合もある。余は茲にこの聍役に於 
ける 今 U 迄の職果を綜合的に述べて見たい。 

捕虜の數は今や優に11!百六十萬人に達した。英阐側の患者がやつて來て、右*1『未確認の數字だ』と云ふ 
ならば*余は1蜞して之を斥けるであらう。 : {0も和逸軍部3計算には3|(2ない。瞀て英佛の捕虜に關する我 
が方の發表が正確であつた如く，この數字 UM めて正確である。 

若し V *に於ても我が S 同揉*死者一人につき K 傷者；一一名乃至31名を出すものとすれば*療绽恢役の後' ft 
* lly へ y 記 38 : 祭典 席上の 嫌統演說 一四九 


度從 軍す.偽 f 除いても， f く 八百5至一千 W 人 is 的 R 落 f 生ず K >? t 。 黨 i 君，. 
世界 Q 如何なる 求隊で もこ 心大打擊 から立上ることは出来まい〇ソ5隊と雖もこれはむつかしいと思ふ。 

こ 3 E 、 我が方ら蠢した i に5ては到政計りきれない。！ n 下判5せるところだけでも、飛行機一 K 
五千、乗 imi 一千、 SlliS .；.. 千を下らない。 Jgf 含： S 21 SHf 以てして气そ S 充は总に 
は出來ない。我等の«主»心丁柔を以てしても&數年間には到底抝こ¥は|00 

余はこれから少し SS して述べる。我々は今迄に S ハ十七5方キ n を占領した。それ U 佛期西の三 

乃至 E 倍、 英本 s = sss る屢 p あ气乏有す is 、 全® 2 S 2 七割 
五分が存在す る。 余は近 311， ll ! si — じて更に多く31々に然し裳に—する考へである • 

我が1行—世—に嫌として比類がない 。I ダンヶルクからォステンドまで行軍し、 
そして ォステン ド か t た ダンヶルクへ 引返す ことはわけも 無い ことで. 余も亦 之を認める。然し® 逸鐾 
.からロストフ，— は？ t 、 i たはレ-ーンゲラ—ド4行？ るとなると、 途方もない f る 許 
，か、『勞 S 2』 の道路 S 4 想に入れる時，遙に來 つる is 葉きをおぼえる。余はこれ迄一度 
も！ r ? nf 』 ii ? 25とがな：，。それ Jalssiuf な i 。 併し敢？喜 f ある戰役 
に遽用せ t す，0ならば' 正し <本裘に對して使用すべき2る。 i 2 如 S 大な鋈•か斯 <も短=2 
月間に倒沿®缄せられたことは、史上未だ * e てなかつた。 

この勝利 ！ T g 逸軍隊代未聞.？粲力と嚣私神とにょり、慕 L ： 孚 M 蠢を產したことにょシ 
て C み實現し，速成し得られたものである。；？ JS 線ん背後には第 二 S 被 •卽ちペルリ♦ブロマ S 


がある後の本 H の背戌には全歐洲が第一一一載保として控へて & る。獨逸の敵 wa その•本 fti 計丧の雄大 4 誇 
るが、余は一向平氣である。獨逸：本事工業の ia - i - の業议が •-]> ふべからざ S ものである如く、將來も亦敵を II 
かす程多 Jit の武器を造出するであらう。その- y 合獨逸政府が占 MJr :. 域のエ龙を活用するであ f > うことに就て 
は、何人も M ふに及ばぬ。 

今 uffi 爭に從事する®逸 ZKtr 世界大戰筲時 51 S 逸：！ ivi - eIJt ない。一度あつた事.必ず- n 度あると考へ 
るのは、ユダャ人の頌固頭である。余は同じ車を二度とはしない。常に何か變つた事を逍る箝りた。 

我が兵士は占領地域の住 K , に對しては柚めて行狨よく ♦規体破^ 1 C 枷舞つてゐる。いや丁^過ぎる位であ 
る。我が®防革は斷じて婦女子に向つて基 frs : 曲かず、また®逸]>>十による盗難、掠肄等はあ y # ない。恨 
に斯かる不法行 is があつたとすれば、本阈に於けるよりも鲅罰に返することとなつてゐる。我々は. , i 領地域の 
住 K 4 保護してゐる。併し^し獨逸：本の占領に反封し， X は喑殺行爲に X つて占領地域の S 亂を扔來し得る 
と考へる不逞の徒があれば、曾て ffi 逸^ KSIC 於ける我 , ？>の®が，我々を成%1-し得ると考へて&た時分 1 C 之3: 
©■碎した如く*國比杜會主載的微贱さ5:以て彼冷を拏滅するであらう。またある一邡では«逸鳊内に*&«| 
や革命が起ればよいがと英迦げた希望を抱くもの t あるやうだが，革命を起し得る分子は设芈や35内には居 
ない。彼等は餘3 S 以！ i から英阉に，米 W に，また加奈陀 1 C ゐる心であつて，我々の問にはゐない。それでも 
我が®甜を破後し得ると Q 惚れるものがあれば，余は哲く si : 规した後すぐ片づけてし t うであらう。どんな 
に15裝 L ても、假令宗软的假姐を被つても駄目だ。何度も：一 ri つたやうに十一;]十八 HU ! 一度とは來ない。 

余は余3生涯に於て屢々豫.瓦をした。人は余を嘲つたが余0豫首は常に的中した。余は今1度豫苕者にな 
1 y ヘン記念祭典席上の»統 K 枕 •五•- 
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■'たい0 

獨逸は一九1八年十1月を決して再び操返さないであらう0瑰てのことが考へ得られ，4>0浒し只一つ，» 

逸-か降服す K > と.云亡」 と tl 有 => 得な s 。 若し 我々 S 敵が 『よろしい、それなら雲 2 一九四二年まで城きま 

すぞ』と云ふならば，彼等は好きな程琦かせたらよい。最後の大隊として戰場に残るものは獨逸¥である。 

余を何とかして威さう i 思つて t それは無駄 C ? ある。諸君の熟知せられる通 P 、 佘は或る間越に就て M 々 

幾=1も幾月4、また幾年も酜つてゐることがある0これは余がその問題を念頭に懸けないとか、之 5:認識し 

ないない。殊に今£米利加から絶えず SK 5 て新しい頌 S せられてゐるが，余は決 

L て之を閑却してゐない。余は旣に一年前に言明してゐる。菊も武器 i たは人間5:殺す 1 S に使用せられる物 

资を積む船は，どんな船でも®學する io へ大呢采) 

曾て波 S 羃 SS 任を？，— S 西人を S した JSSW 4 得.0米 S 大8 r 

ズヴ上ルトが， il 麻命令によつて多分我々を弱.りし得るで^らうと信ずるならば，余は只一つの答を [•-] 氏こ 

呈する車が出來る。卽ち D — ズヴ*ルト大統領は，網逸船を兄つけ次第 I せよとその霞に命令した•か、 

余は獨逸姐に向-.て，米 W 艦艇を發兑しても-£8擊するな*然し攻拏されたら防贺せよと命令した。防欺 

しない S 1 校3法1に附 t れ it う。故£米利加.蔻•か B -ズてルト大 SS 令に基 

き發砲するならば，それは自己の fsrfefc 於て S すものである〇 «逸鑑鳟は防蒺し、«逸の水世は命中するで 
あらう0 

余は遺* fC 家 Q 力を借®て一枚 S 地 S を作装した. of か如き、笑ふ2堪へた33造と3又工事に何 Q 


興味をも持たぬ。余は一言0丨ズヴエルト氏に對へることが出來0。卽ち余はある特定0地域に對して專門 
家と云ふものを有つてゐない。余の頭联だけで充分 rril に合つてなる。余 S : 助ける爲にブレーントラストとか 
云ふものを要しない。余は4た iti . 阐に咨込をするやぅな中學生ではない。南米は余にとつては月3世界程遠 
方である。寅に®にもつかぬ主張だ。 

それから第二の怿文赛だが，®逸が 1H : 界中の宗敎を找滅すると云ふのだ。余は常年取つて五十二 a - c ? あ 
る*そんな兒教に類する莫迦らしいことを考へるょりも、もつと他にするこ4がある。また我々の理解に從 
へば，镯逸«.2:では、『誰でも a 分<6>好みで成佛出來る』のである。(註、フリド 9 b 大王の名句 Jed s 
一 cplsllac 一一803 em Fa 的 on Fell 芯 wordcno 

余は亞米利加には政府反對€演衣をする敎役者•かゐて、兵隊 1 C そんな說敎を jg くことを禁じてゐると云ふ 
ことを諫んだ。それ* i 我•か阐でも fMl じ事だ•か、只一つ逆ふ所がある。卽ち獨逸では新* • 由敎曾 ICSC 府から年 
年九位マルクの捕助金が交仿されるが*米 H では一文も支給されてゐない。獨逸では敎役衣が信仰俏條を雕 
れて阈家の根本義に千涉しない限り、その m 仰の故に£1害を受けることはない。 i た K - 際そんな人も多くな 
かつた。大多數は八，次の®爭に於て政府をパックしてゐる。彼等は若し、今度の載^で«逸が敗けたら，ス 
ターリンの保護領となつて宗敎は a 逸！ E 家の下ょりも惡く取後はれることを良く知つてゐる。要するに外部 
から獨逸 SE 民に對して働き掛けやぅとする H . ての試みは，兒戲に類しく笑ふべきものである。 

我々の運動の成綾 »c ついての最大の$人は、戰線から躲還して二十三年間に S る共產主我の K 姑と、我々 
©それとを比較し得る人である。彼等は EK 社曾 +. 義が今 H 迄何 ils し來つたか* t た我が方が勝利を得た 
* ユンヘン記 S : 祭典席上の珐铳演說 一五三 


蔌治篇 1五四 

場合には、馱羅巴が怎うなるかにつき：止しい判 K を與へ得るであらう。彼等 tr 今やこの R ^ i ' に於て馱緘 C 
K : 對する東方ょ〇の#威が除かれ，且 1 た渊リ知れぬ程«椅にして， il « り知れぬ程 w :*« な土淹及び鑛物 5 r 有 
する東部段碎巴を，反歐璀巴 wff の G に袖 U せず，逆に歐秘巴の 1 S に奉 fi : させる我等の高遠な n « s を押解し 
てゐる。 

敢て - S - ふが，余はこれらの事物を大所高所から a てゐる積 U であ，〇。余は•桃 W 西人みその3 g のユダャ人， 
白茸義人とその阈のユダャ人，和 M 人とその國心ユダャ人と1:區別してゐる。余は歐擗巴の最も»める部分 
が絕へず反段擗巴的に flln され*而も CKK ; に fitts 始的な生活標準のみを享なさせてゐる、この氣狂じみ 
た® ffi の犓性となつて，無歎の人 n ?] が生活してゐることを知つてゐる。我が國の兵隊は等しく之を H 華」た 
のである。^餘無邊、あらゆる天®が地か f , 涌出る阈 * fi 网に比べて何分の一かの勞働をすれば何倍かん收 
益のある®でありながら，人1¢は自己の所打 fj とては鍋釜一つも持たず.陰诊な茅舍〇裡に访息し，不 ffitt 
玄る舻»な牛•活を ff んでゐる。この方面からの危險が消滅するのみならず、»餺なこの土地が！^巴の炫に 
利用されるやうになれば，それこそ我等の块辋巴の救濟である。そして 0 C 敬すべきゥィルキー君が、ペルリ 
V か ヮシントン か、何れか一つが將來世界の首府となる可能性があると言はれるなら、余は唯ぺルリンは供 
界の首都たる ff 心を持たず、 ヮシントン も決してなれないだら うと 答へるのみである。 

東方に於ける我等の大目的は，要するに我等が a 勘を起した所のあの眾轴 ft.K ii m 耦領の最後の • « 現 1C 外 
ならぬ。 C . 3辆餌たるや，人問の勤勞，従つて人問そのものを行4 r 努力奴に自的 is 成の中心點に押進める 
ものである•我々はそ ID 當時*黄金と资本の概念の代9に、人間*民族 A び勤勞の班念を强朗した'か、今 H 


K ぴこれ等 3 窆に代玄人 5 び. vs 勞を以てする。5は これを 以て現在 5 と 提携しつつある諸 
B 、 S 中我等と：一:じ，嘉 、否 和逸ょ.遙に；；, ど を S?ib つつ ある SS 太利を. 5 J|RV んとする も3 であ 
る。余はムノ y 91 - ltl - 相が、今次の！ f 爭を我等と 5 g じく感じて ゐることを 知つ てゐる。 彼の W は氏しく、 
口過麻である。常に割が f く，を何處から得んかと苦心して t 。 彼は 余と血 fa んだ 。こ 9 
AE こそは 世界の 如何なる成力 も之を 破る C とが出來ない 〇ヘ大明采) 

二つの本命が、時5:異にし，形 II を興にして、而も W じ目的を以て始められた。この兩本命は手を携へて 
その目的を Ir 徹するであらぅ。今や更に#數の歐洲諸 3T か我々の侧に加はつた。殆ど全部の JK 南钕維111が我 
等の陣 S に人り、更に大部分の歐擗巴地域も* H 家的ではなくと t、 M 神的に我々の戰線に加檐してゐる〇 
從て我々 SK 肚會蠢者は今：：：设早孤立で較つてはゐなぃ。强力なる段賊巴共 M 戰線の中にある。 そして 本 
年末には，この歐羅巴戰線にょリ最大危除が芟除されたと確订し得ると思ふ〇今や將來一千年に苴る跺洲の 
遝命が決. W されんとしてゐる C とは何等疑問を抉む餘地がない。我々 一 M は斯かる時代を開拓した C . と5:幸 
顧とする。古くから心友人諸苕？諸«-もこれを誇とすることが出來る0我々は今年は今迄ょりも更に大な 
る誇を以て ssifsss に赴 i と％出来る。昨年5は s£s! 2 2て聊か®? tg •かあつ 
た。我々は赤色戰線に對して戰はなかつた。 af 命に餘儀なくされて彼等と停戰協定を結んだ。余は IKKIC そ 
©休«を守つた。併し先方はこの義務からの解放を求めた。一九 一八年 我々 は一敗地に塗れた〇 赏時 我が W 
は聩死者二百1¢を3¢牡に供げ七 ； g 五十 5 C 傷者を出したに拘らず、®内に勃發した单命ハ，^沙汰にょり 
拓举を章はれたのである C しかしそれはこの劃の發 JJ であ0、初«に過ぎなかつた0第二益と終«: とは吕，> 
1 y ヘン記 S : 祭典席上318抹演況 lEt 
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盡に - S かれてゐる最中である。今度こそ我々は Hii に 奪 はれた ものを取®' 返す であら*^。一黏 t た一黏、一 . il 
1た 一*; ， 總ての項目を計 尊 vf lc 列べ て領 牧 する梭リである。(大喝采)かくて我々は欣然大戰轶死^の ;'; 前 
に 詣でて、『戰友ょ* ^君の 死は 犬 死で II なかつた』と述べ 得る 時が やがて 來る であらぅ〇贷て將眾瑚 
(註，ミュンヘン^ 起の際の拘 % 者を葬る)前に言明したことを、我々は今十估3描利を以て世界大戰 !35 士 
の某 前に -? f げるこ とが 出来る。 

『職友^君！諸君は矢つ蛋リ眸つたのだ』と。 

防共協定の延長と擴大 

一九 三六年卽 ち昭和 十一年十一月二十五日、日獨兩 N HSI に締結された共產ィンターナシ"ナル 
に 對する協定 、 GP ち アンチ コンミン テル•パクトと稱せられる所^防共協定は、本年十一行二十 
五日を以て 滿五箇年の期 laj 滿了となる ので、 同協定笫三條 に基き、 今後の方針につき各締盟 N 間 
に 協議 中のところ、 本協定の效力を更に五ケ年延長する ことに 決定、二十五日べル9ンに於て加 
盟諸國の外交代表者間に正式署名調印を 見た。 

本 協定 S て日獨に 成立を兑た 後、 筆十一月には伊太利が之に參 加し、 次で昭和十 
年二月滿 i 及び 雰利•同年 三月 西 P がそれぞれ S つ5 加 固は六 SS んでゐ た。 


尤四 


も 本 協約は 一九三八年卽ち昭和十三年 八月二十 三日 獨ソ問に 調印を見た 獨ソ不侵略條約により、 
殆ど空文となつてゐたが、反共十字軍の進展に伴ひ^而轉回、再び存在の意義を恢復した。 され 
ば今回の 期 liil 延長に關する調印を 機# に、羅馬尼、勃牙利、 芬蘭、 ス！1ブ ァキヤ、 ク a ア チヤ、 
丁抹及び中華民阈阈民政府の七饰_が、新に之に加盟することとなり、ヒットラー總統眩席の下 
に、總統 官邸で左記新 議定 齊の調印を 了つた。 

議定睿 

大 n 本帝阈政府，獨逸阐政府及び伊太利王阈政府 jb > に匈牙利王阐政府、滿洲帝阀政府及び 西班牙阐政府は， 
共產ィンタ—ナショナル活動に對する防溢のため，右諸國政府が締結したる協定心最 V 效果ありしことを認 
め，且右諸 S の一致せる利害が又更に右共關の敵に對する其の緊密なる協力を要求することを確 fa し、^ 協 
定の冇效期問を延長することに決し，この目的のため左の諸规定を 協定せり . 

第一條千九百:-=十六年十一月二十五：：110協. y 及び附 a 議定劣竝に千九百三十七年十一：：；六：：！の謀定ぶ-2 
よ9且匈牙利阈が千九！ c 三十九年二月二十 WU の m 定其により，沿洲阈が千九百！ I !十九年二=5二十 g : n の濃 
定冉によリ、及び西班牙國-か千九百 S 十九年：1!月二十七日の»&定逍により參加したる共產ィンタ|ナン3ナ 
ルに對する協定は千九百 W 十一年十一月二十五 H より五年間延長せらるべし 
第二 條共產ィンターナシ 3 ナルに對す S 協定の原*名国としての大口本帝阖政 W ， 饵逸 M 政府及び佾太 
防共協定の延長と擴大 一五 t 
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利王 w 政府の jft-J によ u ，右協/ e に參加せんル-する諸 B は，その參加. JIL IJ を tr 書％もって«逸阐政府に通達 
すべく W 逸 SC 政府はこれが受©を他3締約尚政府に通達す•へし、右參加は獨逸國政府が参加 a 言を受領し fc 
る日より效力を生ずべし 

第！！一佐本縝定杏 U 口本文、®逸文及び伊太利文を以て作成せられ，その各本文を以て JE 文とす、本*2定 
杏は*名の日よ='實施せらるべし 

締，： SS は笫一崁に規. W する五年の期問滿了前，連常の時期において W 後における其の協力3態樣に付諒解を 
受くべし右證據として下名は齐本网政府よ 9JE 當の委任を受け本議定讲に淠名？！印せ 9 

なほ本協約調印者は、口本帝國を代表して大嶋 大使、 獨逸代表 フォン •リッベントロップ外相、 
伊太利チヤ/外相、匈牙利バルド，シー外 相， 西班牙スネル外相、芬阳ウィッティッグ外相、勃 
牙利の ポポフ 外相、丁抹の K カウ*- 1 ウス 外相、 ク P アチヤの ラル n ヴィッチ外相、 ス B ヴァキ 
ヤのツカ首相、羅馬尼の ミカ ヱル•アントネス n 副锶理、滿洲國の 呂宣文 氏等でぁった。式の15 
序として 舊締勃國 H 、 獨、伊、滿、：？、西六筒國全權が先づ新議定書に調印し、第二條の規定に 
基き M 馬 尼、 勃 牙利、芬阑、 スロヴ ァキヤ、ク B アチヤ及び丁抹が之に參加したので ぁる。 中華 
民阈政府 S 參加意志表示は、同阈使臣未着の故を以て、リッペント a ップ獨外相が南京政府外交 
部長褚 K - 恒よりの電報を朗讀して之に代へた。 


かくて.：4協； S の成立にょり、世界に防共協定加盟の十三简國と、ゾ聯及びその同盟者英米 s 
との：：陣營が明かに S すること.になつたのである。從つて三國问盟の功過 論を S ての 日本の 
態度に關する反樞軸側の揣摩踗测は、やがて消ぇ失せることと fir ずる❶ 

英國芬、匈、羅三固に宜戰す 

英 M 3 政府は十二月一日^ IMI '、^ 牙利、 M 馬^の三國政府に對し、五日午後塔時三十分迄の Mlai 
を附したる—通 ff 、 ソ fsf び撤兵を—し、—政府は孰れ4 S 1 
したので、英阒はこれ等の11政府との外交關係 を斷ち、 交戰狀態に入つたので ある。 

これょ〇先、ソ芬诎の交戰が獨軍抜助の下に芬蘭軍の勝利に鉍し、芬蘭が一九四〇年三月 十二 
日の芬ソ稱和條約に爹、ソ g へ§した失地$力を以て恢復した八月中 S 、 ソ聯から米_ 
を介して單獨媾和を中込んだ樣子である•この事はその當時祕密にされてゐたが、援ソに熱中す 
る英米响 N にとつては、芬ソ間の平和の克 lit は、ムルマンスクを經、白海を通じての爱ソ物資の 
I にとつて何 f 4まし. sss 、 或筵し、外交— I して芬 
蘭政府を動かさんと努どた S も拘らず、芬忠府は蒸として凡ゆる S を甲け、芬閲 ，白 年 
の自由と安全を確保するまでは、盟邦獨逸と共に載を停めぬ旨を明言した。米^大統領の單獨媾 
英阈芬、匈*羅 iss に It 職す 
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和勸齿に對するへルシンキ政府の回答 文は、 霣にボルシ*ヴィズムの倭略に封して敢鬪した弱小 
國芬蘭に對して、多大の同情3:示した米阀政府が、今や袂を翻へして共產ソ聯の代辯各を以て Q 
ら 任ずる豹 M 振りを痛架した快哉の文窣であるが、 S 文の爲揭钺し得ざることを甚•た遣憾に思 
ふ。小阈と蔑つて面子をひん r 机かれた米阈は、まだ表面上は中立阈なの で、 道理の前には手の打 
ちゃぅ もなく、遂に英一:をして最後通魄を發せしめ、序に匈牙利及び羅馬尼を卷添にしたもので 
ある。 

日本帝國戰を米英に宣す 

昭和十六年十二2：八：：：。^較なりし！！忍自重の八ヶ月。来るべきものが遂に來た。歐洲大戰は 
世界大戰こなつた。戰を欲した HI ズヴ：ルトは之を得た。時維十二月七日午前七時三十分、 
(E 本時 tli ] 八日午前三時三十分)眞珠拽如淼然たる一發の m 音は、白堊宫裡の人を茫然 P 失させ 
たと共に、一億 M 胞の溜欲を I 齊に下した。®民は舉つて萬歲を叫んだ。 

あくま？ 和愛好 2 SMS 態度を 繁斷交 S 謹に 喘ぐ S と 麗し、寶生へた九ヶ國條 

約、不戰條約、 果ては 門 戶一一 放、 機 ^ 均等など 前世紀の原則 <1 を持出して、 何 處までも我が阈聖 
戰の目的を 否認せんとする囊 SS 態度に對して勘忍袋の緖が遂に切れたのである。大本營陸 


海軍部は、十二月八日午前六時『帝阈陸海軍は本八日未明西太平洋に於て米英軍と戰閾狀態に入 
れる』3 L 1 を發表した。畏くも天皇陛下には r . d 午前十一時四十分亞米利加合衆國竝に英吉利帝國 
に對する宜戰の詔勅を下し賜ふた。何たる感激！何たる歡喜！日、米英戰华を叙べることは 
本杳の目的外である。ょつて茲に謹んで詔書を拜 B して本篇の結びとする。 

詔 書 

天佑ヲ保有シ萬世一系ノ皇祚ヲ踐メル大日本帝阈：大皇ハ昭一 I 忠誠功武ナル汝行衆一一示ス 
朕茲 -1 米阀及英國_|對シテ戰ヲ宜ス朕 力 陸海 將兵 〈全カヲ衔テ 交戦 一一 從事シ 朕力百僚 
有司ハ勘 精職務ヲ 奉行シ朕力粟庶ハ各々其ノ本分 ヲ盡シ 值兆一心國家 ノ锶カヲ 棵ヶテ征 
戰ノ目的 ヲ 達成スルー I 遺 ®: ナカラム コト ヲ期 セョ 

抑々束亞ノ安定ヲ確保シ以テ世界ノ平和-一寄與スルハ丕顯ナル皇祖考不一承ナル皇考ノ作 
述セル遠猷--シテ朕力奉々措カサ; U - 所而シテ列國トノ交誼ヲ m クシ萬邦共榮ノ樂ヲ偕二 
スル <之亦帝阈力常二阈交ノ要 31 卜爲 K 所ナリ今ヤ不幸-1シテ米英：№1阐卜釁端ヲ開ク 
M 至ル洵 - I 已 A ヲ得サルモノアリ豈朕力志ナラ-1ヤ中華民國政府裳二帝國ノ眞意 
日本帝 S 職を米英 rc 宣す 一六一 
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ヲ解セス濫一一事ヲ椹へテ束亞ノ平和ヲ攪亂シ遂- - 帝 Ml ヲシテ干戈ヲ執ルニ至ラシメ茲 
• I 四ハキ介餘ヲ經タリ幸一一阔 K - 政府更新スルアリ帝阈ハ之卜奔隣ノ誼ヲ結 fc 相提摧 X 
V じ至レルモ m 慶ーー殘#スル政權ハ米英ノ庇蔭ヲ恃ミテ兄弟尙未夕樯_|相闊クヲ悛メス 
米^ f 44 l ! ハ殘存政楢ヲ支援シテ屯亞ノ禍亂ヲ助長シ平和ノ美名11匿レテ東泎制靱ノ非望 
ヲ浥ゥセムトス剩へ與 W ヲ誘ヒ帝阔ノ周邊 -I 於テ武備ヲ增强シテ我一一桃戰シ 史 二帝 ^ 
ノ平和的通商-一 W ラ ユル妨害 ヲ 與へ遂 -I 經濟斷交ヲ敢テシ帝阈ノ生存- lm 大ナル# 诚ヲ 
加フ朕ハ政府ヲシヲ事態ヲ平和ノ裡-一间復セシメムトシ隱忍久シキ t 一彌リタ ルモ彼ハ 
毫モ交讓ノ精神ナク徒一一時！：3ノ解決ヲ遷延セシメテ此ノ lia 却ッテ益々經濟上軍事上ノ行 
威ヲ报大シ以テ我ヲ屈從 セ シメ ム トス斯ノ如ク ーー シテ推移 セムヵ 束亞安 定一一關スル帝 
阈秘年ノ努ヵハ悉ク水泡-! ¥ン帝國ノ Y /- 立亦正--危殆-一瀕セ5事旣 - I 此 - I 至ル帝國ハ 
今ャ a # n 銜ノ爲踩然起ッテー切ノ障礙ヲ破碎スルノ外ナキナ9 

皇 wli . M 小ノ神逯上-一在リ朕ハ汝啊采ノ忠誠毋武||信倚シ 祖 宗ノ遺業 ヲ恢弘 シ速 禍根ヲ 
芟除シテ東亞永遠ノ平和ヲ確.：儿シ以テ帝 阈ノ光榮ヲ 保全 セムコトヲ期ス 

御名御獲 

昭和十六年十二月八日 各大臣副署 




日掲伊間の單獨不媾和協定と S 伊の對米參戰 

前審以て本政治篇を終らんとしたが、更に一章を追加する必要が 起つた。それは 十二月十一 
日午前十一 S ( H 4 時—後.：ハ時)ベすンに於て、帝尚を代表す矣峰大 f 、 獨—を代廷 
するリ，ベ r U ，ブ外相窆伊太利 S を代表するァルフィエリ大使と S に—れた對 

I共同歳、 S 不認及び S 達■力を8参今 SM 溜 s.¥i。 その 

協定 全文 

1 利 加 衾望— 5 す5共 S 雰が—14 J 21を枚め f SSSS を以て-^ 
=本帝 K 政府、 KS 政府 A 讲太利濃府は左2諸规定を協定せリ 
笫 s n 本 s、§N 及伊太利 ESI 衆に依り强制艺れたる51 S り得る一 
切 S 力 S 55利に終る S 行す Y し 

笫プ條 PH 1 S 伊太利囲は相52な SS 2 依るに非ざれば亞•米利加 S 璧英 S 何れ 

日獨伊間 QS 不媾和$8?獨伊の射米 S 



政治 篇 r ハ四 
とも休戰1たは媾和を fis ざるべきことを約す 

笫：1一條日本國，®逸國及伊太利阈は載爭を勝利を以て終結したる後においてもまた千九百四十年九/1二 
+七日その締結したる=阈炫約の意^における公： JE なる新秩序招来のため最も密接に協力すべし 

第四條本協定は箸名 i : 一:時に. , K 施せらるべ <且つ千九百 W 十年九月二十七 ( 13 三國條約 iM 一期問有•政 
たるべし。締3 S は右有效期間3滿了前適當なる時期において財後* C おける本協定第三佐に规定せられたる 
協力3態揉に附諒解を遂ぐべし 

昨年九月二十七 n に締結された H 獨伙の三盟條約は、本協定の成立にょつて初めて完璧な 
ものとなつたといふべく、本協定の成立が、現在の世界戰に於て如何に東：要な愆義を存するか 
は、蹩言を要しないで あらぅ。 

十二月八日未明、疾風迅雷の勢を以て < ヮィ眞珠灣の米海軍基地を空襲した我が海軍航空隊の 
精銳は、戰艦ゥ * ストヴァージニヤ外四隻及び巡洋艦 二 隻を窄沈し、戰艦三隻及び巡洋艦二隻を 
大破し、戰艦一隻及び巡作艦四隻を中破せしめ、十日にはマレー半岛東方海上に於て英の新造戰 
艦プリンス•オブ•ウ * 丨ルズ及び巡洋戰艦レパルズを笮沈したる外、陸兵をマレー半島及びフ 
ィリッピンのルズン島に上陸せしめ、また西太平洋上の•要地グヮム Jai : 占領したる報道は、我が 
國民を狂菩せしめたと同時に、全世界の紅毛人を驚倒せしめた。强豪獨逸空軍が二年越しに能は 


ざりし飛行機にょる戰艦の爆沈を、我が海の荒湓は尋常茶飯事の如く逍つてのけたのである。交 
戰僅に四日、两南太平洋の形勢は俄然一變してしまつた。否港、フィリッピンの征服、マレ ー 半 
島 •シン ガポール軍港の t ' l 領は今や確實に時の問題である。敢てビルマルートを塞がずとも，拨 
蔣物資を運ぶ敵船は、最 -¥• やラングーンへ入港する坊氣を持つまい。他人の世話どころではな 
い。今や自分のお倉に火が附きかけたのである。蘭印の石油を日本 tr 費らぬとか、ゴムや錫の供 
給可能、不可能などの問題ではない。惡くすると大英拚民帝阈の屋兹 X "の JL 解までに及ぶ粜卵の 
形勢を惹起したのである。鬼•曲人を#せば：：！本は忽ち叩頭すると浒上した白堊宮裡の人の認識•小 
足は、大英阈の頭上に古今未 It 布の N 難を招來したのである。歐洲大戰の使嗾ぶであり、敎唆者 
であるローズヴ * ルト大統領は、 P 分の作つた苦汁を滿喫せねばならぬ破目となつた。やがて佛 
印との間にも共同軍事協定が成立し、泰阀とも f . d 盟の約が結ばれ、大東亞共榮囵確立の基礎も定 
つた。 

'微弱なる海軍力を擁して英 N の海上封銷を破るに苦心慘1 T 渾身の努力を盡してゐるヒットラ 
1、ムッソリーニの： H 4 雄は、遙か に：：； 來無敵海軍の雄姿を望んで如何に歡-7¥したことで あらぅ。 
傲慢無* II 極まる米大統領の發砲命令に對しても•これ迄 N 避の態度を執つて，米の參戰を挑發せ 
ざらんこと5:これ M めてゐたヒットラー總統が、この機に乗じ傲然として米阈代理大使に交戰狀 

口锔伊 問の 單«不 媾和協定 t * 伊©對米參 載 一六 五 


政治 篇 ♦ 一六六 
態の存在を通齿し、クノル•オベルに召槊した獨一:會に蜓んで對米宣戰を宣言したことは?1!の當 
然とは云へ、世の中は三 H 兑ぬ問の撂哉の感深きものがある。 B マ、ヴ * 一ーチヤ K の露嶔から W 
衆に向つて感激の大獅子吼4:なしたムッソリー -1 首相の胸からも、大きな石が^ちた事と M ふ。 
この次に來る快報は、連戰速收に疲勞 WM を核めるソ聯の降伏か。私は市井の一小 ISK - として茲 
に深く神明の加護と天皇阡下の御梭诚を感謝し、忠與なる帝 W 海陸軍將士の武運長久を13つて 
本 ^ の筆 5: 撋く光榮をもつものである。 

f 

匕ツト ラー 總統の對米宣戰演說 

十二月八：：：、帝闺は米英に對して宜戰を布毋した。この吉報に技いて傳へられたハワィ眞珠薄 
の割期的大勝利と、マレー半岛沖の英束泎艦：！主力艦全滅の快報は、獨逸 ri - 尺を驚嘆と感激と狂 
莕の坩堝に投じた。厳寒の爲とは flfl ひながら、柬部戰線の停戰後退に腐つてゐた樞軸側は、定め 
し蘇生の思ひがしたことと想ふ。ヒットラー總統は十二 W 十 in 、 ベルリン駐在の米阔代现大俠 
に獨米诎に交戰狀態(/;#在を通齿すると共に、阔#を«拔して二時[:$]に苴る大演說を行つて『蚁 
爭の货任はローズヴ 3 C . ルトにあり』と押劾した。この演説は當時我が國にも中繼放送されたが、 


敵性阈{氷の電波妨害の爲めか充分に砭き取れなかつた。その內全文が到來したので、左にその拙 
課を追加採錄する2:とした。 

獨逸 N 侍講 II 諸^ ■! 

世 «. 歷史的？ f 仵3妬發した一年は將に終リをホ：：げんとして；*る。そして最大の決./£を M るべき半は目咙〇 
問に迫つてゐる。この重大なる秋に當 y * 余は茲に锔纪阈の代表表たる諸君に呼び掛けんとするものであ 
る。否、諸若0みな* •> ず仝®逸阐1¢は、この M 顧と共に现在及び將來下さねばならぬ決定につき知悉すべき 
である。一九2:0年，余の和平设案が、當時の英竹相れに彼を支持し、戎は左右する所の一味にょリ砰び拒 
*32 るるや、同年秋-. , V 人には•今次心聆爭が珣性と必央性に基づく見ゆる Jr .-* に反して、終 W 迄恥ひ拔かれ 
ねばな t > ぬものであることが明かになつた。 

古き黨 ti 諸对！諸君は余が 終始 一 XT 、 中次牛 S や Ik 豹な決总を惜£;しつづけて來たことを 垛 - C ょく 御 承 
知の苦である。神3 铒 J ¥. が®逸 N K に 今次 i 铍 爭を^迸し得ざるものとなし給ふたのならば*个後五*'年乃 
至一千 年に B 1 リ獨逸のみならず炊秘一 TS 全世界の凝史を決定的に削るべきこの史的 IBH 孕の指柿が余に.*ね 
られたことを•余は神に •* 謝し，〇いのである。«逸 N 1¢及びその兵士が現在勤勞し位 M しつつあるのは 、 C 
れは笮に自己及びその時代のためのみではない。 I .- I 時に來るべき、再，先きの先き迄心時代の人々のためで 
t ある。 神は我々に 前 占 無比 *!> 史的大修 •止の.：九 遂 を秃吒せられた。これが ii 成 こそ， ii に今 H 我々に诚せら r 
れた e 務である。 

諾威雎の終了 1 C 後に於て、 0 ¢に西部において li 停®の" J 能性が生じた？で，拽逸統帥部は先づ fri 一にその 
t ブトフ--珐«の對米宣霣演议 一六七 


. 政治 JS 一六八 
占領した政治的，费峪的及び转濟的に主要な地域£，何よりも軍事的に«保するの必耍に迫られた。それが 
ため、當時占領された諸阈は W 來抵抗力を一變したのである。大規棋な基地及び®塞地帶 U 、 今やキルヶネ 
スから沔班牙の阈拉に迄 it してゐる。無 ft の飛行場は新^され，父 3 !く北部に於ては部分的には花-: s 岩の煤 
破によ"造られたのである。海承基地には堅宇にして，海上 »- らも空中から4寅際上不 nrfi な規校を冇する 
浒水艇防護衣偷.か建設3れた。又千五百右餘の新砲杂は防彻の銜に當ってゐて*それ等は一々調査され計迸 
されて*^されたものである。5:道路及び螆逍網が iE 設 S れ、現在では西班牙 N 揸とべッァモ間の ifi 絡が海 
上とは無關体に.； i 保されてゐる。海陸空：永 iH 兵隊及•ひ吐築部隊は•トッド部隊と相提携して•ここにジー 
グフリード線に^も遜色な き 大工事を完成したのである。 しかもその 揹大强化に不眠不休の勞作が fif 技 けら 
れてゐる。この软摧巴の IH 面を如何なる敵の攻擊に對しても不可6たらしむる帘•これが余の斷乎 たる 決益 
である。昨冬中 t 糍箝された防5?的性質5:有するこの工事は、季節3關体に麻じて攻勢的作戰により MAL せ 
られた。獨逸の海上 it に海中戰闘力は、英尚及びその使役に It 事する船舶及び海軍艦船 1 C 對して不 K の硪滅 
戰を箝けた。獨逸唯：卓は侦.位45に攻拏により敵船腹の破後を投助し，英本土 # c 對する無數っ報復煤^によ9 
「素嗬 L い軟乎.一とは如 M なる ものであるかを-よ 9 明かに英闺 人に示した ので ある。 

今次心載举において昨年の牛ば以後、獨逸は特にその盟邦伊太利の拨助を受けた。敷ヶ月に苴って英蝴勢 
力の一大部分が，盟邦伊太利の双* I に£く被ってゐたのである〇英軍は«載：皁の極めて俺勢なお蔭で、北阿 
において一時的の危機を招来することに成功したが*然し本年三月二十四日には早くも. U メル聍軍指揮下 
e > 少數部隊より成る1 i 伊*合革•か反擊を開 fe したのである。 W 月二0にはアゲダビィアが (fi 洛し、四日に tl 


?取は r ンガジに i 、 八 a 51ナに人械し、十一； 3 5 トエタを包阐し、十二日 5 パ？イァ 
を占領した。 is 弗利加織部隊 K 氣 sitss 5 1 不5345不案5 S たにも 
拘はらず， sf 戰？ K £ 2る。1牙 S ける如く，今 S 羞5北 S — 加 S 野に 
於て片1.'1の敵に對し手に手を携へて阏つてゐる0 

斯くの 如 1敢な行動により，！北 Ssg 2 i £ によつて 再び 確保されてんる間に' 歐 
洲は旣 に $るべき不吉 S 2 S はれ S で言。余は一九三九年秋 SS を 得 f 衾に泣 られて， 9 
間3だ53緊張を 除き•全面的平和 $ 前提を® 立せんと決心した。これは® 逸 與说 特にナチス兹 心， ボルシェ 
ヴィズムに對 する立場から 锛神的に s _ では あつた•か•然し乍ら*饮際上は大して W 雑 V はなかつた 。何故 
.かと 云ふ！ T 英 SS 逸 2 よ” 2 S れ て， Qf ?、 篇作 約を押つけやぅとした凡ゆる 网々に付してよ 
和 逸は事. 5 t 常に转濟的利寄 2みを Mel としてゐたからである。 

和逸 Z 贫？ 1 ：：：諸打，•〈ホが諸君に想起して戴きたい 3 は*英吉利が一九三九年の初®及び盛 S 頃に，乂 
もや冬 fic の闯々に對して、53逸が之には人してその¢ 3 由を刺奪する兹， M を冇してゐるかの如く主張し，此凉 
諸國に按助を5■し出た 5 t 。 これ5し § fs 政 s ， is も SSS 桑なる涅 2 
過ぎないものであると，良心を以て®言し得たのであ so 加之、英外交に乘ぜられて联少 が 抝逸珣 民に强釗 
せらるるやぅな場合には，«逸はその戰を二面作戰により挺めて高價な犓牲を拂つてのみ迮行する外しな V ' 
と云ふ、冷靜な軍事上の認識に達したのである。更にパルティック諸國、择 J ^ m 其他が、英網の投助條約採 
用に傾き、又これによつて彼等諸阐も亦斯くの如き#烕を(3ずる旨を喑示したので，和逸の利^ ly 係の垃# 
t ブト ラー 璁統の對米穴««說 I 六九 



を決定することは， « 逸政府にとり « 利である. 3 みならず同時に義務で も あつた 心で bio 

これ等の諸 K はその後問もなく、東方の脅威に對する最も强 / J な保昤力となり# £' 唯一の要索ょ.ひ 
和逛阒りみで2>つたといふ事を認めざるを得なかつた。これらの諸阐'か斯く後になツて初心てこの認逢こ到 
建した fir ES 霞と す f w 51。鬼 S 8 S :」 し£2、政®にょ ogf S 
1?を切躇し，これに代ふるに某； U の®助を m 賴した結果に外ならないのであつて、この某國たるや數世 fck 
文字通りの0己中心主義に«1し，未だ苷て按助を與へず、寧ろ常に助力を典求した瞬であ^〇 

それで tffi 逸は，これらの S 々の蓮命については M 愔心念を结じ得なかつた。芬蘭入の冬季戰は、再、-、 

S と寨と SSKJ 1 SS を抱 t めた。霞し 2 !r Js 益5$:¥し5雄的行 a 

や化牲心に®;して®じ易ぃ篇を有す k > がた：§マ言、又心苦しく感じたのは，®人が西部の S 的敵國と 
東部における危機とを：：：：前に見乍ら、當時は武力按助 srfi し得ざる立場にあつたためである。而 してソ尨が 
BS 政治的 sis を S して、そ S 外！^ S5S-HS する S 利4出せんとす K* ことが明 
かになつた後の獨ソは，ただ單に货利虹求に止烹り*兄そ理性と感；^と相.衫れ•さるも心でもつた。 

G 逸はその後月を*¥るに tit ひ* |九21〇年 ICU - M - くもクレムリン3一味こそ歐權巴を制勘し，やがてを101: 
を S せんと意 M 的に計¥6者で—と證するに至つた。余は g 逸が‘£ぬに§せる地方に俺か 
S 師围 QS を S す5止£酋時•旣！ i ‘：4 兵力 S 5 SL : おける集 s £ を明か2した。そ S 
時東部において、前古無比の大規換なゾ联；皁の m 結が K 行 2 れてゐたことは • ri 人と雖 ♦?}■ 遇し a なかつ 
た U 而も矜蜓されてゐないもいを防欺せんとするためではなく’寧ろ防鉑力を殽早冇しないやぅに在えたも 




0のみを攻缺せん■てしたのである。 iftj して西部における戰關が宙拏的に終結して、モスクヮの is 政者 iE * か贫 
にしてゐた和逸の fi 速的の阐力麩憊の可能性が m え失せたにも拘らず、彼等の; fi rMJ は毫も @ らなかつたので 
あつて•寧ろ彼等の攻擊心時期が單に遷延したに過ぎなかつた。彼等は恐らく一九四一年の H こそ攻擊開始 
のためにも最好機である i 思つたに is ひない。仝歐は新らしい袋占興來にょつて位く枕躪 S れんとしたので 
あつた。 

これと時を；！：じくしてチャーチル君は，對«戰の綽 N を約 4 i した。彼は今では，一九四〇年英下1%祕密會 
の席上， V 思3參戰を以て今次の敢乎を有利に11珀し終結せしむる最も重架な3子であり、又ソ聯り參戰は晚 
くも一九四一年には K -现し、隨つて英阐も亦攻勢に轉じ柑るであらぅ i 示唆した事. W を卑忮にも?,'定してゐ 
る。今年の#以来我々は、忠實な義務觀£:を以て*人力及び物*を無遨获に所有するかの如く Ji えた一大 S 
軍の m 結を注從したのである。斯くて歐磁巴は愈々暗®に閉ざされかけた。 

ssu 諸忍？然らば哚緙巴とは抑々何んであるか？我等3大陸に就いては何等地理的定義がない。ただ 
民故的及び文化的定義があるに過ぎない。ゥラル山 K は歐敁巴大陸のぬ界ではなく，唯西方心也活榇式を東 
方のそれと分つ線に過ぎない。 

嘗てはかぅいふ時代があつた。それは哚？ t 巴とは希 II の島嶼であつて、ここへ北方の K 族が«人し來つ X 、 
爾來徐々ながら不除に人類の世界に光明を照し始めたのであつた。この命 M 人 31 が波斯の征服者の«人を防 
いだ時には、それはその狭 K な故阈を防護し fc のではなく，現今歐摧巴と云はれてゐるこ办槪念を防い fc の 
である。 

t ットラ—瑰 tt の對米宜歎演說 It 一 


次いで— S 中心 K 古代 SA ら；に2た。 g 於て 2 ISI 5 I 3 S 技 -2、 希 I 
神と希 M 文化と！ .一 翕し SVS て、これにょつて一大世界帝 ㈤ —れたが，今 ？ f is 
力と削造力に S 」 て*ない。況ん t れを i することなどは出来ないので t 。 然 LS 5 保が阿弗 
平加3ヵルタ V 平？；^略に抵抗 L 、 三如も芳戰して伊太利を防護し、遂に勝利を博した時•彼 S 載つたの 
は，再び S 52ではなかつ2で S て.寧ろ的世 f SIS ためで SS で 

あ气 

新し乂要£52へ次ぎ！^人して來た S . :3、亞細¥り|した f つた。—化的 
淸 SS し is が，亞 SS から現今心叢巴大£中心地4火を S 殺？行&ア V 拾も冲 
の.@鉍心如くに來*した。 

次いでヵタ ラ-1 ァ 2戰针で • St U 5 人とが初めて 協 M して 重大な— 遂行し、源を—に装 
し， sf , や"；^人にも—を與へた；の文化を—したのである。 

1巴は成竹した。古代產及び fT から西 K 生れた。面して西 fs す t とは“世5;5て 
ひとり S 人 3 S £ ならず SU 2人 5 使 ¥ s た1る。然し乍ら西$13照明を 
浴ひ、し • 5:25人312 i て地域的 S ? る运ひ、一の S が 
谈がつたぢあつて、こ cwf 我 5 SC と呼んで * る。1銮が ei 上—45或はレこ 
の野で東方民改 S 人を防いだ i . SS 弗利加会年 s £ て西班牙から荸 f れたとかい左とは 

iiini 。 ® 1 f 成 5 ん f II 算 f 遂 




行した！一爭であつたのである。苷て箱馬は歐锤巴大陸の达設と防護のために不朽の功玷を樹てたが，次いで 
E 耳曼 人は今や一の 民族 家庭を防街し 守 おする の 任務を引 -^ 受けたのであつて •この 家 {4£ 内に 於て は相互に 
その政治形態 A び目箱について- W ほ相逆し相反するものがあるが，然し仝«から見れば血統上及び文化上 N 
一で 4 あり，又交互に補足する ¥ 位でもある。而し てこの 歐糴巴から地球の他 3 部分へ移住するものが出た 
許9でなく， rnl 時に精神的及び文化的果货が移植されたのであつて、 この果 W は K 理 を否定せずして之を ia 
求する 意志ある者の みの知る ところで ある。 

隨つて歐躱巴は英吉利によ〇開化されたものではなく*寧ろ馱緘巴大陛の0耳曼民族の片われが T ンゲ a 
サクソン及び/ルマン人として，この a へ is リ、これを進歩せしめたので*この進歩は確かに一時的のもの 
であつたのである。 tftj してこれと M 祓に亞米利加が K 狭巴を發見したのではなく、歐縱巴が亞米利加を發 M 
•したのである。更に2?.米利加が除賴巴から；； S 入しなかつたものは、よしそれがユダャ化した zii 血 K ; 族にとつ 
ては歎美す Y 4、 ものに見えやぅとも*段«|巴は斯くの如きものは蕤術及び文化生活の TO 落であつて、ユダャ 
人成は.^奴の馄血の泣產としか思はないのである。 

is } 逸 N 分^ ti 諸君！余が斯くの如く論及せざるを得ない戌由 U . 本年の初めよ 9 次笫に避くべからざる 
ものとなり*且つ rj 逸阐が笫一にその衡に當る^務ある今次の戰乎こそ、 rnl 樣に锔逸 N 及び阈 K , の利害5:超 
越するものであるからである。換 - d - すれば、苷て希 aft 人が波斯人 1 C 對抗し•希 M . li 國を防がずして寧ろ歐羅 
巴を防 J ? し、嫌«;人がヵルタゴ人に對 し*璀禺にあらずして哚班巴を’又璀岛人及び日耳哒人が甸奴に對し 
西洋にあらずして缺羅巴を*铒逸 M 帝が蒙古人に對して W 逸に あらず して歐_巴を%'西班牙の55 士が阿 弗 利 
t クトラ—璁統の對米宜戰演說 一七三 
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加に 激し、 西班牙にあらずして^羅巴を防護した如く，拓逸も亦目下自阐のために患らずして全陳璀 Li 大 tt 
のために戰ソてゐるのである。 

この認！！が主なる炔璀巴阈民の淋在 S 遂に•現今 深く极を下ろしてゐる事 U 喜ぶ，へき iaIBt である〇その現 
れが各侗人3公 siis 表たると、^ S ! 兵2戰讲參加た るとを問は ない3 である。 

W 逸 4；に^ 太利の < K » が、本年四月六：： X ユーゴースラヴィ T 及び希 M の攻擊を敢行した時が、 EE に M 下爱 
我が遂行屮5大戦 SS 保で5た。 何故 i ! r 英吉利 の陰謀：氷がこ 3 パルヵン戰1發に盟して 
はゐた力，然し«は沾西亞がその.2£-役を演じてゐたからである0余*かモロトフ氏のぺルリン訪 |!!]の際^,0;に 
對 して拒絶した事を.スターリンは我々の总志に反し.革命的迷蝕の抱 U 迸に ょり 遂行し得る ものと m じた 
0である。締結された諸炫約などには-«も！5着せず*ボルシュヴィッキーの主«者共は彼等の企阏を锁大し 
たのである。我々•かこの新らしい本命的玫楢たるソ梯と友好關保を結ぶや否や、忽ち #威 的危險の iaia が明 
かにな つた。 今次 おける giiss 業 S 、 一九 2 一年 f £HS 證 §2 於 S し <評價 さ 
れ た。 然し SS 余！ 2、 ？ sf 速度で SE.MS 突に S て i してついては 
残念な*から貧明を避けねばならなかつた。こ S はパルヵン戰3時はその集結が米だ完遂せず、又特にそ0 
當2需に诖解け S 5 て • $5 婆が弛んでゐたために 、飛 ；：；： S が 利 S 來 なかつ，たと云 ふ 
押 由で、未だ攻擊を開始しなかつたもりである。 

铒逸 W 分謀：：：諸君！ 

余は英下^の報 -0-- ::を通じ*又獨逸の《拉にソ «箪が移動せる事貨を珩取して、東部における危機勃轻の育 


能性1?5'新規に—35、 S 化 5 S 哉を I す—ぅに f 」— を下したのであ 

る。これしたも s . . WS 5 人的！ J 5 的岳 S 分餘力—して，3 52 ?。 f 諸 
尹、•之は余'か當处に全®逸闻民に g つて敢て保泣し很るところである。；^主主我 諸辣に於ても、蒸 こ 
ついては151さ4てゐた％，そ S に我が S 社1逸 ti ? と1へた3で t 。 この 
黏2遇 f 現在，ら f な i 。 2は決 W % 下される所で US つ vt ， よ—く s 又より佑 f 武器を* 
へて立向ふ事が州來る。 

如何なる f に， pf してわが心—へ初 sIf 與へしめざ f とが何よ；® — fs てゐて 
も •さて この場合重大決心をなすことは余にと？ £5難であつた。民. K 袭的新 HIS は•余 

があ sf シニ.^ T 5 力を篇2知つて会ならば•恐 t ‘ s 」5 f 開始し得なかつ 
たで f 、今往 S じて，3•るが，こ SISf 、念人となリ1 . T 袭しいも t 云は 
ねばならぬ。吉 f ら求め S はない i は反對に—を M 避せんと5122たのであ 
る。 f 余が f 5不叶避 S め乍らも唯！ S 能な—を出き W すことを S ' たとすれば、恐らく余は 
義務を忘れ S に背いた行 f したことになつたであらぅ。佘はソ麻こそ只に®逸 S みならず， S 練巴 

にとり S 的—2?考へ S マ出街 1 SS 前に— AIS 合？5んと決心 

したのである。 

ソ署*か攻荸 SIS して.3 5货 - i つ：.て s •今 Jsf 不抜な雲があ气 M 時に： K 我々は攻擊 
C 行はるべき時期 S いても•明確に知？ゐた 3 である。こ2危繫想像以上大规梭であつた u とを今 s - 
t ットラー璁絃の對米宜職演說 


0 治篇 一七六 
初めて知るに至つて，余は神が我等のなさねばならなかつ fc 事を遂行する力を、時期を連へず余に與へられ 
たことに對し，主なる神に感謝せざるを得ない*この決 Br にょ D ひと9幾千の钩逸杼兵の生命が助かつた許 
9でなく，)1¢に仝歐 M 巴 lo 存立はこれに依つて保たれたのである。 

若しソ聯3二萬以上の软車•數百箇師明3軍隊萬に達する大砲が數萬の飛行機に誘^され、突如とし 
て怒滚の如<«逸を席推して行勤を起したとするならば*恐ら<»嬅巴は滅亡して了つたであらう。迷命は 
冬數の闷民をしてその血3犧牲を以て機先を制せしめた。 EP ちボルシ' < ヴィッキーの攻擎 V ■喰止めさせたの 
である。若し®逸が 千 戈を fA る決心を直ちに下さなかつたならば•北哚諸域の有する地味な市民 性は速に 瓦 
解したであらう。若しも®逸がその將兵と武器を以てこの敵に對抗して起ち上らなかつたならば.一の洪水 
が全觖洲に深 9， ec 洲の均衡を維持すると云ふ笑ふべき英興思想を、全く魂のない W 鹿げきつた傅絞の下に 
片づけてし变つたであらう。 Ko ヴ T キャ人..5牙利人及び嫌馬尼人が、この歐«|巴の世界を共に_護しな 
かつたならば、ボルシェヴ イブ キ—の捃泊1¢は，アチラの句奴群の如 <!•* ナゥ 諸 州に荒れ狂ふたであらう。 
そしてイオ-|ァ海沿岸の原野で，今：2の時世に«81人や*古人が、モント|3|條約り改訂を强制するに至つ 
たかも知れぬ。伊太利、西班牙*ク n アチャが師阑を胶逍しなかつたならば，新软躲巴 e の 寅 -3-として，凡 
ての他の！ KK へも勸誘力を現はした所の一の哚雎巴擁護戰以などは、到 K 結成されなかつたであらう*斯る 
思ひ出深き認織からして，北歐竝びに西歐から諾威人、丁佧人•和期人、フランダ—ス人，白丼義人，何又 
佛诹西の義勇兵が蹌せ多じたのである。これに依つて«軸諸«3聢鬪は，正に文字通りの炔 P 巴十字: •}£ たる 
性格を有する K : 至つた。 




この 歐辎巴十字：水征ぬの企'®及び遂行を n f 5 るには，今は時期- H 早である。然し乍ら前古未 «• 冇の今次の® 
带にあっては、戰冏地域が位リに堪大であリ，父事件が餘リに複雜 Jia 大であるため*偶々の印象が打ち m 
. され 聆ち であり •又 Bdta に 止め難い。故に ここで* ftiJ -¥- に旣成の nfws : 二*三指摘する取は今でも盖支へな 
い >.考へる0 

對 V 攻窄•か開始されたの I !、«に六 B 二十一! H i 黎明であった。我が：水は夼昶に對して赤 5 K 3 對獨 m 紡を 
掩談する n に設けられたソ聯の阈猃陣地を.抵抗不可能な猛烈さを以った突擊にょリ瞬く間に r 1 ." 撖したので 
ある。六;]二十三：：：には早くもグーード/を占領し二一十四：：：はブレスト^リトゲスクの阽落後：一:市の竹误を奪 
取し、 また ヴ < ルナ及び n ヴ/を攻略した。かくして六; J 二十六 n にはデュナブルグが我が取の乎に人った。 
越えて.七;1十 [! にはビャ9ストック t ミンスクの最初の二大包阐琎滅戰が完了したのであって、常時找が 5 E 
は三十二 m W 千人の捕璲を狸、一::千！一： T / !1!十.二^の戰堪と千八? J 九 l M ] の砲5:由狴した。七月十三 n には旣に 
殆ど凡ての进耍な地點に於てスタ—リン線が突破5れたのである。ド_|エプル河の渡河が强行された。八=? 
六=にはスモレンスクの时 E が終了し • 讪斑一：！十六蔑人を烊し、我が取は三千二； c 法の戰本と砲！一!千 W 二十 
n を该砝乂は由姓した。その後三：：を M て*::十くも其の他のソ聯雄 w :'{£3? i 命が決したのである。 EP ち八：：： 
八 rl ゥマンの KM に於て W び十茁11:千名を捕诺とし’硪璀：一:百十七盛’砲一千一::一:を破级乂は由狴した。-;; 
; J 十七！]には-ー コラ H フが prl 落し，二十一 H にはへルソンが r*i 領 5 れた 。 RH ゴメ ル方而の戰岡が完了した 
が，其の fs 我が：冰 U 捕斑八茁四千を得、取：卑百2:十四 ！ T * 八百 W 十八門を破坟又は由狨した。 

八 il 二十ーロ，ィルメン湖 i . へィプス湖! nl のソ梱箪諸陣地は我が軍の突破するところとなリ、一一十六 0 K 
t ブトラ-嫌統3對米穴戰演銳 一七七 


r * 一七八 
は rKrr ゥが S 手 S した。貧二十八：：： gg 、 後レ r 
及び パル チ フク f 卜に進山し•妾勘：卓は？"ゥィプリ—を占採したので ある。九月 八 H シュリュ ッセ 
ルブルダ i 昼■て 、… f i 方 ilif た。十六 if グ 
占採し、十八日にはボル J が我が S 手に落ちた。十九=には我が S 怒 S 如くキ H 7 
の竹 W に迫り S を占領した0一一十一 a には才 M ゼル5 - C 領した3である。 

斯くの如き成功に—めて大作 gg 熟し S である。二十七 n には2フ附 5 IK / した 
力この戰闻に於ては捕1萬？人に達した、—は®—伍をなしミ西部へ 4 f れたの？ 

誇-」於5光百八十 g ， g 千百？嵩され备 ss .$— に好し 

卜 7 f にはすで SIS 中央部に？ S ? 開¥れ 、 iagsrsfsf i 々 
1に f 4て g £2 气そ SSI 十5千名、|二今罢百七十二1雄 

十、”十六：：：に slss ?5 十八 U に¥5百に|さ41¥央 
Mf - i '-.( ti が、 li — 2大裳 SS 了した。同蠢に於5?九—千1とし 
戰 Is 十5及び ig 五百五十二門—は崖したのである。 X 十月一一十一 U にはダゲ岛が S さ 
• 合 gHf 心地ハル n フを S した。：史に二十八口 S クリ i 牛岛 GI 戰§ 

严十一月 一-: = l !8 n nl 蚤し、十 f チ i 暴？、ャ— 

席箱したのである。十二月一:::にはソ fsl 數は三百八十离六千 八百 六十 五名 S した。*た擊破戚 



は由掙せる戰卓の璁數は二萬一千三百九十一 ? r * 三 萬 二千五百四十一門，飛行機一萬七千三百二十機に 上 
つた。又同期間内に英機二千百九十一雀をも學嗦したのであ&。份ほ海軍に依つては W 百十七萬六百十一« 
の«船が、空¥に依つては二?|!1!十四《六千百八十噸が學沈された<*その擎沈雉噸數は六百五十1萬六千七 
百九十一# Icil した。 

或£4諸君！！ sKrt 君！ 

これは全く有 y の is の事 W であ='•恐らく無味乾燥な數字であらう•然しな•から余はこれが M 史、殊 rc 
我々獨逸®民の意識： a に記憶からかき m 5 れない f うに祈るものである。何故かといふに， £. の数- f * の蔭には. 
業槙と犧牲と困-»缺乏が璲されてゐるからである。»逸 N 及びその盟邦敷！3禹の势士が抱く、決死の«恬と 
滅私奉公の精神が宿つてゐるのである。これは H . て生命と谜 uti を全部投げ出し、故阈では殆ど想像の及ば 
ぬ努力を神つて獲得されたものである。 i £ く無限の境に迪:4£し，®*と ia に苦しみ，果てしなき泥序の道 K 
las れて飱ど絡望の ig に陷0、七，八35の酷热、十-:十二月の冬の- W と闘ひな•から， I ' J 海から黑海 1 C 至る 
不 m れな惡氣候に曝3れ，蝨に悄み，汚物や苦蟲に苦勞し、雪や氷*に凍えて，«逸人、苏蘭人*伊太利人、 

XB ヴ r キャ人、甸 牙利 人. 班馬尼 人， ク a ァ チャ人， 北部及び西部歐秘巴諸凼ょりの 我 >6兵、卽ち璁拈し 
て®:部戰躲の兵士は載つたのである。然し冬季 ic 人る、に及んで今や C の戰阏打 S は自然的に停止され， •3 {季 
の到来と! .tl 時に 進 it £ は再び績 行され る t ? あらう。 

余は本 H は、軍球の名を一々舉げたり，または ft » JJ 令部の功績を稱拗した9しやう 4 U 也はな' , ;彼等は 
舉つてその最#を遵したのである。然し乍ら、或る一事だけ a 何度でもこれ5:確認するのが珥解4>ることで 
t ブ►ラー珐 tt の酎米 fttfjs 說 一七九 


i '2 4# 

. 一八〇 
ぁ! I 9 1% t — へる。卽ち凡ゅる獨逸將 s 屮で，最も S 難な戰 g 任務に g して*る 1 今 も 昔 
と？ず•我 S 世界に？步兵部隊だといふ f 4 to 

M 月二十二 nt 十 1 S 之間 4 漂於 5 つ十— 

千七百—名、—五——二名、 i — ■九十 iufH 
U は嫌 SI 一！千—十一名. I 八千 W 百五5，行方不明 二百 八 名 f ま ，* 
WMr ; 名%傷 3 S 十二名-及び行方不明#十五51。 gsg — は — ssr 
JR ~ i ? B 名 • S 者？七萬一千七百六十七名、行方不明者 i 一千三百一 if — L * た。か 

U 傷パ数…戰 II 約二—行方——時—半政 

—達し？で凡て U 41我が32 父 

〒7 p ごだな？爐邊で SI どに耽る . St 男にょつて代犮 u 

U 男と V 吾— —抑 i — tit。if I H 1 

族“へ難！！寿，塞馨なる—1，滿！ 4 L - M 

: H : I1H ^ 

前大戦 fu i t 否 H むし I 替は. 

f :;6てゐたものを， P 少なからず S したほどでぁ矿。 S は今财£當2奶的运 




1 s ，5 增大した S 系 i の1起せられるで？っ。 SI ，. 襄がこれ念血の i 
を今次 SI ? 描牡と比 fs るならば•當時 S 牡が如何这大？ったかを f ょく？知—とが 

出來念で t 。 東部 s ! i 於て trwssl 遠？六5竞1 S した。 f に當 

時を見るに、；て平和な時代であったにも拘らず、數ヶ月問に波蘭では六萬一一千名蟲ぇる證人が殺寄 
され，而も S 一部 ai ! si 拷問—けた3 2った。我-か和蠢 . i に於ける斯1に1 
を巾立て，而して S 狀 S 打 g を i £ 求し，且 S じて as 安全にっ：；，て 4 f 拂 i き權利を 
有して ゐた といふことは、他 SS が他5諸大陆に於 5 へ，そ QIQ ため usi 求する如1在の 
時代にあってて當然な車？ある。解決せらる.へ4あった問®は、領土的に見れば®細なものであっ 
た。本&?的には、 V ンチッヒ及び東部.フ n シャ SE されたる地方と，爾8獨逸8と S 繫といふ問題 
で S た。それょりもずったことは•波 Sli 於て當時 1 人に加へ04 ssf ?s 
杏であった。 

仏ほ波3では他の少數 W 族等も亦，* j れに劣らぬ®沾な述命を忍ばれば•ならなかった のでもる 〇 
に人って t ， CS 任狀 SS へ fo - isE £ lr 波 SS 度が俄 is - AJ な？来たのに 
控み § s 府 tr - れを Sts として 1 S 鋈を行亡-とに決し' 乏袋一.:基；，て造と交涉 
に人る 5 f 有、 mi ? s 备時3英吉利大使に：：頭で i した SS 气 f w 403|を今3 
ここで忘^から呼び起し•再び諸君3記憶を喚 fe したい。 

その S 1 と V 一 s ， f チ J 舊 ES び SSE に於け.01 gs — に？る i 
t ットラー總統の對米宣職演說 一八一 


.で S た。—®逸.波る雲してゐて、！^ Ig—sf S たも t いふ u と•か出 

そこで、如何なる平和的解決と雄も、それがすぐ次 . S 會に斯か sisz とな S 如き I 態— 
し.めないやぅに，—にょ？單に東部鰲 S みならず，他 S 地方4 s 樣 slff こ 
と - to ないやぅに、浅成せられねばならない のであつた。 

I かか <なつた— は， 5には、ゲ h ルサィ， ,31 條約にょつて定められ S 行不可？ i 
S 法！ if 。 第二に 2、分 f れ1に 於け rolftt 不 f S ひで t 。 I 

政府はこれ念篇运 」 K II— し 512 f:£f s?s し ，— is 

も川來 = 解決せん—要び若し，^れが不可2時 if 少 ssst •彼 SI 
全なる保窆 V 3 い— ts したる。 is 政府 3— とこ 
ろでは、そ S 合，一九一八 S 來行2れ v 來為濟的及び肉®的 i を制かにし•且つそれを全 ； g 的，= 
位する f - が—に— PS た。行 f 以て、—を货す•へきものと見 
做した。卽す v かかる考慮に基いて、次の如き實際的な諸提案が常されたのである。 

笫1，自由都市ダンチッヒは*同市の純然たる|的性格赵びに同市&以二致1に基いて，主 
ちに«3逸國に姐躲すべきこと。 

第二，パルチック海からマリ H ンてルダ」グラゥデンツ、クルム，ブロムペルグ—ぐ紋2れら® 

都市を含む i びそ53 方. ンランデに f 所篇廊地帶2、 波期への® 





屬に關して自決すべきこと。 

第！一べかかる目的3ために此の地方は祭決を行ふこと*その溶決權を 有する者とは、一九一八年 一月 一口 
現在同地方に1してゐたか、又に e 地方 U 生れた S て31及 S 樣 iiKM 地方 
に居住して*たか、又は EO までに S 方に s 生せ—ベての波”3人，カシュ-ブ人5である。®し 
て：！地方ょり放逐されたる和逸人疼は彼2 §を行ふために雲すること。 ， 

公正なる一^決を確保するため处ぴにそのために必要な廣汎なる豫湘工作を保證する ために，前述の地方 
はザール地方に於けると同接に、 a ちに播成さ，〇•へき國際令“會に從餡せられる c . ioniI 委 U 分は伊 k 
苹サヴ H 丨卜聪 邦， 英吉利、佛 M 西 16 > 四大 N IC ょリ描成せらるべきこと0料否 14# は M 地 Y こ八卜、ナ 
る一切3主播を行使すること。そ3た S は • SS 一致し f K =^2 期 S 中 だけ、 M 地方から波 
ra の軍隊 •待 官及ぴ Yr 史が退去せしめられることを要する 0 

第四本地方から除外されるものは波 W の if * 沿グヂ - I ャである。 ra 港は領土的に J 1 て*波 PM 入の掊住地域 
に限： y 、 财則上汶 m 心主楢下にある地域である U - 

木凡 S 淮押都ル Q 1¢細：：！に丑る垃界は W 逸、^;に於て確認せらるべく、 W た必.变なる极ム"に 
は^際仲裁裁判にょリ磙.冗すべきものとす0 

笫五*:止當なる浩決を遂行するに必耍 4*阪汎なる準備に耍する時3を確保ナるため.本淠決は十ニヶガ以 
前には施行せられざるものとす- 

第'! 〆 この邦；；！内に於て和逸與に對しては gjg 來部. フロ シャとの連挤を* また 波 g に對 してはその®のな 
t ットラ— »;,* _ の對米 VCR 铋銳 


蔌治篇 

Q とす。 ''ダ？交—の維持乃至 Is •むに必 f る1に收するも 
笫七，本地方の S は單に投 S — 決にょリ f るべきも— 

第、 S の行はれた—は•そ S 行如何に關体な <和逸所領地たるダンチ：. 

” i ? 一 も 交 fS し，—! て， ！！1. 甘ん！に 、 JH 
5,1?““となっ i 合」は*大？ユトフ B ダンチご乃？ ノシャゥ q 方 2 に於て和结し 

11110 

1.11 3 I 心 
且111ること。 こ—4ーキ…卜—め 
?|決の I が®•器に有利になつた—には，1ょ 

にして無制限な 4 S ために， i ?5 ii ? 4 卜、マ^ J I "”ーャへ . i 
91有し f こと。 ； f 5 f sfll 

デ.射此地帶が和逸 g に^出せる 場合には？ ？ 

居货 sf 行ふべ— ること。； I に於て•波 S との！^ 

第十.—唐す！チ,— f I . isif 1 S 






利と"對等の取扱を受くべきものとす。 

第 十一、本 地域に 於て v<i# 成 心感怡を除かん* かために、ダン チッヒとグヂーーャとは純然たる商業讯 h とし 
ての性格&?ベ—と。 f すれば•一切 SS 施 S & 菜的 i を施—こと。 

^十二、投 W の^果に依リ53逸か波 m の何れかに^ fe 3 すべきへラ牛 K は、いづれにしても 4 CCS を撤廢すべ 
きこと** 

?r 十：权ィパー政府は波期の少數代族取孜に對して按道なる抗議を til - 出する费あリ、波 mtoc 府も亦獨逸には 
して幾多の不滿を表明する必要を S めつつあるものの如くであるが故に、‘ r » 國は茲に a 般の不 '« を ^ KS 
調査 S 件に思附することに同？る。會は經濟的•有形的扭寄放びにテ as に關する一力〇 
抗訴を准杏する任務.を帶びるものとす。 

獨逸及び—2一 九一八年以來 f こ si 的 S 他5、 S 少數 i 3 f し i を器す 
f 兆に！ 止し • 5此 S 及び 2 他 3 驚生活へ Q 千涉 S し 5 ?に 2 な g 似 
を行ふべき義務を ft ふも3とす。 

第十四.波 S に残留する獨逸人起びに獨逸に殘留する波 M 人が右する紹際的非法の感怡を一秘し， K ソ皮 
等の國民的相竹へさる行¢3及び勤務に强制され•さる安全达を與へるため、獨 逸と 波 较ル且 
っ拘也的3協定を gig して兩®少数 R 族5堪利を確保し、3て U れら少數 W 族にそれぞれ5 R 族性を保 
2しめ，これを任囊，3せしむる U4.S 的雲 Q ために彼2必 f 5る—を8ナ 
るに同栽すること。阑阔は少數 K 族所蚝者を兵役に© m せざる義務を ft ふこ io 

t ブトラー總統3對米寅載演說 . ' 一 \s 


政治 商 

一八六 

PHrlf i 屋ミ雲鐘 if と。 

1 HI 1 !?s 

し m る“ rgrtd > や—を一 f るに止まらず， s に一切の文化を賦與して1對 
'すて S なす J みならず、 2 W を？したのは何故 e ぁらぅか气_ 
J で—•か，後：：！在ヮルシヤゥ外務21 f に及んで•我々 —上 fl 
卽ちここに洩蘭の捭1 化し、— を*. S 】知るに5た。 

cf f 一人 f ?1る。 .- Jf 打 ff 抱いベ 、 sf 
れ Hfv .\ HAerg § i ~ i、gif f 11 f る•か，こ 
f ; i . 然 UII———i 

危03 r 如何 — f i "、 I , ?|利加 i •彼！？—念 

» - WHJ £加と:^ 對して、かくも狂熟的な藍心を抱く S つたか—ふことでぁる。 

2 “ is に對する理度に關しては•次 S とが f 出来る。 • 

治そ t — If て未 f isf I せ f し i , 政 

治的.何參お f — ない唯一— t 。 I 米——人着!-<重 










であつて、亞米利加大阽特に ？?. 米利加介衆阈は、 これ 3-協 力に よ => ただ 利益 ， V 得ただけで ある • 

第二には、洱逸 W は合衆阈の辻^以來現在に至るまで、末だ一度として政治上非友沆的遊度，況んや敵性 
璁度などを採つたことはな < ,寧ろそ.多數の .e.-i*-is の血を以つて、亞米利加の防 & に協力して來たの であ 

る0 

笫三には，獨逸 Z は未だ甘て合衆阈を敵とする載 V に自發的に參加したことなく、寧ろ 21 米利加こそ一九 
一七年には載 M を和逸に及ぼしたのである。而もその理由た S や .n 丨ズヴ H ルト现大統領が此の問題檢訂 
のため自身で設立し - た秃 « 會によつて， _ すところな < 明かにされたものである。 

一九一七年の亞米利加參戰の理由が、專ら聍干小数 w ' lul の资本主義的利益に基いたこと、； g に獨逸としては 
亞米利加と抗^に«る意阅など«も有してゐなかつたと云ふこと5:设も完全に孤めたのが、意外|.-も亞米；；？ 
加の參戰理11)を閹明するために生れたこ3調査委：：：會であつた。それでなくても亞米利加民族と掬逸敁族と 
の問には、領土的にも乂は政治的に4.およそ合衆阐〇利益は岡よ"、況ん0.その生存を#かすが如き對立 
は亲も介在しないのである。成程國家形式の相逄と云ふものは常にあつた。然しながら斯くの 如き 相逆は， 

5 の讓形式が siss 2 外 SKifM しない ？ if 一 族 

生活に於ける敵性の Etly とはなリ得ないのである。 

抑々亞米利加なるものは，萌汎な仝»3«奥された大統領の指淖する共和阐なのである。馘つて獨逸を見 
るに、獨逸は苷ては限定され fc 楢威が支配して來た君主 S であつたが、その後權力'なき民主國となり、現在 
は强大な楢力によつて指禅される一秭の共和 N である。此の二つ QH 家 Q 問には大洋が桢はつてゐる。资本 
t ットラ—璁陡の對米 ff 戰演說 一 A 七 


主義的署加臺3 ィ —fl 音 I 若し1 

してゐ IT 大舊 — i 米 f、il 

ばなら S で t 。 i たと S . S ! ょりも f に大きくなけれ 

然るに辟に1し得ぬ I つの S は，1衆 2 S 115史？そ、： し； て 
たにせ气終始二人3衾 E の人物，卽ち大統領？ルノンとフフ1二と够プの後押しがあつ 
!!いふ— t 。 ir ご fi ?、 雲、 ff にょ—き 
は各時代—じて最も下劣な f と切？も切れぬ PS Jr °»-./ すでに—に物 S て t 。 g 名 

〇 ㈣ ，で ㈣ H . 屢於 ！， ilf 

1 If めた。 Hi，If I . 香 •袋し 、 i 

} s もゥィルソンの行後には•これに利 M を • ^ 

しつし」 此產 g — を i 

- F . ® せんたことを • 2は今にして知つ S で to 
揭•し5‘？一度は此の人物に S を寄せ.. 

11 f である。 これ—て仇 皆， そ—的*政— 

! i l - 

で f 。 If !! I !、 i 一！て 11 







I 裏 —1 i 2 で — >< 5 ii-Kil — !。 

茲に於てか、今 t=ss 馬と見做 i , へき 動 f 舞す •か 重 f なつた。 

それには先づ例人 nil 題に»れざるを得ない q • 

SSI 

、卽ちエ 5— 星— f I , f れ！にして.— is てょ：か 

力る家柄と生れとに i 、 如•々た—活と出世の f が保障される人問ぞてゐる。 { 

め rg ?,"-、 余！？に足 f 吾しぃ證！£げた i った。余は ii — 

め努1とに依つて前 fg ひ抜かなければならなかつた。 . 

世界大戰が勃發するや、 0 — ズヴ JC . レト1 レ ' 

ら1 f たので S た〇 • If くれて而4時1 S & ひなが 

?s て ，— 霖を嗅しつつある時他方 K 利を博し，一方が此の他方に降伏す f いふ， i 及 

冢 S 撰屮3快？盂だけょ”知0ない？ある。 

そ— — f いへば， f は tl であつた。直し— —，— f ? 
味には思してゐなかつた。； §1 货行する部類に W してゐ S で t 。 

余は il 气 If II 塞 lil ご 」 .i 

九 一 S 出—時！5無一文で S た。何54ふ味方と4命—けあ^; rk 

$トラ4妹の11 一八九 彳 


政治篇 一九〇 
に反 L 、7 ランクリン • B I ズグエルト氏は、所謂上屏數萬の一味と運命5:共にしたに過ぎない。 

B 1 ズヴェルト氏が、戰後 r . l 十くも 命融投機 に依つてその才能に麻きをかけ，ィンフレーションと他人の困 
苦を惡用しつつ私！ S を K やしてゐたのに對して余は、其の當時は敦十洱の者達と共に，傷つける身を野* 
病 S 一隅に 搞へ て*た3であつた。更に i た b - ズヴェルト氏が， W 通の商才にたけ、合法的に保？れ 
is 濟的 〇基礎 ある政治家の出世街迸を ia 步してゐたのと亊かは=>•その當時の余は，一介の無名人として、 
史上 曾てな#不法を 加へ られた1民族の復興のために外阏してゐたのである。 

思へば似寄9 4つかぬ二人の活き方であつた。 

卽飞フラ y ク9ン •!!1 ズヴ m ルトが、合衆闻の首班に列せられた時、彼は背の01で%本主義政*の候 
補者であ p ， m に 利用され てゐたのだ。而して余が®逸闺の宰相に就任した時，余は自ら剑 迮 した 阈 R 運 lb 
の 指導者であつた Q である。 

〇丨ズグェルト氏を支持せる勢力 C . そ，余が余の阈民の運命と余の最も神聖な内心の 確信に 基いて， 殲滅 
を期してゐた勢力に他ならなかつた。 〆 

新米大«領が鳙聘してゐた所 In 「ブレーン•トラスト」なるものは•余が铒逸に於て人類の寄生蟲的現象 
としてその璲滅を目指し*且つ漸く公的生活ょり芟除し^めた同1の«族敁ょリ結成されてゐたのである。 

然し他方，余とローズヴ H ルトとの問には，僅かながら共通な K があつた。7ランクリン •口— ズゲ JC . ル 
卜は、民主主義の影怒を受けて亞米利加の鑌濟が衮拍してゐる時政權を捤つた〇而して余も亦玫主主蕤のお 
■で獨逸が全 i 解せんとした一步前に，®逸 K 指2銜 ！ i 當つ2である。當時亞米利加合衆 S 千三百 










し、®含 sssf S 七 百 5 半 矢 I いて* 2 で t 。 5-§とも 政 

府—昼し，一般—生 if そ|!|あ1た。の！ 

こ— ill ,、 f して何 ii しい E — 

つた彥る。蒼—,屬——1下に生活、琴文化 • 1 »S 

I つた Hr たが、こた反し、了ズ t r 大統領には.裊内 SA 3 g さへ成 i げられな 

於 c ず…つ亭十五念合—有—•米利加—に 

か？ r --> 十人の人"を包含する构逸ょ5も* f 2に遂行され得 f ない 

^ TMf ! は，11誓—ミ *51! 指導 

者連 力 全く無能で ある力 Q 何れかに保る ものである。 

揭逸は®力五ヶ席に璧濟 g ® を解決し，また失^^を克 M した • 

if If ^ 

51；し乍ら c . の人^に、支陵を农 w したとハレ欠 1, 羚 b 

”:!11 ii ㈣ “ pil ^^ 

如き r ズヴ H ルトの政策が、不成功なことは何—ではな、。 . S れぱ•析く 〇 
ヒプトラ4統の對米貪戰篇 , 


政治? 3( 1 

Jswlt : 會，王義獨逸は*投機事«を彈 M したが、これに反して • a 丨ズヴニルト3亞米利加に於ては、？機 
は®興的發 M を遂げたのである。この2?の所 6|1 「-|ユ — 0ディール」立法は |;.1 迪ひ-(?あつた0而も、人 |:3 の 
G した 失策の中で S 大なものである。 

荞し「-1ユー•ディ—ル」と稱するこの•牛和時の鸫濟政策が雄琀されたならば、如何 ( C ローズゲエルト大 
統領が^»に巧みであつても，«十晚行$銪つて了つた事は ijllft である。议辎巴の^ならば， B 丨ズゲ H ルト 
をきつと•國家の財産を眵手に浪费傷志した廉で大拖 pi に《哓したであらぅ。 i た IIJK ; 截判所では不法商行 
炫の诋で投獄は免れなかつたであらぅ。 C 叫采) 

斯くの如き判 Blr とい ふょりも寧ろ12凍は、亞米利加に於ても，多數 VO 名望 ある 人士の抱く ところで あ，〇。玆 
に於てこの人物に對し#成的な反對3绿が 沸き is つた。 C れがため彼は.その.2政に對 する一般 典 u « の關心 
を外に向つて外してこそ•初めて自身が救はれ ると 银るに至つ た。 之に M し 波湖公使 ボトッキーのヮシント 
y からの報吿を检 a = r する のも亦一興で ある。•ホトッキ |は 0 | ズゲ 'ー ルトが 彼の經濟上の 所 ^ 「 #№+ 1 で U 
來た家 J が崩 解 Q & 機に激して ゐる 堪を B 知し * iL つ如何にしても外政的轉 . M を必逝 とした點を；^三指摘し 
て，3る。口：ズヴ H ルトは彼を取 U 卷くユダャ人に依つて元鉍づけられたのであるが，このユダャ人诂は， 
蒋約現进的復譬癖から亞米利加を利;|]して*益々反ユダャ的になる敁緩^3阈々に對し笫二の.フリム(技。 

f 

復钟感謝祭)を催す機會を提へ得ると.«1つてゐたのである。この男の用阐に群をなして染リ、而もこの男も 
亦そ心方に手を基延べたのは全く JE 信的に卑劣なユダャ人であ)た C 所くして玢 -5 f を SI 设するか、或は旣存 
の紛^を激化させ、如何なる場合でも i »>^ が平和的に解決される ci を妨辨せんとする意味に於て〇—ズヴ 











效力を S した $ で—。 こ SS 來 SIS 希 S 、 世界 Qf で 一 ？ 好む 
ところは SE^ — f ?5 TV 」 ssts 一方！ i ¥5 •米利加 SS 檐に ょり 
亞米利 . f 2方に f つけ，これに依？ swst 對 -2 的禁政 S 失敗から對外的に外 i るに 適 
當な、政治的利 fzIIH 体の 鰱 れ合 ひを作る可能性を奥へ KJC .4 である。 

こ SS ?2 SSSJ 行 S 、 泛 —Mf 念2つた。一5降彼 tr 幾多の 
S を行つてゐ sv ssi : 為め str sli ? 十月五2シヵゴに於け K >:3 であ 
る。これ落の：裳でこ3男は， JSI - 米利加3§を和逸に對して計进的に桃？てゐるのである。彼は所瓌 
碰主^國家に對し一禅0檢技をなすぺしと桐明したのである〇 

了ズヶ H ルト大着は、斯の如<益々篇及 SSS ® 化を器しつつ、； Jis 忿择明を逸 
して ii 利加大使を報53 S した。 W 來葉, 5 WSS 涅代 gf 大使に依？結ばれてゐる。 

口 i ヴニト ss . i ! 八年十一 S 來 iss 策 SI 5 S を S 的に5 
故 11: てた。 彼はそ 3— stis て tj 平和 L - sf もつと似り， Et 平和的協 sf 苦 
する stES しては S の拒！ T 1乂は12 S にょ of のである。これに就 
いてゾ m n ンド v パ？及びプリ5セル iss 大使か念報 f d むと f へき要が判 
明する。一九三九年15來この男は，そ〇挑鼓行爲を强化し始め•謠會 に於 て+ «主 在諸阕に與抗し、® 
$. を除く H . ゆる政策を遂行すると IHgt してゐる。 

技は他 E 温米利加に干涉せん4てて t と呼猇し..且つ絡えずモンロ！義心維持を街つ てゐ 
\1ブトラ|«統の對米宜«演說 


* m * 一九四 
も f ず二九三九 S 月以降は—利加—には何ら g のない 

iiih ^ 
iHiii !fsa 

、 v ' こと.！採に彼も 1 械巴 gs いて世 f ? 堪利がないのでぁる。 ( w 采) 

レシ 

ダごと力又&に S した政府の公器 

U 明して t 否 • —ii 領 If : f 描—ヘレ Mttft-®c 
くの如— fg — g なつたのでぁる二九三九年四刀十五だ、7ズゲニトは g-oh 

— _<tl 墨去 iii 政 — if . 

て 、 —i て — i— して — — ipH 

uu Pols — f を身毫 • f 5ニム 1 

T < M ， ii ^ たものなので tog —,. 雲は—余が此 SS かい—に 

f—I I of 。| 45 /ご t 二-* iit f f 

これは少く if 妾。 何112，馨 _」 ii <. K に— 









世界で f 。 S 夫人 3 亭主 ti 然し 、 W く S した後*!九|11九年十一月 EmsssI !;: し • o 
逸の敵 S へ武器を一方的に供給するために、今 S 器抹出禁止を後止したのであ、 

彼は次 S 2 V も：2じ t!r 5? s れ合つた髹と VS リ逍を通じて、ずべ.き 
利害協141し£2气？？彼は， is 念 I f 所2衾府..し pi した•か 

こ5政府 S 1 の政治的基？なんであるかと J と、 zi ゥから持出した波 WSQ 二，三 S に3 
ぎない St 。§ s 月九 as 、 彼 S に進んマ l¥f m 止す— 3 tis を以て 
1及び丁2クヒ k — is した S —。 が然し、55丁3政府2してへそ SI 55 
いては、 St は—さへ f ない32?、況して I されてはゐないと一—彼は充分水知 
の^で、める。 

稗々な S 政府 3他に321 府も亦彼に—された。 I 九 四〇年五月十五 H にはこ q 外に S 及び 
cbts — 4 f れて， KLIS 5白 5 SS 凍？れ£ で—。然し乏男 SS 
S 現れて tQtr 何と S て i ハ月十五 H 附 si 首相51。こ q 還で彼はレィ 
ノ丨に 、 S 西が S ? 螽孚れ ば亞米 利加！2對佛 S 4 加す るであ t 矣げて t 。 f I ® 
2 i 化を SSI 森に 强調す m 利加政府 SSI ， 換？ れぱ，$2:5逸から 刹 
奪され5域 S ? 豪しないであらぅと眾 した。 • 5 利 加 合 衆 3大§•か鐾 a；i 於ける繁 S む 

るやヂやは！？逸政府 3 知；'た事'*」はなく、又こんな事には將來も何ら痛作を感じない と、余は茲に諸君に申 
11めな i 。 ”余は苦平21を S し，7永久に載 ？ ssi 
t ブトラー嫌抹の對米宣職演說 


JAJ 、 

行 s 特に B — んがた— — i 」 た sf 。 ss 冒邊眷雲しなけれ 

ば、何人も栗利 2 i しない5 2,0 1* I 巴に平和が招來345合 tr ISSS ? 
何 S ドルを I したたと：^，.とが知れ K * s •今5は f じ—£でぁ 
气•九四〇年六月十七 = ISIS 大笤は， sswsf 指？た。，-れは念上 S 逸.， 
これに f 延べ J を S す5が R 的で f と3て —V |はノ；41-米 ssf — i 
て，カサプランカから ffi 米利加へ；； g 送す るた めで ある。 

一九 g 年九月 iiK m taf ゐた。まづ彼は—泛はす5五十2 

屋 l,f f 。そ」 I ?」て、—111 slif と 

になつてゐる。卽ちこ S については is する I の1 S 期に SS を川來るだナ確— 
また—な欲—が f 4 S 2 るな、何れ後世に於5かにな51ぅ。 

英 i 米 i 念 iisllli ! 、浮1 f II 押 

しつけた。か42 S 武器益法にょる结 SS 全 f — した。それは，— S — 米 
申加にと？生存上—で t と T ズヴ h TS はれ S 41。そ SIS け—戯に對 

し何ら S しなかつ S マこ stj 一九四| SB 更に一步1め S である。 

一九十九=には•普亞米利2澤艦は i 2 „ ロン J を、安全水域内-、於て英 
S に渡し S で t 。 これに依つて M 船は if I なかつた。3$は阶逸汽5 「ァラゥと 

|に協力」た。一—1「… i 」 屋這」51「…力」「ラグ 
















ラご及 16 「ワンゴこ3移勤を繁に f した。一九 Wes 月一:十七"に米 S 1 に於ける外 N 商 s 
c 由迎行為 g して、•琴；に MSI 法 2 :逆反す柔 2 出た 3 である。 

一九£ 0 ¥一刀に§汽船「フリギア.！「ィダルワルト」及び「：ソィン」は、米に迫跡された姑 

果、 S 手に？ないやぅに敢て自沈するに5た。 KJU には西 S 於け i 除に物 f 補給す 
1 SL ! 對して S を解放した。|1万に冗て S 1 舶が米；—によって押 f れた。斯く S く 
して，獨私® HaK け：^も不名 赛 な方法に よ？ 取扱はれた の である〇また 加《小陀の拘然所より 脫 川した 二 名 
の S 逸- Hip を，に反してし、こ4を英〔€3に=?渡した ajip あった。 

そ SB には n- 5 h ルト S 速艇二十 f 英 g に證し*それと共に⑴き f 英 W 迄 S 现が緊 
利加諸港で rr はれてゐる。 

越えて五月十二：：：以來、英 21 らために航行中だった諸 威 ft . 船の、 ^ 際法に If 反せる武装及び修 fl が Tr はれ 
た。更に六月四 n には亞米利加の JK 隊輪送船がグリーンランドに到； g した。六刀九 ；^になると口_ズヴムル 

卜大統領の命令に基き•亞米利加軍 ) R 某號がグリーンランド近海で、铒逸淞水 ♦£ 一 故を 烘 S.- を以て攻拏 した 
と； K ふ英側估報が tir された。 

七 B 十四；：：には W ' ひ3際法を無 g して' 合衆尚に於ける®逸资産の冰纪'か行はれた。六：：；；十七；：：に及んで 
ローズヴ -*. ルトは獨逸領琪の « JI 拟げ及び領事鲂の閉0 を 如求した。更に3丨ズヴ-ルト大较釦は，抝逸洫佔 
fh 「トランスオツ H アン J ih * 獨逸 t.v 報閲铨所及び ? si 逸 N * 娥边支 /..) の閉銀 を 取求した。 SI に七 ^ 六 II より 
七：：：に至る E £>-ズヴニト大较 S 容 lif B { 米 S : 卓 K 依る ffis 黯 sh _ it ア w ラ 
ヒットラ—^.統の對米貧載：3說 一 


ン will i 

f て 7 スヴ H ルト大 i は.第一には和逸を結局 f に？ f には s 
五—一九一六年に於けるが如く， I 的に—にせんと欲してゐるので—。 ^ 

こ4と時為じぅして，彼にサヴィ T 卜 SSS 約 f 5た。七月十：^ょ突如としてノノク，< 
I # が、— gjsg 普？—受けてゐ！^た °|‘だ色てノックス 

九には，合—®「グ？3號は • M 5 .受けてゐた命令に從ひ*大西. fe 英吉利の1 
除と協力し— S に對抗して行動した。 f 

lists ' I £ llil * — 

Hr p r —， i て li — ひ ilIf V て—る 

九4十 f は、 I 费—?ン f — 方聲、构—袋に I 】加へた。 

— i 禱窗證「1〃」—！1 

水 w issf 加 n 十一月六 u ! i は遂に屋法に S して“逸8「才—デン 
ヮァルご號黍捕し.これを米 S 某港に央航してそ3采 S を S した。 
f i 大 f fsff I 的人 i や.蠢 If I! •さる 

も1 •て S する。？余を呼ぶにギヤン sf 以てしたことは二—.か—巴で ⑴來 たもので は 
なく； K — な I * か存在しないし、寧ろ合衆觸の所產で—だけに，余は一向平纪で ある。 













然しこれは別としても、大海余は口--.スヴェルト氏から S されるわけはないと思ふ。何故なれは余は电 
を以て，1?てのウッド n ウ•ウィル y ンと|»1樣 • M 神病者 iii 做すからである。 

こ2男が彼のユダャ人2一味と共に、年来：！： 一 Q 手法—ひて R 本に對しても5てゐることは、我々の 
熟知すると £. ろである。余が此處でそれらの手 S について喋々するには及ぶまいが、*此 ik でも H 一の 方法.ぃ 
用ひられてゐる。この男は最初に先づ取少を嗾しかける。それからその- gw を FAia : し、 勝乎な主張 5 : 持ち出 
し、それ ti す.へき f 方で7 Kisss 中へ f ?二 4 f な％4?人類5 
平へ；^き：^むのであるが•古くからの7リ“メ — is ン q 加 W 者として、その行爲の誠.试を設せんが 
ために神を證人に唤び出-/ことを忘れないのである0 

fi 君は <,二 3 E 家が，遂に！！！^ と權 利を史上初めて不 Eg きに-.^5した^•をに*5」て讲一番；^抗这を發 
したのを* 一 2救濟だと感じた 2 t と 余は： s ずる i ^ t 。 USS -. ISS 5 んでゐ たも 
ので • K つて彼は今これについて*くには當らないのである0 
n 本 S 政府辛抱强 ‘？ SS 果.遂 Sfs-H 二 <ts 的な f 方で抓开 
されるこ— 我 S 來 r して S たこと S •我々— gt 逸 ES び f <翕界2他 S し叉々のす 
Y てを、保い滿足感を以て充たしたのであ^〇 

口-フウェルトの： jrk にある勢力が如何なるものであるかは.我々の知悉するところで ある。 それはかの 

「永2 ?人」で U 3 永 s tu 人 ！ T サて H - 卜醬 Bjii 於5傑を以て 
K め、：〇篇せざ—押な S たところ sf 、 5に對しても M 行すべき時拽 S 來せりと北 S んで 
t プトラ—珐統の對米宣戰演說 - 


政治 篇 

iiui i 

それこそただ彼 ss 狭 f 4明するだけの ものである 。"""とは s ぬ—ろであらぅ•か、 

hod 彼 5 ilf 。卽—早 

も？？い。 である。—で今 ii、If gli を 

. lil ? : !! ^^^ 

こそ * 彼 S 泛興 S 恐らく 5 写 ' 舍 -3 の現下 SS% と 3 歴史的時梅 

f てゐる塞ぁ气 II 我鳥し 

rlflT!” 4 パ彼！ . T— 量靈 

SI / “ ： P 新： 

ij^i ん "Is 如 4! 味 f ! ぃふ大それた — nuwlllt 

i ! i へてで！？しで！。彼— i -、 i 分 s f 寒:”: I £ 
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のある W 窮と苦惱とをもつてゐるのだ〇獨逸 WK としては•チャ—チル氏からも、 n -ズゲ M ルト氏から，；* 
乃至はィーデンな - i : からも，萬松金など惠んでもらぅ必奴はない。®逸阐民の欲するのはただ0,しの櫬利の 
みである。(喝采 J 而してこの生活權は、假令千人のチ t - チル乃至 n — ズゲエルトがゐて，これに反對〇 
陰謀を企てやぅとも飽く迄璀保されるであらぅ。獨逸玫&は，珩ど二千年に11:る歷史をその竹饺にもつてゐ 
る。この闺民は長い期問に於て*今：：：ほど一致阐結したことは未だ筲てない。また斯<の如$は^«,牝會主 
義迎動のお紫であつて、八 r 後の全將來に11つても多分あリ很ないことであらぅ。だがこの H 3 K はまた恐らく 
斯くも鼓 Qa であつたことは1?てなく，また斯くも名怒心に滿ちてゐたこと. t 稀であつた。それ故に余は、今 
n 米的の代理公使に旅券を跑して，彼に次3革を知らしめた。卽ち無制限の世界制籼的獨狨を：：：指せる 0 丨 
ズヴ'<ルト大統領の政5£が、益々榷大の一途5:迎る問に，北米合衆阈は英吉利と協；2して、獨伊(<|4^1'4及ぴ 
日本 WK に對して4、彼等の A 然なる生活維持のため3諸前提を奪ふため！ T 如何なる乎段を^ぶことをも 
S * 躇せざるに至つた。英米由 S 玫府は5 f に現在に於てのみならず*むしろ今後の全將來に一 n •るょリょき世界 
新秩序招来のための f 切の JE 當なる修 jK lc 反對したわけである。 

開戰以來采阈大統領 a 丨ズヴ H ルトは，次第次笫に 一®の重大 MisN 際法伎犯の罪を犯して來た。抝伊 
雨 WK ; の財*に^する數々の不法 fei 寄は•拘林でての他に依る成#を作つたばかリか、それ等阈 K の一身上〇 
自由を も勝手 氣値に剝奪するといふ如き不法 行 S を敢てしたのである。八；：衆阕大抹領の 5なきだに益々 尖銳 
化せる攻擊振りは、遂に一切の IS 1 K 5 法 J -.46- 規定に反して，彼が米阐海：卓に， M ひ®伏の K1 籍を冇 する 艦船は何 
處でも見つけ次笫 S * 拏し•麻鼕し，且つ擊 it するやぅにとの 命令を 下す i でに立ち至つたのであ 50 米 國の 
t ットラー總統の對米.：=:載：3說 二〇一 


政洽篇 ~ 

12 等は、 かやぅな—的な？ —上つて、1序 二〇二 

•塞 I ，盡 if f f 上^ Islwli した。资 

至—、震加 fi 何— If 行卜 UUHiusrE 

if i よつ— i ¥んとす—1。 とも！九四 itr 

これにより ， Is D — ズヴニト大罃に依— こ 

rg で正 tf f ん奢 •—if ii 学 rvu 泡%— T し分 

英 S に對する戰ひを 3 F 始すむ— CNJL - ざ 維2んミめに、—利 S 衆 S び 
つ卞-二 へこ% 51 ある。 仍つてこれら S は次の如き協 f 締結しこ 
一 t ルリンに於いて— i 了した —0 ^ 

15益に g;IM — が讓11 $1 , 

て、大 n 銮2—、 ISSSI 府！2?1?遣す。 ‘ i . を i 

^條—、 I 及び———! 

111て II ナベし， I if —? 
5佐5國 • ISS 太利 g 相互の完全1 による £1 れば I 利2£及び3 












の何れと t 体戰又は媾和をなさざるべきこ is ; 約す0 

笊=嵌 n 本 W 、 «逸阐及び fp - 太利»は*乎を勝利を以て終結したる後に於いても亦一九四〇年九：！；二十 
七 [] その締結したる11: S 條約の意*に於ける公 JE なる新秩序招来3ため最も密接に協力すべし。 

第四條本協定は署名と M 時に貨施せら s Y く且つ一九四◦年九 B 二十七：：： 3 H 阈條約と同一期 |:;1 有效た 
るべし。締約國は右冇效期 l ! i ] 5滿了前適當なる時期に於いて，爾後に於ける本協定第 H . 條に規定せられた 
る協力の鹿揉に就き了解5:逑ぐべし。 

讓^諸教！ | 

一九四.0年七月に行つた余の最後的和平^案が拒：介3れて以來-我々<1 この冏爭は般後まで閊ひ拔かねば 
ならぬといふ 點を旣 に 充分に承知して ゐる 。故に アング B サクソン 的， ユダャ 的杏 本 主義 的 世界が ボルシ* 
ヴィズム i 統一软線を形成して ゐる 市實は，我々 WK 社會主義者にとつては 、 H ら異とする に 足リない。 我 
我は铒逸の一:内においても•彼等が常- JM 樣の寄合世帶を fi しつつあつた ことを 抛驗した。しかし 我々は* 
內にお ける この 阏爭を 成功裡に遂行し， 十 W 年問に 亘る權力 獲得の死 IV 1 ハ後に遂に 我々の敵を® 減した0 
55逸を奈辨の尚から救ひ出さん と 決 VM した時 •余 ijt 未だ 名 もな き一介 5 兵士であつた 〇 C の岡 - , P が如何 K 
困難であつたかは多くの諸君*か知るところである。 

傅か七人の Kalc ょつて開始されたあの小さな S 動か0•一九！ f :- 1一年 一：：：；1:一十 U 心 a 任ある政府結成に至 
るまでの逍犸は，貧に奇 M 的なものであつた。ただ神ののみがその祝顧にょつて. C れを可能ならしめ 
たものと考へるのである。 

トラ—璁統の對米寅職 ： M 說 lloJJJ 


今 H 余は131、 最大 の— 穿あ 一5四 

ことを知？ゐる。-— t ょ1、， ‘./ る余は余の背後、 余 S 阐に 一致 

f 前雾敵 —— sis。utiLUH 通 r— し 2f 

—聲 <>5。I 層、— I MM I —5!I 

基は ， f i る f l § ず，靈泛遂〇 r 。— してゐる 。 f 
又幾 W 5 S 爲及奚 SSS 人 f . s • __ - f 
f • ils — してゐる fsl (に^^^ |に汗して、慧|パン 
じ仇 f 5强力な52气 mln — i は、？4し—抱き我 

る!! rf ! ti — せん！ 

f———^ 

“ u でな<、何念益的 St 、 只管に 

得！ぁ气.し！して软 ill ! i ! Li ? H . I 】 










.の犧牲の如きは仝<論ずるに/ li りない碑少なもの '(? ある。しかし、旣に我々ょ U 前の世代に獨逸№1¢の存立 
と你大3のために%れた H . ゆる人々の數を考ふるならば，我々はここに初めて我々0身の双 W にかかる^務 
の重大なるを a ^£ する - e あらぅ。 

しかし -15 らかこ S 義務を101避せんと欲する者があるならば•彼は我々に伍して N 1¢の一:：:なリと稱す 
る灌利を打しない。政櫬迎桫の！3の^ $. に於いて何等逸巡するところなく .斷乎たる避度を JU つて來たと M 
揉に、我々は今，我が獨逸 N 家興後のこの一苡に於ても何冻假借する所なく • 玟然たる態度に { ii るであら 
ぅ。我が N 3 W ; の父たリ子たる敁14の男子が多數戰 ? f に倒れてゐる呤.銃後に在つて戰鉍の^牡を水泡に蹄せ 
し：2ん i するが如き生活は，' S 一人としてこれを考ふることを許されない〇苻くも獨逸の戰 - J を破缓し、政 
府 sf s . S 2 f を妨？んと？る-? s * S 令 S な SS 被 t とも5て死母こ處 
せらるベ3である。ただ一つ災る i ころは，戰線の兵士は Ai . vltil の名#。裡 1C 死するに反し、斯かる奴浓 (1 恥 
辱の裡に托んで行く點にある。 

我々 C 敵は思ひ迪ひ をしてはな 6ぬ。打史以來二千年の•長 3に II り、阀逸民族が八 ■/!! 程笨 la に一致 M 結し 
たことは嘗てなかつた の だ。 我 ^の主なる 神は* この数年間我等に大なる说みを與へ給ふた。我々はかくも 
惮大なる W 族の 一 U た.0ことを許し耠ふた 神の 锅理に對 t ては， ia を垂れて As . v せざるを得ない〇然リ，. 
我々は今1袋5 W 来に S て，£2不 £f S ? 5 21を？ t と SS に怒谢 
するものである。 

t ットラー總統の對米 vcwis 說 二0五 












獨ソ交戰日誌 

戰役の進む中に攀 c 記者管と云ふことは非常に困雑で—。現在最も多くの通信を我が 

國へ向け打電して來るのは- - T ヨ丨ク SP 及び AP 通信、•ヘルリン S 2、 モスクワの间 
11。その他北方戰線についてはスト，クホ t から比—確憲報—打—れる。 
叉 T ンカラからも時々要領のょい通信が來る〇 I 

I — If 皆スト—て i は、、— fli 打—こ— 
る。一分一秒—ふ彼等の獲 i は、そ S 報の1査する暇を持たせぬ。就中アメリカ 
方•曲の記 f 、 センセイシ fNS ふ弊 S りに—る。彼等の報道が眞—しかつたなら 
ば、雲 f : s 六月二十音には！； T もオデ，サ Q 郊外 y 到達した¥翁。ラトヴィヤの首 
府リガも^際ょりも三口前に fr . 落した^でぁる。 

モスクワ I はサヴィ T 卜政府 I 部 S 表—字 f に—だけらしい。その内容を 
t ，クする自由もなく、—今 SHi 化する1の梭様についても、襲前に於て外味す 
111る。ソ聯 g — は、1の初期に於ては大 I 實に卽してはゐたが、何分 


軍車第 一二〇 
にも戰時に於てあり勝ちの敵の失策や拟寄は針小棒大に、成功は過少に報ずる政治的作.;£が見え 
るのである。なほこれ等の戰報を^味し了解するには常に精密な地阅を兑る必要がある。 

そこへ行くと OKW 卽ち獨逸阀防軍總司令部の發表は、^其の經驗では、先づ JK 確に近いと云 
つてょい。先づと但寄を附けるのは自軍の拟杏を知らせぬことで、これは™ li 役の進行中戰略的に 
止むを得ざることと思ふ。またある作戰が進行中、その目择が附くまでは沈默を守つてゐること 
である。傍觀者にとつてこれ程焦れつたい話はないが、防謀の關係上これも諒とする/}*はない • 
以下獨逸阔防軍發表の公報を基礎に、日々の戰況に關する解說と說明を蛇足してみょぅ。 


國境突破の序戰 

0六月 二十三日 

東部戰線に於て我が軍の作戰は、豫定通り着々戰果を收めつつぁ 0 a 

0六片||十六日 ， 

S 戰線に於ては昨日，；■亦我が海勞作戰 S 篕。 y 進涉した。^;る所 S 議が我が軍に 
Y 1 和に & efJ 9 したので、廣沉に JL - S 戰^-が^々顯-^となり初めた0 

〇六月 II 十七日 

東部戰線“1日問の作 f ょり•ソ聯 S 中歐攻擊準備 Q ぁつたこと£然と立證せら I 
た。 

闺拉突破の序® 



最初から獨逸軍の包圍下に哚されてゐて、純防禦的兌地から見て無意味であつたレムペルグ及 
びビヤリストック西方阈境^曲部に於ても、我が1#部隊は攻勢待機中のソ聯 H - iffi 阒に遭遇した。 
故に國境方•曲^初の fic 闘で、旣にソ聯陸上部隊及び空軍と 激烈な 迺遇戰を展開した。全線に 一旦り 
勝利を牧めつつある我が諸部隊の偉大なる戰果に就ては追つて公表する。 

以上は六月二十六日迄の戰況に關する獨逸阈防軍總司令部の公報である。開戰以後旣に五日 
を經て、空に陸に多大の戰果を收めたが、獨逸國防軍總司令部はまだ槪報をも發表しない。こ 
の問外報やベルリンからの私報は.随分行過ぎた報道を打電して来た。 • 

獨ソの戰線は北はムルマンスクの北氷洋沿岸から、昨年三月のソ芬平和條約にょるソ芬阈境 
に沿ひ、ゥィボルグ附近に於て芬蘭餺に達し、更に西に飛び束プ。シヤの_1ユーメン(メー 
メ;1)河に沿つて南下し、ブグ、サン M 4 河を隔てて、 fi 波 m の4 fff ^^ ffi し、ヵルパト山脈 
についてブ ti ヴィナを綾り、ブルート河に沿つてドーナゥの支流を下り、黑海に達する延長二 
千 五&キ11に瓦る大戰線で、白.蘭、英.佛を向ふに廻して戰つた西部戰線の三倍以上で«> 
る。 

兩軍の兵數はま•た正確には判らないが、 PJ 5 戰前ソ聯侧では旣に百五十八苘師の大軍を阈境に 



沿ぅて配 ia し、中でもミンスク、ビヤリスト，ク方 •曲と 舊波眧铽ガリシヤからベ，サラビヤに 
か H ては可なりの部隊を坊結し、バルト海沿择及び芬蘭方面は比較的手薄であつた。獨逸垂涎 
の地ゥクラィナの防備には殊に力を盡くし、スターリン線の守備兵の外に歐谣常備兵力百三十 
简師幽の三分の一、四十五師をこの方面へ常駐させてゐたと云ふことである。獨逸軍の配 { a は 
開戰虹前には百二十乃至百二十五箇師と云ふことであつたが、開戰と M 時に和當增强されたこ 
とと思ふ。それに芬蘭軍十五®帥が iu 北部戰線で、 M 馬尼軍二十箇師が南部べ，サラビャの線 
で之に加はり、十數師幽ょりなる匈牙利軍もやがて馳せ参じて、 H 4 •取の功力は殆と伯仲丁ると 
云つ てょい。 ソ聯側の發表では赤： 求の 第一線 兵力'白 七十箇師囤•獨逸侧 は fl 七十六简師 阐との 
ことである。飛行機に於ては赤軍 VO 機材が劣等な上に、數に於ても三對二の割合で劣勢を免れ 
ない が、戦車では数に 於て 弟たり難く兄たり難き情勢である。 

攻防！ F ¥s 作戰計畫を戰闘の この 段階に於て揣摩 M 測す る ことは無理では あるが、 茫漠たる 
海洋にも Q ら船舶 の 航路が決つ てゐる やぅに、獨逸側からソ聯に 向つて侵入を企てる に當つて 
は自ら採るべき經路がある。芬蘭方面は獨立の戰場で、獨芬聯合軍は先づ極北地方から運觔を 
起し、 ムルマンスク 港とレ-1 ングラードとの 間の鐵道を遮斷して、英米からの軍需品その他の 
流人を 妨げん と 企て、南方ではヵレリャ 地峡 及び ラドガ湖北岸地方からの進出を企て、 バルト 
國境 突破の序職 一二三 



1面からの友軍の進出と相呼應してレ--ング - T ドを-挾擊する方略でぁる。若し n 十目にレ 
h ングラ1ドが取れたら、懸軍長—くモスクワの背面を迁回して、赤軍のウラル方面へ S 
却路を遮斷する大难阁を畫することも出來る。 

獨逸の東部國境方-曲では、柬ブ B シヤ のキ， - I ヒスベルグに集結し、一面バルト海沿炭に向 
ひ一面 ラト ヴィヤ の首府 コヴノ、ヴィルナを經てドヴィナ河の線に向ふ北部霱軍と、集噹 
舊 — z t ワ— ti に別れて 、 T . へ，卜—地帶の 北をビヤ リスト/、 

ブ レフト •、リトヴスタを經て、'、シスク.スモレンスクを望む中央集 S と、ブ，•へ，卜沼澤也 
帶 i ? IIf 、1、レ.,ベルグ ( n ) I 含む— 
クライナ，■.突5一部から S 波■にかけて集結したソ聯の大軍を相手に、キ？に向？進け 

すべき南部 S 軍 SI つが—。この他に羅馬尼、獨逸聯八最はブル1卜河を隔てて係爭中の 
ベ，サラビヤに對してゐる〇 

ソ聯の獨逸軍に對する作戰—については、ナポレオン戰爭當時のクツ1ゾフ將軍の故智 

i て、：^—術 SI ぅ。雪れ SSI 。 蔣介袁四川の奥1 

て中原の0:4軍に抗戰」てゐるやぅに、最初からウラル山脈の彼方に立退いて、ゲリラ戰赵、 
パルチザン—を以て— f 苦しめ、 ©1 S くの—2 J — 人 — S 


ナボレ オン 當 時と 現在のスビ ー ド戰とは餘榉狀況が違つて居り同日に論じ難 ^ 。ゥクラィナの 
鼓倉、 ドンバス 地方の無盡藏 の 石炭、 ド >一 H ブルの 火發電 所、 ハルコ フ、モスクワ、 レニング 
ラ ー ド周圍の工業を放掩してシペリヤへ後退す る ことは、假令國軍の大部分を全ぅし得るとし 
て も、 ソ聯仝 砬 の 工業力の約八割を铋牲にする譯で、紿： S 敗け戰となる恐があるから、機械化 
した近代戰にあつては到底 H 行不可能で ある。 

クレムリンの竹腦部には勿論そんな退槊的な考へがなかつた許りか、本年の八 H には獨逸に • 
向つて攻擊 t-c 出る計妥であつたと云ふことである。この謀報を手にした獨逸側では一刻も捨て 
置き難いと機先を制して、まだ準備が充分に皸はぬ嫌ひあるに拘らず、七月開戰の豫定を繰上 
げて敵の不愆を衝いたつもりであつた。然るに^阔らんやソ聯は苋大な戰本や飛行機を旣に ® 
境方•曲に集中して、攻勢待機の姿勢にあつたのである。されば中部及び西南部卽ち舊波蘭 - Erl ゥ 
クラィナ 方面に在つては、 D 3 戰初日から m 軍主力の術突を見る?:ととなり、到る處大戰水戰が 
展開され、一進一退熱闘を演じ、今度はこれ迄 ci -) やぅに獨軍十八番の' m 擊戰とは行かなかつた 
ので、ある。ソ聯としては國境の序戰でょしんば•小利となつても、所謂スターリン線(2£。これ 
はこの防然陣地の本名ではなぃが、英米：皁事^論家の0名を路期して«宜上假にか<呼ぶこととする) 
へ下つて獨逸の進单を 喰 止め、 萬々 一ここが潰へたらそこでタツーゾフ戰法に出ても遲くない 
S 境突破の序* 一二 S 



J i 

H る。 h 反して獨逸軍としてはこの if 1 為 '? SIP だけの 、 i 
擊破？は 面白くない。 土地の占領は笫一_ぁって 、I はどぅして— J 
大規1捕 lis て赤露 S 野戰 f 全滅せ ねばならぬ？—。 • 

た〇資 ㈣ ” I す if ——って！ 

，チ，ホ—‘3 l_lf l、ff 二 

shF I 堅—す|の笫一齧銳部 f 、人 i 材としては— 
Mlg ねばならぬ。若し g て11げれぱ、上 t フス T — 國 
軍1二 f 血 Q 肅淸に12 f に中斷されたことで、—のヴォロシ| 
フブシンヌイティモシ H ンコ、コ ワレン、 グスネツオフ等のツアリツィン防 

りの S 連が、この有史以来の大會戰に際して何 

の— の內、 元老ヴォロ Iil と ^ f る 。 i 
二^ リン主席の信任も厚い。參|長ジ广コフ大將丈、ノモン 
Lytt - owrll でぁる。—國防次官で—總 f f 5レッコフ大 
U はソ 1 ff 171111 SI 

たブ1，ヘル、 K テルン SI 今は f なつたか、1がな41ぁ Jco 


れば、元國防人民賣ヴ * a シ 1 b フ元帥は北西方面軍、現住碑防人民3 ティ モシ* ン コー c 
帥は中央方 S •ブ ジ-ンヌイ 元帥は南部方面 f 課して ゐ f 云ふことでぁる。 これ等の 
說將軍が參謀蟹カイテル元帥、 S 3令官ブラウヒッチ元帥以下百戰齧の獨逸將 星に 對 
{て^'-してどれ/ C けの大軍統率力を發揮する C とが出來るか询に見ものである。兵力、缓 
村、賽に於て餘り大1 i のない獨ソ S の運命を決‘ものは、货に 統帥 部、 參謀部の 
優劣で 倉。 こ S5 い SSHysi 相 f いが、獨—の方に餘程分があ— うに思は 
れる。 


〇六月11十九日 

東部戰練戦況特報 

我が軍は東部方面 S 2 :危險を除く S 、 六月二士一日拂璧時を期して笑軍 S 結 中 
へ突進した。我 SS 同 f くもソ聯里及 sfi した。敵1的 i にも句 
らず 、療滅 的 S 大打 Si •を蒙- 〇、 我が空軍は二十二 B 旣に制空權を掌握した。 

S 境突破の序載 


三百二十二の敵機は、空中戰に於て我が ^;^ 龚乂は高射砲によ h 擊墜 された。 また地上に 於て 
破壞された敵機を合算すれば、敵側の喪失は二十二：：： ダ 刻迄に千八百十一機に上り、 我が軍の 拟 
害は僅に三十五機に過ぎぬ。 

二十三日敵は我が進帮部隊の前衞に向つて； is 烈な反擊を始めた。彼我刚軍は间數でぁつたにも 
拘らず、我が軍は遂に勝利を博し、ソ聯軍の凡ゆる企21を挫折せしめた。戰線の各所で或は血戰 
或は fi 兵戰を展開した。グ a ドノ (00二110)の要塞は激戰の後胳游した。 

敵空 堪は同日も 亦 多大の打擊を蒙り、その m 失は二十三 H 夕刻迄に一;千五百八十二機に達し 
た。 

ブレスト•リトヴスタ ( Hit - ufsk ) 要塞は m 砲の砲擎により我が軍の手に M し、二十 N 
日 敵 ii 後 C 據點 たる首堡に突入した。我が 前衛 部隊はゥィルナ0 vilua) 及び n ヴノ ( « ow — 
に達し、同日中に兩市の占領を完了した。 

獨逸軍の進擊を阻止する目的を以てソ聯軍は、我が師團を攻 架し来り、中央の連絡を 遮 斷し乂 
形成されつつぁる包圍豳より脫出せんものと無数の戰啦を出動せしめ‘たが、我が戰本部隊は對戰 
車砲部隊と協働してよく難局を打開した。この際我が軍の高射砲及び 飛行機の 掩護を受け、般新 
式を誇るソ聯の萊戰本も獨逸兵士の輿氣と侵秀たる武器の镄牲となつた。 





開戰以來四日 [iil にソ聯は、戰車千二百輛を我が陸軍にょり、九十七輛を空軍にょり窄破せられ 
た。 

バルト地方に作戰中の我が部隊は切敢に前進 V 繽け•二十六日遂にデュナ ( DihlanDviua ) 
河に到達、各處に於て渡河に成功し、デュ ナブル グ市 ( Danaburg ) は我が手中に M した。我が 
軍の進出を阻止せんとする敵の死物狂ひの反擊も、我が兵士の-®敢なる進^にょり遂に無效に終 
つた* 

獨逸海軍の水上艦艇及び潜水艦は、ゾ聯海軍;' C 封し幾多の果敢なる攻擊を遂行した。東部バル 
卜海 ic 於て機笛を以て一驅逐艦を拳沈せる他、巡洋艦マキシム•ゴリキーに大拟咨 V 與へた。獨 
逸浒水艦はソ聯潜水艦二隻5:_沈し、一镯快速艇は敵の M 逐艦二隻、水！2艇一隻及び潜水艦一返 
を堆沈した。 

コンスタンツァ港(羅馬尼)襲轚の舉に出でたソ聯驅逐艦一一隻は、海岸砲兵の爲に失收に歸 
し、砲戰數分の後一隻は粉碎せられ、他の一迻は全速力を以て M 散した。 

コヴノの北方 1 C 於ける二日間に亘る大激戰は、二十六日に至 b 獨逸戰水部隊の勝利に終つた • 
敵の數箇.帥囤は包囡哦滅せられた。そ|>際我が軍 cb ^ 摧せるもの、最東戰本二十八輛を含むソ聯 
戰車二百輛以上、砲；〇五十餘門竝に裝甲車數百輛でぁる。 

«植突«の序載 • 二一九 


4 J J A — 

プリべ，卜—81、—銳 fs — II た。レムべ 

pi i-iiiiii 

J * *ュ® せられ我 .& 部隊は今や意氣揚 々として同市に向つて進擊中で—。 

H 於^- C 獨—部！ック( I )邊して！——した。靈 

uur — 琴絕 — fill— 對し • i 行及 I 

. 7 y ょ-我 力 軍の勝 和—前進に大いに 翼す る 所がぁつた 
K の方 f il —された。ドゥブノ ( f ) 附近の靈 f 、 P 
.は敵 f II •蠢 四十二門—む11した。 

H 進行 ii てソ f 禱5、ビヤ fi . il ) の東方—— 
袋の f 5た。數 Hs?i された Is 望的な—慶の t に 

Mm られつつ—!、然—ぱ投降1 の 

r て 1の主力|ま つ I 救の— 師 S 運命は、 f 終 I 
兵師圈 及び—、この敵 S す—滅的攻 #戰に 際し、—の W 

我が——— は、ビ Hi して、、、 ンス ii 達した。 遠か 
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らず更に偉大なる戰果が舉 がると思 ふ。 

た。六二 ii — ii 作—初 I ■莫大であつ 
百 I つ^^ 程で—。— 數 HSISI 旣 sfs た。六 
百 r 以上 q 砲： sf れ、— 本二千 If S 內、？ サヒ、 pr 。 

等は或は破壊され或は 1 し JU 。 こ？ ■ : P . プ輛力|こ才 
自動—がある{尊 C 改 pi ゾタ i ソ ァ數々> る—、 S 砲、拉に機關 銃、 小銃、 
至—にミ h fr 5 §— つ—で 、— f 1■1 

ulg テ f f と — f 。 靈 

日 qorf へた i 機 JI — 高—ょり^戰以來七 

て ii し — ills して — fi 我 

我が— S の籍的協”::っ器村£敵に比し遙か S 秀で t 。 
商— 1 u ii 機、 11 の他の# S 填乃至 

一— —つ ii 如 
S 々は、 f ! 安 '"こと•つ$ f 县 f If 與へるのである。槠 
ことが出来たの程の f ベ—襲から、中 Is を—, 0 — に於て救ふ 

I 3 S そ 1 な—對し 5 — の—げねばならぬ。 



開戰と 同時に先手を打つて StS 飛行埸を奇 襲し、 機 >M を破 131 し、 格納/ -U 竝に榴備 - M ^ を徹底 
的に打ち毀して 敵空軍の活動力を封じる と 云ふの が、 獨逸空軍の十八番で ある。 『敵空軍は数 
的梭勢に も枸ら ず、 殲滅 的の大打鑕を 蒙り、 我が空軍は二十二 0 旣に制空權を窣握 した』 と獨 
逸の公報は 誇り 顏に傲語してゐる。二十二日夕刻迄の赤軍 (1!!1の 損 W は一千八百十一機の多數に 
上つ た" 赤空軍 もさる もの大編隊を以てヮルシャゥを空襲して來た が、 照準の正確な獨逸 rui 射 
砲の射擊 と、 戰鬮機の活躍に ょり 三百二十二機を轚障 され、 散々な目に遇は された。 

獨逸空軍の活躍はその後述 0 较き 、二十 八日迄には四千', □ 七機を擊擦 X は荦破したと云ふこ 
とである。赤軍の飛行機保有策は一萬 機， その内八千機が獨ソ戰線に集結されてゐたと戰前一 
般に推定せられてゐた。- M して然らば正にその半数が、開戰七日間にやつつけられてしまつた 
SS である。而も獨逸側 io 拟害は僅に百五十機に過 r ぬとは、过に噓の栊な大成功と云はねば 
ならぬ。これを西部戰線の戰果に比較するに、昨平五=：十 H に始まり六：：： -/ Lnlr . 終つた，：：阳英 
佛を 相手のフラン ダ ー戰に於て、獨逸唼軍は空中 1 C 於て千百四十二機、岛射砲にょり六九十 
九機を牮嚟し、地上に於て約千七3機を擊破、合計敵機三千五&四十一機を二十五 nlisl に破壊 
したのである。これを兌ても獨空軍今次の大勝利が、如何に短期111]に奴現され、且如何に脒倒 

—site ニニ三 
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ニニ PH 

的 r あつたかを知るに足る。 

— に、東ブ？ 二 sf f て—会獨—は 
一?日にはリ f ヤの— ヴノと I ウィ ルナを占領した。— 

ウ 11 五の： rg してリ—に注ぐ デユナ河に 達し、 河畔の— ユナ ブル ^ 
日 f l ? i 進し S で USS 結果東ブ r ン5 入の目 
^^—屯した — if 、 —ilf f 。 

_ : ノ J は _ー ヱ 1 メン 河とゥィリャ河 s 合流點に 位し人口十五萬 、 f 
卜 r 5の f つた。一八一二年 .^ f ミ， I r " xl 句4てジ 

ととからウィジ、/、 進擊に？本©—い—で、 
「---一、、、、スク i レンスクと進？枝けた出■である。 

LI ? イド I はウィリヤ河とウィレイカ河の合— に在り、ニー三二 年から 一七 t 

ヤ11つた。覆！ り、111 くリトブ f 

た。一九 fig I I の地てあ云ふ理由で、 is 奪され 

U 雰 ii—f 、 f 地 f f ヤ— 

九丨 04 H / 月十音ソ聯 が〃卜7 






院學校の數も非常に多い。 丨 

リトァ--ャ 人は スラブ 民族ではあるが、露西亞人とは人®及び言語を異にし、 個冇の文化と 
古い歴史を持つ てゐ るのでどぅしてもソ聯に同化せず、咋哔來のサヴィヱート化に對 しても 面 
從脫背の態度 C 持し•獨立の地下運動を枝けたが、獨ソ斷交を天與の好機#と、徒 E を組んで 
蜂起、ゥィルナと n ヴノ のソ聯官愆を追拂つてしまつたので、獨逸軍は二十® 日 兩市を無血占 
領することが出來たのみならず、有力な赤軍部隊 5:コヴノ の北方に包囵殲滅するの素地を i 2 i つ 
た獨立 m の功は楚に赏證に侦する。 

一九三九年八月二十三日、リッペント P ， ブ獨外相とモ p トフ谣外相との rJJ に獨ソ不倭略條 
約が締結せられた時に、芬蘭. H スト-ーャ、ラトヴィャはソ聯の自由裁量に任せるが、 リトァ 
-1 ャは獨逸の勢力範圍として緩術地帶の役目をさせることに、兩阈間に祕密の諒解が成り立つ 
たやぅである。然るにソ聯は獨逸が西部戰線で怫 1 M ! 西と戰つて、東方を朽みる暇のないのに乘 
じてバルト三®に li 後通牒を突きつけて、否應なしに占領してしまつた。當座の liij は新附の人 
民を懷柔するために爪を隱してゐたが、段々に地金を出して来て、大工場は皆®有にしてしま 
ひ、三十へクタール以上の土地は悉く取上げてしまひ、 インテリ 階級は シべリャへ 流刑に處す 
と云つた遣り口で、おまけに^民のコルホーズ加入を强制するので、今度の獨逸軍の^入は救 
围垃突破の序載 二一一五 
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ひの神と住民から大いに歡迎 されたのである。 

次にデ-ナブルグ3領は、世界大 S— した人にI出の深いも s が t と思ふ。て 
一六年 SS 期攻 f 時獨逸 iK H ナ河 S ま S 出したが、 f しても S へ橋 m 陣地裏 
けることが出来ず、從つてリガもデユナブルダも手中に收めることが出来ずに、その依一九一 
七年十二月のブレスト•リトヴスタの1の時まで、川を隔てて對陣— けたので ある。 
Is 嚣1は卜であつた。彼は獨—の內兜を—し51 がない と 
見くびり酸日彌久の策を講じて一向談判の進涉を計らず、一界ら共産主義の寅傅にのみ汲々と 
してゐたので、獨逸侧も遂に業を煮やして一九一八年二月遂に 全面的に進出、ボルシェ ヴィ， 
午-の抵抗を打破つて、ベィブ K 湖.；北痒から起り、ミンスクとスモレンスク S でド-ーエブ 
ルの上流に達し、それから索南§曲してアゾフ海の頂部に達し ゥクラィナ 全部とドンバスを 
包11:したので、流石の卜 I T も驚いて1條約に調印したのである。 

一九二 0V ヰ s::r々 の波蘭とソ聯との問に隙を生じたとき、卜 〈チ * フ？ゆる， 
は懸軍_して—窝 S 入し、 ナジ河 S 進、 Z シ：を f 
計 P あつたが、ピルて T 將軍に叩かれて這々の態で逃げ§た 。赤 I も 亦 I の 
意_ を 以て狙擊兵 g 十九筒師團、騎兵 七 街盟 、雄 M 化部除十一雲圈 、戰—黯ょ办 



成る二简軍を、ビヤリスト，クとミンスクの線に集結し•一軍は北方より一革は IHrsl よりヮル 
シャゥに向つて進擊の計某であつた。獨逸 OM ではヮルシャゥ北方より東方に向つて進出した一 
軍は、ピリヤスト，クの西北方に於て敵の大集阐と術突し、他方ヮレシャゥよりミンスクを望 
んで進出した一軍はブレスト•リトヴスク及びダ II ドノの兩纪喑 V - 陷れ、南方より前記の赤軍 
集阐を M 迫、包圍の狀態となり、この m 圍を脫せんと死物狂ひの敵軍との1!!]に非常な激戰を展 
開した。獨逸軍の主力は、前記敵軍の包阐を後枝の步典.帥阒に任せ、戰小軍阐、機械化帥阒の 
大部隊を以て錐もみ狀にモ K クヮ街道をミンスクに向つて驀進して敵の心 e を寒からしめた0 
またプリベット河上流の 7 n 澤地帶を避けてその南方ルブリン地區に集結した獨逸革は、レム 
ベルク突出部の根元に當るルツク、ブ a 1ディ方¢1に向つて^人5:開始した。この方¢1にあつ 
ても赤軍の大軍が同じく、西部ガリシヤから獨逸に向つて進擊 S 態勢を整へて待機中であつた 
ので、兩軍計四千の戰卓が劈頒から大衝突を演じ、日々熱戰を繰返した。サン河に跨る國境都 
市ブレミズル ( prziu ) の耍塞は •¥- くも獨軍の手 UH した' ソ聯はガリシヤ地方占領以來 
レムべルグ两方に於て銳愆然心に最新式の要塞線を構築中であつて、その完成を見ざる H 1 J に開 
載となつたのは獨軍に取つては勿怪の幸であつた。それにも拘らず赤軍はこの線に據つて頑强 
な抵抗を試みたが、獨軍は漸次之を 擊 破し〇つ敵をレムべルグ大要塞方面に壓迫した。 ベ， サ 
围境突破の 序戰 二一一七 



ラビヤ方 -S 敵も 亦頗— ? 、こ e 方面 Q 1 聯合軍の進出振りは餘蟲 々しくない • 
この 序戰一週間 內に於け—軍5喪失高は千 S 九十七輛 であ？。.：,.—心二胡 i 
f I 、 ii—f i—-TTO し “ i の m 


0六月三十日 

.ガリシャ方面進擊中 s 我が軍は X ベルグを占領した。中部戰線ではソ聯 f 包阐 f 鐵 環は 
更に—された> 我が北— II 中で —。 Is ムゥを占領した。 

六月三十日獨逸 軍の手に 海した I レム べ儿グ I は、一二 五 九年に创 建せられ 、一二 六〇年 
に鞋靼人 S されたと云ふ古い 歷史を 持つて ゐる 都會 で、— 笫一次分割の時塊太利領 とな 
り、 西ガ？ N ャ Q クラヵゥ£ し、 東ガリシ21 1 てこ q 地方に於け—エ f び 文化 
の中心で I 、 又 t の地1窺、 世界 大戰當時には 1111ょつて占 f れ奢 

とが—。ヴ H ルサィユ及びサン•ゼルメン I にょり、 f シ—波1となり、レム 
ベルグは i 尼に通 JISS として非常£1を加へた。一昨年の I 戰爭當時はル 


ンドステ，卜將軍の南軍にょつて包圍され、交戰蛄中侵入して来たソ聯軍に引繼ぐ ことと なつ 
た所、防戰してゐた波蘭軍は赤軍の捕谋となることを好まず、進んで獨逸軍に投降したと云ふ 
擇話が.ある。レムべルグの南方からは年產額百萬噸位石油が採れ、製油工場もあるので、石油 
資源の貧弱な獨逸にとつては大きな仕合はせである。 

序ながら反柩軸側では、獨伙 H 4 國は石油欠乏の爲に戰乎繼菝が不可能となると宜傳してゐる 
が、獨逸一國の人逑石油產額が旣に四百五十萬噸を突破してゐる上に、封 Is を受ける恐の絕對 
にない除枝きの羅馬尼から原油や精油を輸入するのであるから、この點は心配がないやぅであ 
る。一九四〇年の羅馬尼の石油產額は五百七十六萬噸で、一九三九年の六百三十萬噸に比べて 
約九％の減少であるが、これは英米白佛の資本系統に屬する油田や工場に於けるサボタ I ジ，, 
の結果である。右產額の內百八十六萬噸を3:內耑要に當てた殘りを全部楡出するので、運搬上 
の M 々の障^に打克つて、一九四〇年には三百五十萬噸の石油が獨伊兩《へ輪出された。 獨逸 
はまた年額少なくも•白萬噸の石油を y 聯から貫ふ苦であつたが、これが中々 №0 滑に行かな かつ 
た。然るに今や前記のガリシャ地方の油 m が獨逸軍の植内に這入つたので、笫油の 代りが出來 
た譯である。因にモスクヮ電報は•ゾ聯の飛行機が級馬尼のブ WK スト油田地方を空襲して、 
鑿井や精油工場を炎上させたと再！！一報じてゐるが、ブヵレストからの報知ではこれは眞赤な U 
岗坊突破の;?載 
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で、 まだ 一度 もソ Isf 受けて居らぬ と 云 ふことで—, 


二三〇 


〇七月 I 日 

ヵルパト山脈とブ i 广— sc 於て、我$の，—?51と協力、 
レムベルグ I の敵111る。ビヤリスト/とミンスクとの間に— されたソ 

聯の sf . 終日絕望的な脫出—て、八问乃至十二回541$に—されて反 S 
阐突破5みた f •そ C 都度类—害 I つ 5 f れた。—£て我が S ベレシ 
ナ河に—した。てナブル V ，ガ s に於て我が軍は、デ..ナ河の— f 進出し—所 
の渡河に成功した。 AJC 方面に於て4の裳^,鑫折#しめた。 

il _ ii 黨—。ベルグの —Ilf 
てしもない流となつ 5 走中の敵 sit 、 且又ビヤリスト/、、、、ンスク問 IP 
の1运大 f る——。我が——— 力— 

f 10— s ^—. gsslf 0 h 

させ最 w 列車多數を擊破し.^我が空軍は昨日ソ 1 軍との戰脚に於て殊動を樹て、敵— 



rv 


十日に二百八十 機を 失つたが、 內 二百十六機は空中戰に於て 擊墜 された。フィッシヤ ー 半島南部 
に於てソ聯の一驅逐艦は 爆擊を 受け、甚大なる m 害を蒙つた。 

〇 七月二日 

東部に於ける對ソ作戰は急速に進行中でぁる。 

プリベット 沼 澤地帶 の南方ツ * B ツォフ 附近に MW 1 した戰車戰 に 於て、ソ聯戰卓百輛を嵴破し 
た。ド，プノ 戰區に於てソ聯戰 車 隊は 、折 柄前進部隊の豫備隊として後 練 中の我が後衞諸帥削の 
挟锒す るところと なり、戰闘二日にして全滅され、我が軍は敵の戰木百二十 輛を豳 獲した。ビヤ 
リストック東方に包固され た ソ聯軍の 殘部は •昨日中に完全に殲滅せられた。09獲 品 無数、： n 下 
判明したものだけでも捕撗十萬、戰木四'1?輛及び砲三百 n に上つた。 

旣に特報せる如く我が軍はリガを占領し、又ウィンダウをも占領した。 

我が軍は盟邦芬蘭 軍と 協力、 昨日中部及び北部^蘭に於てソ聯阈境を越えて® 躍迆喂中 U 
獨空軍は 咋 U も亦絕 えず敵の 犯 鉛部隊、機 M 1 部隊及び砲 JT : ハ 陣地を 攻笮し、我が 地 h 作戰を拨助 
した。レムペルグ東方、ミンスク附近及びエス トー I ヤ方 •曲を 敗走 中のソ聯部隊は、我が 空襲を ^ 
E 境突破の序® 1 P : •一 


つて甚大なる損寄を受けた。 

敵後方地帶に於て SS 絡路及£甲列音譜した。 

旣に著しく弱勢となつた赤空軍に對し更に新戰米を收めた。 

ヵルパト山脈の山路から進出せる匈牙利軍は、現に我が軍の攻 f 參加してゐる。 

赤軍ではレ S ては t が、あれは震の— f 負惜み#つてゐ 
る。この方面では赤軍は初めから攻擊的待機の—にあつて、有力な——集中して ルック 
方面に向つて isg 集結してゐた？、麗初日から獨逸 f の間に熱戰を演じ、兩 i 
S の大翼—?—。赤1こ SIEII では九十一 Is — 一十 gf — るマンモス戰 
f 出動—たが、攻防力は—£いが ilf 5、 1 Q 鬆産や、急降下— 
機の讓に射止 t れて、大いに期待 S いた。 二日5 る隨の 結果、 さしもの赤軍戰ホ師 
團も遂に敗紐して、獨軍の進擊路が完全に開かれた のである。 . 

七兰日の公報は獨軍に—リガとゥィングゥの占領を報じた。!-^市は昨秋ソ聯へ 
の—までラトヴィャ國の首府—人口は三十 I 人、デュナ-^口から十ーキロの上速 
に—。间市は一二〇一年1アルブレヒトー世にょつて創建せられた古い獨逸人の都會でも 




る。舊市街にあるドームは一ニニ六年に落成、•へ^. 91 キルへ 一 は最初一二〇九年に木 is で、 
後一四〇八年から六六年の間に石造に改築されたのを見ても、リガが如何に古くから獨逸文 
化の代表者として東方の螢地に輝いてゐたかを想見するに足る。中世時代にはハンザ同盟の一 
员 としてリュベックや ダンチヒと 繁盛 5: 餃つた。一六五六年には瑞典王グ スタ ー フ •アドルフ 
にょつて一時占領せられたこともある。瑞典の英主 ヵール 十二世がポル タワに 於て露西亞のビ 
m 丨トル大帝に敗られた結果、リガも一七一〇年七月四日谣軍に降つた。爾來世界大戰當時ま 
で露阈輸出入貿姑第三の要津として殷賑を極めた。ブレスト*リトヴスクの獨ソ媾和條約にょ 
り、 H ストー I ャ、ラトヴィャ、リト了一ーャの三國は各獨立政府を糾織して露西亞の城絆を脫し 
たが、昨年の七月以來又もやソ聯に編入せられて、つぶさに共産主義の殘虐を味はつたので あ 
る。この地方には十數代も永注した獨逸家族がある位で、リガは文化的には獨逸色の非常に濃 
厚な都會であつたが、多數の獨逸人はヒットラー政府の親ソ政策に殉じ、多年住 m れた故鄕を 
後に 波 蘭の獨逸新領地へ移住したのは一昨年末の ことであつた C こ れ等數 萬の 人々の内には tiv 
勢の逆轉と共に、再びバルト沿岸地方への^住を希ふものも尠 くないと 思ふ。 

この日迄の*終報吿にょれば、六月二十二日以降七£日迄の束部戰線の餘合戰果は、赤軍 
捕虜 十六 萬 人、擊破したる 飛行搀四千 七百二十五 機、 破壊 X は HS 獲した裝甲本五 千 七百七十 四 

H 境突破の序 職 一一 一一 = r 一一 
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辆 、砲 二 SW 門、 营他小薆び 1 無數で— 


一一三 K 


〇 七月 五日 

東部— Q 我が作 f 豫產4涉中で—。ブリで卜 S 帶南方裏 If 於て我 S 
備隊は、浪亂せる赤軍の一部を沒滅し、1の捕决を得た。友軍たる匈牙利軍は、昨日コロ メナ 
( I £ la ) 及び Kf K — flu ) 念領した。 ミンスク I に於て 包— れた f 
の內 一！ 萬人は、旣 S 報 J 如く政治貧を射殺して我が f 投陆 した。 

ミンスク§に於て我 s?_l Hr 河 S した。 •< t 諸 s 方 .€ に於 S 望 f 敵を追 

i を越ぇて—中 S 芬— S 、 ょく地形 QI と一部敵の—な抵抗を排 して 順調 
な進擊.ゲ技けつつぁる。 

I 、 I 雲は、デユナ河上流及び ゥクラィナ 西方の I、II 
1基碎し、贵1地 i を加へ、—中心地の 1 を— 
壤した。敵空軍は空中戰で引^. S - 大扭雀$: 蒙つ た。' » 




スタ—リン線の攻擊開始 

〇 七月六日 

所^ K 夕 i ン線に對する我が戰岡は、豫记通り進涉しつつ ある。 空軍は 敵の 集合 地點及び诮 
結. s ?: ti ^ し、地卜-部隊の作戰を掩 ii . した。ジトミール (zito 日 ir ) 地區だけでも. iti ^ 及び機 
銃射擊にょ”赤填トラック五，：：輛及び鐵 m 輪送 . -1*:十，へ列水 i : 破碎し、昨夜はまた スモレンスク 
( Smolensk ) の鐵道及び道路交 X 點を有效に爆擊した。 

昨日ソ聯爷軍は二百八十一機を失ひ、內九十/ V 機は^中戰に於て架墜、百八十三 機は 地上に於 
て堪破、我が方は十一拽行方不明となつた。 

六日の獨逸公報に初めて K 夕丨 N 線と云ふ文字が現はれた。 而も「所謂」 と仍讲が附いて 
ゐる。これはこの^便?* K 地の本名ではないが、英米の操 M 界では一般にかく呼ぶので •獨逸 側 
でも便宜上こ s 名畜ひた s で—。 k 夕 J ン線 S 窘 e 他 S 解窆追つてす t ととし 
て、茲 では 獨逸 軍の一部が 前進 陣地に於け—軍を遺して、旣にスタ，—リン線に取於いたこ 

ス，丨9ン锿の攻拏開始^ 一一 — 




* 一一三六 
とに注意して頂きたい • 


〇七月七日 

ベッサラビヤ戰線に於ては、獨羅聯合軍は赤軍の 反？排除し■中。 ブコヴィナ戰線 S 軍 

は、 ドー1、エストル 河上流の線に進出し、 更にその北西に於5牙利軍と連絡、チ*ル ノウ チ 

CCZCI) を占領した。ガリシヤ戰線に於てはセレト河-5:渡り、廣沉なる正面に瓦つて敵 

を 追 f る。ブリベ，卜—帶北方 QIS 、 ドニブル河及び デ，,ナ河上流に向つて進 
擊しつつある。 

獨芬聯合 S 作戰は計纛り進涉してゐる。昨日も我が空軍議は再. ひ赤軍の戰車及びトラ， 
ク多數を S し、砲 S 地を戰緊能££め、列； af 、 達路及び議貯藏庫した。ま 
たウクライナ地5於ては敵 q 後方連絡路及び防議地を有効に i し、 他の 一 f i レンス 
ク地 I びべイブ K ( pef ) f 方 Q 赤軍に S を加へた。 N ィ，シ r 半 § lgQ 我が i 
機拉 I 降下 f 機證は地上部隊—を S し、—地に凡 f 口徑 II 下した。 

註。フイツシ T 牛1蘭り；*北：へツァモ港の東北に突出して1ラ牛岛のことで—。 







七月六日の敵損失機數は合計二百四機で、內百六十機は空中戰で笮墜、四十一機は地上に於て， 
爆碎、殘餘の三機は掃海艇が帮墜した。我が方十機行方不明。 

♦ハルト海東部に出動した掃海艇隊は、ソ聯驅：逐艦四狻と遭遇、一時間に K る交戰の後敵驅逐舷 
一隻に砲火を浴せ甚大な拟害を與へ遁走せしめた。更に敵堪擊機七機を擊退、三機を擊陕した。 

0七月八日 

柬部戰線の作戰は豫定通り進捗中でぁる • 

〇七月九日， 

東部戰線全線に S り戰闘は我が方の優勢裡に進抄を見つつぁる。 

〇セ月十日 

スタ ー 9 ン線 の攻 81開始 一一三 - t 


4 J i p 

^ 二三八 

東部戰線に於ける我が軍の作戰 は、 何等の支障な く 着々進 行中でぁる • 

芬1は敵が本格的—を I した S 都市サラ f 一， ，) は、數晶 £1 戰の 後、 
日 遂に 我が 軍 S 領す 11 つた。同地！^於け SISS 、 1嵩作戰に依 I 
掩■せられ： H ： 市守備のソ聯師削は全滅した。 

ミンスク及びビヤリスト•ソウ®の戰果發表 

ビヤリスク及'ひミンスク地區に於ける器私戰及び包圍戰の絕大なる戰果が漸く判仍した。 
我が方—1二萬 f 八百九十八名この內には f の— 

i?aih gliis 

ズ？ゝ¢1ォた f J—sssf SI れた敵の—1 # は. 

11戰 I )七干六？為、火 SSI 門、飛行機？二—一機、— 

こ f 夸—字1。雾— i 壽 ■1 黨八— 

云ふのか、開戰前の 1 負の 數字1 今や飛行機は その 叫 分の一、戰 f 亦約叫卜 





の一を殘すだけとなつた.. ir 苁である。而も M 相當數货の飛行機や戰 4 *:. v 前秘へ繰出して來るこ 
とを ii ると、娓に正碲に近いものと信じられたソ聯の保有#.が、寧ろ非常に^輪の計算であつ 
たことが感じられる。 

それにしても三十二萬の捕 m 、千八百門の大砲、：一一千二百輛の戰 * K を：3捣したビヤリストッ 
ク=ミンスク包圍戰の戰见は、實に世界戰史上 iri- ノ 、の， lie 錄であつて、世界火砂當時の 「タンネ 
ンべルダの戰 J の如きも一寸顏 ft けの姿である。捕旃の數から推して、本#戰に於 H - る赤；虫の 
.死傷は少なくとも同數と考へてょい。獨ソ兩軍の精銳が£に死力を盡して扪搏ち相鬪つた^# 
戰の詳細は、嘸かし血湧き肉躍るものがあるであらぅと、一日千秋の思ひを以て詳報の發衣を 
期持する次第である。 

ビヤリストック H ミンスクの 伶戰終了«:以て本戰役の第一段階を終り、スタ J ン線突歧の 
第二段階に移ることとなつた。その結粜と.して戰線の整理、兵 M 及び器材の補充等次の大飛躍 
に向ふ準備が行はれる。獨逸： 朱の 公報は±たもや沈默を守り始めた。 内外の新 Milfi 信 等には戰 
線が膠 ' Yi 7 tf 狀態に陷入つたな どと 一齊に卉き立てて ゐる が、これは正しい表現とは云へない。 ソ 
聯侧の報道を參照して觀察すると、獨逸¥ の 中央部陕はミンスクの前方べ レシナ (Heroz.ua) 
河^5ボリ. y フ (H risow )、 ボブルイスク (Hebruisk) Q 線まで進出し、その前衞部隊はミ 

スタ—9ン软の攻拏開 ft ' i » 一一三九 


ンスク"スモレンスク 街道上の要衝 オルシャ ( orgsra ) 竝にその北方約百キ B の ウィ テブス 
ク1 sk ) の堅壘に肉迫して 、スタ J ン線全面に對する總攻擊問始の命を待つてゐるや 
ぅに思へる。 

この問南部べッサラビヤ地方の戰況は餘り活潑ではない•或は獨軍總司令部で 故意に、この 
方面へ敵を牽制してゐるのかも知れぬ。 

北部戰線に於ては七：：：：八日 H スト-- ヤ 南部の海港ペルナウ ( pprllnu ) 及び その 東方五十 キ b 
のフ X リン(匀 elliu ) を取り、ソ聯とエストニヤの 國境市 オスト 0フ ( cgtr 2 V )を占領した* 
同 I 1 J は 北部スターリン線上の要衝ブス=1 フ (p = g 5 c sv ) の南に位し、同市の 占領は スター リン 
線一部の衝破と見ることも出來る。 

野戰軍 SSS 備中、 S は專ら赤 SS 後方 QSS 動し、 謹錄 SS と 列.5； 
の粱を敢行し、 進軍中の敵縱列、補給 輸送 部隊. 車 S 場等を震的に雲して大損害を與 
へ、 爲に道路上到 SU 大一^亂と大 S を 8 した。また 八 ncyS 豪は、 S 態勢を整、 
て 待機 中の 八十 嗯型ソ 置审：戰 車 f 發見し、 爆擊機 編？して之を爆破させた。かくて獨通 
空軍は その置を仲して、 モスクワ、レ， I ングラ 1 卜 間の®要な 鐵道幹線を 二箇所に於て 爆破 
し、スモレンスク 地 Fi に於て 客貨車 三 S 七十 五輛を爆破し、キエフ方面の鐵道連絡をも 遮斷し 



た。有 C 外獨逸空軍は北氷洋フィ，シ r 半島沿岸沖合に於て千五§‘級の ソ聯汽船 一隻を 擊 
沈し、四千蝴 S 汽船一隻 is ! 大損害を與へた。な5ルト海沿 S 於ても三千五百ソ聯連送 
船一隻を擊沈した。 

0七月十二日 

東部戰線に於ける聯合軍諸部隊の作戰は計畫通り進行中である • 

スタ I リン線の突破 

〇七月十 II 日夜特別發表 

獨逸軍は ili 敢なる攻笮にょり、 スタ ーリン線上の各重耍地點 を突破した 〇 • 

獨羅聯合軍は廣正面の戰線に於て敵をド II ヱストル河迄退却せしめ、一部は更に之を 越えて後 
退せしめた。ガリシヤ戰線に於て、獨逸、ス a ヴキヤ、匈牙利聯合軍は、溃走中の敵に對し猛烈 
なる追帮戰を敢行しつつある。ド-1ヱストル河東北方の獨軍はキエフに迫りつつ ある。プリべ， 
k 夕 Ji の突破 一一®一 


軍事篇 . 一一四二 
卜濕地帶北方の地區に在つては、我が軍はド- 1 K プル河に沿ふ强固なる耍寒線を占領した。我が 
中央 部隊は旣に ミンスクの 東方 二 fl キ a の 地點に達した。十一 日以來ゥィテブスクは獨軍の手に 
確かりと握られてゐる。ペイプス湖の東方に於て獨戰ホ隊は、レ 11ングラ ー ドに向け前進中であ 
る。 獨空軍は敵の锊道連絡を 爆撃 破壊し、大規校な反犖 を 不可能ならしめた 〇獨戰 卓 部隊の 作戰 
繼裱に對し必要な兵站基地は、旣に スターリン 線 ui 後まで推し進められた。 

獨軍遂に スタ ーリン線を突破す と 云ふ 快報ば、十三 H (R 晞 =1) の朝べ ル リン市 W を驚 卉 さ 
せ-^外 N 侧の ラジオ • -I r ス、新 M 紙等は連日、 スタ I リン線が マジノ 線の比ではない 堅 
牢無比の最新式要塞線であつて、奥深く構築され、流石の獨逸兵も攻めあぐんで、戰線は膠洛 
狀態になつた と 報道する。これに反し獨逸側の公報は、豫定の計赉 通り萬 事順調に 進行中と簡 
軍に放送するだけで、載線の校様については數=來深き沈默が守られてゐた。それが昨 H 前 Bd 
の通り發表され、十一 日からの 總攻擊 が 效を奏して、謎の スタ ー リン 線が數简 所に 於て 突破 さ 
れ、中央軍の前銜はミンスクを 去る 屯 方！ 一百キ a の地點に達した と云ふことが判つて一间愁妇 
を開いた。市民の^は獨軍総 «] 令部がここ數 f-} f!n 沈默を守つてゐた後の 事とて、一人大きいも 
のがあつた。 





本特報の本文にある如く、スタ ー リン線は各- a 要地 點に 於て獨逸軍の 突破する所と なり、南 
部の 獨軍は早く もキ h フに拽つて |£ 進轚を續け、北部の獨戰水部隊はレ 

ニングラードに向つて 

驀進中なる旨を報じてゐる。ベルリンの政府軍事當/4では、'_下.展開屮の戰_は獨 ソ兩箪 の決 
戰の性 ft を 帶びてゐる旨を强調してゐる。東部戦線中央部の スターリン線がデュナ、ド, 1 ブ 
ル阐河 hfg 沿 ^ の Q 然の缺 ^. を補 ふことを m 點 として 格 築され たもので ある以上、これが突破 
された曉には獨軍のモスクワ進擊の P が nl ] かれた と兑るべきであらぅ。 

それにも劣ら中觅耍なのは、獨逸の機中部除が ベィブス 湖の屯方 5:レ-ーングラード B 指して 
進. 供中と 云ふ ^ a である。 レ—、 V グラードはハルコフ、モスクワと M ぶゾ#革•滞 X 龙中、い地の 
一つで、ソ聯全エ龙の約二割が rnlIII の周闽に沾 まつて ゐる。若し レ-ーングラードが 獨軍の 手に 
落ちたら、ソ聯 Q バルチ/松隊は极嚣を奪はれ t ととな り、やがて證及びスタ i ン 
運河を通じての北氷洋 地方 Gfl ち，：：海、 アルハンゲルスク 港等との述絡 も斷たれることとなる。 

前記の公報はまた獨羅共の他の聯へ C 軍部隊が、敵を墘 i ! i してソ聯阀境のド-1ュストル河の彼 
痒へ驅逐した事を報じて ゐる 。これまでこの方面では R 兑しい勝利の報も傅はらな かつたが、 
ガリシャ方面からの友軍の進泛伴れて、髪の餐に-證が加はつた爲.と^ るべきである。 

獨逸南軍の攻擊目檩はキエフである。キエフは只にウクラィナの：都である許りでなく、ソ 
スター，ン« <08<® 一一 E 三 


Is * 11四四 
聯南部全®に ¥s 養び政治 Q 中心地である。ゥタライナは} SMS 倉であり*これに 
技くドン XK 地方 U 盆地 q 石炭は、歐1 QI 力で—。 JUSS 地方の征服 
を狙ふ獨逸軍統帥部は、その目的達成のために如何なる神謀奇策に出づるであらうか、寶に兑 
ものである。今日までの作戰の經過では、全面的に赤軍を擊退してはゐる ものの、 嘬滅 的の 打 
擊を加へる程の快勝はまだ一度もないやうであるのは、この方面に於ける赤軍 兵力の如何に 後 
勢であるかを語るものである。 

キ k フ前面の防禦陣地は數段に構築せられ、深さ二百キ bk ; a る陣地網を椹成して ゐる〇 そ 
の樞軸はノヴグラード•ヴオリンスク (Nmvgorafl WOIyusk ) とジトミールである。そ(〇何れ 
もが防落したと5報知 S ない所を見ると、 s ¥ 5突人 S 報は例 S -M - m -4 報と 
思はれる。これ S して 、、/, \K ク方面に於けるゥ> テブ K ク大要塞 S 占領は、非常な成功であ 
つた。同市は人：：：約十萬、ゥィ iJJ デユナ；5河客流窆在つて、證壊から四 S 五十キ 
A . M 境とモスクワとの略中間に位するスターリン線上殽强の堡壘を 以て 守られた 兵 典の地で 
あつたのである。この大要塞の奪取にょりナポレオン街道を赛進する獨逸中央軍は•北側面の 
脅威から解 f れて、3タヮに向つ3進 fagrtl 志可能となつた St 。 

然らぱこのスタ}ン線とは如何なるもので あらうか？ 



スタ—リン嫌とは何 r あるか 

ソ聯がこの 國境防禦線樽 築の必要を感じ出したのは、一九 H 四年ヒ ，トラー嫌統とピル' y ， 
キー元帥とが犴瞻相照して、獨波兩 國間に ：小倭 略 協定が結ばれた時からで ある。この獨波親善 
に tft れをなしたソ聯は、トハチ X フスキ ー 元帥を佛；^四へ遣はして、當時工事中で あつたマジ 
ノ線を見事させ、一九三六年頃からこの 蜿铤 長蛇の如き阐境耍塞線の築造を始めた のである。 
その後三九年の波 蘭 分割にょつて生じた 新國 境に沿ふても築城を始めたが、中でもブグ 河とサ 
ン河との問の陸正面を防禦するために、非常に堅牢な耍塞線の築造に掛つた。これは未完成の 
擻 で今度の獨ソ開戰となつたのである。 

スターリン線の規模と構造についてはまだ正確な記錄が手許にない(略阅參照 ) が、大 S 3 に 
於て北方芬蘭1:頒にあるナルヴ T 港の東方を起點とし •ベィ ブス湖の東伶に沿ひ、 プスコフ、 
オスト a フに及び、 ここの 沼澤地帶で中斷 され、 再び ポ P ックの 北方から ミンスクに達してゐ 
る。ミンスク方面はモスクワ防衡の第一線である•たけに非常に m 要な地點で、堡壘線は ここで 
は數段に構築され、後方のオルシャ及びゥィテブス クにも 鞏固な築城が行はれて ゐる 。ミンス 
ク 南方ではボブルィスク、 • np ステンを經てブ リベ， 卜沼澤地帶の裏で中斷 され、キ H フ前面 
スタ— 5ン繚の突破 一一四 SL 


軍事篱 一一 四 六 

竝にジトミールとノヴォグラード•ヴォリンスクの堅固な大要宪となり、もれより fl 波組阈境 
について ウィ--，、 ツァ要衆に連なり、ここから/ r . 折してベ，サラビヤの阈境を流れる ドニ エス 
トル河岸に沿つて黑海まで桉いてゐる。 

右の如くスターリン線は大粒に於て、ソ聯と波 S 1 との^阈境に沿ふて格築せられ、天然の隙 
害のない所は布る所よりも堅同に出來てゐる。プリべット rfi 澤地帶の如き所にはその必要がな 
いので中絕してゐる。本防％線はブスコフ、ウィテブスク、/ヴォグラード.ヴォ9ンスク、 
ウィ -- ッッァの如き大要寒と、その nil を結ぶ無數の 谣 . C 亞式 •トー チカと帒稱との iii 较である • 
マジノ線の 缺點 は縱深の淺かつた. fi にあつた。スターリン線はジーグフリード線に倣つて奥行 
深く、トーチカや銅锊又はべトン製の M 盖4:釘つ砲壘を社布して、 i«r."MiL キロ 乃至二十 キロ、 
所によつては五十キ n の縱深を持つてゐる。地下椹 i ? i は マジノ 線の賛澤に及ぶべくもない が、 
それでも各トーチカは地下 ialc よつて速絡してゐる。これ等の强力な防粑 Mi 地がデュナ河及び 
ドニヱブル河の上流に跨り、また所々の地形に ffii じて絕えては核き、枝いては絕え、極めて巧 
妙に 椹 築され、カムフラ--*シュされてゐるのを、 虱 m しに片付けて行く獨逸 ms 攻架精神の旺. 
盛なのには自から頭が下る M がする"併し赤軍の兵士は決して弱卒ではない。口旃戰役時代の 
魯助とは段逮ひである。二十年來共鹿主義を f 的に吹込まれたのと、唯物論、無神論に凝 P 
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固まつてゐるせいか、一向に死を怖れない。從つて退路を斷たれ、脫出の見込がないと知つて 
も中々降伏して來ない。その上各隊には政治娄貝が锊戰の爲に附いてゐる。これは駄： m となつ 
たらすぐ降參する西歐の兵士とは非常な段違ひでぁる。その結果赤軍の死傷は非常な數に上つ 
た。獨逸統帥部にあつても從來の戰術を變じて、心ならずも專ら骁玟戰術を採る必要に迫られ 
たと云ふことである。 

捅レ - I ングラードの前進防禦線としては、斜にべイプス湖とイルメン湖とを結ぶ極めて强力 
な築域線があり、大いに獨軍を惱ましたものである。 


0七月十四日 

束部戰線の突破は、作戰計篑通り着々進行中である•マンネルハイム元帥 庵 下の芬 蘭 軍は、ラ 
ドガ湖阐側より 進擊 中である。 


〇 七月 十五日 

スタ丨9ン探の突破 / 二四九 



軍事篇 一 Is 

束部戰線に於ける我が軍の作戰は着々進行中である。 . 

一 . 

ベルリンよりの報道によれ •は、 獨速‘ ^; 电は七；：：：十五 H ソ聯拽七十- L - 機->..擊嚟し、 rii ]: 十 ^ 5 : 
地上に於て破壊した。これに對し、獨逸方の枳失は Hifc 九機に過ぎない。 

これにより獨ソ HH 戰以來七；：：：十五 n 夕方迄に犖啭及び地上に於て破.ぱされ たソ聯飛行機の 數 
は、 H に七干? T 八十二機に達した。 

ノモンハンに於て我が空軍 (/) 坊士は、做か百機そこそこでソ聯の飛行機 千 五百機を 幣银 して 
世界を驚かした位であるから、ソ聯機がメッサーシ r 、/ ッ トー 〇九型等の如き獨逸戰闘梭の敵 
でない ことは想像できる。獨逸空軍の甲寶、戰岡搀大隊長メルダース (Morldt.rs) 空軍中安の 
如きは、七：：：十五：：：ソ聯機五機を射泳して百一機擊哦の記錄を樹てた . 0 西班牙內亂屮 にも 十四 
機を落してゐるから、： -C 十五機 ^ 哦のレ n 1 ド•ホ k ルダーで、世界大戰中の リヒトホーフ h 
ンの七十 ？ 1:機?:遙かに浚駕した。ヒットラ—總統は この 功勞を表彰する爲に、新に ダィヤモン 
ド附柏葉騎士鐵十字章5:制- 3 t して、 これをメルダー ス中佐に授けた と ic ふことである。 








〇七月十 TtB 

東部戰線に於ける我が軍の作戰は珩々戰烘を收めてゐる。戰線數ヶ所に於てソ軍は、絕望的反 
擊に出でたが、これに多大 sm 赉を與へて轚返した。 

/〆 

11ユーョーク電報は獨逸軍が北方ではノヴゴ B ッドに肉薄し、レ；；ングラード、モスクヮの 
間の絨道が遮斷されんとしてゐるとか、南方では旣にキ H フへ突入して、目下111街戰 M 中など 
と盛んに虛報を發してゐるがこれは根掂のないデマである。獨逸側の所謂軍事堪 E 家なるもの 
も、ソ聯軍の返却は次第に济亂狀態に prl り、諸部隊は^を亂して我先きにと乘物を海つて退却 
中で あると 說いてゐる。俳 7 ノ赤軍 もさる もの、秘來其の他からの豫備以を趵：：：して盛んに沔驭 
に轉じ、獨逸：糸の進轵を阢止せんものと到る出に死闘を演じてゐるのが事鈣らしい。 

赤軍_常用の戰術は、獨逸軍の戰#部隊機枝化部隊を ifib 過して、後敉步兵部隊に對して戰 
車を先 m に逆襲して來るのである。其一例としてキヱフ方血で獨逸軍の某步丘ハ聯隊は、そんな 
機#に機械化部隊一旅阐にょつて增强された一戰水師：一に突然遭遇したのである。この時敵は 
五回に II つて獨逸軍の正 [«?- 襲搫して来たが、その都度? - I 戰ホ砲、步兵砲，機關銃等にょつて 
.擊滅されてしまつた。この戰 S で獨兵一個大隊の前：曲で、三十二杂の戰#が^破棚 Ai > させられ 
リ V 線の突破 11 五一 


てゐるの—、如何に is 烈 S つたか——足る • 


二五 II 


〇七月十七日 

敗 121統帥部は— sit — し、8及1 gls く f 
1 f 必死となつ5止めん として t 。 史上未曾有 S 大 — f 於て、約九 I に近 

11111《て i 、 II 蹇1 if れ 

南部戰線では獨羅聯合軍はベ，サラビヤの主 邑キシネフを占領した。 ' 

〆 

獨逸側では相も1抽——111が、今や天下分け目11 
11さ—る—蒸くない。ソ聯侧 I ぱ獨— 

- フスコ フボルホフウィ テヴスク、ノヴォグラ1ド •ボ リンスクの 線に 於て接戰を演じて 
ゐるもの5如しと言へる。5クワ來 I ょればティモシ*ンコ中央軍司令官は七月 十音 我 
然攻勢に轉じ、ニチ i 方 i 所に於て—ブル河 —？—I した— る 


のを見ても•ゥィテブスク以南に於て、壯烈赛絕な敵而渡河戰が所々に展開されてゐることが 

解る。 

ソ聯側 ではハ母 H 獨機大量餐唼の報を傅へてゐる。例へば七月十五日獨機五十二機を空中及び 
地上に於て破壊し、 C 軍の ffl 寄は二十四機とある。獨逸側の發表では同日ソ聯機七十七機を擊 
墜し、百五十機を地上に於て破壊したが、自軍の損失は僅に九機に過ぎなかつたとある。誰か 
烏の雌雄を知らんやで、その眞似は撗者の判斷に任す他ない。これはバルト海に於けるゾ聯侮 
軍連日の斌與傅についても同様である。獨逸運送船十一隻5:1擧に擊沈したとか、潸水艦を何 
隻_驅逐艦を何隻ゃつつけたとか、餘〇にも手際が美事なので、却つて宣傳の逆効果が生れさ 
ぅだ。獨逸側では海軍艦艇の喪失はま•た一隻もないと.打消した。 

獨逸通信 DNB の報道にょれば、七パ十七日ソ聯戰小三百輛はクラス- II ジ附近で獨逸戰車 
陕と遭遇戰を演じた。敵戰車の大部分は J £ 十二噸型 m 戰舡であつたが、短時間交戰の後敵は忽 
ち二百十輛を失ひ、残りは雲を©と逃げてしまつた。レ - rv クラ ードを目指して驀進中の獨逸 
部隊は、ペィブス湖畔で敵の强力な抵抗を排し千五百の捕虜を得たが、これ等の大部分は對獨 
戰參加の爲、最近釋放された受刑者である C . とが判明した。更に獨逸部隊はレ=ングラードに 
向つて勇躍進軍中、婦女大隊及び少年共産 E 中隊若干を俘虡とした。 

スター JV 繚の突破 二五 K 



5四 

獨逸軍は十七日ソ當八十一 f I した。その內？六機は地上 sf れた。ソ聯機は 
六 パ ニ士 ハ：：：こ S 、 囊とも獨 i 土に飛来しなくなつことで—。 

ラドガ湖 S びカレリャ地峡方一如の芬 I の攻勢は次 f 進抄して、—分では獨1 

は t も fn 敵地へ清し、敵の1卷げ Tt が、 I 鐵 f ぁ— 山 

ベルリンからの報 f ょれば、西班牙2フ，ランへ—器 I は、士ハ g 地へ— しと 

と云ふ—る。美穿利 SI ? 五日附—にょれば、—21は、—の 

南方からウクライナへ技く•ホ.5ャ平原 S し、 S 方 S か11けたと云ふことで 
ある 


〇七弓十八日 

In 類1麗の1 SS 、 翁線£つて我が1 s 武動に 
我が軍は レ- -ングラ- -K 方：芝 5 て_屮、無货飛行 搀 S 十機と共にソ聯の一飛行場ヒ 


占領した。. 

我が軍は十六 n 敵の； a 反擊 を 擊 S して•遂に敵の m . 要 據點たる スモレンスクを卜 I'-l 領した。敵 
は： 2 -.IJ 薄 還を試みたが悉く失敗に終った。 


〇七月十九日 

ぺプサラビヤょり進，寒中の獨•羅缽合軍は、數倘の地點に於てド--ヱステル河を渡り敵を追擊 
中。旣に特報 5: 以て發表せられたる 如く、 プリベット沼^地北方スターリン枕の突破は、スモレ 
ンスクを越ゆる地 si まで達した。スモレンスクは敵が執拗に防驶したにも枸らず、十六 B には旣 
に我が軍の. , . • 領する所となった。 

芬碱軍諸部隊は敵5抵抗を棑して、 r .1 十くもラドカ湖北^まで進出し、-®敢に交戰を續けてゐ 


スモレンスクの . 1 J 領は、獨逸中央軍のスタン線完全突破の敁も緙かしい象微であり、對 
ソ Ht 事行動の一段階が達成さ v ; t 7 t 0 'e ^ 0 o ^ ig ! a :^^ co ^^£. HS 5:5:>§ i 0' t :^ ^o ^ l « a 5 r !^ 


スタ—リン線の突破 


二五五 


つたが 、 SI 士 liH ょつて f 擊 f れてしまつヒ。 

IX モレン スク〕はドニヱブル河に跨がつて證された11古の—の I つでぁる。舊 
市の城壁は f リス • VI ノフ時代からのも g で—と聞いただけで も、 その 起原が如何忙 
古いかを想像することが出来る。 i レンスクはモスクヮ、 ヮル.シャゥ 鐵道とリガ、 オリョ1 
ル鐵道と S 交2で、モスクヮへ11 n 、 ミン K 夕へは西—午 „e 藍に—。 
軍事上の i でぁる爲、古来 f 外國 S 略を f 、 一四〇四年にはリト rl ャ領となり、| 
五一五年には sf ? 六二年には—に取られ、 一六 五四 年以濟 f — の I 
となつ た。一八 一二 年大奈翁モスクワ 進擊 S 中、當市に於て當時 iQ 容將であつた スコ， 
トーフンド人バ1クレ I ド•卜1?の軍を破つた(八月十七日)。また同年十一月 I 
の際クツ1ゾ SS 、 乏地に於て t 元帥 g — した— S て大 f 博した ので、 
スモレンスキーと云ふ副名を莨つセ。 


〇七月||十日 

1サ21¢|中の證51 S は、 r H K トル1に於け, i 抵抗を破り 



沮轚に 移つた。 

スモレンスク周圍の作戰は順調に進涉中である • 

芬蘭戰 線に於ても：史に成功を收めた。 

東部戰線^偶所に於て包3せられたる赤軍の蠢的な突破企圈は悉く失敗5し、 非常な損失 

を蒙つて擊退された。 

/ • 

0七月11十一日 

東部戰線南部地區に於て、獨羅匈聯合軍は敗敵を追^中である。東部戰線の各地區に進轚 を玟 
ける我が軍の作戰は、極めて有效に展開しつつある。この戰闘にょつて我が軍の m 阐に陷 つた 多 
數の敵部隊は碟滅された。 

赤軍は二十日飛行機合計九十七機を失つたが、内六十五機は空中戰で 取ち 落され、 残 餘三十二 
機は地上で爆碎された。獨逸空軍は ゥィテ ブスク附近の赤軍集結部隊に 低空ょり投彈 し、猛烈な 
機銃掃射を 行つた。 

スモレンスク附近では、 y 聯の戰車及'ひ各秘ホ輛三百四十茲と装 屮車 二十 六輛を破埴した〇東 
丨 OS ン線の突破 二£七 


車 事篇 一一五八 
部戰線の南方戰 K でも獨、匈及びス〇ブキヤ聯合革は更に進擊を核けてゐる。ぺッナラビヤでも 
獨羅聯合軍はソ軍の«1强な抵抗を排除しつつ引枝き猛進擊を裱けてゐる。獨¥の進^は不良の天 
候と弗しき惡路のために妨げられてゐるにも枸らず、旣に二十 八日 nn 少しも 休む ことなく、 頑强 
た敵の抵抗と11ひ较けてゐる。 

束部戰勢北部では習は、五 SS つ益 Ms 兵により； if れた敵 q 部滅せし 
め、數千の捕 f » を獲た。敵は屍 ® 四千以上を戰場に ia 栾して敗走した。 

芬蘭戰線でも獨軍は引枝き前進中である。赤軍は芬蘭の大森林に火を放ってその前進を阻止せ 
んと試みたが、獨芬聯合軍は之を突破して追擊に成 s した。 


〇七月二十 II 日 

獨逸軍及び同盟諸阔軍の突破作戰は、赤軍の防禦線を幾多の孤立せる戰 M に分裂せしめた。敵 
は處にょつては頑强な抵抗を試み、時としては反擊に出ることもあつたが、最平や敵方に統一的 
指揮の缺けてゐることは明かである。柬部戰綵全部に11り獨軍の作戰は、依然同|^ 抝卽ちソ聯 
軍の各集 阐窜 破に向けられてゐる。 


參 


ソ聯爷軍が無防 ^ 都 IIJ ブヵレスト及びへル シン キを燔擊せる 報 fit として、 濁# 軍は 阼夜初 めて 
モスクワ空襲を敢行した〇卽ち視野の良好なるに籴じ、我が空軍の大編深は相 踵いでボルシ H ヴ 
ィストの軍事交通中播淺を襲ひ、タレムリン區及ひモスクワ近-愛多數の命屮邱を浴びせ、大 
火災を起させた。ソ聯の文武諸官鹿1)逑物及び rni 市の食 /. U 多数は、 何れも 全 1»乂は半坺の狀態と 
なつた。 

スモレンスクの£洛に踵ぐ獨車のモスクワ街道への錐揉み狀の進出にょり、この方 rftl の赤軍 
中央戰線は南北に中斷せられた形となり.さなき? e に命令系統の柰亂勝ちな赤眾のこととて. 
指揮命令の不統一が著しくなつて來たやうでぁる。吨地に fi 戰には、 S は昔から相當 
S 取に戰へたが、機動戰はどうしても不以手でぁる.•八，や スタ 丨ン線が突破さそ喫？ 

うに打込んで來る S 謹 sgs 、 奋 $ q 赤 SS 然為された ss 。 u れ'.•後濟 

の獨逸兵にょつ て包 g される-' 野戰：4が兵站線を斷たれ、塞に 包 g せられる程慘 代ものは な 
い。食料は f 、 1は 乏しくなる。做の sg は宗に 狭められる。そこ S を突いて记山 
を圖つても容易に奏効しない。敵の統火は愈々 激しくなる。 飛行機からは'15が雨下する。0 
味の兵士なら 平く兑切 をつ けて降伏する QJ るが、 赤 S 中々 手を 淨ない。 死涅日 S 
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軍事篇 一3: ハ 〇 
える許りである。友軍は勿論之を棄てて S けないので、救按の爲に逆襲して來る。攻めて ゐる 
獨軍が、今度は If 後から攻められる形になる。他の獨逸部隊がまた助太刀に出ると 云った やぅ 
な冇樣で.他に類例のない珍らしい戰況が、 七月 十六 日 顷 から八月六日獨逸軍最高司令部がス 
モレ ン K ク方 •曲の戰汉 I 段落を報ずるまで、約三週間 スモレンスク、モスクワ街道の 北、 ウィ 
テベックの前面及びその南方 モヒレフの 方面で再三冉四繰返された のである。 

次に -4:0 の公報は、獨軍のモスクワ市初空 II を報じてゐる•空典は二十一日午後十時から二 
十二日の , 1--前四時まで as いて、多大の m 傷を與へたやぅである。ソ聯側の發表では、獨空軍の 
二百機以上の編隊は防空砲火及びゾ聯戰 g 梭の活躍 1 C ょり、燔彈を郊外に落して、市の中央部 
まで潜入したものは僅か数機に過ぎないと氣怵めの放送をしてゐるが、獨空軍の狙ふ所は市民 
の住宅區域ではない。ゾ聯政府中樞部のあるクレムリン宮殿；3:域や、モスクワ锊曲部の外には 
市外エ場埏域や軍用#成、鐵道等が墦轚の目挖である。ゾ聯_では初：：：の空襲で獨機十七機を 
蠢し、全戰線で獨拽三十二機を擊樓した。これに對してソ聯侧 S 失は、僅に八機に過ぎな 
いと報じてゐる。 


〇七月 II 十三日 

ゥクラィナ地區に於ける獨*羅、匈及びス n ブキャ聯合軍は-間斷なく敗敵を ill 嘴して ゐる • 
東部戰線各處に於て赤軍大小多数の部隊は、我が軍に包圍或は哦滅されつつある。敵は我が m 
圍豳を突破せんと足掻き、また重圍下にある友軍を援け出さんと試みたが、何れも擊 M され、到 
る處で弗大な死傷各を出した。 

芬阐戰線では作戰は計班 M り進捗しつつあり、戰略的に m 要な地步を r'i めてゐる。 

昨夜 我が^: 軍は大舉！^び 赤都モスクヮを 笮襲、敵軍事施設を ^爆した。空軍の投下せる® 口 
徑、超 1 K 口徑の爆彈及び燒夷彈を浴せられて、敵の m 要軍事施設は致命的に轚碎 された。この空 
襲に〇 し、 一昨夜の空襲に ょつて 燃ぇ擴が つた 火勢は 未だ衰へず 、捅拷 ぇ枝けてゐることが 望見 
された。 

軍事專門家 の語るところに 依れぱ、獨芬聯合 軍は 二十 一、 二十 二の 兩 H ラドヵ湖柬方に於て 
赤軍陣地を突破ソ聯 深く 進入した。赤軍は退却に 當り 「總 ベてを破 填せ ょ」とのスターリンの 

スタ— ?ン線の突破 一一六一 


命令を守り、無辜の住 ivi をすら拉致し去つた。 

東部戰 I'i 中央戰 K では •數 g 師圈 2 赤軍を包阐せ る 钱箍を縮小し、 二 十二 日には敵の抵抗が 
止んだので、 -: f<HH 中には投降して來る ものと 豫测 される0 

スモレンスク附近の 敵は、 包 W を脱せんと凡ゆる抵抗を試みたが悉く失敗に W し、多大の tfj 
害を蒙つて浪滅した。我が：啦は敵の平戰承十七条を撊來させ、砲三十叫門、トラックニ慕を 
破壊した3また空軍の活蹭も尜啮しく、モスクワ空襲に當つては*1*«-].1/から出發する列私に十 
四個の命中彈を浴びせた。ベイブス湖附近では银結屮の赤軍に爆^ を加へた。 

南部戰線では空'¥はオデッサを煺擊し、大戰见を收め た。 卽ち爆擊にょり、猛烈な煺發 と大 
火災が5たことが S ら4た。气テ，サ蠢®、就中貯撰に命中彈を浴びせ、これが爲 
に生じた火災はまだ燃え M けてゐる。 

轚壓 された赤軍航空兵取調の際發 M された政治去 拉の報贵齊にょれば、去る七月十口の戰闘 
に 於けるソ聯戰 -■!•: 師闻の損害は激弗にして、戰 -K 二筒帥幽には一奈の 戰水すら殘らず、第一及 
び第十二聚 S では S 十九？ S 、 第士 Is は戰毖 S 九百四十四 f ⑴ したと 云 

ふことである。 

七月二十四日べすン軍 SS 窆ょれぱ、ソ聯側は二士一 in 屮に飛行嘗十一搜を失つ 


た。內八十二機は空中戰及び高射砲隊にょ〇擊啭され、二十九機は地上で破壊されたものであ- 
る。獨逸側の拟失はまだゾ聯側の十分の一にも達しない。 

七月二十四 U 看べルリン DNBMfrf は r 英空軍ノンス.トップ攻硪無幼に終る」と题して、ソ' 
聯空軍に對する獨逸空軍の東 m を軤減す〇爲に、英革にょつて開姶さ^た西部獨逸”箾地域に 
對するリレー式空襲の•小成紐について次の如く報じてゐる。 

昨日英空軍は英佛海峽沿- I ^ 7) , l i -Hrl 地に對する空襲で、所謂「ノンストップ攻擊」問始以來敁 
犬の敗北を喫した。英空軍の, , i 領地及び獨+上に對する空襲の失敗に關しては、二卜 H 旣に槪 
nf した處であるが、昨 FJ は•史に英機五十四機を射落した。內四十九機は空軍に ょり、 残餘は海 
軍が擊墜したものである。而も右喪失機2内 ㈠ 十时と云ふ殆ど M じ難き程の多數が戰關機であ 
つて、先：：：十八：：！に敢行された ii 初の英怫海峽火襲 CO 際喪失した敵機緦數 S 二倍にも上る慘敗 
であつた。敵の拟失が斯くも多数に上つたにらず我が方は僅 ic 三機を失つたに過ぎなかつ 
た。この大1:失については英空軍の統帥部もこれでは一考せねばなるまい。ボルシ*ヴィズ 
ム盟邦授助の爲の空襲も、結 M 英空軍の倚敗レ終つたのであるから、之を k く枝けて行くこと 
は英空軍の弱化を葸味し、獨逸にとつては笾に有利である。多大の^望を以て開始された「ノ 
ンストップ空襲一も、今迄の處海峽方 ( A 1 だけで年くも五百機を失つたのは^に醜態と云はねば 
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ならぬ云々と獨紙は報じてゐる。 

0七月一一十四日 

東部 S 全線 5 る我 S と 1 軍と S 作戰 は、 局部的に頑强な敵の抗戰及び道路の狀況非常 
に 不良な•含も枸ら ず、計 1行中2る。有力な我が粱機編—、昨—凡ゆる口 
徑 S 彈を モスクワ 市の S 軍事施設に投下した。 

〇七月 II 十五日 , 

東部全歳 a 、 I ? si 4 涉 して 居 今—の|2增加し、虐 
せる軍用器材は莫大な數货に 達した。 

若干の 堪擊掸 は昨夜モスクワ東部の軍事目德及び クレムリンの北方に爆彈を S ドした。 

軍事 消息通 S ふる 所 h ょ S 、 中部 le 北部、， m ( Nil ) 地方に於け る抽廣の數 


は刻々に增加し、七月二十二日夕刻には旣に二萬人5:超えた。他方でも獨逸軍の包幽を蒙つた 
部隊の抵抗は、漸次下火となつて來つつある。殊に隊附政治走 fi の戰死した部隊は投降して來 
た。 • 

東部戰線の南部 ic 於て戰況は棰めて順調に展開しつつある。獨羅兩軍は止め度なく退却する 
敵軍を追跡中である。道路には赤軍兵士の屍粒が散亂し、五十二噸型の笊戰車が破壊されて殘 
骸を道端に横へてゐる。白_0轉本、貨物01動車、各種口徑の火砲等莫大な軍||]器村を迤逯し 
た。獨逸の一對戰水砲中隊たけでソ聯タンク四十一輛を破堍した。キ k フの最も m 要な前進陣 
地たるジトミールの束方で、獨逸軍はスターリン線の最終障害を突破した。(註。ソ聯側惝報 
發表でも、 V * つの間にかノヴォグラード•ヴォリンスクの名が激戰地點から消えて、ジトミー 
ルが之に代つた)。 • 

芬ソ戰線では獨芬軍は、ラドガ湖畔の麫芬ソ阈境に到達した。過舣の芬ソ戰役で有名になつ 
た古戰場レボラの附近に於て獨芥聯合軍は、激烈なソ聯軍の銃火を犯して著大 c 戰果を收め 
た。芬ではソ聯游水艦二隻を沈めた。第三の淠水艦は急ぎ沈降して獨逸快速艇の攻擊から 
逃れんとしたが、獨逸の游水艦は水中搞彈を投じて之を破壊した。 

獨逸空軍はまた初めてド- 1 H ブル河口のヘルソン (chersu) 港を空襲した。 C の際一萬 
スダー9ン椋の突破 二六£ 


啦級び一隻二千 汽や八隻 "VC 他多數 S 船如， •した。オデッサも亦；^び獨兔の 
爆撃機 S 银赛け._施找 に 樣 sf 降ら fcQ 際防空巡迖一隻及び#數の商船 
が弗大な拟寄を蒙つた。 

尙棰北ムルマンスク附近の海上に於て、獨逸爷軍は ソ聯商船を攻笮した。 

スモレンスク戰陡に於て屋の空軍は、 スモレンスク來方の飛行％を襲ひ、 地上にありし飛 
行拽二十六¥§ した。 ssg に飛' S らんとし S 機： a 、 地上に燃えつつ.^りし飛-了 
機の爆發によって破碎された* 


〇七月二十六日 

ウタラィナに於ては敵の後衡 S 抵抗を拽折した。天候2不良と道路の—に拘ら ず、 聯合 S 
敗敵の追跡を校行 c 1にょるべッサラビヤの—も遠からず成就するであらぅ。 

ウヤズマ西方地13；に於て新に 2 SS られ J 强大なる8兵力は、非 f 拟矢を受けて 
擊退せられた U 

爆擊拽は窗攻 f ょりモスクワ S 道施設に全揮を命中させた。 


〇七月二十七日 

束部の全戰線に r> て我が作戰は成功裡に繼紛されつつある- 
爆擊機は昨夜好成紐を以てモスクワの交 ioi 機關及び H 業地帶を空襲した • 


〇七月二十八日 

スモレンスクの戰閟は今や我が取の勝利に終蛄' vii んとしてゐる。包 S された赤取諸部隊は殲 
滅を免かれょぅとあらゆる抵抗を試みたが、悉く失敗に M した。ゥクラィナでは我が nd 盟纸說部 
隊は共しき惡路を克服して* M 却中の敵に息 m ぐ alu を與へず砧迫笮恥を沢閒しつつある。芬蘭戰 
線の獨芬軍諸部隊は、敵の. S 强な抵抗を打破して51に敵地を攻略した。 

〇七月二十九日 
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i 尼軍はド- 1 H K トル河 5 し、遂に全べ，サラビヤから完全に敵を S した。我が軍が ス 
モレンズクの方向にス f リン線を突破したる際、追抜かれた敵軍の 大部分は 觸滅 せられた。 

スモレンスク S 方 sf れた敵 S 、 今や全滅 S してゐる。この大激戰 i た捕傅及び 
莫大な策雲村 e 數は、数日中に公表せられる等—。.ヘイブス湖四でも敵の部隊は h スト-1 
ヤ掃落屮 q 我が f 包5られて、今 S 尝れんとしてゐる。雲機の大鬚は咋夜父もやモ 
スタワを襲ひ•軍-1?工場、锊道及び橋梁を爆破した。 

_嬸 

本月二十七、二十八 H の；由日に S り赤軍二简師團は、ご-ングラ1ド方面のペイプス湖1 
で獨軍 SS する所となり、完全に蠢せられた。—7 r ン方面からベイブス湖 g 西北岸 
方面へ進 N した迅速な獨軍の奇典にょり、敵の兩師阒は完全に後方との連絡を失ひ、退路を斷 
たれる S つた。敵41明かに無狀態疾つたにも拘らず、政治貧に？ず作り立てられて 
遂に全滅の悲運を見たのでぁる。 

スモレンスクの戰區では、モスクワ方面へ深く 突進して 作戰中の機 小部隊の 兵站 路を 確保せ 
ょとの命—けた 1 Q 一部 S 、 後— f—is 作 f 阻止 f に成 
功した。此處でも激烈な白兵戰が 演ぜられ、攻擊 して來る ソ聯 兵は 悉く 全滅しヒ。 


〇七月三十日 

敵はスモレンスクの東方 1 C 於て、 我が 軍の 包 固に 陷った 部隊の 東•植を輙減せ んものと、 幾度か 
攻擊して来たがその都度 牮退 された。こ C 戰閊 1 C 於て敵の蒙つた拟畨は K に 莫大である"東部戥 
線の他 CO 戰區に 於ける作線 (>. 豫定通 り進行中である。 


〇七月三十一日 

我が軍はウクラィナ地區で擊破された敵の追^を强行し、敗走中の敵部隊內に深く突入した • 
スモレンスク束方に於ける我が軍の包囡一!は ui に » r ; 縮されつつある。 H スト-ーヤに作戰中の我が 
軍は敵を更に北方へ笮退した。 

昨夜空軍はモスクワの軍事 R 檩及び鐵迸交叉點オリヨール(註、スモレンスク東南方約四百午 
*) を ti 瘠した。 
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軍事 篇 


二七〇 


〇八月一日 

iQ 黯は依—芳利5開しつつ—。 ils 昨夜 i 5ヮを1し 

軍事上の諸施汶を埸笮した。 

- 

ln , f 後 i 通 Qf 所にょれば 、 i レンスク南方に於ける議の筮、我 S 5内 

に— されたソ 1 C 1 部 sf れ、 iel 一靈 ISI 1 S こっ—：: 

はソ聯兵の—と破.—れた大 f つて一面 S はれ、寶に—な — f 呈して >ゐる。 

赤： 屯は， かも篇 y 胬 S 破 S 攻供を企てて窆が、獨軍 S 中砲火を浴びて S されつつ.り 
so 2才 


〇八月 II 日 

ゥクフィナでは我が爲化部隊は退却する敵縱列を根迫 i 中•午エフ f 約 一一 _fi 
戰辟で1蠢が屬して t 。 i レン—方 S 管れ S 馬愁 


迫を受けつつある • 

爆^機編隊は昨夜もモスクワの巿營工場竝に軍事目榇を攻擊して大蚀果を收め、またヴォルガ 
上流及びウクライナをも有效に爆轚した • 

〇八月三日 / 

ベィブス湖西方の敵軍描洛戰に於て、敵兵約一萬を捕速し、無敫の戰本、大砲及び共の他の軍 
需資材を鹵搜した•その他の東部戰線各戰 PC - CO 作戰も有利に進涉中である。 

我が强力な空軍大編隊は、昨日モスクワ(〇軍車施設に對し燔蜋を敢行し大戰果を收めた。 

參 

獨逸側の戰報には一切地名を集げてないので、その進出の線が奈邊にあるかを知る 1 C 苦しむ。 
八：：：三口のソ聯_の發表では北部のポルスタが影を浒め、その代りにその束方のポルホフが现 
はれ、そ)}1ょりスモレンスク方面で依然激戰中とある。南部ではキエフの西北方百五十キロの 
コロステンが出て、ジトミールが昨 0 戰報から消えてしまつた'*その代り キ H フ西南方百 キロ 
のべ ーラヤ：ソ n ル コフが 新しく 戰綵に 加 へられた< こ れで見4とジトミールは遂に獨逸軍の 
スタ—リン線の 突破 11七一 



手£した ものと思は S 。 二日 SI — h フ 南方 111十 キロの 2 で I が展開 
してゐ 11 のは、午 H フ攻擊 とは別に、 f 退却屮の敵集5 に錐揉み狀に突入した 機械 
化部 探が、11して S 大 1 S 錯作 S 移つ？ とを i る。 


〇八月四日 

ウクライナ y 於て8中8線では獨、蟹機械化部隊は敵の重要 S 連絡線を讓 した • 
スモレンスク東方に於て包阐中の赤軍は全滅せられた。殘 敵の濃も即近に迫つた。 

我が空軍は咋 CIS 庫、軍11び—施設に對し— S を行っ 


〇八月五日 

ウクライナでは我が鐵 f ょり 包康 f れたソ聯延の脫出企3は、我が §s つて失敗 
し、 その 一部 SS れた。スモレンスク西南約—口の地點で、廣1 り 包麗を突破せ 


んとした敵の一部は全滅し、 1 部は我が軍の奇襲的反華に依って再び包圍された。更に我が軍は 
エス トニ ヤのタブスを 占領した* 

空軍は昨夜も連續大皋してモスクワの m 要軍祺施設に、燔彈及び燒夷饨を投下して多大の戰果 
を牧めた。 

■以上の如く獨逸軍最高司令部の發表は、連 U 抽象的の文字を列べて殆ど摅り斑がない。之に 
反しソ聯 t.if 報部の報吿は、全線に: H : つて赤軍の苒戰と敵の拫赉の弗大なることを放送し、その 
結果夾米の新聞雜誌では東部戰線の膠漭を f,T ずる傾 rnj を生じた。そこで獨逸側では北部及び南 
部に於ける作戰今尙進行中に拘らず、中部スモレンスク方面の戰況一段落に违したるを椴とし 
て、その胬與的戰果を中外に發表して敵方の惡 rs : 傅を柢抵から涩へしたのである。 


〇八月六日 

束部戰線に於ける作戰の成功につき本日特別發表を行つた • 

有力な煬擊機編隊は八月六日夜、良好なる視野を利用し、モスクワの軍事施設に對し數噸の燔 

スタ JV 線の突 K 二七三 


軍事 s 一一七四 
彈及び幾萬 S 夷彈を 投下した。 飛行機 5へ Q 命中彈及び軍^§エ場 q 數 多.^火災 ^ ょり 本空 JR 
C 成功を認めた。 . 
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0八月六日特別發表 

各種の報道を粒合するに赤軍統帥部は、自¥の狀況を確 K に知悉してゐないやぅ•た。獨逸箪の 
報 ia は . 3 ri 32{の嚴守を絕對原則となすので、敵を利する如き t ,^ 報を與へざるため、勢ひ沈默を守る 
必要がある。從つて日々の作戰の經過を知らんと欲する、獨逸國 ic - の希望に副 ふことの 出來なか 
つたことも亦止むを得ない。而もこの爲に本國では問違つた想像が行はれ、敵 N 0 id では虛報が傳 
播 せられた。然るに今や新作戰を展開せんとするに當り、スタ I リン線の突破を以て切つて落さ 
れた大件戰の經過と其の載果を公表すべき時期が到來したのである〇黑海ょり芬蘭掏に至る HIJ の 
震に於て、 i び我が S 益 1 ょ—®所の§的突胬所が,兌。卽ちブ 


5 ペット iM 地帶の 南方、スモレンスク方 Ira 及びべイプ ス 湖の南方である。以下この三商所の戰岡 
經過を報先し、最後に 全伶戦の戰识を發 表する。 芬湖戰線の動靜及び我が海軍の作戰については 
之を 他日 rcas ることと した。 

/<ルト 海沿岸諸® への進擊 

激戰によりデュナブルグとリガの間に於てデ*ナ河を赛取し、ラトヴィヤより敵5:掃蕩したる 
後、リ，ター.フ»ン.レーブ元帥麼下の槊阐軍は、ラ•ソ國境線のスターリン線を突破する 
と同時に、 HK トー I ヤに在る赤軍撃破の任務を授けられた。プ，シュ上將の指揮する軍及びこの 
方面に作純中のホ**ッブナー上將域下の！^集3へは iri 猛果敢なる攻牮により、堅牢且頑强に防銜 
せられたるべイブス湖南の敵陣突破に成功した • 

オスト a フ ( ostrow )、 ポルホフ ( Forcllow )、 及びブレスカウ ( pleskau ) は速戰熱 g の後 
陷落した。斯くして北方に侵入してレニングラードを攻擊する態勢が整つた。非常な難路、熾烈 
な逆襲及び幾多の W 難を克服して、ペイプス湖と芬熘軔問の陴橋を閉鎖すべく、ベイブス、イル 
メン兩湖!: ii を前迆中の部隊の左翼を、ナルワ近傍まで進出せしめた 。 HK トニヤに 作戰屮のフ* 
ン•キュッヒラ ー 上將の軍は、先づ頑强に抵抗せるドルバ，卜 ( Dorpac 、 フ X .リン ( Eclliu ) 
及びべルナウ ( PIU ) の謙市を攻略し、 肉々 の戰闘 に 於て敵の各帥囤を犁破し、タブ ス (Ta 

スタ—リン線の突破完遂 一一七£ 


P 3) を越えて1£逐した。1 G 作戰？ t な S 、 こ sly 於て今日迄 

捕赓三萬±.千以上、商搜乂は破壊したる戰車三百 71: 十 a 輛 、砲六百 五十五1に達した。 

ケーラー上將の指梂する笮革は、この戰閊に布力なる貢献をなし、敵機七百七十一搜を裉樓こ 
は地上に於て破壊した。 

ウクライナに於ける包圔戰への突破 

フォン •ルンド ステ ット元帥.域下の右翼集團軍は、開戰當初 より 殊に困難な 地形と、惡天笑 
と、數に於て非常 SS 敵を憲せねばならなかつた。步兵大將7ォ x •シ h チ-ールブナ I ゲ 
ルの軍及びフォン*ラィヒナウの軍は*フォ\.クライスト上將麾下の戰車集围の拔助を得て、 
喊日且困？ J - S ? より ？ S し、 •シトミ-ルを越えて午 H IN SE 近く梭を打込むま 
で前進せねばならな か つた‘ S く 5- i 線の背後 S する敵陣地 突破 ^ より、 ド-ーヱス 
トル 及びド- 1 M ブル 兩河 s 中間に於て、廣漂を以て南方に向つ て 旋回 I を行ひ、敵の大 f 
遮斷して f 4 下進行中の包阐作戰を满導する ことが出來 たので ある。この敵にとつて 損失多き 戰 

岡に於て、穿利 SKB ? ヤ S 誠1螽友精神—揮し、獨逸 ffM •へて大い 5 

要なる役？演じた。この作戰と同時にアントネスタ將軍總指揮下の獨、雜合軍は、防銜1 
なるブル-卜 S 線を轰し、 M な U 步行困難なる地形を克服して、 敵をベ， サテビヤ 


よれ擊拔 した。また 獨逸 及び羅馬尼 軍團を 以て 編成せ るリ， ター•フォン •シ ■丨 ベルト 上將の 
軍は、ドー I HX トル河の中流を渡河して、北方より來る友軍との連絡を成就した。今日迄の稍 算 
によれば、 t の戰區に於ける捕座の数は十五萬 人を 超え、戰木千九百七十輛、砲二千百九十門を 
卜 s 灌した。ヤ ー上將賭下の 空軍_は本 作戰に 多大の 貢献あり、 ソ聯機九百八十機を 笮 m 或は 
地上に於て破壊した。 

又モレンスクの勝利 

東部戰線の中央に於てフォン•ボ，ク元帥の集團軍は、スモレンスク大#戰を勝利を以て終了 
した•空問、時間及び戰岡の激烈さがボルシ•'ヴィッキー軍隊に與へた殲滅的打笮の数々は、史 
上に類例なき特徴を本分戰に加へた。殆ど四週 [ is ! に H : る戰閊で、フォン•クル—ゲ元帥、シユト 
ラウス上將及び男時フォン•ワイクス上將の指挞する諸軍は、グデリヤン上將及びホ ー ト上將•越 
下の戰本集阁と協力して敵に多大の m 寄を與へた。約三十一萬人の捕麂が我が軍の手に落ちた。 
戰車三千二百五輛、砲三千百二十門その他無数の軍銳品を yg 獲又は破壊した。ケッセルリング元 
帥. m 下の空軍阒は、今次の戰勝に決定的の寄與をなした。ソ聯空軍は本戰敁に於て飛行機千九十 
八機-5:失った。木戰岡迕過の詳細は明朝の軍報道に於て述べる筈である。 

敵軍百 萬を 殲滅ナ 

スター9ン線〇突破完遂 =七 七 


本 = の 5 報で2せられた我 S 部戰線に於け慕合漀 q 數字は、去る七：^十一 U 發表 0 
靈 si ' S 七千 S 十五輛、砲四千四百二十三門、飛行機 六 千 二星十三機から靈的に 
汾•大し扯保總 d 八十九瑪五千、戰水一萬三千百四十五袖.砲 I 馬三 百八十八門、飛行機 九 一一-、 
十二機 S した。こ S 功 は 我が方 S も大 g.s 想を遙に凌您した。 こ S 來は死物；^ ひに S 
打した敵堪 Q 死傲-^、捕谋敷 Q «-- 倍にも上るべき を^^し た^, 合に於て g み正しく^^される。 

我が：止崇、武—霞及 bs 露部 f 、 i 5 忍酎力 SS て、.〇れ迄 ¥1 .なる 

敵と戰ひ殆ど超人的 Q 功紐を^.げた。斯くも强大なる裝備を具へたソ聯^^粉昨」 7 たのま、 
一に獨逸軍統帥 S 越、兵器の精 A 無比なること、軍隊敎育 S 含して寶戰2經驗§めるこ 
と、殊 S 逸〖蒜 S に友5英雄的精 S 負ふところである。 S も^.す.へきは步兵師國の 
行軍力で—。彼等は5機 f 込めて往々 I 千キロ以上を行進したのである。斯かる 大規校の 
作戰が邱能であつた Q 4 T 全く通氣務及び後方連絡2雾なる組 S に今 H では圏地域の必 
ぐ S まで、殆ど全面的に一:領地域内 S 道網を S し S とに常するも？ある。 

裏1を S し5後？勝利を審する1 i 、 今や新作戰 S に於て、旣に一聯の最大 
.勝利を以て始め sMf 枝行1倘中で—。 



世界大戰當時にあつては璀の機動は、紱道線路から.^二十キ3以上に出られぬと云ふのが朌 
則であつた。今次の大戰では軍隊機械化の結果、その行動半徑は大いに仲びたが、同時に燃料 
その他の迅速なる袖給が非常な m 要性を帶びて來た。前記の發表にある如く、鐵迸紉が交戰中 
の：ホ隊のす clr 後まで延びて來てゐたと云ふことは、过に M くべき事^である。これは全く铵 
道隊竝に逍路橋梁等の修役を松常したトッド技術部隊の動功である。獨逸：丄 .re ハ隊の作業に つき 
左の記祺は何かの參考になると思ふ。 

『我が茧の迆傑で完柙なき迄に破坊されたソ聯钱道は、 UV ちに我が^ ill 工兵隊の乎で問通し 
軍の補給の爲に使州せられる。その一例として某銨道聯隊は去; i 二十二日以來一千キ B の軌 ili 
を修理し、四： rl l'y 十個の破' S1 せる機^改造し、又獨逸國ょり前線部隊後方の交 ifliiii 絡地 ! as 
迄五百二十キロの軌條の： glla を改めた。(旃西亞ゲージを楞準ゲージとなす)列： - K の連絡を故 
障なく運ぶに必耍な le 線も架設せられ、停求埸の給水系統も修理された。此の nil 我が工兵は炎 
熱 • S 雨、敵の砲火を物ともせず、又敗殘兵の製來を辩搂しながら、 この 成紐を銀げたので 
ある。』 
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スモレンスウ會戰 の經過 

〇八月七日 

旣に軍特報を以て公表された通り、フォン•ボック元帥.域下の集團軍は、 ケ，セル リング 7 C 巾 
瞭下の空軍と緊密なる協力の下に、スモレンスクの大 # 戰を 終了した。 

この舍戰に於て我が軍の死傷は比較的少數でぁつたに反し、敵車の拟失は非常に多 かつた。 我 
が軍の捕獲した11十一萬人、外に戰—千二百五輛•砲三千百二十門、 i 癸の i 資材 
を备獲した。ソ聯空軍は千九十八機$:失つた。 

本戰の經過は大略左の通りでぁる。 

ビヤ リストック 及び ミンスク 附近の伶戰終了の tfi 前、我が軍及び親銜除の 快速部隊は、ドーーヱ 
ブル河の後方及びデユナ河の上流に沿ふ非常に免固に構築せられ た、モヒレフ、オルシャ、 ウィ‘ 
テ ブス ク、.ホ a / 等 SS 地を有する Kf リン 線に肉泣した。激戰數分の後、遂に ポロッ 
クの兩侧に於て橋頭堡の崧に成功した。七月十| z ： には ウィテブスクが陷落し、赤軍の 頑强に 
死守したモヒレフ及びオルシャ南方のド-1 H ブル戰展は、我が軍の奇襲にょ〇 計 i り M 河の 方 


向に向つて突破された • 

其の後数日の内に我が快速部隊は、オルシャ、スモレンスク街 m の H 4 側を術き•止面を以て束方 
に向つて進擊した' 

七：：：： 十六 n には敵が非常に執拗に防禦したスモレンスクが、我が機械化步兵師围の白兵戰によ 
つて frl 落し、敵の反银敢行し来る逆襲を擊返してこれを防いだ。 

，我が戰 -' K 部隊がスモレンスクの束南方、屯方及び束北方に於て突破口を捣 *]!;• しつつある時、我 
が機械化步兵師團は猛烈なる行: it と戰闘により、絕ぇず敵襲に哚されてゐる我が楔狀陣形の兩側 
面を掩護し、且我が戰水部隊の突進により分散されたが、尙戰闘力を冇する敵部隊包圍の役割を 
擔當した。 

斯くて fa 員二百五十キ' 縱深百五十キロに及ぶ戰 K に於て巨大なる柃戰が Mis したが、激戰 
の中心はスモレンスクの他ウィテブスク、ポロ，ク、ネーヴェル及びモヒレフの諸地であつた。 
敵は死物 iE ひの ri 氣と屍山血河の犧牲を以て、殆ど四週間に K る激戰により機$1)の自山を冋役す 
ることを努め、包圍せられたる諸部隊5:救ひ出さんものと、枝々新兵力を戰場に繰り出して來た 
が、我が軍諸部隊の運動性と頑强さのために敵の凡ゆる企阖は遂に挫折し、ドニヱブル 河、 デ*' 
ナ河及びスモレンスク Rn に取殘された赤軍諸部隊の運命は遂に谷 3 ;つてしまつたのである。最も 
スターリン線の突破完遂 11八一 


fi — 服して、今後我が 作 f とつて S 的 si 者す大 1 を收め 
行た ことは、 偏に我が■率 S 越、 諸軍司令贫 SSS 部繁土 Q 功觉敢にして還•卜 
拔なる戰§精神の賜でぁる。 

1こ1 HS て大5に力がぁつ.た。1⑷111為け、1 

t 利に缺く.へから f 報吿备した。®襲、擇雲及び念降下泰機の諸鍵は、繁離編 
機掩謎：下に、劣 f 條件を物と—敵の遊案備1新を1部隊备して襲擊 
を敢行し、敵 S 抵抗 f § s ち55諸打 f 加へ、また sys づる敵 S 沿し 
高射砲兵隊と協力して敵の空典を防ぐと云つた有樣でぁつた。この黯で敵.の列本百二十六、裝 
^水縱歹 A 、1 t 物自動^:數千、橋梁十五を破这した。 

その他獨逸空軍は、地上部隊の敵卜丨チカ、砲兵盟拉に敵戰車部隊に對す る i をも—し 
赫々たる戰银を收めた。 

この激烈を極め • fe 戰闘に參加せるフォン•クルーゲ元帥、 シ n トラ ウス 上將及び男爵フォン • 
ワィクスト-將の諸班拉にグデリヤン、ホ1卜兩上將の衍挪せる二戰車集 w 、 M に V ルツ*ル及 
び—フニ•リヒト T フ h ン1の二 S は、 何れも拔群，の—を樹てた。昨夜我が空 
軍の大_は繰返しモスクワを空襲し、モスクワ S 曲部 Q 飛行機5 S 數の i を投じた • 



i たその東部各處に大火災が起つた。 

スモレンスクの大#戰は八月九日のベルリン電報にある如く、同市柬南方百キ a の地點で進 
行中の戰 g が終つて赤軍の捕虜三萬八千、戰車二百五十辆 、砲 三百九十五 n を南獲したことに 
ょつて、この完勝の終止符を打つたのである。ボック元帥.1^下の中央軍がここ十数日を m 容の 
蓥備に费した後さて新しく打つ手は何であるか。ウャズマ0 vjasma ) 附近まで進出してゐる 
らしい獨逸中央軍は、あと二百キロの SH 離を突進して虹ちにモスクワを術くであらうか。それ 
とも M 軍長 Mii くドンの流域に向つて大迀 M 戰を試み、ウクライナから束走して來るブジ ■ン 
ヌイ元帥の南軍を悉く遮斷する遠大な作戰に出るであらうか、今の所まだ逆附し難い。 

併し今や敵味方の關心は、目下ウクライナに於て進行中のキ H フの包岡戰と、ウマン ( U 3 
S ) 方¢1に行はれた大殲滅戰の戰果如何にかかつてゐる。レ-1ングラードの包囵は今少し手問 
取るやうに想はれる。 

獨逸側の八月六 n 附公報がスモレンスク大分戰の驚異的戰艰を發表したに對し、八月七日ソ 
聯情報局の發表は、スモレンスク、 nn ステン、ベーラヤ•ツ * ルコフがま•た赤軍の乎にある 
かの感を與へる。/寅傅には稅が掛らぬから何を書いても fr つても勝乎*たが、ソ聯の云ひ分では 
スター9ン線の突破完遂 一一 八 S 
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獨逸軍の拔失は旣に百五十萬を超ぇてゐるが、之に對しソ聯軍の損失はたつた 六十 萬だと 云 ふ 
のである。又獨ソ兩軍の武器損失は „ 

獨逸 戰本六〇〇〇 飛行機六80 砲八〇〇〇 
ソ聯 戰本五〇〇〇 飛行機四〇〇〇 砲七〇〇〇 
とのこと で—。流石に獨逸兵の捕康何 f 取つたとは 寄いて ない。この 表が屢£ するか 
どぅかは導8斷 W 住せる外はないが、 ソ 聯が皇 してゐる S 五 千輛 、飛行機 四千襖、砲 
七千門の損失でも決して少くない數字である C . 

斯く獨ソ兩 SS 戰六週問の益八"戰果を發表したが、 その数字に 非常な 連 庭が ある。獨 逸の 
スポ 1 クス マンは、 獨軍 S 失は メ丨シヒである ( 大した ことはない)と云つてゐるが‘し 
ろ骨 界の虹 も機械化した二大陸軍が、 各死力を 盡 して相搏つ たの， であるから、雙方共に非常な 
担 失の あつた ことは想像される。 近代戰は消耗戰 である。 人的 資材に於て 如何に餘裕が ソ聯側 
にあ？も、 一度 S した各秘 S 機材 S 補給 S 多大 G 時：：一を 要する 。 KJS で S 度に發 
達した工業を W する獨逸の優勢は 否定し難いものがある* 

尙八：：：：七日 Q 雲でソ聯情報部は、 7' 夕 J ン線な f の sf 否定し、あれは アラビヤ 
ンナィト物語と M じく獨逸側想像 Q 庵物以外 Q 何も Q でもない、と嘲けつたのは聊か盘外であ 



つた。 スモレンスク 方面でも亦キ H フ方面でも、無數のト ー チヵ や陡地耍塞があつて、獨逸軍 
は力戰苦岡の末漸くこれを蹴破り、揉躊つて通つたことは爭へぬ事實であるが、やがて其内に 
はこの謎も解ける と 思ふ。 

ウクライナ方面の戰闘 

0八月八日 

獨羅聯合軍はウクライナのウマン東南方で遮斷された敵を殲滅し、ソ聯第六軍司令官を初め多 
數の高級將校を含む 三 萬人以上を袖虜とした。又南獲軍需資材も莫大な數 ■«: に上つてゐ る。 エス 
卜 - I ャ方面で脔戰中の我が軍は、ウ * ゼンブルダ0 vescuburg ) を攻略し、芬蘭餺沿岸まで進 
出した。芬蘭戰線では獨芬 m 軍の攻窄は好成 M - を果げてゐる • 

ウマ A 包圍戰に關する特報 

ウクライナ 方面の戰 M 二 八 五 


軍事 篇 二八六 猶 

0八月八日特別發表 

我が軍はウクライナに展開された新作戰に於て- , I 1 -くも 最初の大勝利を收めた。 卽ち ルンドステ 
ツト元帥の指揮す る 我が軍は、空軍との緊密な協働の下に、ソ聯笫六軍、第 十二軍及び第十八 軍 
の一部計約二十五简師團を聲滅し、 ^ 六、第十一;軍司令官以下十萬三千人を捕 m とし、 戰車三百 
十七輛、砲八夏十 A 、 貨物蟲—千！ ItMSI 載 f i 列 f 共に無數の 
軍需器材を蠢した。敵の戰死者は非常に多く今迄判明せる數だけでも二十萬人に達してゐ る。 

このウマンの 包阐戰 にょ り、 ブジ■ンヌイ將軍觭 下の ソ聯南部方面軍の約四分の 一は 嗞滅せ 
られたのである。- 1 n ラヱフの北五十キ b にあるブグ河昨のヴォス - I ヱ ゼン.スクが旣に閣通；^ 
の手に 落ちた から、オデ， サ、 _| n ラ M フの運命も Hi 夕に迫つたと云つてょい。 また J 南軍 
の 他の一隊は？ とキ K フ$外廓に向つて攻？てゐるから、その陪落も：り遠からぬこ 
とと信—。ウクライナ方 SG 次の 墨は、 v -一 H ブル 下流 ssi 地—び南露のエ 
業 中心地ハルコフ拉にドネ，ツ地方である。ソ聯の重工業及び軍需工業の 中心を衝くことは、 
器材消耗 S 現狀 t 見て、 モ K クヮ 攻略に劣ら S 略上 S 大意 f 持つも Q で t 。 


〇 八月 九日 

旣に特報したる如く、匈牙利部隊にょり强加せられたる獨逸眾除は、ウクライナに於て大なる 
戰果を收めた。 

ウマンの會戰に於て y 聯の第六軍、第十二：承及び第十八軍の一部である步兵、山岳兵及び戰卓 
睽總計二十五简師 t'4 は殲滅せられ、第 六、 第十二兩軍 H] 令背を含む十萬三千人以上の拙- M5: 出し 
た。其の他戰車三百十七輛.砲八百五十八 n 、 對戰本砲及び高射砲二百四十二| ,, } / 、トラック?£千 
二百五十輛•列- > ii 十二及び各 M 軍 TA ? 資材が我が軍の手に落ちた。敵の死偎は二十萬人以上である。 

プリべット沼澤地帶の南に於て獨逸軍は、^渉し難き森林及び 7 fJ 澤地に於ける數 ufll )5 健闘 i : 
經て、重要なる鐵道中心點 n a ステンを 占領した。 

スモレンスクの柬南百キ n の a K ラウル ( Kosiawl ) 方面で遮斷せられたソ辟部隊も亦！.>3じく 
蠓滅せられ、三萬八千人以上の捕虜、二百五十輛の戰車、三百五十九 l " J の火砲竝に各 l-ri 軍說資材 
を^獾した。 


ウクラィナ 方面の戰 ■ - 一一八七 


軍事 « 一一八八 

0八月十日 

東部戰線に於ける作戰は計畫通り進行中である • 

空軍の大編鉍は昨夜 モスクワの 軍需工場、運輸機關及び 格納庫に對し、特に有效な 空襲を敢行 
した。市の中心地及び モスクワ 河鼙曲部に多くの 火災が起つた。 

.獨逸空軍，聯蠢 S する鐘は、最近 數晶； $び好成较 であつた。.,ハ月二士百以來 敵は 
芬蘭戰區を含む 全 東部戰線に 於て一萬掸以上の飛行機を?2失した。 

〇八月十一日 

南部 ウクライナに 於け る 我が軍の敗敵追轚 戰は、全； g 的に 急速なる進捗を見つつ ある。 

東部戰線の他の地區に於け る 作戰も亦 計*通り進展してゐる。 

我が爆^機編隊は昨夜 X も モスクワを 空襲、 軍需工場、殊に同市の北西及び束 部に數噸の燔彈 
燒夷彈を投下した。 

退却 中 S 敵に 對して震 的な追霜を敢行し、之を收拾し難嘉亂に陷らし t ことは軍の 



定石で あり、 用兵の鐵則である。過去の戰爭に於ては、之は主として騎兵の 任務であつた。 併 
し近代戰では戰木を根幹とする機械化部隊と飛行機の出現にょり、敗敵の追轵は非常に界給に 
なつた ので ある。緖戰以來戰略的退却を續行中のブジ ■ンヌイ 軍の yr : •芻は、かくて ゥマン 附近 
に於て微底的打璀を受け、命からがらド-一 H プル河の線に向つて退却するのに對し 、クライス 
卜將革.^下の機5•部隊は沾追笮を敢行し、之を溃滅すべく勇往邁進しつつあるのである。 

〇八月十一一日 、 

東部戰線の我が作戰は計迸通り進抄を見てゐる。爆窄機は昨夜モスクヮの眾祺目柢竝に若干の 
重要鐵道中心地を ii 嘴し、锊逍施22に大火災大燔發が起つた。 

連！！：連夜の爆窄にモスクヮの損涔は甚大であると飛行機の乗員は報じてゐる。同 III の東部に 
は m 要な自動車、トラクター及び機械工場があり、西北部には化學工場が密狻してゐる。獨逸 
空軍は戰爭續行に最も必要なこれ等の諸工場を狙つて、ソ聯軍事工業の息の根を止めやぅと煺 
睾を綾けてゐるのである。獨ソ開戰以來獨逸軍は掛 M なしにソ聯飛行機一萬機を空中及び地上 
ゥクライナ 方面の 載閱 二八九 


軍亊篇 一一九〇 
で處分した。而も尙ソ鬻 S 新銳機を以て打 SW 來る。これ等 Q 5 H ? 醫的 SB 
してしまふことは、ソ聯空中の制空權を完全に掌握する爲に垃も緊耍である。併し今口では空 
中戰も地卜：戰と！：！：じく、もぅ山が見矣と一5てよ- S。 何はともあれ過去十華 Q 盟視耽々 
とし5笤られた怖るベ5聯 Q 空中兵力の大部分が、5にしてIされたことは、歐洲 
全土にとつて.も、又我が K にとつて i 心 S であり、塁 S して大いに感謝す•〈きである 
と思ふ。 

南 .^ゥクラィナ方1111に於ける獨軍及び聯合軍は、息も繼がさず敗敵を追嘧して、その一枝隊 
.はオデッサの束方に於て旣に黑海沿岸に達したらしい。11=1葉を換へて言へばオデッサ周阐の殘 
敵は來方への S を斷たれて、海 M 却 Q 他に脫出 Q 見込み Q ない窮地に5たも Q と先づ兑 
てよ い0 2フはまだ議の 手中に あるが、その下流のド-ーエブル河は旣に獨逸車の制嗯下に 
置かれて.ゐる。この地方のド- IH プル河は深さ三米、 贄七百 米を超え、水流 滿 々たる大河 
で、遠くスモレンスクに連なり、またデュナ河上流との fa ] の運河により海をバレト海に結 
ぶ两部 a シャの 大動脈で ある。これが旣に大部分獨逸軍前進部隊の#に嗲され、且南部 ゥ 
クラィナの m 要钱逬線路が獨軍の制哦を受けてゐるので、これ等の交通 機關を 奪はれた 赤軍の 
敗殘大 部隊は、 よくド- 1 H プル 5: 渡つて東方へ* JI 採'げ得る为杏や頗る疑問になつて 來た。其の 


後の情報にょればブジ•ンヌイ元帥蜻下の全兵力は、百箇.帥團二百萬人以上の多數であった 
と云ふことである。序戰以來敗戰と退却の連績ではあるが、今猶キ H フを保つてゐるのを M て 
も、まだ相當の殘存兵力を擁してゐるものと考へられる。この大部隊を捕捉殲滅し得ると否と 
は、来るべきドンバス地方の制覇と•征谣第二の rl 摅と考へられる nl カサス油 H 1 地方の征服 
とに多大の影響がある。 


〇八月十三日 

南部ウクライナに於て獨逸軍及び同盟軍の步兵師團及び掸甲部隊は’黑海の諸池餺に向つて退 
却する敵を猛追^し、我が軍に抵抗せんとした赤軍後衡部隊に大拟赉を與へた。 

東部戰綵の他の地 PS : を進幣する我が部隊の攻縯も亦大戰见を收めた。 

爷眾大編隊は夜 la ] モ k クワ两方地 M の钱道中、' C ' 地に ts 彈燒夷彈を投下し、 V . V 火火なる戰來を得 

た。 

目下 東部戰 線の南方ウクライナの脔大な； 戰線に 展開してゐる、フォン•ルンドステ，卜元帥 
ウクライナ 方 Dir の戰闘 一一 i 


軍車 8$ 一一九二 

一?下の還要び伊太利、匈牙利及び•は、 M しい_進行中 
である。獨軍枝 隊の . m 海沿^到违地點は、オデッサ S 七十一 f s 小 f チャ n フで—。 
—オチ, , ^ コフーは今でこそ 人 n 一 萬そこそこの小都 V? であるが、昔は : hif 古の領地で堅固な要 
塞でめつた。十八£*2中_土攀當時には、 Ms 塞赢つて一康の⑻に攻防戰が二度展 
g せられたことも—。この地が獨逸軍？5した ことにより オデ ， v サと_ー コラ 5 との連 
絡を斷たれ、オデッサ守備 S 赤 S 遂 SS になつてしまつた。海路に よりク 2 、ヤ半，：； 3 へ 
脫出を${みてゐ Is 、 is 孕 ss „ s に；^舞はれてそ Qnr 的を達 JJU とは 困 S やう：^。 


〇八月十四日 

ウクラィナ K 於て 獨逸堪 及び M 馬尼 軍は、敵を追 ふてオデッサとブグ河の 中! {8 に 於て m 海沿 ^ 
に违した0 

その他 S . O 戰 K に於ても作戰は計迸通り進捗してゐる。 

空軍はオデッサと n ラ H フとの中 l « J 海岸地方に包阐せられたる軍隊の爲に;|]总せられた運送 
鉛舶に进大なる拟害を與へた。合計一离四千噸の運运給二隻を觖沈し、他の大型船舶こ大沿赉を 



♦ 




へた。 

右の外總統本登から左の特報が發せられた • . 

稠逸、 MM / M 、 匈牙利詣：也の：个休 Q ia やに、 pi 部ウクライナの防贺は全然 ? a : M に澦してゐる。 
オデッサは Muit 尼軍により包圍せられ、ニコラ H フは東.5より獨逸取及び W 牙利軍に幽£れてし 
まつた。ブグ河西の敵の大部隊は將に殲滅せられんとしてゐる 。ド-ー エブル下流へ進 ^ の途中獨 
逸の快速部隊は、 クリヴ t ィ •ログ ニ cyvcilicg) の鋳山地 K を . , iM した。この地は i'ift の镂 
鋳石/1--キ額千九百鸹噸を產出し、ソ聯はこれによつて全 N 铧鎢石年座額の六割以上を失ひ、その軍 
事經濟に及ぼす影響は茌大でぁる。 

0八月 十五 日 

オデッサは MJ ^ m / Ji によつて、また-ーコラヱフは獨匈聯合軍のため、それぞれ述絡を斷たれ全 
く保立狀態に陷つた。 

£十五=1某方161に逹した獨逸侧の愔報によれぱ、問戰以來の獨：4の戰來は左の：池0でぁる* 
ウクライナ 方面？戰阳 一一九 H . 


# 


一、 獨英■以來本年七月末まで s 英 M 霊に敵性若する船舶 S 沈數は三、 八四〇、五 
五〇？ I 。因に七月中 S .— 普四0七.., 3 S 、 今月 一21音までに—と 

れるも Q 二六〇、〇〇〇 gf 。 こ q 擊中には機.及び扼難 にょる喪失を含まぬ。 

二、 獨ソ開戰後英空軍は牽制の意味で頻々大陸方面の空襲を試みて ゐるが、その 被够1本 n 
迄に九五九機、その lla 獨機六九機を失つた。 

三、 今：：：十五日迄の赤軍 S 害は捕梅 I 、〇三六、二五〇 人、 f ホー 四、 〇 IL i 、 飛行突 
1〇、四九七機、砲二、七ニニ門である。 


〇八月十六日 

東部戰線の戰闘は作戰通り有利に進涉中である* 

0八月十七日 

南ウクラィナ攻略の我が5、匈牙利 f 協力して敵の大鬵 中心？あり、又 1 基地 


である--コラエフを 占領した 0 -ブグ河柬では、 我が 不休の追擊に•酌迫せられ、火打學を蒙れる敵 
諸部隊の隊形は愈々混亂しつつあり。^獲兵器と捕 m の數は益々增大しつつ ある。 

ニコラエフ ー; ikopjcwii 一七八八年ポテムキン公によつて^海艦隊の根據地として創 ijf 
せられた都好で、道路は棋盤のやぅに規則正しくつけられてゐる。人«行鸪を越ぇ、モスク 
ヮ 、レ- 1ングラードに次ぐ漭西亞第三位の都柯であり、黑海沿岸第一の軍港である。_|3ラヱ 
フはブグ河とィングル河の合流! K の半 i : i 上に位し、軍港と三つの商港から成立つてゐる。ブグ 
河はこの邊から河幅が&に術くなつてゐる。 ml 河に注ぐ河口までは叫十キ P あるが、河と云ふ 
よりも入江と云つた方がよい程である。此の地には設備の整つた海軍造船所があり、クロンス 
タットに次ぐ造船の中心地であるのみならず、各種工業も亦盛んである。 

|オデツサ1010罢1はドニヱストル河1::の北叫十キロ、黑海に而した宓西亞第一の贸 ^港 
である。 人口は 帝 Jbc 時代には 五十萬今では六十 m 位、商業の非常に盛んな都# で、 梅^ の 散歩 
道 や 街衢の 廣く 美しい ので冇名で ある。ここはゥクラィナ 產穀物の輸出港で、浦®.との n } l に 4- 
定期船が通つてゐた。オデッサの全谣西亞に對する東要性は，獨逸に於けるハム ブルダ、 佛蘭 
西にとつてのマルセィユと云つた形である。港の設計も一寸マルセィユに似て 思り、 防波堤が. 

ゥクラ^ナ方面の联闢 二九五 



海岸に沿うて横に長く伸びて、免の裡に IQff 抱いてゐる。ォデ，サは sf 
して重要なるのみならず、 H 業も亦非常に盛んで、廣大な機關雄工場や農具工場 .i 叶. 多 
數の製粉丁：％、精柄工場等が—。文化的にも大事、各秘與門學校、 博物館、 美術餅， •動物 閱 
S •天文奪のI關が具はつてゐる。この地はもと土坪古の要塞で あつたが、 一七八九年 
f となり、〖七九四年ヵタリナ女帝2命にょり、赏の附近に在つた J ソスと云ふ柬ロマ 
I 時代 S 麓地に—ん？ r 名附けた？营。帝政時代には Is 水浴場に近 
く塞の別莊が立 S 会、南 i s_s つた。■ではス f リン線の終點に近い 
ので— £1 れて？、流石 sf f SS 攻めあぐんでゐた言 I 、そ 
の prj 落も最早や遠からぬ ことと 思はれる〇 

■獨ソ1ニケ月 S んとし、八：：：十七日で■後—； E に1。反1刺ではソ 
聯 S 取なる防戰に S を送つて、その1を我が事のやうに菩んでゐる。 

然らは獨逸违の進藍は、英米 S : ふやう S 々たるものであらうか。波紛戰义来 S 或 

に二—— 

の—を度なら5。麗當—任のない 人々 f た、ニケ— 
にはモスクヮ—入れ、1にはソ聯を降 f せる、と云つた雲の時—からは幾分か 


手 Rn 取つてはゐるに相違ないが"獨逸軍全粒としては、豫ての Ht - 银通り^々遝んでゐると云 - p 
てょ い。五十 日 I ' li ] に一千 キロ も進出したことは、一日に二十キ P の割合で、それも死物狂ひに 
抵抗する頑敵を挈破、掃盜しつつ進軍することを思へば、決して左程遲いとは思へない。この 
nnKn 何十萬の#虜を獲、四百五十萬と推測された赤衹第一線兵力の七割强を粉砟擎滅し、戰本 
装 Ml 車一萬叫千輛、飛 tx 機一萬機、各植火砲一萬二千門を破•域沿しくは南璲し、かくて戰用機 
村の約七割を損失させた載果は、寧ろ滿點以上のものではあるま v ' か。尤もソ聯には三十五歲 
以下の壯丁が千二百五十萬人あり、その内一千萬人が召集を受けてはゐるが、これらの新徴募 
軍隊は笫一戰兵士に比し••訓練が不充分なるのみならず、戰本や軍：火器を持つて保らぬのでそ 
の戰闘力は非常に劣つてゐると言はねばならぬ。加之獨逸は旣にクリヴォィ•ログの鍅鑛山を 
卜 rl 領し、また今後ーヶ月内にはドネクッ炭 H 地方をも征服するに相違ないか?>•、ソ聯の軍需 H 
場の大部分は、股 料 及び燃料の不足にょつて、操業を停止するの餘依なき破 H に陷らんと して 
ゐる現狀で、その前途には淡米側で期待するやぅな樂觀材料は少しもない。 

地域的に見ても芬蘭方-：§では旣に舊ソ芥國境を越えて^入し、ムルマンスク鍅道竝に白 海と 
芬蘭鹋5:結ぶスターリン運河を 遮斷 することに成功してゐる。 

H スト-1 ヤ方161ではゥェゼンブルダを取つて レブ ル、レ- 1ングラ！ ド鐵道を 中斷し、敗 敵 I 
ゥクラィナ 方：曲心戰湖 rlA 七 


，軍事篇 1一九八 
レヴ ル (一名タリン)の力へ 擊退遮斷 した 〇ま たべイプス湖の m 岸に作戰中の 部隊は敵を掃蕩 
しつつ湖北に於て連絡を完了した。又イクン湖北方を進車中 S 一 枝隊は、旣にレー|ング T 
ドの西南百二十五キーーのキンセ，プ及び南方百八十キ n の ノヴゴ B ッド附近に 到達し、 レニン 
グラ-ドとモスクワを 繫ぐ鐵道幹線を脅かして ゐる 。更に イルメン湖の 南方 地城—進 中の枝 
隊はプスコフ、 ポル扣フ、ソルツイを 順次攻略して 今や ストラャ•ルッサに边り、かくご 匕 
西南の三面ょりレ II ングラへ卜包 S の態勢を整へてゐる。 

ボ "ク 元帥 Qi する中央 軍方 Ig は、 E 下屋次 ssi 慧中 M つて、その中央部 
S モ K クワ街道上 C ウャズマ Is し、 S はデスナ河 SI — 交 —ブリャンスク 
に肉迫中で—。 w St 義 QI は西に向つ 5 曲し、 ゴメ S — 敵の S — が、 
n ロステンからはキ K フの背面に進出の氣. ffi が兑える。 

フォン•ルンドステ，卜元帥摩下の S は、戰卓師阐四乃至六席 師團、 獨軍步兵— 約 四十 
简師 S 根幹とし、之に匈牙利、 Kn ヴキャ、伊太利、羅、— g 諸聯合 S を加へ、總計約 百 
五十萬の大軍でぁる。之に對するブジ"ンヌイ元帥错下のソ聯南 S 、 一時約二百萬の大 軍と 
なつたが、旣にウマンその他で致命的な大打擊を被り、 ド， ーエブルを 越えて退却すべく必死に 
もがいて1。キ H フはま1軍 S 手5•にぁるが、そ S 南に於て獨逸 S 旣 y 、 Tn •ヴォ 


グラ ー ド又びクリヴ オィ • B グを席捲し、今や壯大なダムと發電所のあるド-- H ブ W スト B ィ 
と、 重要な渡河點ドニ H プ n ベト B フスクに迫つてゐる。ブグ河 n の--コラ H フは旣報の如く 
獨逸：卓の手に M し、赤取は H 下ド-ーヱプルの下流に於て渡河脫出に懸命である。同河はこの J 1 J 1 
方では幅ニキロの大江となつてゐるので、渡つて逃げるにも'越えて追ふにも中々大 II である • 
若し前記のド-ーヱブ U スト卩ィの發電所とその下流約二百午 TI のニコポリのマンガン鑛山が獨 
軍の占領に：！したら、侑漭 S 亞全脰の工場は常力を#はれ、製鋼祺龙は操業不能となるのは火 
を防るょり明かである。 

ルンドステ，卜將 軍がソ聯南軍を、ブグとドーー H ブルの RJ 1 で捕捉纖滅に成功す るか、 ブジ. • 
ンヌ ィ將軍がその本隊を普 ； 4 ょく 彼岸に * JI 揚げ得る か、 その成功と不成功は本戰役の前途、殊 
にコ ーカサスの攻略作戰に非常な影灣-て商5'-ので、茲数日の輸磁が|1-:に天下分け目の關ケ敁と 
云ふところである。 

之を要するに獨逸軍の作戰 は、 豫測からは約ニケ月 M れたとは云へ、着々と , ii- *: 通りに進行 
中であつて、旣に戰役の峠を越したものと斷1 K しても何等差支がないと信ずる" 

ウクラィナ 方面の職閊 11九.*. 
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〇八月十八日 

我が南8ウクライナ Q ド- 1 H プル下流方面§走中の收敵を S つつ® S けてゐる。 

東部戰線 IQS に於ても我が軍は—戰 f 得た。空軍は夜間モスクワハ SS 及び& 
干の主要鐵进線路に攻_を加へ好結來を收めた0 

十パ=附のベルリンからの報进にょれば、證軍は敗走す る 敵を靈 乂蜜、ド-ーエブロべ 
トロウ K 夕に近いド-一ニブル河大資曲部の下流に到達し J 云ふ？蒙。^^する敵が才 
デッサから海路クリミヤ半岛へ逃出さぅとする輸送船を、空軍は g 斷なく爆解を加へ て 妨碍し 
•てゐる。オデ，サ及び同 m 附近の S は、章のグンケルゾの| を 彷彿 f のが—。 
非公式 C 報道 SS が S 士ハ萬 gf 以忐汽船荽 f れた由で—。 

スモレンスク南方では、十八日同地方に包圍されたソ聯 Is 滅戰が終了した 。I 
逸 1 EISS 退却せんとした敵の二尚師圖を全滅し、約七迄の 自動ホ、1电 、無數の對 
戰—•其の他軍•—ぜ—獲、一萬人以上のソ聯 fi とした。 U の三晶に f 激 
戰中、ソ1多—盎れて我が1 S んと_して來委、我が—に攻— 
れてこ sla 水泡」 k し、—は—へ1まれた。—からは全く脫出の—く、敵は輿 



敢に戰つたが、遂に大打辩を蒙つて嘰滅されてしまつた。 

南 ゥクラィナの 11 コラ H フ附近で、败殘のソ聯四简師四も亦哦滅されるに至つた。同地域に 
包阐された共布-軍 U 、 主として夜襲を試み、旣に獨逸軍の進出してゐる逍路を迎つて is 走し得 
ると でも思つたのか、反锐その帟回を試み反笮して來たので、砲兵の ^ 中砲.蛾を啥はせて之を 
嗞滅し、校いて步兵師阁も出動して一部は全滅、一部は柿虡にした。 

-ーコラ H フ附近で防戰中の敵の軍艦 も 亦、獨逸兵の砲火を浴びて茜しく戰阏力を失 ひ、 敵の 
一快速艇は近擊彈を受けて is ちに沈沒した。 

空軍もこの戰_に參加し大戰果を收めた。ド-一 H ブロぺ卜 h ゥスク南方では敵の飛行場を鉍 
つて、三發々ルチン爆.中機を初め地上に! -* f 機將に上补し來らんとする敵機を攻璀して、二十五 
機を炎上させた。残餘の敵機も m 傷茜しく使用 4' 可能となつた』十七 H 中敵機計九十機を破碎 
したが、內五十八機は空中戰で牮味されたものである。獨逸側は一機をも失はなかった。 

オデッサで抵抗中の赤車に對する包阐頊は、益々緊縮されつつある。迸夜 l : i ] 斷なき砲火の ； a 
擊により、同港ソ聯海軍及び商船の拟失は極めて弗大である。 


ウクラィナ方面の策間 
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〇八月十九日特別發表 

南ゥ产ラィナの追擊戰に於て、®、 M 、 匈、作聯合軍諸部隊は比類な き戰友精神を以て協|»1作 
戰に從事し、非常な函 力と 行軍 力を— した。 そ Qi ド--?ル遂に我が掌中£ 
した。攻银は引 f オデッサ市及び、尙若干の赤軍部隊が抵抗しつつ ぁるドニエブル下流の小楹 
頭陣に向つて行はれてゐる。これ等の戰 g に於て敵の戰死傷者の數は 甚大で あつた。.^マンの會 

戰に關する旣報餐字以外 S が方は、 is 、 S 八十四袖、砲 ill 十門及びそ q 他の：也 
需品無数を卤獲した。. 

H コ ラ ヱフ軍港では目下建造中の敵軍艦 數隻が 我が手に落ちた* 


三萬五千噸級戰闘艦 一隻 
一萬 asl 较巡洋艦 一隻 
駆逐艦 i 
潜水艦 二隻 


更に敵砲艦 If 架沈し、他 SIS 大 i を與へ、また多数の機關車を f 浮船渠一— 

獲した。 - 

、 

オデッサ爆擊中我が空軍は、敵大型軍隊輪送鉛九隻 に Jrf 爆彈を 命中せ .L めて行動不能に塔入^ 



重巡洋艦一隻を含む三隻の敵軍艦に損害を與へた。 

キエフ及び ntt ステン 方：曲の戰闞では、我が軍は敵に m 大な拫畨を與へた。去る八日以來この 
方面で捕へ た 俘虜一萬七千七百五十人、戰水： c 四十二輛.砲百二十三門、裝 2- 列卓一、その他多 
數の軍需資材を由摧し た。 

一 I コラヱフ軍港に^て新造中の棑水8•一萬 JI: 千噸の戰艦を無傷の依に分捕つたことは、非常 
な成功であつた。^艦は米阈の設計に基いて五年以來建造中であつて、殆ど竣工に近いもので 
ある。ゾ聯はこの外に姉妹艦二隻をク B ン K タット軍港で建造中で、その內の一隻は££に竣功 
して E 下艏裝中とのことである。レニングラードの陷落も NM の I 1 IJ に迫つた今：：：、バルト海方 
面の大型戰艦は、 H 沈か点濩かの運命に ii 舞はれるのも餘り速からぬことと考へられる。 

南ゥクラィナ戰線の赤軍の M 却は、愈々破滅的形相を M して來た。密集して退却中の赤軍は 
弗大な m 害を蒙り、^部隊は散々な H に遇つた。ド-一 H ブル下流地方では軍除を滿蔌せる列 •!•: 
數本を爆碎し、キ H フ方面の戰闘でも：！一:じく莫大な揹寄を與へた。獨逸璀は進軍の途中確に数 
千に上るソ聯戰死者を埤葬したと思しき大共问菸地と、未だ ill 葬されない数千の死屍を發 ii 
した。 • 

ゥクラィナ方面の®囲 . 三〇三 



十九日ソ聯軍はドーー H プル西岸の橋蓮を死守せんものと新繁隊を繰出したが、この戰屯 
攻犖は 全然 失敗に終り、僅に小部隊が 全滅から 免れ得たに過ぎなかった〇來部戰線の中央地1& 
に於ても、赤軍は戰本掩 S 下たが、そ Q 都度大損實受けて敗退した'， 

最近數週問の軍報道を神吵味して兑•ると、ソ聯が非常な大兵力をこの方； g に培中してゐたこ 
とが明かとなる。崖または S された戰車其 Q 他の武器の夥しい數だけでも、このことが充 
分 - J / 證される。現在までにゥクラィナで t £ 獲または破墙された敵戰 :* K は二千四百輛、大砲は三 
千七百門を下らない。赤軍は技術的に、世界笫一の裝備を有する軍隊たらんとする名^心を抱 
いてゐた。然しこれ’1§して：、叶 f の S 術的 S の—けではない。寧ろ斯 
かる近代的兵器を操縦する兵：：；の尜質にありと ff はねばならぬ。兵數上の幔勢も亦その敗述を 
どうす t とも出來なかつた。敵が疆へ投じた S が多かつただけに，铤も亦非常 S し 
かったのである。 


0八月=十日 

南 ウクライナでは 你敵 Q 手中にぁる 個々 の ド， I ユブル S 傻に對する攻粮が統行された。^^ 


快速部隊は同方•曲で絕望的に抵抗する敵と交戰して戰 -H 六十五輛を粉碎し、多数の捕虜を獲た。 

描 V 開戰ニケ 月の 戦果 

八月二十 一日獨 逸軍當局は獨ソ開戰二蔺 月を 記念して、次の如きステ ー トメントを發した。 

『我が軍がソ聯と開戰して以来、本 H を以て- , ? • くもニケ月を11した。その1!:]猫逸軍は超人的偽 
力を發揮して、その出發地點ょり l ( L 線 rc して平均六百乃至八百キ b の地點まで進出してゐる。獨 
逸軍隊は兵数及び裝備に於て遙に優勢なソ聯軍を數ケ所の大殲滅戰に於て窄破した爲に、ソ聯逛 
は«:€な軍說資材を is 菜して m 走するの止むなきに: •?. つた。殊に： rF . H に rl するのは、先にゾ聯が 
企岡した攻勢作戰の中心をなした戰小及び飛行機の喪失でぁる。現在までに入手した報齿にょれ 
ば、獨逸軍は戰水一萬四千輛、砲一萬 I'M 千門以上(対戰車砲及び高射砲を含む)、飛行機一萬一 
千機以上を、孰れも09馊乂は破壊した。また！：一:期1!:]中の捕虜の數も百二十萬人を下らぬ多 m に上 
つてゐる。從來も M 々措摘したやぅに、赤軍の死傷^数は捕虜の数倍に上るから、少くも五百萬 
以上のゾ聯軍が旣に戰§力を失つたことになつてゐる。以上の數字は長驅屮歐に^入せんとした 
赤軍の戰闘力を挫折せしめた獨逸 Hi : 隊の威力を如 Ja に示すものでぁる。 

ゥクラィナ 方面の 敢两 三〇 £ 


3 I * 11 o 六 
この二简月間內に占領した地域の： s も亦宏大なものである〇ガ ，シヤ 、ベ， サラビヤ及びド 
- I ヱプル河に5迄 S 西ゥクラィナは、若千 S 小地域を除き、我が軍の掌中に N した。内谋西 
亞及び芬るまで S X ルト沿海諸州も亦我が軍の占領する所となつた。 これ 等の地域の 谢 
さは八十七萬平方キ uy 及•ひ、獨逸本码に東西 QA 領地とボへ、、、ャ、モ ラヴ ィャ兩 保護領 拉に總 
抒府領 ( is を合はせたものょりも廣いのである。かくてソ聯は湯沿 痒の 最も 重要な 諸 
港ゥクラィナ S も產なエ龙地帶の一部を失つた譯である。而もこの地方 S りの部分も今 
や我が軍の直接#威下に { g かれるに至つたのである。 

北泳洋經 -5 にて他 q 大陸と交 f 行はんとす— ff れ$1 Q 可能性は、旣に ヵレリャ 
及びコラ半島に進出1軍 gls されて I 。獨逸—はモスクヮの ii に對して 
も徹底的打？加へ f をもつて、ソ聯は f 將來靈 SS び資材£ れ補充する 
ことは E ? あらぅ。かくの如く我が5描ぎなき議 力 S 對 確信を持ち、旣に大打嘴を蒙つ 
たソ聯堪 S する絕對 S 位を 議しつ S ソ大鋈 sf Is んだのである。 

.被部戰線の—、—が歐大陵呑つ所 S 後の武器であ—:牵—破する ことにょつて 
E 下英 K — 終麓への前 f 作りつつあるので t 。 今次大戰の第二年 e 終りに近づくに 
從ひ、1 f 自ら火 f 切？？ S 場へ— 5 S られて 行く許りで ある。』 



〇八月二十一日 

南部ウクライナで我が軍は I エブル河：1のエ業都市へルソン(<:;110220を|'1-領した。ゴメ 
ル ( CS 1101) 周邊及び北方の戰閟はソ聯軍の火收北に終つた。獨逸步兵 r:Ili _、 機械化師_、戰車 
帥^は^車と協力して、£途行取の後戰場に到逹した所の敵の步兵十七尚師_、騎兵九简師阗、 
戰車二商師阐、機械化帥!»1及び落下伞旅_二を飧滅、またて捕撺した。捕旃の數は八萬叫千人、 
由獲砲數は八百四十八門。その上戰水1 , 1叫十四輛.裝2-列木二が我が手に鉍した- 

イルメン湖とペイプス湖との中間では、赤革が ■© 强に抵抗を紛けてゐた要^噔闶2組の22依陣 
地を、數 H に: a る激戰の後脒取した。 . 

我が方はノヴゴ H ッド (Novgorod) キンギイセ，プ (Kiugiscpp) 及びナルヴ (XH) の三 
都市を^:領し、猶も勝利の進軍を技けつつある。 

空氓餡隊はオデッサ及びオチャコフょり黑海を經て脫出 a : 企 N する敵部隊、及びド-1エブル® 
曲部'|«方の敵部隊を猛堪し弗大な拟涛を與へた。また^海に於ては敵輪送船一隻六千噸を爆破し 
大型^船三隻に m 害を加へた。 

ウクライナ 方面の 職 H 1110 七 
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軍亊篇 3八 


〇八月 一一十二日 

我が軍と我が同盟軍は、東部戰線進帮ニケ月にして更に不撓不屈の戰_力を發梂し、敵地深く 
1 a 進擊を鹋枝しつつあり、今や全戰線に fi する作戰は着々進行中である。 

南 ゥクラィナ、ドー ーヱブル河右岸の ii 後の據點 にある 赤軍は、我が軍の組織的攻擎により敗退 
し、%大な死傷^ • を出しつつある。 

キエフ西北方の敵はド- - H ブル河の彼岸に退却しつつある。 

ゴメル東方地區に於ては、遁走する敵に対し追擊を枝行中である。 

レーーングラード戰線及びヱストー I ャの我が軍 K 、 尙戟闘ケ-繼 - M 進撃中である。ラドガ湖雨岸の 
芬蘭軍の攻擊は日毎に進捗4:兌せてゐる。 

連枝的に蠘滅的大打轚を蒙つた赤軍は、想像に絕する多大の戰死仿者を出した。閗戰以來我が 
方は敵兵百二十. 71'. 萬以上を捕^とし、戰私約一萬四千镧及び砲一萬五千 n を^進または破遠し 
た。ソ聯空軍は總計一萬一千二百 *: 十機を失つた。內五千六百三十三機は地上に於て破坺され、 
餘は窣中戰乂は髙射砲により擊嘩されたものである.;史に m 要なる原料及び工業地帶の占領に よ 



P 、 敵の戰爭遂打力は m 大なる 障 漭を蒙 つた。 

11戰ニヶ H [; n の戰果を右の通り獨逸側で發表すると、モスクヮでもれけて K - らず、 M じく次 
の數字を發表して之に酬いた。 

『二苘月間の獨逸犁死偎及び捕携の數は二百萬を超え、戰車八千、火砲一萬.飛行機し千を 
失つた。二简月に百一る間斷なき激戰の結果ソ聯軍は.戰死十五离、れ偎四十四茁、行方不明十 
一萬、 合計七十萬を m し、 戰#五干五 百、 大砲七千五 百、 飛行機叫千五百を喪失した。』 

英阈の發表する被笮沈船舶噸數に二を掛けたら略々 K 數に近くなるやぅに、ソ聯情報部の數 
字は少くも三倍する必要があるやぅだ。 

上 Id の報道中にある ヘルソン は、ド-|ヱステルの河口にあるゥクラィナの浓；嬰海港の 
一つで、以前は穀物秘出港として有名であつた。今 n では率ろ金&工業の中心地として m 要性* 
を持つてゐる。この地は前大戰の末期に獨逸軍に| 1 7領せられたことがあり、ノガィ曠地を經て 
クリミャ半岛の北部へ侯入する戰略上の要地である。 

ナル ヮは ペィプス湖から流れ出たナロヮ河の河 n に— 港町で、 附近には綿絲歡工場 
を初め種々の輕工業が—。ナルヮには昔から獨逸人拭住區があつた程獨逸色の霞な市街で 

ゥタラィナ方面 3 職 M 三0 力 






/Vi 、 
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軍亊篇=3 一一 0 

露西亞人 H K トニャ人等の居住區域は イヮン ゴ b ， ドと 呼ばれた。十四 ■«: 紀の初 めにはエスト 
一ーャと共に丁抹領であつたが、一三四六年から獨逸騎士阐の領有に鉍し、一五五八年旃領 とな 
つた。その後間もなく瑞典領となり、一七〇〇年十一:::三十 IFI 瑞典王ヵール十二世は この 地 
に於てビョ ートル大帝を敗つたが、一七〇叫年に露軍にょつて.'.-鉑された觭史を持つてゐる。 

ノヴゴロ ツドは イルメン湖から流れ出るゥォル ホフ 川に 臨む古蓉然 たる 都待で、人口 
は三、四萬の ii を上下してゐる 。 v ルメン 湖からニキ b 半の近か離な ので、；^々 水 はれ 
ることがある。ノヴゴ a ッドは( 1 环#尺族の一派である ヮレ ーゲル人の創 a した wr で、九 ft 紀 
には 旣に大 都# となつ てゐた 。旃西亞の胳史で有名な ルーリック 王がこの地に 都を奐めたが、 
茲では王權が榮へず、.2ゥ*チ*と呼ぶ市以_が權力を握つ て、 一三00半3；には肖山布 
ノヴゴロッドの勢力は白海までも拟がつた。同市は芬跖托 まで 水路が粉いてゐるた め、- 1 I '-く か 
ら商業が榮へ、士 i £3: に§逸や K ヵン.ティナヴィャ方 .. g Q 商人が盛んに2 を 行つ たも 
のである。本市の繁^， はモスクヮの大公には眼の上の粉でゝ一四七九年イヮン三世は之を. 1 .-^ 
して獨逸居留民を驅遂し、一五七〇年にはイヮン茁王にょつて拉奪された0それからノヴゴ卩 
，ドは衰運を f 許りで、遂に芽を吹く時が來なかつた。 ノヴゴロ r ドには® の數だけで も 
百もあつた。 ? 1在でも四十餘りが5 f つてゐる。中には市街から 五、六キロも はなれて ポツネン 


と野中に立つ てゐるも Q Q ある Q を 見ても、そ § 如何に こ S 市迄く悬んであつたかが追 
想される。寺院の中设も古く且^ gs あるのはソフィャ大伽藍で ある。 そ S 立 S く九八ハ. 
年の昔に遡り、當時木造であつたものを、一〇 W 五平から五一一年の叫に、ビッァンッの秘梁の 
手で コン スタンチくプル S ソフィャ大伽著校して M に改築したもいで、古來の1者ゃ 
諸王の F 1 I 辂2>る遺物が寺內に充ち滿ちてゐる。 

レニングラード包圍戰の序幕 

〇 八月 11十二日芬蘭軍司令部發表 

芬蘭單はレ-ーングラー ドの西北百三十 キロ、 ラドガ湖西岸のケクスホルムを »' i 領すると 共に、 
ラドガ湖 西北部 s 二 地 g で赤軍を包圍、特にソルダヴ 7 ラ S 南方で赤 S 百？八師 S 主力を 
殲滅した。 

芬蘭軍はまたヵレリャ地峽の赤軍防禦陣地を粉粹し、レニングラード北方八十キ n のキヴィホ 
フを占領し、またヴオク河上流の全地域をも占領、赤軍五简師 fs した。 

レ- K ンゲラ ir 包 M 職の序« 三一一 




三 rl 

以上の報—1に、—心备ゆるスオミの普 St ,ー ングラ1ドに向つて進出 
して来た-レーーングラ-ドから—への—は一—る。その一は ウイボルグ 3 ff 

流にウィ f イ4音してもよい)—ルシンキ5するもので、 他の一線は ラドガ湖 中 

の半島の突端にあるケクスホルム— f 部縱凝道に合流する。ケクスホルムは卜、世 
紀の1 ii れた瑞典、 is ， も出て f S 上 S ?、 I で一敗—した 
ソ置は、—レ，-ングラ1ドに向つて S せられてゐる。 I 胃には—のハンゲ(芬ソ 
1によ5聯 S 淠地)軍 fIs ウイボルダにソ聯§備兵が S が 、— S リ 
攻—けて遠 f SS してそ sgf S — ふ、 S て呑1に出て—。 

、又クブス及びてゼンブルゾの占領により、 レー- ングラ 1 ドとの 連絡を 斷 たれた赤軍の一隊 
は H スト- 1 ヤ S 一介タリン(レブル港)に押込まれて包圍された。獨逸 兵は旣にイルメン湖の 
北側ではノヴォゴてド、その南側ではワルダイ高地 S 高三二米)方面 S して—、 
その11 _|ングラ1ド、モスクワ 問 slf 管く—せられるであ t 
レ r ノグラ-ドの運命は、ソ1の一大關心事である。同市は一九一七年二月の第 i 
命により B マノ 7王朝— し、同年十月の第二2によりケレン スキ 11、 レ1ーン 
のボルシ *• ヴィ，キ 1 S を樹立した共畫酵 S であるのみならず、軍5義市として 


近年モスクワ tc 劣らぬ m : 要性を帶びて来た。軍阈主義のゾ聯は軍事工業の整備を第一の念務と 
し、人口 三百萬のレ-ーングラード市民の勞働力を總動 fl して、兵器廠は勿論自動車工業、工作 
機械工業、化學 H 業、 油脂工業、食糧エ棄等を市の周邊に集中完成したのである。 

若しレ-ーングラードが一朝獨逸軍の手に落ちたとしたら、宿無しになつて途方に暮れるもの 
はソ聯のバルチック艦隊である。同艦隊の現布勢力は明白ではないが、戰艦パリスカヤ•コン 
ムナ(二三、〇一六噸)、マラー ( 二三、六〇六噸)、オクティヤプルスカヤ•レヴォルーチヤ 
(「十月革命」二三、二五六 S の三隻は速カニ十三節•三十糖砲十二門、十二糖砲十六 rli : 
有する一九一一年進水の老朽艦である。航空母艦クラスノエ•.ツナミヤ(一二、〇 () 〇卿)は 
速力三十節、十二握砲十二門、搭載機數叫十、一九三九年起 H の山につき旣に竣工就役してゐ 
ると思ふ。其の他巡洋艦五隻、驅逐艦七十一隻、潜水艦七十隻、潜水母艦三隻、水雷敷設艦四 
隻、掃海艇十五隻があると云ふから相當の勢力である。その內スターリン運河を it ! i つて北氷洋 
へ出た小艦艇が若十ある苦である。右の外基本棑水觉三五、〇〇〇噸、四十糎砲九門、十五 M 
砲十二門を搭載するインテルナチオナール級の戰艦二隻が一九三八年七 H 起工されたと云ふか 
ら、旣に竣工に近づ V てゐるものと考へられる。若しこれを獨逸が無傷の钹^獲する2:とが出 
来たら、何ょりの戰利品である。 

レこングラード包阐戰の序 S 三こ|| 



5¢ SS 三一四 

今や ウクライナの戰線では、赤軍の大半はド - 1 K プルの彼 jp 4 'r 敗退し、キ H フ、オデッサの 
££落も時の問題である。モスクワ正面の中央戰線では赤軍は乂もや逆驭に轉じたや0だが、大 
したこともなささぅだ。そこで世界 CO 耳 F - I は〇:然レ-1ングラード攻略戰に圯中されて來た。 

この方1;|12赤^の總»]令はヴ+0シ — 8フ元帥である。彼は市尺に檄してレニングラ|ド死 
守を命じ、: W 女2市 ivi を武裝し、市内に堑褚を穿ち胸 M を設け、市街{氷 M を：嬰衆：化して獨逸羝 
に fj し抵抗： r - 期してゐるので、ワルシャウに掄4:掛けた凄烈悲慘な市悄戰が展開せられんとし 
てゐるのである。 

レ-1ングラードが早く陷落すれば、赤軍の ItM を沮喪させる精神的の打锥のみならず、戰略 
的にもモスクワの防贺を不可能にするものである。併し後方との連絡を斷たれては兵糧攻にな 
る惧が多分にある。人 n 稠密な大都#ほど防衛が困難な事は說明を要しない〇ソ聯の ii 尚^-帥 
部は、如何な〇神謀奇策を以てこの危锊に打 Ms せんとするか. Jf £ に ii ものである • 

〇八月||十111日 

東部戰線の我が作戰は豫定 M . o . 進捗中である。 


〇八月二十四 E 

我が軍の諸部^はウクライナに於て、敵の頑强に守化してゐだチ*ルカッシーのドニエブル河 
橋頭堡を弈取した。キ H フ沔北方では敗敵に對する追^は K-I ヱブルに辻し、 A'ifc rrd 河を越えて 
锻枝されつつある‘ 

我が軍はイルメン湖南方で ^ 力 7 r 敵丘ハカを. 根 破し、之をラワット河彼设に唞返し、一萬人 以上 
の 敵兵 5: 拙虡 とし、 夥しい軍事资村を 04 狻 した。 

H スト--ヤにて戰 S 中の諸部隊は、レヴアルに向つて集中攻轵を ra 始してゐる。 

ラドガ湖咖ほに於て特に猛烈に行はれてゐる芬蘭：牵諸部較の攻撃は著しき迆境を示して來た。 


〇八月二十五日 

東部戰線の我が作戰は到る處 « ei 調に進行中である • 

w m y グラード包阐載の序幕 三 一五 


對ソ戰笫三 ヶ月目を 迎へて、ベルリンの某軍事通は、复部戰 線の現狀に？左の如く評論し 

てゐる 。 i 

r 最近 s 戰闞の成果は、 我が軍が豊饒な ド- ー エ ブル 河の中流及び下流を確保した事にあつた。 
同地方を確保した後 sf s、.i H ブル S 曲 部を 鐘 f して SS 新作§ある。 

次にキエフ、ゴメル間の地域に残存する强力なソ聯部隊の柿捉を 目枋として、 ルンドステ， 
卜集 2 S 軍の左翼とフォン•ボック集團軍の右翼とによつて遂行せられんとする j 大作戰が、く 
つきりと泛び上つて來る。^またバルト沿^:のソ聯海軍基地レブルに對する笫三作戰が 明確に 
Is められるのである。』 

以上の槪評を兑ても、獨逸の作戦が今次も亦如何に机織的に遂行されてゐるかを明瞭に認識 
することが出來る。之に反してソ聯側の作戰は、徒に iK 亂を極め絕望的な 防禦戰 を行つ てゐる 
たけで何等大規校の統帥計®に基く反保作戰が認められない。 ソ聯は 歐溪に 於ける廣大な 也 
域を rv ;- 用して、如何找にも返却戰を行ふ便立があるにも拘らず、目下の is . 却狀 勢では、 m 要な 
生産及び行政地域を獨逸軍の手に委ねねばならぬと云ふことは、®:大な趑義を打つものであ 
气これらの甫：要な地域を喪失しては磬戰喷を S に繼32丁ることは頗る困難となるであら 
ぅ。假令英米から S 助が行はれるとしても、米 ㈣ からの對ソ補給路は遠阳離で ある 爲、 ゥク 


ラィナ、キ5、 KiK ク i 51 i び nil、i 

蒙つた生產 設備に對す s 大な s を 補充し s いことは明かで- s 。 •，そ i 5 

西部 戰 線に於け る英 N 側の所 1 制攻勢に於ても、英闷は自ら 1を. k けね .V 

かつた 0 .——の開始以来一昨日—(六竺十 i ょり八月二十三—叩に於て、 
英空軍 S ■は千 W 十四機 S . S 及び、英爲は1材*^失つた2ならす、充分な 
敎育を施した1つたと5大痛手|った SI 。 S 機及び—機 S — 
S 大損失を1ことは S 1 气— . SG 期罡於け111十七 
機に 過ぎす、獨空軍の岛越さが又もや明かに證明せられた譯である'*かくて獨空策'*31淨線 
の大 1 S 定的 S 力すると同時に、 S 戰蹩於ても英 S に對して大打擊を與へたので 


〇八月 二十六日 

東部 全戰線の作戰は有利に且計茶通り進行中である。 


レ-1ングラ — Kawe の序^ 


三一七 



0 窃 


三一八 


=二 / 

同日附の特別發表によれば、 フ ォン•クライスト將軍 指揮の 獨戰車軍阐は 八月 二十 五日ド = 
0ブ|業地 S 中心地た f fnl 戰 SI — 占領した。赤軍はこ 
れによりキ H フ以南2西 ウクライナの着の 摊 f 失つたわけである。なほクライスト—の 

部下はウア i 讓以後、雲—八离三 I 十六 名、大 g 百六十 五門、— 

また槿诚ある筋より S 報によれば、ンニン グラ1ドと プスコフの中即にあるエ货都市ルガ 
U 獨灵手 sf れた。ルガ占領に— S 、 百二十個の卜11取す f いふ激 
H 交へ、地——した—？—百盟上つた。含戰嫛 1二 千—名、 
南^^1し51 S — 十四巧大砲四十八門 £んだ。 

H 一はレ rNvr ド南方約百八十キ'イルメン湖と•ヘイブス湖とから略票？ 
'り人口！一萬一一千、化學 i 及び金場 S 地として知られて ゐ•る。 


〇八月 II 十七日 

旣に特報により雲された如く • フォン •クライスト 


大將姥下の戰車軍圏のI部は、 去る 二十 


五日激戰 C , 伐ド--ヱプぺ卜 a フスクの播頭堡及び同市'5:强襲にょつて占領した。ド1 i H プル河 
n 附近及びキ H フ南方に於ても、尙同河西岸に據つて抗戰してゐた设後の敵兵の一部を白兵戰4: 
演じて轚破した。 

ヴォ5 キ H •ルキ (vclikije Luki ) の束方では •ソ聯 第二十二軍を包幽し、數 ：n に: ti る激戰 
の後之を擊滅した。我が方は敵兵三萬以上を捕虜とし、砲 il 百門を鹵獲した*敵の死偈數は茈大 
にして戰死者1»9萬以上に達した。 

ィルメン湖、芬蘭 Hlui 、 竝にレヴル附近及び芬阐戰線の我が作戰は、計 a 的且つ有效に績仃中 
である。 

空軍はキヱフ東方の敵裏阐に猛燔を加へ、モスクワ西方及びレーーングラード地區内の多数の鍅 
道•要術を^锒した。 

爆擊機編隊は芬蘭^内に於てソ聯軍隊輸送船四隻計九千噸を擊沈し、他の四抵に大損害を與へ、 
驅逐艦一隻及び小艇隊»1令艦一隻に爆彈を命中せしめ、同じくコラ半岛束方に於ても他の二隻の 
敵驅逐艦に命中彈を與へる等大戰果を舉げた • 

# 

フォン•クラィスト將 li £.3 g 下の機甲部除のド_| H ブロベト&ウスク市及び：一:市橋頭堡占領に 
レ-|ンダラー K 包澳載の 序 苺 三 一九 



Br 三一一〇 
關—報道は、マンガン鑛の產地として有名な- - n ポ I ルからサボ a ジ * (gli 

名ア レキ サンド5 スタ)—て、ドー-エブ5 h ルシンスク51 f ヱブル 

帶力獨軍2中£した¥特に2 f 有して t 。 同ソ聯 SSS て極めて重 

要—占めてゐる。•トニヱブロペトロウスクが、ウクライナとクリヴオイ•ログ帶 

黑 II ラ1びヘルソン、——,— 、及11 
市ハルコフに通—鍵道の分！ることを以てしても、如何に I な土地で—かが 
窺はれる1、•トニ H ブル河上 ysll £ ヶ所 sf 場の—が更 
にその I 性を_する。上記の如き有利な產狀態に加ふ—、黑海に注ぐどーユブ 
舟—ことが、同市及—打つて一丸としてド_一 f 7 T ツと i す 
1の所111を—ので t 。 I 一1 ii 
K 喪失は‘の1遂行にとつて他の— S 、 殊に製砲工場及び ■工場— つたと同 

-I H プロへトロウスクとサポロジ,，の中間には•五十五萬キロフ，卜の發電能力を有す芩 

1界 S 巨人とも f . へき I 大水 力—所が—。所は二— 長— 

線にょり卜、》拳5絡されて寫ドブル下流の 蠢の大都市は、何れも 最新式の 


ソ聯エ龙都市であつてモスクワ政府からも優先的に取扱はれ、その工場設備は何れも廣大な面 
積を有して I 。これ等 Qli 地域が今や獨軍 s 手 S したことは、 i 的にドネッッ盆 
地及びハルコフ地方の生産を障害することとなるのである。この兩地方が全く m 一海との連絡5: 
恋はれてしまつた不利は言ふまでもない。 

軍事的に見てドニ H プ B ベ トロ ゥスク及びサポロジ X . PJ 1 のド-ーヱプル M 锊曲部の完全 , 4領は 
n £ も東方へ進出した1狀 Is 尖端 I 味する もので、 こ8はハル5附近及 
び ドネッッ 盆地ヱ龙地帶を科诚せんとしてゐる Q みならず、クリミャ半-^と背後地叫 S 陸路連 
絡をも遮斷せんとしてゐる。この歐谣南部に於ける獨逸軍の# M 的陣形と、レ-_ングラード5: 
繞る危險狀態とにより、クレムリン宵裡のソ聯要人達が神經を異常に昂ぶらせてゐるのも成程 
と額かれる。 

本日の軍 報道にある ド- 1 H プル 河 门に 於け る 激戰と 一 5 S 、 同河口防禦 S 塞として特に 
堅间な防備が施されてゐた ベリスラゥの 攻略戰であつた。獨逸軍部隊はその攻擊に際し、步兵 
は m 砲兵の 到^ を 待たず、 la ちに防備免闽なる敵地の攻银に移り、白兵戰によりソ聯兵を陳地 
より驅逐した。この際獨軍は赤軍兵一萬五千人を捕垅とし、守備兵の殘部を輸送せんとした商 
船数隻を同港內 に. 於て^沈した。 

レ-1ングラード包 MttoiL ® 三一二 


0 八月二十八日 

東部歲線に瓦り作戰は計蠢り進行中である • 

芬 S 戰線 y 於て霖 S は、馨なる51力の下 y 5なる成功を た。 

サラ(芬蘭)東方地 g 於ては、地形の— —を2、數 H に fill へ 

〇八月 11十九日 

芬：£泛於て獨—、ソ 1 S 21 千沈し•ソ 15 に命中單ヒ 

投じた。 

电謎線のその他の■にあつ ても 作戰は迅速に 進行中で— 



0 八月二十九日特別發表 

獨逸軍は八月二十八日我が海軍と協力して難戰苦 g の後•要害堅固なるソ聯海軍基地夕9ンを 
占領した。今やこの古きハンザ同盟都市のへルマン塔上には獨逸旗が if へつてゐる。同日史に近 
代的裝備を W するバルティシィキ(通稱バルチック•ポート)の海軍莊地5:攻塒 A 領し、數千の 
柿旃及び海焊砲焱六简所の外、目測も出来ざる程の^獲" lln を獲た。またタリン軍港 1 C 於て軍隊及 
び. JU ハ器滿栽のソ聯榆送船十九隻、驅逐鉍一隻、その他の艦船九隻を镝沈し、 m 巡洋艦キー„フ及 
び軍艦五隻に東大なる損傷を與へた" 

タリンの陷落により赤軍は、 is-H スト 1 -ヤ領から完全に^盗され -r- しまつた。^ 11 HiMJ 令部 
の發表によれぱ、芬蘭軍は三十日正午ウィボルグ を . 1 .-領し たと 云ふこと である 。かくて獨逸軍 
は今やレ-1ングラード外廓五十キ a の地點に迫り、數ケ所に於て モスクワに 通ず る绒 道を 中 斬 
し束北、西、西南より之を包圍して ゐる。 

タリン はレヴ ル (weval) のこと である。タリン (Talliull) とはエス トII ヤ名で、獨 
立後 h ストニヤの- rl 府であつたが、一九四〇年ソ聯に併合せられてからは帝政時代と rnl 様、附 
.近のバルチック•ポートと共にク B ンスタットに次ぐ m 要な軍港となつた。レヴルは リガと间. 
レ-了〆グラード包阐*の序慕 三一一三 



じく獨逸色な都^:である。同市は | 九三年丁抹王ワルデマ丄二世の创建に係り、一 
三四六年證騎士 MQ 領有5し、十 f 紀 t 十五世紀 S けて〈ンザ同盟の一员として繁 
1¢した。ラトヴイヤが獨立を失つたにつれ、レヴルは一五六一年瑞典領となり、 一七5 年以 
後[^鉛となつた。 

I — ゥイボルグ I は芬蘭語ではウイ-プリとも云ひ、レ-ーングラ-ドへは百一一4 .キロの Jpf >' 離に 
在る芬 3 Q 港であつたが、ソ芬戰带の結果昨$聯領£入された。されば ウ，.ボルグの奪回 
は、邛阐人にとつては一つの雪辱の記念である。ウイボルグは rnl 名の ^ 内、 花崗岩の 丘陵 上に 
建てられた美しい街で、大小の湖水を連ねたサイ5河の 河口 § り、風光 明細な附近 一帶の 
跤光地の中心である。 

ウイボルダの奪回は益3泛非常5びと f を與へた。 t ，と了總統は f に電報を 
以て滿•虹の i 5 e 意を U チ荪蘭 rf 相に傅へた。 

次に特記すべきはド- 1 H ブロ K 卜 a イの大ダムと■所 q ソ聯にょ5破である。第一次互 
ケ年計畏 SS 峰であ t C 壯大なる■所を惜しげもなく3し去つた所に、ボルシ * ヴイ 
，キ丨の f ならぬ抗戰意識と、踩人の_|，チ H ボウ性格がありありと谋出されて ゐる。 



〇八月11十九日 

我が空軍は芬蘭！11内の V 聯運送船三隻計|萬三千噸を擊沈し、ソ聯驅遂艦一隻に ts 彈を命中5 
せた。 

東部戰線の他 S 地！ S ： に於ても我作戰は; t »: 速に進行しつつある。 


〇八月三十日 

旣に特別報道によつて發表せる如く、我が海空軍は、芬蘭！？：内に於てソ聯艦隊及び軍隊輪送船 
團に對し大損寄を與へた。敵はレヴル(タリン)其他 S 港よ〇脫出を企てたが、その際驅逐艦二 
隻海艇九隻及び哨戒艇三隻は我が機笛に«れて堪沈した。他の！一隻の驅遂艦竝に祕海艇も機 
雷により大拟俱を蒙つた■'また爆.解搀編隊は f :;] 斷なき笮襲によつてゾ聯巡泎艦一隻及び驅遂艦一！ 
隻を擊沈し、命中彈により他の驅逐鑑一一:隻及び補助巡洋艦 I 隻に拟害を與へた。敵がレヴルて於 
て軍隊及び軍.需資材拔出の爲に備へ、且多數の軍艦を以て護衞せしめた一大船隊は*我が機笛封 
銪網中に陷つた。今迄の所敵の運送船二十隻、計四蔥八千二百噸が沈沒し、八隻は我が機®の S 

レこメグラ— r 包 W 職の序幕 HII 五 


5 三，一六 

に大 Is つた。雲機隊は敵§二十 i 、 殊萬！：千#—沈、また敵給 
三十九爸■を加へ、そ SAJ れ等始舶 Q 大多数§失せ fQ と認められる程である • 


〇八月三十 i 日 

特報發表の如く兹 S ウィボルグ地； aisf 行ひ、3的 s 打 f 赤 f 與へ、三十日遂 
に问市を奪回した。又カレリャ地峡中央の芬蒙はレ- 1 ングラ_ ド方时に進傘し、爲 S 況は k 
が方に頗る有利となつた。 

ウィボルグ SS 5 洛は ソ 聯に對して相常な打供を與へた やぅ だ。 スト ッ クホルム來抵 によ L 尤、 
ソ聯は赤 f カレリャ地峡 t 引拔げた S で、芬 g は昨年三；^ソ芬平和保約に よつ て失つた 
失地を悉く恢復する ことが 出：米た と 云 ふこと でぁる。この 勝利を 機待に ソ聯と芬阳 との 
獨槐和を媒介したい と、 極めて蟲の よい 計 f 樹てたのが ワイナント駐英米阀大使で ぁるが、 
肝心の芬蘭當局がこのデマ11ウスを一拔したので、この^も一應兔 がつ ( た。 

東部戰線レ--ングラ ー ド北柬のカレリャ地峡及びラドガ湖東 痒の 戰線で は、 赤軍は所に よつ 


ては二百四十キ U も一息に引提げてしまつた。その内本格的なレ- 1 ングラード包圍攻擊が始 ± 
ることと 思ふ C 

中央軍方面では赤軍の逆襲を擊 M した位で、今の處次の作戰に對する準備中と考へられる。 
ゴメルでは森林中に賄され巧に擬裝された康大な地下要塞が發見された。ソ聯中央軍の總 »] 令 
rf ティモシ ェン n 元帥は、永くここから中央軍の戰線を指撺 して ゐた由である。 

南部ウクライナ方面では、キエフとオデッサ5-除く e -IH ブル以. W の全土は今や悉く獨逸：卓 
の制 m 下に人つた。この m 要工業地帶の喪失は、ソ聯にとつて强度の機機化を.要求する近代敕 
の遂行を•不可能ではないまでも非常に困難なものにした。旣報の如くクリヴォイ • a グの鍅 
山は獨逸軍の手に鉍したが，间鏵山は世界 Mii 質の铽錡脈を鉞し、 M 脈の幅ニキ n 乃至六キ卩 
長さ九十キ»に亙り、総缄 •¥: 八值噸と云ふ墀門家の鑑定である。而もその打が非常に良好で、 
往々七〇^の純分を含む由である。ソ聯の全製鍅龙は殆ど原料をこの地から仰ぎ、例へばツー 
ラの大砲工場、裝5-釵工場、モスクワの小銃製造所等は la ちに原料難に陷るわけである。クリ 
ヴォイ • n グの喪失は、計算では全阈拽鏔產額の六割一分に過ぎないが、實際需給關係の影^ 
は地 S 3 的關係からもつと深酷である。一|コポール地方のマンガン鯓の喪失も、鍅冶金にとつて 
は梅めて重大である。同地のマンガンの年產額は百三十萬噸で、雄西亞全阈の産額の三分の一 
レ •_ ングラ — K 包两戰の序 慕 三二 fc 


✓ …二/ 

に 上つてゐる。ソ聯の アルミ,- ウム年産 七萬キロの內、ド--エブロ發道所の電力を利用して勺 
半—萬四千 J が この 地方で產出 される。 f の if 口がウラル地方のア2 フス ク" 
5四千キ B が レ-ー ングラ I ドに 近いウォル ホフ 河 S スワンカから出る。 しかも今やこの 一 
と-一!とが失はれてしまつたので ぁる。 

f ライナ 地方には大製鐵所 三十工場が、ドンバス、ド-エブロペトロウスク、マリウ 
ポザ t シェクリヴォイ•ログの諸地方に散在して管、一九三七年の生 S は蠢八 
百八十 S (ソ聯1 ) 銷鐵 八百四士1 ( ソ聯邦 ■の 四 八％) で？ 

等の—源と人口五十萬のドニ HK トロべトロウスク、十五萬のドニヱブロジ r シンスタ、 
三十萬のサポ a ジ H 1 布のもつ機械工場—とを—せて、 f エブロ •コムピナ 
丨卜と稱してゐる。 rMIH — でも譯したらょいと思ふ。ソ1國の小麥奮 
•の二九％、ライ麥の一六％、燕麥の一五％、大麥の五五％、甜菜の八五％、蒙の六六％、玉 
蜀泰の四六％、亞麻の If 、向日薬の二 of 產するこの豊健なウクライナに、天然物資® 
と—雲力— I 與へられ、之を動かすに無蠢のドネ，ツの石炭と、出力八十—力の 
水力— f 言は、1■で I 。 f こ Is — 一 f — 

軍の領有 S したの1ら、レ-- f 卜、モスクワノルコフ等の諸ヱ—.原料共 


給の點で麻痺の狀態に陷り、ソ聯の受けた軍需品袖給上の打撃は JK に非常である。 

ブジ"ン ヌイ 將軍が幾何の兵力をド- 1 ヱブルの彼岸に撤牧し捋たかまだ判然しない が、時々 
渡河逆^を試み、また海路からも上陸を企てるなど、今猶相當に反抗力を具へ てゐる ことを 見 
ても、まだ攻轚精神の喪失とまでは行つてゐないらしい。これ等の逆襲の都度、多大の相^ を 
残して直ちに擊退されることは申すまでもない*要するに此方面の戰況は、次の攻帮前進が發 
令せられるまで今一寸一服といふ所である。 

〇九月一日 

二十六日以降我が軍は、キ H フ北方のド- IH ブル河上に於て、ソ聯の ii : 上砲艦二十七隻を飧沈 
した。 

残敵掃荡中の我が軍は、 K スト-1ヤ西！： i のハブサル港を占領した。 

八月二十八日レヴル周邊の戰鬪の結果、我が軍は赤軍捕谋一萬 一千 四百三十二名、 砲 二百九十 
三門、戰車九十一輛、裝5•列車二列車、その他多數の軍91資材を 1 M 獲した。 

我が海軍は芬蘭餺内に機 13 敷設作業を擗枝した。我が機笛掠内に六十隻 以上の 敵船舶が、盛ん 

レニングラード包阐戰の序暮 三二九 


に燃えてゐるのが望 M されを。 


證^^判 If れば、レブ111、 i 十、—一 — 
ai / SIS 部及11十二軍 S 楚喆 It 擊： f 公。旣 S 報 f 

より if 如く、敵のバルチ/_は大部分—され、海路よりご-ング7ド SI 
んとした多數の敵將兵は戰死したのである。 


〇九月一一日 


東部戮 S 我が作戰は計 i り— して— 我— ル コフ—及びモスクワ西 
けを！!效」 S 芳、我が— SI ! モフル河上 ilf i 、 他の_ 


火災を起させた0 


歐洲—璧平目に這入り、|戰の相貌|して來た。六月二±百獨ソ開 
戰以來十 1 過し、北部戰線のソ芬 S では昨 S 1 に際して奪はれ——も* { 




く奪還され、獨芬聯合軍は旣にラドガ湖の東西兩岸に沿ふて、レ- 1 ングラ I ドに向って肉迫し 
てゐる。また南方からは獨逸軍先鋒部隊の前衞は、レニーングラ—ド外廓を Hi る二十五キ ，一の 谣 
西亞帝室の離宮があったので W 名なッ >ルスコ H •セ n 今のクラスノエ•セ n に途し、攻城砲 
の射程內に入った。かくてレ-1ングラードとモスクワ竝にヴォログダを繫ぐ兩鐵道幹線は完全 
に遮斷され、徐々にしかし次第に包陶攻祭の態勢が整へられんとしてゐる〇これに對しヴォロ 
シ 1® フ元帥指揮下の赤軍百萬は、無論 M 々反荦を試みるであらぅから、この攻防戰は相當乎 
に汗を握らせることと思ふ0 

中部戰線では赤軍はゴメルに向って猛烈友逆襲を試み、その北方ではド , I H ブル河畔の！！ハ 
チ H フ、ジュ n ビンの兩市をまだ確保してゐるらしいので、 モスクワ 進轚はそぅ早念には進展 
しないやうである。 

一方南部戰線ではオデッサに對する包阐囵も次笫に縮小され、羅馬尼軍は二 H 給水路を絕つ 
たので、同市は旣に非常な鞴食難に陷ってゐ ると 云ふから、その運命は且夕に迫った と 云って 
よい。 


レ* >■ グラード包阐職の序® S 三一 



軍事 jBi 

o 九月三日 

我が軍は東部全線に亘り引技き大戰果を舉げてゐる。羅馬尼空軍は東南 戰線の 戰闘 に參加 し、 
その大戰果に與つて大いに力がぁつた。八月迄に同空軍の破壊した敵機は 四百三十三機に 上り、 
又地上部隊を掩護して大なる戰果を牧めた。 

0九月四日 

東部戰線の我が作戰は有利に枝行中でぁる • 

0九月五日 

東部戰線に於け る 我が車 S 作戰は成功裡に 逃捗してゐる • 

獨逸軍はレ- 1 ングラ ードの包圍を！！ M し r . ij « fj は旣に獨軍砲火の下に嗥され てゐ る* 

H スト-1ャの敵軍：！盜は完了した。 




例によつて 例の如く獨逸革 總 «] 令部の戰況發表が極めて短く 切 詰められて來た。その問獨逸 
軍は、 西方 クロン スタ， 卜軍港の 對岸 から 東方 ラドガ湖±で 半月形に レ-ーングラードを {5 i 闽 
し、 その最前線は： S 市より十キ n 乃至十五キ a の地點まで、肉迫してゐると傅へられる〇獨逸 
の 長 »• 離 砲は三日この 方砲轚 を開始し、市内に火災を生じたことが九十キ B を H ! てた芬 蘭 ^國 
境から眺められると云ふことである。レニングラードの守備については、西北方面軍 B 1 令* n * ヴ 
* b シー a フ元帥、レ，ーングラ ー ド 地方 共席 m 讲記鉍ジュダ ーノフ 以下計六名の^£1 から 成る 
最.； 軍事 娄 H # が組織され、 正規兵 五十萬、民兵六十萬を以て问市を死守する资悟であるが、 
近在から遊入の避難民を加へて約叩百四十萬の人口が、外界との交通を遮 斷され ては f!fl も 無く 
箱 食の缺乏で參る惧が多分にある。赤軍現在までの態度では容易に開城を ff じまいから、やが 
て凄慘な攻阐戰が展開するものと思はれる • 

〇 九月 六日 

東部に 於ける 攻勢は 我が方の 優勢裡に 進涉を 見てゐる • ， 

レ-ーングラ—ド包 («« の序寡 三三£ 


軍事 Sr 
〇九月セ日 

東部麗 C 我％作戰は—に_中で— 

〇九月八日 

ラドガ湖來方を攻帮中の芬蘭軍は、遂に スヴィル河に到 it し^ 


三三四 


レニングラ I ド包圍完了 

〇九月九日 

旣に特報にょり1せる如く •我が軍の—團は、1除の I し—下にレニ 

ングラ1ド來方に 於て、廣範阐5:りネヴァ河の線に到達した。 

ラドガ湖 St i ，セルブルダは、我が一步兵師 sf つて—せられ、之にょり 

歷のレ-一 fin た。掌 f 115 れ i 





つた。爆窄機隊 は 咋 C ： 迸夜に it り、 レー I ングラ ー ド市内多數の軍需工場及び補給 施設に猛爆を加 
へた。空眾は更にモスクワに對して夜 ( yj 空襲を行った。 


シュリュ，セルプルグ e 占領にょりレー - ングラ-ドは一切の陸上連絡を完全に遮斷され 
孤立の狀態に陷つたのである。シュリュ，セルブルダは、ラドガ湖から流れ出てレ-ーングラー 
ドを貫流して海に注ぐネヴァ河の東岸に在る人 n 五千人位の小都#で、レ,ーングラードから約 
六十キ 832 つてゐる。この地は一七〇〇年代に瑞典と涊西亞とが互に觀權を爭つた時代に觖史 
に出て來る要害の地で、ビ m 1トル大帝の命名に係るものである。シュリュッセルプルグとは 
獨逸語で錐の M と云ふ意味である。レニングラード附近にはオラ- ih ンバウムとか、ベーテル 
ホーフとか獨逸諸の都件名の多いのも、ピ 31 トル大帝の西歐文化吸收時代の名殘である。 

シュリュッセルプルグト rl 領の結果、 n 海に通ずるスターリン運河とレーーングラードとの交通 
も全く谢絕することとなつた。レ--ングラードは平時の人口三百厲、ソ聯笫二の都#でモスク 
ヮに次ぐ金^ H 業及び化^エ龙の ii も m 要な中心地である。就中会ソ聯邦兵器製造工場の半數 
はレ-1ングラードに集中してゐるので、同市と外界との陵上交通が遮斷されたことは、ソ聯國 
防軍の兵器補充に非常な障 { となる。また獨芬聯合軍の進出に作ひ、レ-ーングラード附近の水 

レ ij ングラード包 W 完了 三三 五 


軍事插 . ==六 
力 m M の源 -5: 斷たれることとなつて、同市の電力供給は非常な # M を感ずる こととなつた • 

0九月十日 t 

東部戰線に於ける我が軍の攻笮は存效裡に枝行中である • 

モスクワとスモレンスクの 中問 に位するゥャズマは、 長時間に亘る激 戰の後遂に我が軍の 攻略 
する所と なつた。 同市はモスクワに近接して ゐる許りでなく、 鐵道分岐點 としても 戰略上 m 要で 
ある。 

0九月十一日 

東部戰線の我が軍作戰は成功裡に進捗を見つつある。 

〇九月十 I 1 B 





电部 1 Q 我が作戰は、天候？良と地形 Qsy 拘ら - ff 繁義めつつ— 

軍事消息通 sy ょれば、北部於け る 獨逸軍作戰の if 1頗る ill し 
いものが ぁる。 ソ聯 軍の 抵抗 も 亦頑强 でぁり、 i の狀況は殊の外惡く、その上地. if し 
い困難を與 へるにも拘らず、獨逸 軍は絕ぇず—續 け、無數の卜1 チヵ、 野戰陣地 及び要 
寒化—數の村落4取した。赤軍防難 si は無數 sf 敷設す t とで—。 
從 つて—— • Hi 先づ f 挺して 擎 sf 處 分して、 13 戰 Is に 

獨逸側日々 Q 非公式報 fi 千人の捕虜—つたとか、 f 何今砲何門を1または由 
獲した などと t て—が、 地名— い？一向— さぬから 凡て I す f ととし t 。 


0九月十三日 

東部戰線では我が軍の攻擊は 計裹通り進拽 中である • 

レ-1ングラ1ド包明 完了 




三三七. 


軍事篇 . 三三八 

〇九月十四日 

束部戰線では我が作戰の順調なる經過に より、 新戰來獲捣への道が開けつつ ある。 

我が冇力なる兵网多数がレニングラード要塞地帶に進擊せる結果、敵の抵抗激甚なるにも拘ら 
ず 、 ng -.tr <!i ta の料環は益々橄縮せられつつある。 


〇九月十五日 

束部戰線 c 我が大攻勢は園に進抄中である。ごーングラ-ド si は、近代的耍蠢備に對 
する粘り强い岡志を以て益々厭縮されるに^つた。多數の m 戰率の掩護の下に反^し來る敵の反 
根は、凡て我が方にょつて帮破された。 * 

-レ，ーングラ ー ドは九月九日以来文字通りに獨逸軍の m 囡に陷つた。ソ聯側では諸方•曲で必死 
の抵抗を試み、多紱の m 戰本を出動させて反擊に出て來るが、まだ一度も獨軍戰線の突破に成 
功せず、攻阗圈は n 一日と緊縮されつつある。ソ聯が開戰前からレ--ングラード，に極めて强力 
な糙新式の要宠設備を施したことは確找.」あり、凡ゆる m 要地點は總てトーチカ、地雷他等に 


ょつて防備されてゐる。所之深さ—£#銮 を I ら ねて—。 赤軍の外に近在から 
逃込ん'」來た避爲|?四 S 十 S 域に 押込められ 
日夜獨逸 I れて I 。然—ソ f I り f 市读 、全部 レ-ーングラ 
1 ドの： S 霞 y 參加すると公表したから、これ^.の住民に sf ⑴すことがあ？ も 、 t 
はソ聯 $€■ であつてこちら q 知つたことではないと、獨逸 S 參つて居る。 


〇九月十六日 

ゥクラ.ノナに办て ar 諸部隊は、空軍ハ右效なる掩護の下に輿敢 なる攻擊を 以て、川棉防き ド 
-一 H フル河眾：； iss て S なるほ地，、多數の震陣地を_した。戰蟲に掩誰さ I 
たる敵 Q ■的攻？？る救： cyfi にょり、これ等 S 頭盟を潔し J 後我が軍の 

認團は、これ等爵堡 sf して、今 S 盎 5 V 勝利£く§へ S 舉 S つてゐ 

る*' 

旣£統本營ょ4別報道として發表せる如く、ィルメン湖南方地域に於て、奴近®⑻内に 
ソ聯？ 一、：^:十七、及び璧十四軍.^ら成る冇力な敵兵力は、ケラ1大發下の空軍に拨功 

レニングラ I ド—完了 1 


軍事 箱=四〇 

されたブ，シ I 大將令下の我が軍にょり微底的に打ちのめされた。敵の九简師團が完全に全滅し 
他の九個師團は共大棰まる拟窖を象つて完铒なき迄に擊破された"我が方は五萬三千名以上の抽 
麂を獲•戰車三百二十 輛 、大小各種の砲六百九十五門竝に夥しい軍需資材を南獲又は破. JSB した。 

レーーング ラー FS 前進防禦線として赤軍は、ベイブス湖とイルメン湖との間に堅! 41 な防禦 陣 
地を構築してゐたので、このトー チカ 列を抜くのに獨逸軍 は 非常な努力を要したので あつた • 
イルメン湖の南には、スタラヤ•ルッサの束にラワ ，卜 河があり、 また その 束 方には 露西亞大 
平原の唯一の高地であるワルダイ高地がある。高地と云つても檩高僅三百 十一 米位のものであ 
るが、 歐露では珍らしい山岳地方で、あの葙名なヴォルガは源をヴオルギィンスキ ー 森に 發 
し、山中の數小湖を經て恩 ii の湖と呼ばれるヴォルガ湖に人り、そこからヴォルガ河と なつて 
生れ出るのである。獨逸のブッシュ元帥軍と前記のソ聯三莳車1-八筒 師團 との遭遇戰 は、 ワル 
グイ 商地 5: 東西に 横斷 するスタラエ •ルス、 ボロゴエ間の鐵道線路に沿ふて行はれたものと 想 
はれる。獨逸北^ 總 Ml 令官 リッタ ー •フォン •レー ブ元帥 は、 五十 餘萬のソ聯正規軍を レ-ーン 
グ ラードに毡阐し了つたので、餘分の兵力を割いてレニングラ ー ドとモ.、スタワの中1:;]に在る 铽 
道交叉驛ボロゴ H 方面に進出5:命じた に 對し、赤軍にこれを 帮破 してあはょくば獨軍の後方 連 






絡を遮斷す〇意阖を以て、茲に救週間 E 且る熱戰！ V - 演じ遂に大敗を喫したので、こ Co 伶戰はモ 
スタワ攻擊の第一齣として m 要な意義を持つものである。 


0九月十七日 

東部戰線の我が軍の攻犖は楠めて大规校に Mra 中である • 


〇九月十八日 

ウクライナ戰線のド- 1 H ブル河柬方に於ける我が軍の攻勢は、問斷 /X く進涉中である。レ.，一 、〆 
. グラード設堡地帶攻擊戰に於て我が軍は大戰來を朱げ、一獨立步兵師副のみで百十九倘のトーチ 
力を恋取した。 

クリミヤ半岛水域、才**ゼル島周邊、ラドガ湖上、ウォルホフ南方及び白海に於て、我が空軍 
は輸送 f 一隻計三千噸を擊沈し、他の船舶六狻に大 mw を與へ、その大部分は沈沒せる M 込みで 
ある。空軍は份ソ聯驅逐艦一隻、潜水艦二隻、快速艇四踅を笮沈した。 


ニングラード包 W 完了 




軍事 篇 三 M 1 J 

キエフ包圍戰 

〇九月十九日 • 

我が戰ホ部隊は東部戰線南部地區に於ては坊坫见敢なる進擊を企て、某河卟に進出して1橋梁 
を占據し、强固なる一橋诹陣地を對痒に椹築した。；：一:戰水隊は：史にこ の 地點ょり功敢なる進擊を 
较け、倚完全に運旮 中の 一鍅道線路に到速した。而て问戰 -•!•: 隊は列本 多數と軌道と S : 破壊した 0 
南部戰線に於てソ聯軍は凡ゆる方法を以て我が Hi の進哦を阢止せんと、絕ぇず反幣を試みてゐ 
るが、その都度我が軍に笮返され莫大 なる 死傷各を出して ゐる。 

. - 

束部戰線に於ける獨逸軍の作戰は極めて大規校に進行中でぁると云ふ九：！：十七 II の思はせ振 
りな軍發表は、次笫に事實となつて现はれて來た> 卽ちキ H フ g 北チ：ル-1ゴフから束南に向 
つて進 Hi する獨軍部隊と、 frd 市の南方クレメンチューグから^北に向つて進幣する部隊とは、 
キエフの來方二百キ8の地點に於て敵屮連辂を完了し、キ4フの内外にぁる五軍五十箇師^約 



tmmmmmKm 


tmmmmammmMmmmm 


百 萬の 大軍が、獨 逸寶包阐 網中に 捕捉されてし まつたのでぁる。その s 何 s 圍を脫し以 
るで あらう か、遊に戰史上未 It 有の大 rT -^ to 進行中と ー ムつてよい • 


〇 九月 二十日 

旣に特別報道を以て發1く、我が軍步兵師團は讓掩護の下に數日に f 激戰の後、ド 
-1 H プル西岸のキユフを繞る强固なる要塞線を突破し、退却中の敵軍に私幣を加へて昨 E 遂に 

キ K フ布內 S 入、城頭高く獨逸 I 蠢へした。 

旣にソ聯5令部 S 亡後？2ため、 R 忠守備隊全部は武器を棄てて投降した 
同じく特報にょり發衣せられた通り、獨逸軍は十八日ハルコフ西方百二十キロのポルタヮを占 
領した U , 

海空軍の協力により我が諸部隊はリガ灣 n に位するウォルムス及びメーンの兩岛を卜 r » 负した。 
パンコフ大尉は率先部下中隊を率5」メ1ン岛より、一部敵の破$る堤防を橫ぎつ5 * セル 
島束部に達した。 S 大熨かかる☆典により、0下進抄中の才*ゼル虎領氣名和54 
地が出来たのである。 


キ H 7 包 W 載 


三四三 


空軍は昨夜オデッサ及びモスクワを^爆し Ju 。 


三四四 


HI — した。ラィヒナゥ元帥令下—がキ 

Mf 襲 f し—あつけなくこの要地を占領して 、I 
をの司令 — i て f f れ I 、焦十： illy の U 
くしまつたことが—の期—めたので—。 咕 f ? 
|キ X フ|は谣西亞都會の母と乎，„れ凼っ 

の^ i 墓" If 古 — HS 米 1 

の r ,1 ゥクラィナ 11し、風— メ 
I 卜1に I 人及び Krr 人にょつて创2らミそ > 
••で—1〇年 Hk ラブ 人に ょつ て 建 fL たと〜ふ。…と--会とである。また5 

4-八八：年？1|國1ふっ H 

yHy f し！、！ |蕭|山 f n 

h 一四年 & 大 f あつて 寺院 S 失した sg に上つた— ふの—、 

大であつた——。今日でも——寺院が八十以上ある。 その 中でもべチ^ス 





ク區の南部にある一〇五〇年アント -1 ウスにょつて剑立された僧院には、廣大な地下寺院があ 
つて多數の聖者のミーラを 躲 し、 C れが善男善女渴仰の的となつて、革命以前には毎年二十萬 
人を超ぇる巡禮參詣人があつた程*たが、今はその傲谣西亞文化博物道となつて ゐる 。金色燦然 
たる穹择を顶く ミ 〈 H ルス射院も一〇〇八年' < o 建立である。舊キヱフ區の最萵地點に趙 つて ゐ 
るウラジミール大伽藍や聖アンドレアス寺は、十八世紀の逑築ではあるが、輪典の美で有名で 
ある。キエフは一一六九年アンドレイ•ポゴルユブスキ ー 大公にょつて占領されてから露西亞 
王國の首府でなくなつ た。 一二四〇年には韃靼人の^人を蒙り、ニニニ〇年にはゲディミン大 
公部下の U トア_|ャ人に . n 領され、一五六九年には波； g 領となり、一六 五四 年 以後再び芘西亞 
. 領となつたので*^>る。 , 

近代 都市としてのキエフはモスクワ、オデ，サ、コウ H ル、ポルタワからの鐵道の交叉點で 
人 口約八十 萬、ウクライナ第|の都會 である。 B キエフ 區 とべチ H ルスク區を K く 繁華な大街 
は、 キエフ銀座とも云ふべきタレシ * チャチック街で ある 〇山手と ドニ ヱプル河岸と•の中 fin 也 
區はポドールと云ふ•キユフには制場二、オペラ、大學等が あり、 南旃文化の中心で ある 〇エ 
案と I て—は精柄: JC 場、機械製造所其他各種の工場が檠榮を極めて ゐる。 

j ポルタワ はウクライナ第一の H 業都市ハルコフの西方百二十キロに在る人口五萬内外の 

キエフ包2 三四五 



軍 市 爲 三四六 
小都#である。この地は一七〇八苹瑞典王カール十二世によって包囡されたが、之を救ふべく 
ピョ ートル 大帝は軍を進め、同年七月八 n 大いに瑞典纸 を 敗つて カール 十二世業を M へし 
た YJ * 名/ i 古戰場であ xvfnjlfis 郊外には この 偉業を紀念する爲に、瑞典陣杈各 〔合 葬堺 B 上に 
一紀念碑が社てられてゐる。 


〇九月 II 十一日特報 

才*ゼル，«の竹邑アレンスブルグ}±我が裉の强胧にょつて占領され、メーン及びオ*ゼル刚.：3 
は今や我が軍の確保する所となつた C ソ聯守備共あ干がまだ才 H ゼル岛两端に殘存してゐるが、 
その哦滅は時!!; J の問題でぁる。 

キエフ東方に展 M 中の包阐戰に於てフォン •ライヒ ナウ元帥.域下の 諸 部隊、フォン •クライス 
卜火將及びグデリアン大將麼下の機 5 •部隊は、包 lijtal 内にぁる敵の大部隊を殲滅した。現在まで 
に旣に拙祕十 VI .萬、戰車百五十71.輛•砲六百二 n . そ S 他無數 S 武器を OB 獲した。倚我が軍は殘 
存部隊を痛擊屮でぁるから、抽旃の數は莫大な數字に上るでぁらぅ。 



猶獨逸：卓事當 M は 九：：： 二十三 H キ H フ包 固に lii し 次の發表を行つ た。 

『十：：：以前 1 C デスナ、ドニ H プル兩河 llii に形成されたる包阐網は、三日目には束西の長さは 
南獨シュトゥットガルトからレーゲンスブルダに至る! fli 離に等しく、南北の Hi 離はバンベルグ 
からッーグスビッッ*(南獨の商山)に至るものに和當した。この距離はその後次笫乂短縮さ 
れ、各師團の無線速絡 CO 報齿にょれば、大包阐網内の^數'帖弱點の掃蕩は M 行された。各 nj 令 
官の地圖上の包[^網が目立つて小さくなり始め、それ等が寄り集まつて全包阐網が漸次' m 縮せ 
られる譯である。がそれも1:;]も無く次ぎ次ぎに-： i 壊しては其の度^に大婧の捕谢を出しつつあ 
る^楳である4ブジョンヌィ軍に對するこ(0也阐戰には、我が征涊十字軍に參加した芥蘭、諾 
威、 r 採、四班牙、伢太利の諸阈坊士も共に戰かつた。柬部戰線の c の大毡阐網に ii 後の ' JI 導 
をわたしたものは、獨逸戰阜諸師阇であつた。 クレメン チューグから起された作戰開始後二 U 
FL の，ノ刻、ソ聯軍の束方への逃亡に役立つとみられた锊逍及び道路の：嬰•術は、悉く我が軍の手 
に M し、ルブヌィ附近と问楳に、一般市1^の戰岡參加を以てしても、亦敵烙擊機及び戰鬪機の 
襲來シ以てしても、我が進咿':0快調を砒む事は|| , .來なかつた。我が戰啦隊は($:=豫定通れその 
1-1 的地に到涪し、機械化涉 JT : (部隊が之て-結いて包圍の鐵環を 一^强化した紡^、敁 n 十赤：11?の如 
何なる抵抗をも無效とする rc 至つた。ソ聯爆擊機の編隊は我が方鐵甜の强化を妨げんものと、 

キエフ包1¢!戰 > 三 K 七 












夜 g ド， -H ブル諸1 Qsi が、我が防— f 制 f れて、 3 SSSS 彈 
を投下し SS る他はな.4つた。 H 中强 S により 我が步兵諸霞は、 そ S 持蔻に到速 
し、後から後 t 各秘部隊が蠢に參 加し、 一步一步包 ife めつけて行つク である。』 


〇九月二十二日 

キ H フ東方 S に於て S に 分裂され、狹小の地域に押詰められた敵に對する根鵠 が、 今猶 
續行 中である。昨日の軍報道に ょり旣報 せる 如く、この間に於ける捕促及び由獲品は 夥しく 格 川 
し、殊に敵が我が包■から死物狂ひの脫出を企てるので莫大な死傷者を 出した。 

特報せる如く我が軍は见敢なる進挚にょり、オ"ゼル岛の首邑アレンスブルグを> 1 ;笛した。拉 
同島守.#隊殘兵の掃^も終了しつつある。 

二十 一日 空 S ソ聯蠢に對し S て兹 S 攻 f 敢行、夥しき1墓げた。®ち黑悔に 
於て敵巡洋艦5 .驅逐艦二隻、高射砲艦一髪び商船一盜約二萬瓦千沈し：史 S 艦二 
隻及び大型商船二隻に火災を生ぜしめた。 

ク B ン K 夕 rs 西方海上に於て我が— は、敵 S 戰艦「十朵命」號及び—洋艦「キ i 
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フ J 號に各二發、他の IF 巡详艦 lffi に四發の命中彈を與へた。 

獨——部全 f ! つて— fi した。—に在つては霧 S レ，-ングラ 
1ド近郊 Q 多數 S 8を攻略し、卜—チヵを以て^; S 化され裔市篇の载盟 S 入し 
たそ C 際：所で震及び市街戰が演じられた。他の一誌はソ雲が將に M 带5 
らんとした歷.機 f 制して—蓮を開始して敵211折せしめ、レ--ングラ1ド近 
郊の敵鼍£入した。また他の g 所に於ては多數の卜丨チヵを戰能に陷らしめ、 S 邮 
地を攻略することに成功し、その sf 出たソ聯軍を全滅した。 

，令-軍はレ- IN ダラ-ド及び他 Q 戰線 Q 戰 g を掩逃して赫々たる戰果を牧めた。爆峨機小 
編隊2 k クヮ及びレ-1ングラ-ド e 環施 fi した。靡：卜鋈機はハル r , : NS の敵 
f 款部 f W 效裡し、に防 f 公 f ミャ半袞 i , s 速絡路を德し 

■ K 空！ Sf は化方芬 g がて排水货二萬三千啦の戰艦「マラ 1.‘| 號に 爆彈を浴せ大报傷を與へた。 

同艦は方十八 H 我が投 f ょ—大 sf 蒙り、港内£航せられるの已む—に至つた 
後も命中 f 發—つた。姉 S 「十—命一號も亦多大 s-f 受け、旣に iff し 
てゐ今我が—機 SIS 中彈一一發を受け5 g 不能に g . p、f I 中に沒して立れヒ 




してゐることを確認した* 

亦蘭革は奇襲にょりスヴィル河畔の^名な大發谁所を, 1 i 領した。敵は砬後の瞬 iii ) に伺發馏所 
を爆破せんと試みたが、芬蘭將校二名が之を妨げたので、问所は使川可能の狀態に於て芬蘭軍 
の掌中に歸した。 

キェフ柬方砘谣では似网囵內赤取ぞ战滅戰が引箝兮行はれてゐる〇赤軍は必死となつて包囡 
を 突破 せんと試 孟が 何れ 41 窆終つた二一士 11 S 戰？はソ聯笫四士ハ街令せが拙保 
となつた。樞軸 Msi 軍はキエフ方-间ょり55走する赤屯を追擊しながら、 r .! 十くも荷名なるドン河 
盆也(ニバス)地方 QH 理帶 S した“地方にはソ聯 S 坑及び至業 S 大部分が集中 
してゐる。この翻に於.'^ソ聯 .1 抵抗力が著しく低下したことが E 立つて來た。—は今や 
混亂のが茂走狀態に^つてゐる。敗 wit 追稱戰では匈牙利軍隊が殊動を樹てた。匈牙利空軍ち亦 
出動し 5々たる1を收め、返却中 s ¥ 掩遵せんとしたゾ聯 SS 計？水泡 S せし 
めた。 

鱗 

廖 

0九月二十四日 

1フ包閲戰 三五一 





昨 Hi フ東方 S では更に敵兵力の他の部 I せられた。未遂存せ—は二つの 

ボッケ，卜 SS られ、我が空中1敗— slfs 亂 II る 如く B し 
出し. て—。 W れ等敵兵力1 la 尙數 Hf みで ある。 

我が i 機及び t 機 c _ はク n ン K ク，卜灣 S ソ聯2數——隻に命中— 
與へた。また—12では我—は一大發—を—した，證はまた r Z グラ 
丨ド及びモスクワの諸軍事施設に對し有效なる夜诎空襲を行つ た。 


〇九月二十五日 

我が方？ 1 方 1斷たれて if S の敵兵力 SS 1 ⑶ を、甚 k 
な1を與へて—せしめた。1 SI 中、—西南—5 ノ K 大將の戰死 
EV ' 發兑 され、そ S 僚垃にソ聯策五、第二十五軍の 司令部は全滅した" 

空軍一':昨夜モスクワの軍事施設及びツ i フ周邊の暴工場を鋈して大戰果を牧めヒ。 







〇九月二十六日 

特報にて旣に報道したる通り我が軍は、午 H フ東方に於て外部との連^ヒ遮斷せられたゾ S 
に對する殲滅戰を桉行しつつぁり、現在までに我が取2獲た捕谫の數は叫十九览ニヂ名に违し、 
尙增加する梭樣である。 

ビャリストックゝミンスクの详戰で獨軍の獲た赤軍捕谋“總數は三十二厲四千人でぁった， 
今度のキ H フ束方包阗戰では一網打盡旣に四十九厲二千人に违し、湃 U 々增えつつある。捕进 
と敵の死獲 S、 恐らく世界戰史上未曾有 C 大戰勝となる？はあ—いか。 


0九月二十七日 

特報を以て發表した如くキ K フ大會戰は終了を吿げた。我が軍は席大な戰 線に於て包阐作戰を 
行ひ.ド- 1 H ブル S 塞群を屠り、ソ聯の五 S を全滅した。敵軍の我が包麗れ得たも 
のはなかった。 

空軍及び地上部隊の爵な協力の下に遂行された我が作戰は突事にその f 奏し、捕— 

キエフ包阐戰 11 
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十六萬 il '. 千人、戰車八百八十 四輛 、砲三千ヒ百十八 門 その他無數の軍擗品を^摧义は破碎した。 
敵。 死傷は算な く、 この 戰鬪 は戰 史上前代未聞 のものでぁび、その戰果は今 r 坩大 しつつ ぁる。. 
• 空軍はッ ー ラ地帶 の軍事 H 坳及びモスクワの 軍事施設を爆擊した。 


〇九月二十九日 

獨#軍は ド-- H ブ P ぺ卜 B ウスク東北方 161で、 ソ聯三简師 $を 各方¢1ょり攻擊して之を殲滅し 
た。現在我が軍は敵兵一萬三千を拙旃 とし、 砲六十九| !, ]其他多數の軍 fnH を 南抱したことが判明 
した。沼澤地へ追込まれた敵軍の一部は多數の死傷者を出した。 

空軍 大編隊 はドン 盆地竝にモ スク ワ地區の绒道施設を 荷 效裎に爆笮した。ク n ンスタットの 水 
域で我が 軍はソ聯一巡洋艦に命中彈を浴せた。我が爆擊機は昨夜レニングラード及びモスクワの 
m 要承取 施設を爆擊した。 


〇九月三十日 








ド- 1 m プル河电方疋於て作戰遂行中の伊軍， m 部隊は、 W 力なる敵兵力を M 洛 して 數千 名の捕 虡 
を 獲た-東部戰線の北方地區では我が一步奂師團が 、九月 二十一 日ょり rHI 二 十九日に 至る HH に 頑 
强に防戰する敵陣地に對して有效なる攻擊を加へた。 この戰 g 中 我が方は敵のトーチカ ニ百十個 
所を强襲により奪取した。 

空軍諸部隊はハリコフ地方 iiic 道輸送に > fj - 效な攻幣を加へ、またレーーングラード. «.- 小方の鐵逍網 
及び A ルマン K ク锊道の諸施設に對する破垓を紐けた。 


0十月一日 

ドニエブル河以東の攻窄作戰は依然成效裡に進捗屮。ドニ H 7 *n ベト n ウスク東方で我が1機 
甲師團は、奇襲にょり數侧の敵砲兵陣地を奪取した-|..]地北方で他の一機'|»師凼は敵機'|1兵力と 
遭遇戰を演じ、ソ聯戰水八十輛の内四十. JJ . 輛を蟒破し、殘餘を敗走させた® 

我が爆笮機隊は十月一日に至る夜 laj モスクワ市内の軍事諸施設を空襲した。 

盛夏六 ij 二十二 n に 切って落された獨ソの大戰爭も三ケ月を超え、北歐の短かい秋の季節 も 
キ，包-?® 三五五 


いつしか過ぎて、今は北方では早や時々降雪を見る初冬の氣候となつた。戰線の南方、ブジ • 
ンヌィ元帥軍の主力は、午 H フ 後方の大包圍戰で獨 軍の 爲に散々に打ち破られ、第五、 第二 十 
五 軍は全滅、 他の三軍も完旖なき迄に敲きのめされ、六十六萬五千と云 ふ 莫大な捕虜を.出した 
割合に、 |£換乂は破壊された戰卓 の 數の寡なことは、ソ聯戰 車の 消耗が非常に激しく補給の 
方が!11]に合はぬ'とを如 .M に語つてゐる。獨逸側ではクレメン チュ ー グから ド- 1 H プルを渡河 
して東進した部隊の一部は、 その 左⑽で行はれた 大包阐 戰に頓着なく、 ポルタ ワを取り ハルコ 
フに 向つて猛進擊V技けてゐる 。また 左翼 の 友軍はハル n フ 、オリ ml ルの中 IU] モスクワ、ハ 
ルコフ問幹線鐵路上のクルスクを目標として進.够を開始してゐる。 

これと同時にド _1 H ブ P ベトロゥスクから運動を起した獨逸軍敏右黏は.遙にドン河 n の b 
スト フを目 檩として アゾフ海 S 北岸を東へ東へ と進擊を技け ると 共に、一枝隊を南方に 分逍し 
てクリミャ半島と本土を M ぐ狹隘なべレ n 1ブ地狹の强行通過を試みつつぁる。獨逸軍が黑海 
作戰の必要から、睽嶮な山^を背•曲防備に持つ黑海艦隊の极據地セバストポール軍港 S: 奪取し 
クリミャ半島全部を席捲するの も餘り 遠から ぬ ことと信ずる。 

北方地區ではレニングラードの攻防戰酣はでぁる。三十日ソ聯軍はラドヵ湖畔のシュリュ， 
セルブルダ束方で增按軍の陸拔げを試みたが、獨軍司令部は早く もこの 企圖を察知し敵に.大拟 







害を與へて擊退した。同日獨軍重砲 f & c はレ- 1 ング ラ， 1 ドの東 耍軍事工場を 砲擊した。帝政時代 
から有名2つたプチ n rsHS 、 現在 T H 場と5職 H 五萬人と一 S 大規校の銃砲其 
他 百般の 軍用 機材の 製造所である •また ク b ン スタ*'卜の海 至廠も 相當大仕掛のものである 
か これ等に集中砲火を浴せて次第に填滅に M しつつある。ク：ーンズタット軍港 内の 軍艦も砲 
擊を 象り、 旣 ys 一命中彈を S た ー ソ聯戰艦が、又もや若干 S 中彈を S た。 獨逸軍はま 
た オラ' I エンブルグ磬中の船舶及び港濟施設を砲擊して 多大の 棋 傷を 與 へた。 

中部戰線 Q 局地的函 y 於て、八 c ： 六：！！ から 九月二十七日£ る 期 g £5 ソ聯兵九萬 j 
千七百五十二人を捕虜にしたが、 C れ等の戰闘は言はばキエフ大包圍戰や、 今後將に來ら％ と 
するモ K タヮへ Q 總進擊 Q 小手調べと云ふべきである。それでも捕溪 Q 數は世界大戰 f ノネ ン 
ベルグ大舍戰と伯仲の問にある。その際戰？四十四輛及び砲 三百 二 門が 獨軍の手に落ちた。 

ソ聯ヵレリャ地方の首邑であるべ卜„サヴ？スタ(又の名べトロスコィ)は十月|日芬 蘭 
軍の手に落ちた。英 s 方 f は芬蘭は SS 地を恢復し盡した e で f から、. これ以上の交 
戰を止め、ソ聯と e 問に單獨嫌和を結ぶやぅにしたい。若しこれに反して 相變らず.^鼓との交 
戰を按 けるやぅなら、英國政府は芬蘭を敵國と認める 云々 の 通牒を 芬蘭政府へ送つた. 芬 蘭 屯 
がオネガ湖畔 S ぺ卜 a サヴ ti クを占領したことは、前記の英國政府通牒に對する■の答 


軍/車篇 三 五八 
へである。べ卜 H サヴォドスクは 人口 五 萬 二 千 位、 ムルマンスク、レ, I ングラ l r Rn 鐵道 上の 
要树である。芬蘭軍による：！：市 rh - 領の報迸は芬蘭に於て大歡呼を 以て 迎 へられた。 


• 〇十月11日 

束部戰線〇我が作戰は豫定通り^々進行中である。伊太利軍部隊は九月二十八：；；ょり 三十 H , に 
至る liij 、ド- 1 H ブル河束の包阐殲滅 戰に 於て 八 千以上の 敵を捕 谋 とした外、多數の死傷者を出さ 
しめた。 ヵレリャ 戰線に於て芬蘭軍は昨日、オネガ湖四岸に位する束 ヵレリャの tj 府べ卜 a スコ 
ィに對し、南方及西方ょり勇敢なる攻擊を敢行した。 

我が海空軍は對英補給路破坟戰に於て 九：：： 中、敵船六十八萬三千四百噸 を擊沈したが、 その 內 
四十五萬二千知は^水粒に依るものである。 S くて開戰以來の英商船々股の喪失 i 一千 w 百 
六萬一千噸となつた。：> 

匕ットラ—緦統の 演說 要旨 

獨逸の笫九回冬季救浒事業 gt ¥ 式に 臨場するた め 久し振にベルリンに M 還したヒ ，トラ 1 M 





統は 、九：：：！三日 午後五時三十五分シ■'ポルトバラストに於て約一時! [nrc 一旦. 0 樾逸魂兒に向つて 
放送演說を行つた。(全文政治篇にあり)こ；演說に於て總統は、歐洲大戰就中獨ン戰爭(/)見 
透については何等の示唆をも與へなかつたが、 

一、 束部戰綵 に 於て四十八時 [ is ] この 方大作戰が開始されて目下進行中であること。 

二、 赤軍の主力が旣 ml - a : 滅したこと。 . • 

三、 チャーチルー派が英國を支 fill してゐる nil は對英平和交渉の意志なきこと。 

を rr 明したが•ボ ォルシ* ビッキーの微底的棑帮*竝にソ聯との眾獨媾和の風說に關しては II 
を絨 して 何も語らな かつた。 

總統の演說中今0までの赤軍の損害につき左の戰果を發表した"それにょれば赤軍は過去十 
週|::]の交戰にょり * 

捕 虜 二百五十 萬人 、 
大 砲 二萬二 千^ • 
戰本 ，•一 萬 八 千_ 

飛行機 一萬四千五百機 
を失つた山 - e ある。この驚異的数字に比例してソ聯軍の死傷も、恐らく五百萬以上に上ると思 

キ H フ包三 i £ 九 


軍事篇 


!!:六〇 


はれる。 IHS 表に對しソ聯も S て居れず、例によつ5八百の放送を行つ た。卽ち今 a 
迄の赤軍の損害は 


戰 死 
負傷者 
行方不明 
砲 

戰 本 
飛行機 


•1十三萬人 
七十 二萬 人 
十七萬 八千 人 
八千八百門 
七 千輛 
五千三百十六機 


に過ぎず、之に反して獨逸側 の損害は 
死傷者及び捕旃 
砲 

戰 車 
飛行機 


三百萬人 
一萬三千門 
一离 I 千輛 

九千機 

でぁる！ 」 應酬したこれでは赤軍の方が戰爭に勝つ てゐ ると しか思はれない。獨逸側で初めて 
發表した獨軍の獨ソ g 戰以來八月三十 一口迄の死傷數は 




八四、三五四人 
二九二、六九〇人 
一八、九二一人 
一、五四二人 
三、九八〇人 
一、三七八人 
四〇二、八六五人 


〇十月三日 

東部戰線に於ける作戰は成功裡に繼 敁 中である。 

爆 擊機は十月三日への 夜!! ij •モスクワの軍氓施設及びハルコフ東南の軍事工場を 煤啭 して 顯著 
尨る 戰果を舉げた。 . 

ベルリン軍事當局の報道にょれぱ、昨二 n レーーングラードの赤軍は 獨逸 軍二箇師阐の戰跖に於 
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a 二 m こ tebs 。 
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て脫出を試みた。共産軍は充分なる準備砲擊の後、戰本を先頭に獨軍包闹線の突破を試みたが、 
獨軍 S 反擊を蒙り遂に不成功に終つた。昨二日獨軍砲兵はレ- 1 ングラ ー ド 施設に 粜中砲火を浴び 
せた。またクロンスタット及びオラ- 1 h ンブルグは絕えず獨逸 m 砲の砲笮を受け、その際三千噸 
級の商船一隻は大拟傷を蒙つた。 

十月三11獨逸空軍はモスクヮを空襲し、折柄份冏地に滯在中の英米ソ三阈會談出席荠も、空襲 
猝報解除迄約五時111]地下室へ避難せねばならなかつた。 

十パニ n 中獨逸秦はソ聯飛行機四十二機を破拔した。，七の內三十七機は空中に 於て 解隨 され 
餘は地上に於て破碎された。 

〇十月四日 

屯部戰線に於て目下非常に重大.な作戰が進行中でぁる • 

空軍は黑海に於て約二萬^の軍隊輸送船一隻を擊沈した〇また昨夜モスクヮ及び 

レ-1ングラ1 

ドの®:要軍事施設を爆笮し、火災が數ヶ所に起つたことを認めた。 

獨逸 海軍は芬蘭海軍と協力して芬蘭灣 (/:) 封筘作業を 枝 行した。 






〇十月五日 

柬部戰線に於ける攻轚作戰は®調に進行中である • 

南部ウクラィナに於て步兵師阁は、ベリ n I プ地域に於ける堅固に構築され且强籾に防禦せら 
れたる赤軍陣地の攻擊に防し、またド-一 H ブル河：：の m に位する半 Ja 及び黑海中の一小&を祕菡 
するに當り、.九=:二十四 H ょり二十九 n 迄の問に捕虡一萬二千入を捕へ、戰卓三十四軛、^白七 
十九門、機關铳叩 H 七十二挺を满拖した。 

，工兵隊は救命艇に乘込み、 4 S 敢にオ*ゼル^ょりアブルカ^に押渡 t 守備兵を捕獲した。 
東カレリヤに於て芬蘭嗔は成功裡に作戰を繼裱してゐ-^。 

昨夜 ハルコ フ柬南の m 要軍01工場竝にモスクワ 、レ--ングラ ードの軍事施 a を空襲した。 

0十月六日 、 

我が方の攻哦作戰は咋日更に戰见を擴 大した。レ-一、ノグラ ードの西方に於て ク B ンスクットの 

キ HV 包阐《 三六！二 


全砲1び凡 f I 砲、 Is 等 SIC 下に—®した敵——部出動準 
備中の我か部除にょり完全に成滅された。, J れがためレ-ーングラ1ドの包 g を突破せんと試みた 
ソ聯 ン， ，1攻も遂に！^し、敵は莫大な死傷者を出した。偶々上陸に成功した部隊は、 或は峨滅 さ- 
れ或は篇となつた。 兵士を滿5 鑫舶にして我が方 q 擊沈甘 fQ 數隻•蟹 S 七管含 
む戰庳二十二輛も轚碎された。 

/雲機 編隊は六日の前夜アゾフ海沿岸の架 港拉にモスクワ西方の 某 交通 要衝、 过にレニングラ 
t ド 所在の 軍事施設を 爆 笮 .して 戰果を 收めた。 

本口の軍報 涅霊軍が又 もやハル n フ及•ひ同市東南方の某大工 場に■襲を敢行した事を 

發表してゐる」 .1 ハ ル•ロフ ーはキエフに次ぐウクライナ第二の都#である許りで fe - く、南部 ^ 
西亞 Q H 業中心地として重要性を帶びて居る。ハルコフにはクリヴ ォイ •ログの鐵鑛 、ニコ •-、 
丨ルのマンガン鱗、ドネ，ツ盆地の石炭•ド-ーエブル、ドネッツ兩地方の製鐵所の 1 が f 
つて機械 H^kQ 隆盛を來したのである。同市東南方にある大軍說工場は東耍な トラクタ 1製迎 
所であり、：2時にソ聯8車が製 f れてゐた。獨逸■は東部戰線で新造ホヤ ホヤの 敵戰與 
が出動して來たのを認めた。〈ルコフ附近のトラクタ—製造工場が獨軍に占領されたら、 ソ聯 





雋 


軍は. 今後南部戰線では戰車の補充がつかなくなる。尤もウラル方面から補給を仰げぬこともな 
いが、東部戰線後方の鐵道線路が獨逸空軍のために大損害を受けつつある現狀から見て、ソ聯 
新戰車の前線への輸送は極めて制限せられることとなり、從つてソ聯單は獨軍の進擊を防ぐに 
最も重要な役割を演じてゐる武器を得るのに非常な隙害を感じるであらう。 

軍報道にもあるやうに、赤軍はベ ー テルホーフの東方へ敵前 h 陸を試みた。多分大部隊を提 
陸してレ_ーングラードの m 幽を突破する計畫であつたらうが、獨：來の反轚にょり不成功に終つ 
た。ベーテルホ！フは芬 蘭 餺に臨み、レ-ーングラードの西二十九キ B の地點にあり、レ-ーング 
ラードとの nn に電車が通じてゐる。この地は帝政時代の宏壯豪奢を極めた離 •« があるので有名 
である。 

獨逸新聞紙はクラィスト將軍指钺の戰卓軍團の武勇傅を報じてゐる。同部隊が歐洲大戰以來 
柿へた作虜の數は遂に百萬人を突破した111である"對波阳戰だけでも间戰卓部隊 ii 四十萬人の 
捕虜を得、佛蘭西及びセルビヤで1^じく四十萬人、今次の獨ソ戰では今=まで二十萬人の捕虜 
を捕へた譯である。勿論他の友車諸部隊の協力もあつたが、近代戰に於ける布力なろ戰氺跤の 
偉力とその重要性を示す何ょりの實物敎_である。 

キ H フ 包阐戰 三六 2L 


0 十月 八日 

•旣報 Q 新作戰進行中アゾフ海北方の地區に於て I 大決戰が行 はれた。獨逸軍は聯合 if 淨 
I ベて11 追した。 機械化及び戰車部 f 深く骛1 人し、そ九 
全 fl を捕保とした。軍司令 ^ はその l£LMU せを以て{令 路 し 

來部證 QS 觀作 S 計屋り議中で—。 

レニングラ-ドの西方海岸に於て W び^資 れたソ聯軍 の 上 ^ 企 isl は X も— f れた 。この 
際使川された齧 Q 大部分 S 沈され、■せる敵軍部隊は 全滅した。 

S ■夜空軍は a ストフの軍 ^? エ增拉に モスクワ、レ-1ングラードの*1--^施ル乂*你^ノヒ.- 

_ \ 

joK l *: フ | 所在の一大 トラクタ- 5 は昨夜初 is 舞はれた。 一一: 市は ドン 河 S " 
に—北 T ヵサスの— で、 人：： 三十 海人、モスクヮとバタ..— I 路 S 要交2 
であ0。同7|1 はドンバス地方のエ業地帶とクーバン及ぴドン喊野の穀位との中0|]に位し、アゾ 

フ海を粒て通 J I 要都崔、獨8“祭 icEZS —。 M 忠沿にょ 
り i は、 i 沿岸の石油產 地と i 亞本 土との S 連絡を遮斷 する ことが 出來 る。 U ストフ 

には祭 H 5 T 鎮所、ペンキ、 ガラス、製紙、 1、 金 恩、 機综の諸エ％が tc 



中部戰線の突破 

〇十月 九日特報 

ウクライナに於ける败殘ソ聯軍に對する獨軍の攻幣は今 f . J 進行中でぁる。これと時を同じぅし 
て十乃二！：：以來、屯部戰線の中央部に於て壯大なる數箇所の殲滅戰が M 開しつつぁる。ウヤズマ 
地區だけでも赤軍2數简軍が捕捉包圍され、设«十や免れ難き運命に阽つた。 

十 wun 夜レ公ングラード沔方に於ける敵の洱上陕企 ！I は、 米だ海译べ到速せざる前に失 JUC に 
S した。 

全摄の S 地に對する空®にょり S 船舶及び S 線路に大铤を與へ、多數の列ホは破® 

又は破拟を蒙ノた。 

空^は咋夜モスクワ及びレニングラードの里事上 m 要なる^施設を空襲した。 

* 

緦統本營からの發表.にょれば、伏太利、匈牙利及びスロブキヤ軍諸部隊にょり增强せられた . 
'!• 部 R 轵の突破 • 三六 L - 


. * S へ 

獨逸戰 SMIE は 、 il M ブ b べ卜 i ゥ k ク東方戰 SIMit •作 f 敢行してアゾ 
i — 進出した。そしてメリト11正—て—れた赤_九軍の迎 
路を遮断した。一方獨 i 合 S 西方から敵の追擊备行した。こ ssfs 於て機械化親衞家 
はアソフ海 S 北岸 y 沿うてベル •シヤン K クまで突進して、北方から來た機小部隊に合流」た。 
斯くて敵 C 六乃至七諸方面から取圍まれて、將£滅に瀕して ゐる.唯一つ小部分の 
敵が口 k トフに向けて—中で t が、■旣に7 rf ル i し I によ？—され 


〇十月九日 

昨日 特報を以て報道した如く、伊太利、匈牙利及び ス,，ヴ午ア軍により—れ た— 戰本 
軍は、ドー-ヱブ a ぺ卜？ K 4方の地域より アゾフ海に 向つ て 進出し、メリト f ルに於て欠 
北したソ聯退路を_した。,.；れと同時に I 及び S 尼部 f 西方より S 擊— .5 
した•この—11の快速部隊はアゾフ海岸に沿 ふてベルヂ ャンスクに突進し、北方より 南 
下した戰—連絡1げた。各—より I されて敵2ハ乃至七 箇師阁は I に瀕して 




ゐる。敗敵の残存小部隊は c K トフを：：：指して退却中。 S 親銜部隊は 之を追跡して旣にマ1 
1ポールに到達した。 

東部戰線中央地區に於ては、旣報の如く突破口より大規模の迀回戰を 誘導した。 强力な戰 4-: 部 
隊 ic より背面より攻擊を受け、赤露の三蔺軍は ブリャンスク 附近の地域に 於て將に殲滅せられん 
としてゐる 。別に ゥャズマ 附近に 於て <! i 阐せられたる 部隊と共に、 ティモシ H ンコ 元帥は サヴィ 
エ I 卜谣西亞の完全な戰闘力を 有する敁後の 軍隊を锥牲に供した。特にこの軍隊の勝利に つき 數 
週問來敵が流布した宣傳の僞进像は茲に裂けてしまつたのである。 

レ- r ノグラード西方の包困線を突破せんものと、戰車隊支援の下に試みられた企151は敵の大拟 
害となつて失敗した。この際多數のソ聯戰本が破壊された。 

空軍は東部戰線全線に H . り强大な る 編険を 以て 陸軍の作戰に協力した。敵軍の 集合地點、砲兵 
陣地、連絡線及び鐵道施設を有效に爆擊した。ハルコフ束南の軍需工場も亦 W び煺维を蒙つた。 
爆帮機は昨夜レニングラ 1 F の重要軍事施^を空襲した。 

レニングラードの包圍は益々固く、敵は/ g 々出擊を試み獨軍包圍闽 を 突破せ んともがいて ゐ 

るが、その都度多大の損害を蒙つて敗退した。また南部方面ではブジ ..ン ヌイ 軍は キヱフの東 

中部联線の突破 三六九 


軍事#! 三七〇 

方に 於て 捕 m 及び死傷合せて約 ff 萬の 損害を被りた る 外、 左翼の第 九、 第十八の兩軍はアゾ フ. 
海北岸に於て殆ど全滅の憂 B を兑た d 然るに獨りティモシ h ンコ 元帥 庵下の赤笫中央軍は赤露 
最大、最强の第一線 JE 規軍をモスクワ西正：曲に集結し、新銳部隊の增援を得て^々逆驭に轉 
じ、九月八日には Tr モレンズク束南五十キ B の H ル-ーヤを奪還し、步兵五箇師围、機械化一箇 
師團、戰車一简師團ょりなる獨逸軍部隊を潢走させたと、師團番號を列舉して之を中外に報道 
した程その優勢を誇示した。ティモシェンコ 元帥は これに勢を得てソ聯蚁强の精銳部隊をモス 
クワ、スモレンスク間の自動車專用道路上に锒結し、スモレンスクの奪回を圖ると共に、ウヤ 
ズマの西北方面に於て獨逸戰線を突破し、レ11ングラード包圍軍を牽制するため、その後方連 
絡 線を遮斷する 企 圖を藏してゐたの である。 これに對しボック 元帥 指揮の獨逸中央集團取の隙 
營 は、 約ーヶ月半塹埯内に靜まり 返つ て薄ら防禦の態勢を執り、敵を手近に牽き涪けて 隱忍自 
重、 總進擊 の下令を待つた。 この fin 隊伍を補充整頓し、出来得る限り多數の 兵力を 集中する 
外 、 If 後の 鐵道 線路を 修築し、 兵站線を 整備し、 また莫大なる 彈藥糧秣を前線近くに集稜し諸 
般の戰岡準備を 完了した •ヒ，トラー總統は十月一日 = J 兵に 吿ぐ』の布吿を發し、過去三ヶパ 
の戰果 を列舉してその 赫々たる偉動を感謝す ると 共に、本年最後 2努力と 脔_を 要望した。 こ 
の布吿に 感激した獨逸 軍は十2：二日進擊 命令一下と 共に輿 躍 敵陣に殺到し、前記 公報の 示す 如 


















く三個所に於てティモシ I ンコ軍の防禦陣地を突破し、約七、八十箇師團の大兵をゥャズマ及 
びブリャンスクの附近に於て包幽してしまつた。獨逸中央軍の兵力を蔑視して餘りにも敵陣近 
くに全兵力を集結して ゐた ティモシ*ン n 元帥は、 まんまと その術中に陷つたのである。同元 
帥が幾許の豫備軍を後方に留めてゐたか、また幾許の赤谣軍が獨軍の笊圍を脫し份るか、今の 
處想像もつかないが、戰線の庾大 さに 於ても、兵力の多 さに 於ても、恐らく本戰役に於ける空 
前絕後の大活剌が演じられて ゐる やぅである。 

獨逸政府の新聞部長ディトリヒ博士は十^九日戰線ょりベル9ンに il り、內外の新 I1H 記 斤に 
對し長 f #( 舌を 梂つ た。同博士は作戰の秘密を厳 - i 1 するため過去 一; - J 有半英米ソ三阈新聞紙 上の 
虚報 や惡宣傅に對し應酬し得ざりし苦衷 5: 述べた後、本月二 n 以來展開中の大包阐殲滅戰の現 
況を詳述し、『束部戰線に於ける戰 g はティモシエンコ軍の全滅を以て終りを吿げた。サヴィ 
H 1卜谋西亞聯邦國 に對す る戰 役は 軍事的には设：： 十 終了した と云つ てょ い。： 咕面作戰に對する 
英國の夢は覺めた。計逊的作戰行動に出で得る大部隊の兵力はソ聯には最早や存在しない』と 
意 ^軒 每として揚 1 〇した程今次の戰勝べ偉大なものであるらしい。 









〇十月十日 

アゾフ海沿岸、ブリヤンスク周邊及びゥャズマ附近に於て包囡せられた敵の兵力は、咋日禺4 
緊縮せられた。これ等の地點を超えて戰線の中央部に於て五百キ a の 幅を 以て 開鑿した 突破孔 の 
縱深を深めた • 

重要なる钱道交叉點オリョールは十月三日以来我が軍の手中にある。 

レニングラードの 西方に於て 戰車を 以て掩護せられ た 敵の出 架企 阖は擊 退された 0 
メーン 島及びオ*ゼ ル 島の戰阏 終了後取調べの 結果、 捕虜一萬 二千 五 百 三十一名、砲 •白 六十 一 
門竝に 多數の戰本 を ^ 獲した。戰闘行爲の ! UJ 敵の地 ^ 二千六百 八十 個を除去した。 

昨夜空軍はグリ ミャ 半島の飛行場、中部及び南部戰區の鐵道 施設、竝杧レ，ー ングラ ー ドの重要 
軍事設備を 爆 擊 した。 

〇十月十一日 

アゾフ海の北方に於て狭隘なる地域に彫：縮せられた敵は全滅 1 C 瀕してゐる。ソ聯第十八軍 B ] 令 
官の死體が戰場に於て發兑せられた。ブリャンスク及びゥャズマの地域に包圍せられた敵兵の- l>«r 
中部戰 «* t > 突破 三- L - 三 


軍 亊篇 . 三七四 
慕 も迅速に進涉中である。死物«ひの脫出企圖も到る處その初期に於て打破せられた。捕虜及.ひ 
由獲品 の數量は益々 增 加しつつある。レ-1ングラードの前面に於ても敵の出轚は昨日悉く水泡に 
歸した。三日間の戰闘に於て一步兵師團の受持地區のみで超重戰車二十八輛を撊座させた。 

爆擊機は昨夜モスクワ及'ひレー-ングラードの m . 要軍事設備竝に鐵逍線路を烙.擎した。 

〇十月十 II 日 
アゾフ海北岸の»0終了 

昨夕特報の通りアゾフ海北方の交載は終了した。ヤー上將 lie 下の空軍の協力の下に、歩兵 
大將マンスタイン軍、ドウミトレスク將軍の指揮する羅馬尼軍及びクライスト上將令下の戰車軍 
にょり、ソ聯第九軍及び第十八軍は全滅した。敵は死傷者多数の外捕虜六萬四千三百二十五人を 
出し、戰車百二十六輛、砲五百十九門を失つた。この戰闘に際し步兵師團竝に山嶽部隊の功績は、 
特に顯著なるものがあつた。この際前記各部隊は伊太利、ス：ーヴキヤ及び匈牙利の聯合國軍隊と 
協力した。かくてフォン•ルンドスッテット元帥指挝下の集阒軍は、総計捕虜十萬六千三百六 +* 
五人を獲、載車百二十六輛、砲六百七十二門を由獲した。 







尙特報を以て旣に報道したる如く、本初めよりソ聯：未隊に加へたる重大且哦滅的の打嘴に 
より、新なる作戰地區が構成せられた。卽ち南はアゾフ海より北はィルメン湖の南方ワルダィ髙 
地迄、約一千二百キロの幅 Mi : 持つて獨逸及び聯合軍の攻擊が進められつつぁる。ブリャンスク 
及びゥャズマの兩戰場は、旣に我が戰線の後方となつた•死物狂ひの抵抗、 M 々反覆せられた脫 
出企圖、竝に甚大な人命の犧牲に拘らず包圍囵裡の敵兵力がその悲運から免かれることは、最早 
や不可能となつた。入手した報吿では捕虜の數旣に二十萬人以上に上り、この數は刻々增加中の 
山でぁる。 

爆窄機は昨夜大成功裡に戰線中央部に於て敵縦列及ひ鍵道線路を爆擊した。*:たレニングラー 
ドの格納庫設備に有效な爆荦を行つた。 

ヒットラー總統が先週金曜： =( 十月三日)朵部戰線に於ける新作戰につき一言したとき、 
モスクワに於ても亦 P ン•トンに於ても、四十•八時! lij この方進行中の雄渾壯大なる獨逸の新攻勢 
につき何等聞知する所がなかつた。獨逸國防軍總司令部の公報も、十月七日に至り始めて一週 
間來束部戰線に於て展 nfl 中の大活劇につき、第一戰妣を發表した。これによればソ聯第九軍及 
び第十八軍は、アゾフ海北岸地區に於て、ド - -H ブ B ベトロゥスクから東方に向つて進轚した 
中部« 線 ti> 突破 三七 a 



'水車 a 三七六 
獨逸及び聯合軍のために戡底的の大打擊を蒙つたのでぁる。獨逸機械化部隊の精銳 は、 その快 
速を發揮して退却中の敵中を蓮し、その退路を遮斷すると同時に微庭的の追擊を敢けして敵 
を四離滅裂$1に陷人れた。そ Qi 第九5司令部？え全滅の f を見た のでぁ 

る。その15令蹇けが飛行機 y より f 以て脫 SS 、 如何にも1影 f 獨—事 

當局は評してゐる。笫十八軍 nj 令官の戰死は獨逸公報に よつて 認められた。 

地上部 Ri が星し ss £ 行して、獨逸 SQ 活躍も S て效果的で I 。空軍は地 
上部隊に猛して敵兵の集中地點、稼—、—、1、野1地、砲兵陣地等 1 
を以て空襲する。また si 線路、交叉點等を破壊し、租抹、彈藥、兵員等を i 中の列車 
を保擊し一」脫蠢 S しめ、幹線九を含む約3十四 s 鐵道線路 S 茶滅茶に破壤して後方との 
連絡を斷ち軍銳 " g の前線への供給を殆ど！^可能ならしめた。又敵が鐵道を捨て、#ら道％ヒ 
のを禾；=：：する傾向を認め、同じく之を爆擊した。また南部ウクライナの重要軍事工場や 
レ-1ングラード及びモスクワの軍祟施菽に堪强の雨を降らせた。 

麗第一:膂目 e 初頭に於て、 i フ東方 q 大包8によつてブ％ •ンヌイ軍の右翌ケ軍 
は全滅し、.-ハ士ハ5千人 •(/> 捕虜を出し、敵 q 損害 a 死傷者と共に SS したと推定される 
ととは SS 先刻5知 Q 通りで—。獨逸軍 S 鋒はその後ポルトワを取り〈ル n フ U 自 









り、他の一隊はド- 1 ヱプルの下流べリスラフの橋頭堡からクリミヤ半島の PB 喉部目掛けて進出 
し、 ペリ コープ地峡地方の要害を奪つて、東方 メリ トポールまで進轚、間もなく之を陷れ た。 

かくして總ての人 S 注意が東南 ウクラィナ 戰線に釘付けとなつてゐる時、フォン•ボック元 
帥は、三百萬？の大軍をこの方面に集中し、俄然幅員五百キロに苴る中部戰線の突破作戰を 
敢行した。月餘に亘る獨逸軍の不活動を弱勢のためと見くびつた赤軍は、まんまと不意打を喰 
つたのである。月初以來の總攻擊にょり三つの突破孔がソ聯軍の中央戰線に穿たれた。その一 
はグルホフ ( Gluchow ) を經て縱深二百キロの オリョ ールに連し、その二は中央部のロス ラウ 
9 ( Kcsslawl )、 H ル ーー ヤ方面から百五十キロの彼方に至るユ フノフ (JS cr-BOW) に達し、そ 
の三は 左 ®部隊にょつてビエリィ ( ajelyi ) が奪取された。そしてこれ等の突破孔から潮の如 
く進入し來る獨逸軍は巧みな旋回運動を行ひ、ソ聯軍の非常な大部隊をウヤズマとプリヤンス 
クに包圍して大殲滅戰が目下 M 開してゐるのである。運動性に乏しい赤軍が勝戰の積りで獨逸 
戰線の前面に膠着してゐたのだからたまらない。しまつたと氣附いた時には旣に遲く約 七、 八 
十箇師團に上る大軍が全く袋の S となつてしまつた。ソ聯軍は目下死物狂ひと成つてこの m 圍 
を突破せんと焦つてゐるが、その內の幾何がょ‘脫出に成功するか蓋し M . ものである。 

中部職繚。突破 三 -tt 


軍事 


三七八 


〇十月十=日 

東部戰線の作戰は計畫通り進抄中 • 

アゾフ海岸れた 1 S 中、赤軍の 一 f 追及し之—滅した。捕虜7 
百名及び砲三十三門が我が軍の手中に落ちた。 

ド- - H ブル 河東の 戰區に 於てクロアチヤ軍隊は砲火の洗禮を受けた • 

ウヤズマ S 固せられた 敵 兵 S 滅は將に終らん として ゐる。 

レ- r ノグラード前面の脫出企圖 はまたもや 擊 退された> 

本 R — 統— よりの IH よれば、 ブリャンスク及？ャズ マの—十五萬以上に上 


〇十月十四日 




昨日迄に收容したるゥャズマ及びブ .' J ャンスクの方面の捕虏は旣に三十五萬人を突破し、今猶增 
加しつつある。 

十四日への夜 1:1] 爆架機はレ-1ングラードの®要軍事設備を有效に爆轚した。 

/ 

0十月十五日 

特報を以て報道した 通り、 ゥャズマ地 K に包圍せられた敵兵力は悉く全滅した。ブリャンスク 
周邊に於て釜中の魚となつた敵兵力の解脸も絕ぇず行はれてゐる。この！ E 大命戰の捕虜は今や五 
十萬人を突破し、抿增加中である。 

東部戰開始以来牧容した赤3:の捕 m 總數は今 B 迄に三百萬人を越ぇた。 

爆擊機は十五日への夜中モスクヮの重要軍事施汶を爆轚し、諸軍需 H 場に幾多の火災を生ぜし 
めた。 

モスクヮ攻撃の開始 

モスクヮ攻擎の埔始 , 3 七九 




〇十月十六日 

束部戰線に於て戰_は、モスクワを中ること約 f B の外廊防樂陣地を繞つて行はれてゐる • 
モスクワの西南及び西北百六十キ b の地點にあるカルガ . (Kaluga) 及びカリニン (Kaliuin® 
名トゥウ * ル)は數 H 來旣に我が軍の手中にある。 

ブリャンスク及びウャズマの兩件戰は、旣報の 如く將に終了 せんとして ゐる 。ブリャンスク 七 
方の袋狀陣地内 h 閉込められた部隊は、昨日中 S 滅甘られた。同市南方の森林地帶 S 入した 

败殘兵 s 掃落—下進行中で—。敵軍戰線の大突破楚包 S 從事 した獨逸軍の主力は、 今や 
他の任務に就くべく待機してゐる。 

現在まで敵 Q 望五十六萬人を收容し、八百八十八輛£車及び四千5王二門の火砲を崖 
又は破壊した旨報齿を受けた。 

ソ聯中央 軍戰線 Q 突破とこれ S くゥヤズマ及びブリヤンスク gs 圍 戰は茲に終了に近づ 
き、獨逸の中央集阒軍の主力及び北部集團車の右 芻はモスクワ攻略に向つて菊進してゐる。本 
日の么報にょれば 、モスクワの 西北約百六十キ B の ヴォルガ河畔の 要衝カリ-1ン、 M に同じく 
西南百六十キ &の 8*;離に あるカル ガは旣 に獨逸 軍の手中に M し、その先鋒はモスクワを中心と 


して約九十キロ乃至百キ a の半徑を a く永久築城ょりなる防禦線に肉迫してゐる。然らばこの 
防御：(陣地はどこにあるか、聊かその概略を述べて見たい。 

獨逸の碩學シ * ルはその名著工業經濟論で都#成立の條件を列記した中に、大平原にあ 
つては都#は略ぼその中央に生れると記してゐるが、この原則はモスクワの場合に最もょく的 
中してゐる。外敵防禦の點では束及び南が平坦なので、蒙古襲米の際の如きは一たまりもなく 
降參して二百年餘もその制 M 下に呻吟したが、北方及西方に向つては適當の丘陵地帶が連つて 
ゐて、これに近代的裝備為せば、相當に堅闻な防 m 陣地を椹成することの出來る天然の地形 
となつてゐる。卽ちモスクワ0两方にはスモレンスク=モスクワ街道に la 角に丘陵地带が連な 
つてゐる。.標高は僅に二百五、六十米に過ぎないが、^於たる密林に蔽はれてゐる。この商地 
帶の西麓に有名なポロヂノがある C ここは一八 r 一年九月七日クッーゾフ將軍が、歩兵十一萬. 
四千人民兵一萬五千人を以て、步兵十萬、騎兵二萬八千人のナポレオン軍を迎へ犁つて勝敗^: 
せず、唯戰略的 1 C 退却した所である。赤蕗軍はこの JC 陵線に堅固な防禦陣地を築いてゐる。 

またモスクワの 北方には アレキサンド P フとクリンとの 間に rr . 陵地帶が あり、レニングラー 
ド嫌 道と道路が その 西端を貫き、モスクワ川とヴ *■ ルガと を連ねる運河が之を m * 流してゐる。 
この丘陵線もまた北方からの攻擊を防ぐに絕好の地勢である。それのみならずポロヂノ、ルシ 
. そ K クワ攻學〇開始 三八一 



ョョ S 三八一一 

■•フの線 S 北方は沼澤地帶 y なつて居り、嚴冬 Q 結氷期以外には大兵を 行るに不便でぁる。 最 

近ソ聯政府は’ワォルガの本流に大堪堤を設けて、一大時湖を作りモスクワ運河の水景調整を計 

つたので、力どーンを占領し S 逸軍 s 北方から e モスクワ進 傘 には多大の 天然及び 人工の障 
碍が横はつてゐる。 

更に 南方から S 轚£しては才力河 S が—だけである。*ルガは 旣 S 逸軍？ £ 

し，ツ i フ S — も目捷の間にあるから、との方面からの攻擊は或は意外に早く進涉 する可能 
性があるのではあるまい卜。 


〇十月十七日 

羅崔尼 M 指導者ア'\トネ K ク元帥指揮下に、軍圑長ヤ ビチ將 軍の 率 ゆる羅馬尼 軍は、小数の 
獨逸特科兵部隊及 i 軍 q 支誓得て、十：^十六 日？，サ市及 f 占領した。こ& ょり ニケ 
月以来オデッサ前面の、縱深深く蠢せられた野戰陣地に據つた頑敵に對 する苦戰が 終了した。 

戰利品は—蕭が出來ない：デ，サ力な i 中心、憂都市21及び黑 
海に於ける最大港を失つた。 


オデッサ水域に於て 513 逸空 10 :は、 rnl 市より逃走中の敵を運搬す る 楡送船を攻笮 して大戰艰を牧 
めた。空軍は全彈の命中により商船六隻約三萬呦を犖沈し、大船八隻を拟傷したる他、ソ聯快速 
艇一隻を破壊した。 

アゾフ海とドネ，ツ市との中間に於て敗敵の追擊は、獨逸、伙太利、匈牙利、スロヴキアの軍 
味によつて繼技中でぁる。 

束部戰線の北段地區に於て西班牙遂功軍が戰闘 fc 參加した。其他 41 部の作戰は 順調に 進行 中。 
空軍は昨日竝に昨夜モスクワの m 要軍事施設を空襲した。 また十七 日の 夜、 更にレーーング ラー 
ド1:爆架した。 

0十月十八日 

柬部戰線の攻轚作戰は計畫通り進涉中。爆擊機は口中 A ルマンスタの港^施設竝にモスタワ市 
內及び市外の重要軍事設備5:爆轚した。昨夜も亦モスクワ及びレニングラードの給養機關を空襲. 

した。 

そスタ'7攻擊3開始 三八= 



箪 布 苡 


三八四 


0十月十九日 

アゾフ海とドン河盆地と Q 中問 sy 於ける芳 S は有效里渉中。 

111 iif ガン a グ市(アゾ —II —した。 
クリミヤ半岛上のソ聯飛行場を燔擊す0 

しを以て發表したる通〇、ブリヤンスク、ウヤズマ—戰は我が軍の勝利を以て終了 

、フオン•ボ/ 1揮下の獨逸—は、ケッセルリンク元帥令下の空！緊密な協同の下 
に歩兵六十—、璧ハ六 S 、 戰卓師圈七、繁—ハょり成るティモシ f 元— 
下のソ聯軍八ケ軍を哦滅した〇戰 g 地域の掃蕩も終了した， 

11 is — び— I 、其— 111 

四十一桶、砲五千 S 九士ハ門に增加した。其他晶し難き程の各種1資材—た 
は矿坊た。敵の死傷は 1 常に慘■るものでぁつた。フオン•クル1ゲ1、フオン • 
ワィクス上將及びシュトラウス上將の軍は、グデリアン上1びライ 戰 
軍と共5作戰—5 加した。 ® - r/if 


〇十月 II 十日 • 

東部戰線の南段に於て獨逸、伊太利、匈牙利、 KB -/ キヤの諸師團は、ドン河盆地の工業地帶 
に向つて絕えず前進中である。 

戰線の他の地區に於ても作戰は同じく有利に進涉中。 . 

空軍は東部全線に苴り饯道線路及び交通掸關に對し效力ある攻擊を加へた。 

最近の戰況を槪觀するに、東部戰線 S 南段最右翼の行動の特殊性がくつきりと浮び上つて來 
る。これ迄 (- J 獨逸軍の戰術は强力た戰卑隊を放つて敵の戰線を突破し、巧妙な迂回戰術により 
敵の大部隊を包阗哦滅したのであるが、メリトポールの戰ではこれ迄の tjt ; lj 戰術と少しく趣を 
異にし、專ら正面攻擊により敵の第九軍に哦滅的の大打擊を與へたのである。獨逸、伊太利、 
匈牙利、 Kn ブキヤの諸軍より成る聯合反共十字軍は、此處で久し振りに窀隼戰を發揮し、 ア 
ゾフ海の北岸に沿ふて驀進、ベルジャンスク、マリウポールを陷れ、ドン河口の要衝 B ストフ 
に向？前進を技けて t 。 nK 卜 7 とメリトポ丄離 S 線で f 四十キ n 、 オデッサ 
からは七百キロ離れてゐる〇卽ち東京と下關との距離に略比敵す る。 メリトポールで僅に全滅 

モスク！ s 攻擊の 開蛤 三八五 




T — 44 

=\山、 

H かれた1び第十八軍 g —、 東—向？—したの k し 

:\-—1:とメリト f ルの中間約 I 十午口の東—ヘルジャン 
1111 S つ ii して」—。11 B 'スト 
フ迄の—は I 十 tf I この T 力1る1 
ネ，ツエ着帶の中心スタリノがこの次の獨—進 出の I でぁる。 - f 道の要—に卜 
旣^ Tii— ヤ if ヤンス 1 の唐 | I、 f 

モスクワ1て—し十— 1に 達し、 i レンスク—*^ 
方 二？—、站基地に成下つてし まつた 位、快調の—— けたので t 。 f 後 
hMt I 十 T1I —、 ァ 

1ボロヂノの東モ•シャイスク1にのカマ rwh ツからモスクワ街道上の古 
來るので—。 . 遙力に力-ニン—んて11るととが出 


0 十月二十一日 

獨逸及び伊太利軍部隊は昨日、ドネ，ッエ業地帶に於ける®•要軍事産業の中心地スタリノ周邊 
の地區を奪取した。同市は山嶽兵が占領した。 M 市の一大工場の上に獨逸軍旗が飜つてゐる。ブ 
J ヤンスク東方の戰埸掃菡の際、ソ聯第五十軍司令官サヴイエート最高委員べ卜一ーフ將軍は多數 
の幕僚と共に戰死した。 

爆擊 機はモスクワ及びレ！！ングラードの最重耍施設を爆擊した。 


スタリノ はドネ，ッ盆地最大の工業都市である。もとュシウカと呼ばれた地で、一九三 
九年の國勢調査によれぱ人口四六一、三九五人あつたが、今日では五十萬を超えて ゐると 思は 
れる。スタリノはドネ，ッ炭田地方の化學工業及び金屬工業の中心で あり、 多数の軍事工場 も 
あって南露經濟上の要地である。 


〇十月11十一日特別發表 

モスク *7 攻學の開始 三八- fc • 



軍事 


ダゲ岛 ( Dagoe ) は占領された。 こ rte •ヽ * 
域—^^。琴.; f は悉く—軍の手爲し•全バルト海 

y sl $ 岳— 51 は、— 和 

擊退してし：:^:晶 SIg より敵—島より 

l!f ㈣ p 

•薄本 n 總統本營から左記の發表が ぁつた。 

1 IIH ㈣ 1?””の i — し 、 f II 線 

? k 破 ! r / 報;1:ょ！の置^ 

II と協力して、，. レメくベイ.、}4 . ブ f の f I 、ケラ*-—令下の 
f 遮斷し、 K II <' n;u fi,fr〆 — 

if—lu th PI ——。 

岸に向つて進出した。レブル及びべ ルナウ 4 卜— 4 t てヘイフス湖より— 

II はべイブ 

バルト— SSI 、 進，-ングラ~ド — SI — 軍す—となつ た。 
海！-,領の f f ル—大—下の海軍兵力は極めて——。つ^ 





部陕の輸送以外に海軍は、深く芬蘭灣内に突入して、ゾ聯海軍にょる側面攻擊の危險を除いた。 
それのみならず海軍はバルト海諸島周邊の機雷を除去し、敵の陸地要塞を砲擊した。東方側•曲か 
らの脅成を常に感じながらブッシュ將軍の軍の本隊は、ホ*•ブナー將軍令下の戰車軍と共に北方 
に热つた。非常なる難戰苦闘の後•イルメン湖とベイブス湖との間に位する资蒼たる森林及び ra 
地にあるソ聯陣地を突破した。この際五千以上のトーチカを接戰に ょ. り拔かねばならなかつた。 
镝レニングラ.-ド周囡の要寒線攻擊に移るまでに、幾多の激戰を交へてソ聯兵力を擊破せねばな 
らたかつた。イルメン湖(/)阐側に於て反擊に出て、レ-|ングラードの包圍を妨寄せんとしたソ聯 
の企 1st は總て水泡に鉍した。男爵フォン•リヒトホーフ * ン及びフ X ルスター兩將軍•域下の空軍 
掩護の下にフォン•レーブ元帥の集團軍竝に武裝親銜部隊は、總司令部八月八日附の報 - S - 以後、 
捕虜三十萬人を獲、タンク千 / L ' ff 八十一輛•竝に砲四千六十三門を破壊又は鹵继した。これ等の 
戰闘行爲の最菜要目的はレニングラードの位阐であつて、ソ梆軍の絕望的反擊に枸らず之を達成 
することに成功した。この集阐軍の主要部隊及びケラ I 將軍指揮 下の 空軍部隊は、先日 來旣に 東 
部戰線の他方面に向けられた 。 J 


モスクワ攻學の開始 111八九 


承事篇 

〇十月二十二日 


三九〇 


ク雾。 

%報を以55念^^<、〇含霊会つた.ミ 

諸.^. f 獨逸の 手中に落ち、 全 バルト海面ょり 敵を I して^つ1。 り バルト海 

, 11 —^^ 

中に落ち、海—偶所—？た の w 捕—が我が軍の手 

—㈣ P1P 縛 ^ 


〇十月 II 十三日 


我 _ に 0001 は地 ffiili 

クを f 广十キロ s 地 f で進出した。 



モスクワは昨夜もまた燒夷彈及び燿彈の攻擊を蒙つた • 

昨日で獨ソ開戰以來四ヶ月目を經過した。この間獨逸は約百五十萬キロ平方の土地を占領し 
た。この地域にはソ聯邦全人口の三分の一に當る六千五百萬の人口が住んでゐる。ソ聯邦内の 
都#は八十一市、その人口總數は二千七百四十萬人であるが、その內十七市人口五百七十萬が 
獨逸の占領下に這入つた譯である。この外十市總人口一千萬の都#が將に獨軍の手に落ちんと 
してゐる。この內には人口四百三十离のモスクワ、三百二十离のレ II ングラード、五十萬の B 
ストフがある。 


〇十月一一十四日 

東部戰線に於ける攻锒と追擊は依然として较行中である。柬部戰線北段に於て西班牙の『藍色 
師阐』 は、ソ聯兵の 出擊を擊 退する際敵に多大の«寄を與へ、數百の捕旃を獲た。 

空很はク9ミヤ水域に於て 六千噸 級のソ聯汽船を沈め、 モスクワに 爆彈及び燒夷彈を落した。 

モスク *7 攻撃 Q 開始 三九1 



I 


軍車篇 


4J i 0 

十月二十 I 日— た開戰四—目の し卜一 • 

: PIH 

むにつれてそり改企 . ： . 五 S } 虜趙數五十萬を報じたが、戰場の 清掃が進 

I び—ハ简 sf れてしまっ U 。 I 七箇帥 ㈣ 、戰单七 

百キ'モスク f 百六十”^進—十—にはスモレン—— 
を占據し、他の If 同日カルガ ( K /、〕クラ i 鐵1路上のカリ r〆 (舊名トウ*ル) 

北二 —ltif ヤ！ 

の一部— t 。 —1! — ——陣地 



これと劣らぬ迅速果敢な 熱戰 が、南方でも同じくアゾフ海の 東北 海岸で展開され、出 荸地黏 
から三百キ a を疾驅して十月九日にはマリウポ ール 港を占領し、十月 十九日にはタガンログ客 
を取り、更に 二十 一日一^要な工業 地スタリノ $:占領し*尙も IZ ス トフ方面に向つて皮 ^を 追 
架中である。 


〇十月二十五日 

特報を以て發表した通り、十月二十四日〈ル n フは我が軍にょつて占領された。 かくて ゾ聯邦 
の最も重要な軍'兼工業及び經濟中心の一つが、獨逸軍の手に落ちたのである。また同 U 獨逸兵は 
ハルコフの東北七十五キロにある交通の要衝べルゴロッドを占領した。 

燔轚機の夜はモスクヮの軍事施設拉に軍5業に向つて行はれた。 

〇十月一 I 十六日 

ドネ，ツ地方の rK 據は- JI 技き進行中である。戰線の他の地區に於ても攻擊は按いてゐる。 

そスタヮ攻擎の開始 三1三 

R»y*lnl?nl..gi. ilrg.ga- 



三九四 


謹—ドネ，ッ、ド—、 i ヮ11?ルヒ - 1に於 
て敵兵 SK 、 陣地及び輸_爲し多大 Q 導を與へた。 

モスクワ夜 RJJ 空 » t /) 際 クレムリンに 命中 彈を投下した。 

極北に於て —、 i マン K ク—線路の一部分及びコラ半島の慕營—拔 した。 


〇 十月一 I 十七日 

天候の不登拘らず 東部戰 S 攻擊作 S 進行しつつある。 

♦ I 地に於け— S — 阻止11の企 gl によつて破られた。 
敵は多大 S 害—つて I され、數1 Qil 等の1軍の手 S ねち 


〇 十月 二十八日 • 

ドネッ1地に於け S 敵 Q — 爲行中。 I は昨5レマトルス カヤ— 領し た。 こ 
れ にょりソ聯运大 Qsif 失つ た？—。 右の 外多數の I 工業都市は匈牙利兵に 



よつて, , J 領せられた • 

南部戰線に於ても作戰は進行中である • 


クリミヤ半島の攻略 

〇十月二十九3 

旣に特報を以て報じたる如く、步兵師阒は空軍部隊と協力して、頑强なる戰鬩の後ク y ミヤ半 
鳥への入口を奪取した。十月十八日ょり二十八日に a り、敵の堅固に構築した防禦陣地を突破す 
る際、總計一萬五千七百人の捕虜と戰本十三輛•砲百九門及び多數の軍需品を由獲又は破壞し、 
更に敗敵を追跡中である。 

羅馬尼軍はアゾフ海 S 北岸近く羅列せ，る^嶼を取〇敵を驅逐した。 

ドネ，ツ盆地に於て聯八口軍は敗退する敵を有效に追擊中である。 

戰線北段に於て西班牙の藍色師團は、迀冋戰にょり多數の村落を奪取し、多数1-)柿 m を獲次 • 
タリミャ半 ft の 攻咯 三九..ょ 


起1 ry 禅 1 は 一 r もモスク ii 夷—下した。 Ml 大— 
?龙尙レ_|ングラ，.ドに對しても空襲が行はれた。 

* 

る。軍は1011ょいょ flf 掛つ—ぁ 

^ ^ : r ^1— 

n ? れたあのクリミヤ戰争で f f 
後ソ聯の— i 、 悉くこのセバスト f レへ f i エフ— 
妨害—、—— きトラ… i んて 1111 
めには、 どぅしても先づセバスト. ■ I ヵサスの油田地方—計 f 實行す— 
11?— . if "、11無しにして之——滅す 

地圖でご 艺 通り、 嘗、ャ半含 幅 五 乃至七キロの細 S •へレコ 
rut 。 ニノ —の—於て、土耳！…———、こ K 
1。 感— I、II 一—? 11 し—ので 
1 ik f |堅固|陣地參て、 獨—ク 11 防い 

だ ill 軍 i 兵.11前—し —。I い 


クリミ ヤ半島 c 南方はヤイ ラ •ダグ山脈が北方の寒風を遮ぎるので、南向きの 海岸線は氣候 
が溫和で半熱帶植物が繁茂し、オレンジの花吹き、密批 S り葡菊が實り、醫亞唯一の議 
地であるが、その北側は平担袭原で、冬季は非常に寒く牧畜以外には 適しない。 アゾ フ® ょ 
十一月末には結氷する。钱道はモスクワからの線が一本—だけで、气ハ スト f ル どまりで 
ある。途中から支繋分岐して f 走り、半島—の ケル ts して—。半§首 邑をシ 
ンフ X.B ポ ールと ームひヤイラ山脈の北側に あり 土 If 古領時代からの 舊都である。 クリミ ヤ K 
はこれぞと言ふ產物もないが、蜮湖が 多い ので 天日 鹽が年產 四、五十萬噸ある。尤も近年ケル 
チユ半&で鐵鋳石が發掘され、次第に產額を增 して 來た やぅ だ。 

〇十月三十日 

クリミ ャ S の獨逸軍は 絕 えず敗 敵を 追擊中。その際•史 に數千の捕谋と華の砲を獲た* 

ドネ ッツ盆地の敵軍追擊に當り獨軍拉に聯合軍は、 廣 正面を以て ドネッツ河 上流に到^した。 

イルメン湖及びラドガ湖中間の攻犖作戰中、戰率 隊は果敢なる奇襲にょり 敵の装甲 列 本を^ ひ 
多數の捕湛を獲た。 

クリミャ牛岛の攻格 


，本砠ほ I 
軍の最3兵は W 效に i _ r \ グラ..ドの f 施設を砲撃した。また モスクワ及びレ _ーング ラ- 
-に對し有效な夜間空襲を行つ た。 


0十月=十一日 

獨逸軍及び—尼軍にょり激しく sfc - ff つつあ？、ャ半島內の敵兵は、 倉皇とし5 
走中である。とれにょり、 S ン•マンス タィン 步兵大將麽下軍の步兵師 f . ブル1グ パィル 
中將令下 i 軍 f S 同作戰に|、 I 盟 f 困 S りし突蠢 SI .21 る。 

ド t ッ盆地に於ても獨—及び1、敗敵を盛んに追跡しつつある。ヒーング T ドの 
包1は、敵 Q 數度 S 突破 f f しめた。 S 1 レ r ^ T ド5事上 
重要な設備を砲擊して、そ Q 效果を認めることが出來た。 

東部戰線の共の他の地區に於ても、作戰は極めて順調に進涉中で ある。 

S 水域 S て—— T . i ャ5ヶル ts 港—備を—し、商船 i 一 萬三 


cr 十一月一日 

クリミヤ半岛に於て獨逸軍及び8尼軍は絕 えず敗敵を追擊中。 

ドネ，ツ iy 於ては—所に於て—，ツ河— 河した。 

U 戰線の北段、ウォルホフ？ f ) の西方に於て—聯隊は、 白兵戰を演じて— 
構势せる敵 Q 齡一;線を突破し、 卜 ...チカ 五 百 三十三筒を奪取した。 

レ_ーングラ-ド包 I に—、ネヴ河を渡らんとす SS 次の企—斥けた。 
f 空軍はクリミヤ半島に於て有—敵の後方丘—擊して f の計し、またソ 

1大 I た iil I 沈め、1び大運證管 S 

TL 

その他の空襲はモスクワに向つて行 はれヒ。 


〇十一月 If 日 

クリミャに於ける勝利—じて我が f 、 して I 。旣 sf 以て發表し 


軍亊篇 woo 

た通り、我が1要以てヤィラ山脈 2 北 si した。麗聯合 S 昨日クリミヤ s 首都シ 
ンフ * B ポ—ルを取り、セバストポールに向つて史に進单中で ある。 

ドネッツ盆地に於て獨逸及び伊太利軍隊は、惡路を R して敵の抵抗を 排除しつつ 工業地域の.4 
領を枝けた。 

レ-- ングラ ー ドの 前面では、又もや渡河を 試みた る 敵に m 寄を 與 へて之を擊退した。レニング 
ラ： ド及ク a ンスタ，卜の重要軍事目檫の砲 拳は、 好 成紱を以て繼枝され てゐる。 

空軍;±宠夜を分たずセバストポール耍塞を燔擊し、港阀施設に命中禪を投じ、ソ聯軍艦一隻を 
損傷、大運送舱一隻に火災を起させた。 

〇十一月三日 

獨羅聯合軍の急追に ょり クリミヤの敗 敵は 二手に分かれ、 I 方はセバストポールへ、也方は ケ 
ルチユを越えて通走を企ててゐる。 

•空軍はこれ等の—兵 ssy — され si 襲して、商船十隻凡そ i 八千啦を 命中 
彈にょ〇擊沈し、尙十四隻に重大なる損傷を與へた。 また 他の爆擊機は セバストポール及びヤル 




夕の港展、芝 tt に向ふ路上及び1東北 f 在—事 i 擊した。 

クリミャ SSSS 架戰后し、今1 sf 十五人の I 、 i 三十 

_の戰 I II 外に、_の| 1設した一萬 
三千倘.の地雷を除去した。 

伊太利軍隊はドネ，ッ盆地に於て更に多くの工業都市を 戰ひ 取つた。 

產線 iff 謹—————— ルス ク 

は、歩兵及び戰車部隊にょり占領せられた • • 


0十 I 月四日 

ク9ミヤ半島に於ては獨羅聯合軍は追？枝けてゐる•所々 は 

れ、眷 f オドシャ ii 。 is — 

死二回— i 馨|多大の 

妻はク？、、ャ Q 水面に於5聯船舶£する攻撃を績行し、一千 S 商船一隻を沈め、大運 


送船五隻に命中彈を投下した。 

モスクヮは—堪擊を蒙つた•レ, I ングラ 1 ド夜 g 空襲の？ 辟に於て大火災が 起つた • 

〇十一月五日 

ク9ミヤに於ける敵の追架は、南方及び東方に向つて枝かられてゐる•地形の困唯て句らず一 
地點に於てヤィラ山脈を横斷して黑海沿岸に到達した。 • 

空車は クリミ ヤ半島の諸港、 セバストポール、ヤルタ及びケルチ，|を爆_し、2:の水面に於て 

運送船二葬一萬 SS 講一隻を沈め、他 SS 隻及び小巡筵| f 可なり S 答を與 
へた。 

- レ-ーングラード附近に於て 敵は、 激烈な準備砲轚の後冉び ネヴの渡河を企てたが、獨逸氓 r . ぶ 
禦陣は敵に多大の損害を 輿へ てこれ を 挫折せ し■めた 〇端艇約' fl 隻の内半数は沈沒し、 餘は返却せ 
ざるを S なかつ た。 戰承掩營下に我が，53?一線を突？んとする敵 M 次 C 企 H は、大槪準備中に 
失敗に鉍した。 

择—の大1仙、戰$び飛行機製11_市ゴル T に大空？敢行した 





大口 3 命中？、モ n 卜 rs 5及びヴ*ルガ；！： si 所普市內 S 道施 f 大 5 を生じ 
多數の大火災を惹起した。 

レ_|ングー1 K の—髮1泣看により火災を起した。モスクワも亦昨夜— 


0十一月六日 

クリミヤに於て1は、—窆5て1行中で—-ヤィラ山中に於て獨 I 
$は 鰲 した 敵 兵を掃蕩しつつ廣正面を以て ヤルタと7 „オドシヤの 中間に 於て證沿岸に 
突出した。 f スト方 sis 於け— S 抗も破碎 された。 達は この作戰 
を按けてクリミヤ水域 S 湯 S 北洁於てゾ聯 Qsy 类な5 害を與へ、 合計 一 萬三千 
囑 C , 孕.'9船一一一隻を沈め、大型商船 M 隻 y 保押に ょる m 傷を與へ た。 

レ-ーングラ丨卜於面に於て蛾の脫出企阐は又もや水泡に 私した。 軍の S 及び _砲兵隊は、 

レ，,ングラ-ド——望び—押12路—擊した。 ws 際—一隻及び 
貨物鉛 1 S 命 SI つた。 


夕9 *ャ半 a の攻略 


■ 03 


- 四〇四 

空軍の S 都市ゴル TS する夜努 際、 if ひ i 工場 に大 I ぜしめた。他 
C 堪擊機 S は昨5 k クワ及びレ-|ングラ 1 ドに S 及び燒夷彈を 投下した。 . 


〇十一月七日 

i — sf 、、、 ャ SW 、 歩行11山地と着銜の II 排して —. S 

である。 

急降下爆 I はセ XK 卜 f ル防衡 SSS ?— して 、 ISIf t 。 
ドネ，ツ盆？於け—伊 slsyl した。裘—の1に於て步§團は、 s 
固に1された敵—破し、— el 、 I 多くの砲を I した。 

rr ホ1フ 前面に 於て軍 S 兵は、—笤5|沈した。裔レ rN グラ 1 ドぬ1 
揮及び超 Mm 彈を投下した。 


以上管 q 軍 報道 tr ク = w 、、 ャ 15 いて i 細 S 表して— が、目下進行中のモス 
ヮ攻费 について は 例 y ょつて深き沈 f 守つてゐる。 



モスクヮ攻略戰の坪勒とも云ふべきゥャズマ及びブリャンスクの位阐戰の戰艰についてょ、 
十月二十四日附を以て5 5いたが、—Iし. slf つた S、 多— 
ず 再說 することとする。 

7リヤンスゥ及びゥヤズマの包圏戰 

とれょり先きヴォ a シ i フ軍はレ-ーングラ..ドに於て S に酌り、ブジ■ンヌイ軍はキエ 
フで大敗を喫したが、中央のティモシ*ンコ軍だけは七月以來獨軍の鐵 f 免れた のみならず 
東方から S 增 f?s 中々 f つ wf 謹を試み、最近では S 主力をスモレンス 
ク S 束方に集中して、♦ホ/將$下の獨逸中央軍と對峙してゐた。地固に1 く、ミン 
スタからスモレンスクを經てモスクヮに達する廣い自動本道路がぁる。 表面の ァスファルト塗 
がまだな？未完成 Q 狀態で凹凸してゐるが、それでも雨が降れぱ泥2? ぅに？舊式道を 
に比ぶれば、腐つても g である。從つてテイモシ*！ンコ軍の集結はウヤズマを中心に主にこの 
自動車道路上で行はれた。同元； gtlK モレ； s K クとモ K クワとの恰度眞中にある小都會グシヤ 
ドスクに司令部を構へて、そこから全軍を指 iiK した0 

フオン•ボック元帥の率ゆる獨逸中央軍は旣に j 简月半餘も膠潑狀 態を示し、この 分では レ 


ク9ミ*.半岛の攻略 


四〇五 


四〇六 

ニグ- T ドの鱟や南方友軍の進出をじつと待つて ゐるやぅ 

HP?- sllf ^ I^ s) a 

si—fN 七 illlii 、 增—— 

y 兵——し、後——雲 f i 、 |禮 、 i II する 

と— S 1 成するを待つて十二兰 n — として大攻勢に轉じ、幅 五百 キロの成正 
面に於て三供所で敵の戰線を突破した ので ぁる。 

敵は獨軍がスモレンスク、モスクヮ街道の嚣から攻めて f ものとその備へをして 

そ方—モスクヮ、 i ゥ—の南から强大な sf I 、敵の 

ン—1破し、 f — 霧— し I たデスナ河 i 

た^^0 ] ou る。 Mil も f nil 齧してゐ 

H 俄1旋— i し、ゥャ5附近に—してゐ If I し始め、獨1 
“。こ T 1"、. フノ i — 進し、その一部 ig し、他の一部はそ—進— 
i もに—グル-ホ rs から二 f A 彼方に— f 厂ルを I とし I も 
み ii — 始し ilfu ャンス i て———した。攻11 


笫 一 二：：！目になつても.敵はまだ狀況の判斷を誤 i り、應援の爲モスクワ加ら念行して來た像備軍 
は蘇ぐらにこの包阐阑内.に突入してしまつた。それと氣がついたときは旣疋遝く、南方から削を 
破つて包阐圈内の友軍を救はんとする敵の運動は悉く失敗に M してしまつたのである。十二月 
六 ri 顷か r > 敵は全 tftl 的に退却を11始したが、友軍同志の連絡が斷たれ非常な浞雜を惹起した。 
その內焱が義して、 S 降り出し、霧が掛り、地形 Q 見透しが利かず、脫出せんと f 敵 
の取退は IS 1 る S 難であつたが、敵方の士氣と反龄力はこれ迄に比し著しく弱つて來て、遂に^ • 
史以來空 Hrj . の大戰果を舉げたのである。 

一八一二年九月七日クツーゾフ將軍がナポレオン軍$:グロドノで防いだやぅに、ヒットラー 
の f 同じモスクワ街道で迎へ？て、獨麗線の中央突破を試み、成功の暁には獨 fs 
背面を席捲し C 、 レ-ーングラ I ドの念を救ふのがスタ ー リンの計棗であつた〇その目的の爲め 
に步兵六十七街師、騎兵七简師、戰卓十箇師の大兵がこの地點に集合されたのであるが、守勢 
を採るものと侮つたボック元帥に機先を制され、赤軍はマンマとその術中に陷つたのである。 

この收戰の«を ft ふてティモシ*ンコ將軍は m 部方时軍 PJ 令 tr に轉じ、ジ..丨コフ將屯が之 
に代つてモスクワの防備に當ることとなつた)何ヴォ B シー a フヘブジ■ンヌイ闲老.兀帥もこ 
れと前後して笫一線を退き、庳ら新 fii 師團の訓練; C 從事することとなつたと云ふことである0 
• 夕牛&の攻略 not 
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の一つである frvu — 、 カリ-ーンの料に進出、また SH 業中心地 
ゥヤズマ、 W て、今や北|§南か f —® sf 執つてゐる。 

- 線に。し、1下も十月二十 I 了して、歩兵1 

陣地としては、 iunfffl !。 モスクワ— 
1ブォレ. サロフとクリンとの™に I 帶の—はり、更 IU 
はヴルカとその貫流する人1があるから、北方 カリニン方面 t の1 ^ 

ur ! c £ UKM ;! l 55§—、 六十米 S 丘陵地1 M 蔽はれ^^ 
の il — 久的の — f _死守してゐる 
ヴフ、/ i ダ——した W し今芸はカルガ S : 芝於ては Tn ヤロスラ 

H ーノモスクワ 4 では f デ ィノの前方 5 ャイ スク、またル t •ノ、モスクワ ⑽で h 
である 。 RKXrif ili 四十キロ1」してゐ— 
の支流 -i _ rI バッ 1 ラの兩？激戰が展開してゐる。モスクヮの南方にはォヵ河とそ 

で t から、人工—が如何—めつてもノ 

ill |戀 。 M 




軍が外廊 is 贺線に取ついてから旣 y 月餘を經過してまだ 管し^ 進抄を見 せぬのは、天候 •小 良 
の爲道路が.泥2 S 言になつて戰$東砲 q 前進を g む 故である。尤も その內には天候 も 恢復 
し土地が凍結す ると 共に、目覺 し VA 進出を見る C とと 期待されてゐる。 


〇十|月八日 

クリミヤ半岛に於ける追擊中獨逸軍及び羅馬尼軍部隊は、 ヤイラ山脈の南端に於て赤軍 一^* 
師阑を 全滅した。ケルチュ岬の附近では縦深4 .キロに 1 L る 近代的 築城陣地を突破し 敵を急追屮。 

空軍はヤルタ南方の水域に於て 八干噸 の 輸送船 一隻を破壊した。一羅 馬尼浒水 艦は黑海に於て 
ソ聯運送船計一萬二千噸 を t ? 沈した\ 


〇十一月九日 

クリミャに於ては獨逸及び羅馬尼部隊は、南岸竝にヶルチュ岬 の 敗 飲を有效に追轚しつ〇ぁ 

る • 

夕ャ牛島の攻略 raD *. 
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〇十一月十日 

タリ、、ヤ tr ,- c 七 n スト-^-ルの-^力及びケルチユの；内方に於て、頭强に抵抗す る敵の後銜を疋 

に證した。强力な I が1たずセバストポ_ルに向けられた 油タンク垃に f こ大 t 

災が起つ た。 港内及び樂 S に於け•るソ聯 i 松1に大窮 i 議が命中して々 S 
を與へた。 

ドネ，ツ及びヴ M ガ Q 屮盟に I クワ S に於1、— S した 

ィルメン湖とラドガ湖と2中 g S てゥ：ホ N I え5はれた作戰中、 步兵及 1 隊 
は十一:，:九： n 夜 f 以—|2ティヒゥ v ン—り、多11 の— f — 
した〇ソ IW : 承 Q — は、1ホ及 M 耍寄類—して—がら11かれた。 この 戰 
區の戰 ® に於て 十 パ士ハ ns 、 約二萬の—及び f 九士ハ例、孴七十九 n 、 f 列上そ 
の他の軍; IJtJ 料を H 1 獲した。また約- V 千の地 vlf を除去し ^ jo 

東部戰線に於て今 H 迄. S たソ聯兵拙庚の數は三百六十二萬人に上つ， y 。 


〇十一月十一日 

クリミヤ半&進擊屮 S 獨 M _ s 軍は、* JI 枝きセバストポール及びケルチユ方•曲に赤軍を追申中。 
空軍は地上部隊に協力、 N 4港を爆擊した k 空軍はまたモスクワ煳邊の赤軍陣地竝に軍事施設を燔 
粼して多大の戰果を收めた。 

カレリャ 地峽北部の獨坏聯合軍は、 M 天候と W 難なる地形を H して 赤 H ? を；^攻、有力なる敵帥 
圑を哦 M し、トーチカ七百、戰水四輛、砲三十門、機 g 銃： CI 挺以上、その他軍9 gn 1多數を南拖す 
ると共に、赤：朱將兵一千名以上を捕旃とした。この戰 g に於て赤軍の死傷數千に上る見込である • 


0十一月十一一日 

クリミヤの獨羅軍は- m 敢なる迫帮戰を行ひ、ケルチユ m 方の海岸に到违した。空軍はセバスト 
ポール、ケルチ-'及びアナバの港^に有効なる爆^を枝けた。 

ツーラ m 方地 ' R に於て步兵竝に戰本部隊は、赤軍騎典師削を包阐攻辩して多數の捕虜を獲、砲 
夕9 w ヤ半&の攻略 四一1 



九十！門竝に其の他の器材を iia 獲した“ 

混成兵围より成るレ_フ\グラ.-ドよりの脫出企®は、獨逸軍の 暴に より 挫折し、非常に 多數 
の死傷？出した。その際攻取して來た戰卓十七輛の內十一輛を全滅したが、內七 S 最大 型の 
ものであつた。 

戰讓及び攀寶 itr S 5 V 敵 S 方連顏及び飛行1擊し、多数の列本及 

びソ聯空軍に多大の損 f 與へた。モスクワは i 爆 f び燒 S を見舞はれ、 S 施設 S 大 

な損害甚つた。共他ゴル T QSH 場£して夜問繫を行つた。 

〇十一月十三日 

クリミヤに於ける獨逸：來は今やケル t の要塞を攻解屮で. IO 同市南部に近—數の海 I 
臺は旣に陷落した。强大なる馕機霞はセバストポ_ル港内、.ケルチ，,海峽及び ml 海—匕；.，！.に於 
てソ聯 s 艦船を攻擊し、巡洋艦一隻、8艦一費び大商船 S に大損寄を與へた。讚の命中 
により1網地 .R にも大損害を生ぜしめた。 

爾餘2束部戰線に於ても局地的軍事行動により戰果を衆げ，^。.一 





軍の 11 砲はレ- 1 ングラ-:ドの重要軍事目標竝にク n ンスタ，卜の港灣及びドック施設を砲擊 
し、また モスクワ 及び レ* ングラ I ドに對し冇效なる空拳を行つた。 


0 十一月十四日 

クリミ - V に 於け る 我が軍はケルチ*に取ついた。同市街及び港は獨逸砲火の it 制下にある。空 
軍は命中彈によりセバストポールの海岸砲姿を沈默させ、同軍港の®姿軍赓施設を破垅し、二大 
貨物船に損害を與へた。尙ケル チ ■'より逃亡す る 敵軍隊を空襲した。 ti 拳機はその際計五千五百 
噸の輸送給二隻を燔沈した。爾餘の束部諸戰線に於ても局地的戰來を收めた。 


〇十一月十五日 

空軍は地上部隊のケルチユ攻擊と呼應して、クリミヤ半£5の諸港を猛爆し、セバストボール軍 
港、 ケルチユ南方の海峡竝にクリミヤ柬北海岸沖合に於て巡洋艦 1 、驅逐艦一隻、大型商船二 
隻に 大損傷を與へた。 

ク9 i ヤ半 ft の攻略 四一三 
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軍事 商 • El 四 

獨 V 開戰以来の獨空軍戰果 

獨逸 S ： 防—: SS 表にょ S 、 六月二十二 C ： 獨ソ1 f j 月十五 SSIS ソ1 
給に與へたる棕合戰果は次の通りである* 

►奶舶笮沈せるもの 

百三十五隻 合計三十八萬三千六百 ： Ji 十噸 
捎傷を與へたるもの百三十一隻 
これを水域別にする時は 

バルチ/海 ^ 沈七十七隻十五萬 六 千 六百五十噸 

損傷六十七隻 . 、 

0 海单沈五十- 7 \ 隻二十二萬七千噸 
損傷六十 N 集 

►艦艇擊沈せるもの 五十二隻 . 

損傷せるもの五十七隻 
C れを水域別に區別すれば 




黑 


バルチ/海 哦沈巡洋艦 二 驅逐鑑 九 

掃海艇 九 沿岸 I 艇一 
その他 九 

損偎戰闘艦 一 重巡洋艦三 
輕 巡洋艦 三 補助巡洋艦 一 
驅逐艦一六 砲 艦一 
掃海艇 二 

海牮沈戰闘艦 一 巡洋艦二 
驅逐艦 六 潜水艦二 
砲 艦 二 防空艦一 
哨戒艇 一 快速水 rlj 艇一 
沿岸矜備艇 一 

拟傷菜巡洋艦 一 輕巡洋艦 H ハ 
驅逐艦 一 水！ a 艇二 


其他艦給 I 〇 


〇十一月十六日 

獨蠢はセバスト f ル及びケルチ H 1發 、ソ聯 砲艦 i 及び I 給二隻 SI 
h たまたテイヒウイ X ( レ-ーングラ1ド東北百二十キこ地 S 於て獨至 兵二箇 中段は、敵 


〇十一月十七日 

II は昨— S — ヶル 1 1取した。かく 5 ?、、ャ2の東部は 

悉く我が？ S た 。 f び— S ょり S し為 g 數？ の後十萬一子 
六百人に上つた。地上®於て—の霜 f 出した敵の I は、ヶル t 海峡を 渡つて贤を 
試みたが空襲にょり m 大なる損咨を蒙つた。 

母—及 s—j 成 1SSS 、 モ 551 びて，グダ周 f 赤—! び 



罄：联 肩 13! に飛行場、證等に対し有效なる攻擊皇行した。また昨夜 モスクワ 及びレ，, ングブ 
1ドを 爆擊した • 


〇十 IM 十八日 

クリミヤに於て爆粼機及び急降下燔擊機は、セバストポールの要塞竝に港科施設に對し殲滅的 
打擊を加へた。その際大印輪送船一隻を爆沈し、驅逐艦一隻及び商船一隻に m 傷七與へた〇ドネ 
，ツ盆地の作戰は、天候及び道路の關係良 r となると共に再び續行を見ることとなつた。敵は場 
所に依つ SS 抵抗した盟ょ蟲¥られ、其 Q 他 Qi 地帶もた。多数の運轉 
準備を完了した貨物列車は奇襲にょり我が軍の手に落ちた。 

極北地方に於て爆帮機はカンダラクシャ灣四方の赤軍バラックを破埴した•空軍はまたモスク 
ワ及びレニングラード、その他ヴォ〇グダ地方の飛行場を煺擊した。 

0十一月十九 日 

ク ，ミヤ 半 岛の 攻略 四一七 


申ナ：：戰線に於ては：！：：下 r 攻勢が展開中である。 is 近三 afin の 戰關 rc より 一 萬人以卜 - co llli iii - を逢、 
戰—七十一輛を—した。.^ スト f ル業— gli 及び火—に盗 f 起した。 
同港内に在りし大饕物船一隻遠彈 S に m 傷を蒙つた。 . 

鞞闊機は阼夜モ K クワ及びレ_|ングラードの茁耍軍事施設、竝に中央郃戰線に於ける敵の後方 
連絡路を ii ^ した。 

0十一月二十日 / 

東部戰線に於ける攻勢は順調に進行中である。空堪は|::|海東北岸及び中部及びドネッツ盆地の 
. ゾ聯飛行場を堪擊した。追擊機と爆 ^ 機の編隊は、中部戦線 拉にゥォルホフ前方の鐵进述輸機關 
及び 交 1 I!i 路を爆堆 した 。モスクワは 迸 lisj 强大なる 爆 ^ 機 編隊に よ h 爆 禪及び燒夷彈を'投下され b 。 
レ， I ングラ1 ド 附近に 於て 戰 ■二 g 大隊は、 S 裘 ts によゎ微€大§ 部隊备 ひ 飛 
行機八機を ^ 樓し た。 



0 十 I 月二十一日 

束 部戰線 ドネ，ッ盆地 及び中央部戰區に 於て戰況は•史に 進抄を 見た。レ=ン ダラ ー ド 前面に於 
ける敵の 脫出企 阔は、獨逸¥ の 反擊により失敗に M した。 


〇十一月二十二日 

フォン•クラィスト上將指撺下の快速部険竝に武裝親衞隊は、激戰 b 後ドン河下流の a ス トフ 
を奪取した。これにょつて今後の戰叩繼玷に特に)11耍なる商龙及び交妞の中心地が、獨¥の有に 
歸したのである。 

この成功に對しては、リックー•フォン•グラィム航空兵火將の率ゆる空：虫が、大いに與つて 
力があつた。 

東部戰線の他の地：3：に於ける攻擊も更に進涉を兑た。 

レ-ーングラードの 前.曲に於て戰肀及び低空飛行機にょゎ掩護されたる數度の脫 m 企 y は、我が 
軍の反^にょり挫折し、敵は戦卓十•九輛を失つた。 

軍阁 ie フォン•グリ.-ゼン步兵大將は束部戰鉍に於て陣沒した。 

ク”<ャ牛島の攻咯 四一汰 
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TC 事篇 四一一 o 

• « 

待望 の ロ ストフ は遂に フ * ン•クライスト 將軍 .： g 下の機部隊にょり占領された。 

ロスト フ Q 本統の地 名は BK トフ•ナ•ドヌ 1 である 。ドンの ロストフと も云 ふてモス 
クヮ東北 S n K トフと® 別する。-同市はドン河 S し、アゾフ海の河2 ら五十午口の地點に 
ある水晚交通の要衝である。 ^-^ 三千 萬^ の石油を產するコ ー カサスと露 西亞 本土 5:5?ぐ 咽矣 
の地で ドン 河の水運も加は り 南 露 交通の一大 中心と云つてょい。 人口は最近の調淹では五卜 
二萬ある"同市—られ窆と — S とつて W 非 S 痛 乎で、 i を排 して そ SE を S 
たのも尤も千萬である。 

\ 

0十 I 月二十三日 

東部戰線に於ける獨軍の攻擊は 有利に進行 中 • 

{ 

V” / 

〇十一月 II 十四 B 




柬部戰線中央地區に於ける我が軍の攻轚は更に地歩を進めた。我が戰車部隊は激烈なる戰闘の 
後モスクワの西北五十キ n のソルネチユゴルスキーを占領した。モスクワ地區の鐵道施設に對し 
て空襲を敢行し、全彈命中により多數の鐵道線路を破壊した。 

レ r〆 グラードの前面に於ける敵の脫出企！！は、又もや多大の損害の下に擊退された。この際 
敵のタンク八輛3內大型七輛が破壊された。我が軍の m 砲はレニングラードの m : 要軍事目棹の碣 
轚を较行した。 


〇十一月二十五日 

東部戰線中央地 K の攻擊は有利に進行中である • 


〇十一月一一十七日 

東部戰線の北段竝に中央地區に於て我が軍の攻轚は更に進抄を見た。 PK トフ附近及びその北 
方に於けス敵鉍は多大の損害を以て裉退された。レ_1ン/ラードの包阐線にぁつての敵の•脫出企 

ク 9 iv 半島の攻略 四二 一 


圖は^く失敗に M した。， 

P 十一月 II 十八日 

ロストフ附近泛1，ッ河彎曲部に於て飛行機及び f 掩 SZ 鎖して來た赤軍は、.^ 

m 寄を蒙つて擊退された。 

東部戰線中央地说に於ける堅固なる敵陳 地は 突破された。 

レ--ン vT ド前•曲の我が i 兵は有效に同市前方の 船舶を砲 擊した。全 I に沿ふて敵方鍅 
道の— sf れた。 S 機 Q 1 は囊ともモスクヮ及びレ，ーング f 卜の——擊. 
した。 • . 

十一月十六日ょり二十一日迄の間 is 飛行機百六十八 機を 失つ た。 その内七十三機蜱 
空中戦に於て銮され、二十四機は高射砲に ょり 射 f れ 、その餘は地上に於 5 f れたので 
ある•同期 llii 内に我が軍は4■二羧を失つた。 



〇十一月 II 十九日 

モスクヮに 對する攻擊は更に進涉した。 BK トフ附近竝にドネ，ッ锊曲部に於ては、见敢 に 逖 
行したる攻擊にょり敵に多大の損. W を與へた。我が軍は N 際法の規定に反して獨逸軍に fl する戰 
g に參加した市 W に對して報復の果に出づるため、一先づ a ストフの中心部から撤 M した。レ u 
ングラードに於て强火なる兵力1:以て試みられた脫出の企阔は失敗に終つた。 

ガソリンの一滴は血の1滴である。コーヵサス油11|からの送油管5:失つては、赤旃茁は燃料 
の供給を断たれて足掻がつかぬやうになる。この? R 山だけでも、怎うしても II ストフを獨逸人 
の手から奪回する必要があるので、ティモシ*ンコ將軍は大兵を»4合して逆 K に轉じた。それ 
のみならず撤退の際赤軍が、 rlj 中きの場所に仕掛けて姐いて逃げた時計信管附きの大项堪 
揮が、 la 々炸裂して家屋を崩坊さすので、流石の獨逸兵も遂に居たたまらず、同市を撤 M しか 
けた所を M 勢な敵に進擊されて、遂にタンガ a 1グのこちら迄一時姐却して隊伍を#へつつあ 
るやうに思はれる。この際伊太利の二简師が全滅して多數の描旃を敵手に委ねたとのソ聯側の 
報知があるが、 irr 僞の程は保證し澉ねる。！ Z 逸關ではドネッッ地方及びクリミャから大念ぎで 
增援軍を念派中であるから、頹勢を挽 IB 1 する遠からぬ C とと信ずる。 

ク9ミャ宇島の攻略 四一一三 


ロブトフげ iy ドン地方 y 於ける is 、 S 4力して防謂に於て昨 H も S された 
I に多大 S 蓄與へた。獨 ls 5' vt グ3東—管42石油—を—し 
たモスクヮ附近に於ては步兵拉に戰ホ部隊の蠢にょり、次第に 土地を雲しつつ ぁる。 レ _一 
ングラ I 卜 S で敵 a 、 載3助の下£出を試みた餐 f れた。極北地方に於て1粱拽 

は' ムルマンスク SI — ひ sisfl 屮。爾 gl - 襲は南部及び中 
部 1 C 飛行1•ひ重要—施設に向つて行はれた。またレ，ーング _T ド及び モスクワ 
聳問空襲を敢行した。 


〇十 II 月 f 日 


ロストフ地方 sa 昨 H — 行し、 f 人的及び物的資材 g 消？ 11 
大の死 f 出した。 モスクワ S に於て步 S に—は、 ソ聯首府の— に向？更 






を搜 W した。レニングラ ー ドでは敵は又もや無益な脫出企阖を繰返した。右反擊の際ネヴ河の氷 
■上を 渡つて凍 襲した敵は、多數の戰死者の 外に冬 數の捕旃を出し戰車三十輛を 失つ た。 その 內六 
輛は蛟大型であった。中部及び北部戰 tl に於て空軍は、良好の成縝を以て敵の兵站線を攻犖した。 
ゥォルホフの 東方に於て敵の舍營及び材料倉/ 4 i に爆彈を投下した。クロン ス タットの水面に於て 
碎氷船一隻が ti 擊機によ〇爆沈された•また大商船 一隻は 命中彈により大破した。 モスクワも レ 
n ングラードも引轼き.空襲を蒙つた。 


0十一一月=日 ' 

モスクワ戰線に於て、强大なる 燔辩機 及び急降下爆 锒槻編 隊によ h ' 援助せられたる我が步兵及 
び戰車 部隊は、敵の頑强なる抵抗及び局地的 反轚 に拘らず li に芯干の 地域を 獲得した。この 交戰 
に當り昨 a 中に 敵の戰車一一十輛を破 碎した。 


〇十|一月四日， へ 

ク p - t 牛 a の攻略 四一£ 


, Mil 六 
ドネッ—に於け—力な— SI は多大 gif 出して I された。 

レ-ーングラ I ド前面 SS 出 i 莲もや失收に終つた。 

$はムルマンスク鐵 I 路の一部を爆破し、 is りレ--ングラ I ドを—した。 
11はハンゲ—)を占據した (註。 同市及び同半 S 芬ソ Is くソ聯の 
4地、—2地より退去§萬一 If リ—獨逸侧—上げ1 

PUMlilli 二——、 f 各— i 兵六 
千 V 及ひ多嚴の軍 i とも—軍基地に入港；^渡されち 


0十 II 月五日 

東部戰紋の南段に於て 敵の攻擊は搏び藍されち 

レ_ーングラ1ド——— E 、 I 涅 •11 と良とが起つた 

り！のソ聯 g は、獨 逸_ の 機 is —の屢祕 

送45 七百剛の汽船 5及びソ聯快速艇一 S 沈沒 した， 

Ies — 南12スタヮ§1に於て、 Isig — 罡對し I 


\ 


t : 敢行した。敵は夥しき死傷者を出し、多數の砲及び奉； E を失った。有效なる空軍 S 夜間体撃は 
モスクワ竝にレ H ングラードに向って行はれた。 . 

雛 

0 

〇十二月六日 

東部戰綵の數箇所 y 於て敵は局地的攻擊にょり擊返された。レニングラードからの脫出企 IR 1 も 
亦弗大なる損 W の下に挫折した。 • 

芬阳矜内のオスムッサル a は海軍突擊隊により, , i 領された。空軍はヴォログダ地； S ： に於て多數 
の空輸飛行機に命中彈を投じ、昨夜モスクワの锊道設惝及び糂食工場を襲犁した。ヴォルガ河蚱 
リビンスタの飛 tr 機 X 埸に大口徑の燔彈を投下した。 


〇十一一月七日 

酷烈なる寒氣に拘らず、獨伢軍はドネッツ地 K に於て Ini 部的勝利を博した。束部戰線の^ ilii に 
於て敵襲を擊返した。 レ II ングラ1 F 前¢1に於て戰車及び爆擊機掩遨の下に行はれた敵の脱出企 
クリミ ヤ牛 61 の攻略 四 二 t : 



I 5111 A 

h ま 湯 薦勢 is , り空 

r g 地■塁に鐵道施設—襲して地上部 f 拨助した。 . 

百 uknrJI — の 一 i に、 i 飛行機二百二十八 f —。その內 
U 十六機 g 中 f より？七機は高射砲5り I され、漦地走於て—された。戈 
か方は東部戰線に於て5期！^内に二十 I 機を 失つ ヒ。 


〇十 II 月八日 

東部—に於け—事行—に作戰の方法は、— 亞の冬に 

と—。 長—|歷1 —Iffy & f と 

の st 對 r 敵 it は i 終った。ドネッッ地方では — ii ょ 
-領1?レ_1,\グラ1ド附近では敵は脫出—— 返した。—不良に 

空軍は、—の集圈、 II 野 I 地—攻し —、 H 

11つた。モスクワ£ずる諸_|运て—機 I 



本日の獨逸國防軍總司令部發表通り、東部戰線の全線に K り、寒威拽烈のため大規模の戰 S 
行爲は 全く 不能となつて、戰乎は來春まで持越される ことと なつた。都心まで四十 キロの 地點 
まで進んで、望遠鏡でモスクヮ 71 /の髙塔が映る位に近寄つたにも拘ら ず、 『嚴冬將軍』 の 猛威 
には \ w は屈する他に仕方がない。昔の戰史に見ぇる冬營ではなく、また笫一次世界大戰常時 
の塹垮生活とも違ぅが、兎に角戰線?:雜理し、場所にょつては幾分後退して防朝越年の態^ i : 
執ることとなつたのも！： >c 非がない。ソ聯側では獨軍が敗 S し，たかのやぅに全世界に宣傅してゐ 
るが、それは is 赤な噱でぁる。 . 

六月下旬開戰以來五简 H 半、獨逸軍の戰來は^倒的に目覺しいものではぁつたが、レ-ーング 
ラード 未だ降らず、モスクワも健闘を繽け、一度 撤退した ロストフは まだ 弈回 する に至らず、 
セパストポ ー ル 軍港も今抦 赤露 軍の手中に殘 つてゐる ことは、獨軍統帥 部の茈だ 遺 M とする 處 
である。 併し目下氣溫は零下 二十 五度に低下し•戰車の使用が不可能となつたので、 來赛の 解 
氷期迄は局地的 C 小戰鬪以外には全 M 的に停戰するより外に致方ない狀況である • 


夕？ャ半島の攻略 rail 九 


5 i 市 fs 

む す 

5 S 望としてはモスクヮ防洛高拽として本寄を毅に附したかつた ので ぁる•然るに嚴 
寒の到來と赤 I 死 Q 防戰にょつて、同市 si は少しく手 gl こととなつた。— の 補給路 
の開いてゐる大 1 Q 攻粮は非常に S 難で、1遠からずヴ h ルダンに—。 かてて加へて5 
冬將-•!•』の襲來は大规校 - <o 戰 g 行爲を不可能にしてしまつた。十一 7 J 八 n の獨逸阐防軍總切令 部 
の發表に—る如く、獨 SS 真んでモ？ヮ攻？中止し、屯部疆 來 f で持 
越すとと、なつ-^獨 Isgl : して華1に人り、不忠—收して休 f 
せ、または他 Q 1 に浩することとなつた。されば本戰 fl 先づ この 邊で打切り、 その後の 
戰況は追て增袖の時に補足す ることとし ms 4 られたい。 

併し— set — 筵2 K クワ攻 iQf を、 S 5 報1が—錢つてゐ 

る。(附11參照) 

モスクワ C 益 S 吉 llrzt 始まつた中部 1 S 攻1とする。 ウヤズ マ及びブ— 
ンスク S 大包 S 震戰 S ては、旣に前後二 E 5つて記したから之を：5しない • 


四=〇 

び 



y 六 m 


辨苑最土璀軍逸獠の釔斅傳季子 








-四 311 

五百言—一一侗所,：於て突破した1、帶 Is 速を利用して、5クワを 
中， P としてが5 n Q 弧を里く第一防禁線£到した。卽ちブリャンスクの南方約百六十キロの 
グル-ホフから出動した右翼—は、十月 f 早くも オリヨ_|、 十月 十二 S ツ 1 フの 
西南に到達した。またスモレ、ンスタ"モスクワ大道を避けて ロスラウル"モスクワ街道の南方か 

I 足した中央 I は、同じく，,ラ7 =カルガ線 S 達、轰部— s „ 7の西南約 S 
十キロ S ビ H ri し、—集— よ—られ t 大部 I 十五"モスクワのと 
方、レ--ングラ-ド鐵道線路上のカリ,ーン(舊稱トウ*ル) を卜 M し、茲にモスクワ攻擊の 態 
I へた S —。 

然るにそ sistll を見せず、道路はをるみと成つて I 、蠢車の進行を阻み、飛 
行場は i と化して攻防 sf 非常 sfs た。そなも獨逸將兵 Q 超人的努力によりモ 
K クフ=スモレンスク街进上に於てはモジャィスタ、ルジェフ"モスクワ街底ではウごコラム 
スタ、—ガ=モ K クワ1ではマ1。ャロスラヴ； S し、就屮3ャィスタに於 

ては旣 に5 SS 諸陣地を1通過してモスタワ 西郊の平坦 地に到達、 茲に騎 f の間忙 
一進一退の激戰を展開しつ、ぁつたので ぁる 0 

その內、管連夜 s 雨が止むと共に、天地は5ぬ f の SS と？、例年よりも母い货波 


の襲來にょ〇 土地は凍結して、# ■: 輛部隊の行動が自 IU となつたので、獨逸軍は十一月十八 E 冉び 
一齊に行動5:起し、モスクワ占領を E 桁して勇往邁進したのである。獨逸側の公報は例にょつて 
例の如く •要領を得ないが、クィヴィシフのソ聯側報道 rc ょれば、獨逸軍は この 方面に四十箇師 
團の兵力を集め多 m 2戰ホ師阁を動 ii して、嚴寒の到來前にソ聯の首府を攻略- T んと非常な努力 
を拂つたやうに見える。その結果として北部カリ- r ノ方面ではレ-1ングラード、モスクワ鐵道線 
路に近き小都技クリンを取り、次でソルネチノゴールスキーの小村(モスクワを距る五十キロ〕を 
帝ひ、また一段はその)|>方モスクワ"ヴォルガ運河上のドミト B フに達したやうである。同連7"1 
の兩侧には幅廣の逍路があるので、今後の進展に對し非常に笊耍な據點が獨軍の手に落ちた譯で 
ある。モジャイスク方面ではその束北のスヴ H ||ゴ P ッド(モスクワを B ! る四十キ B ) も獨逸軍. 
の乎に鉍した。カルガ方面ではナラ河畔のナホロミンスタ並にナラ、オカ m ^ x の合流地點セルブ 
ホフも旣に獨軍 s 手中に在るもののやうである。ツ i フ方¢1では同市はま•た獨軍の m 阐の下にあ 
るやうだが、獨軍の一部は史にその東方五十キ n のスタリノゴルスクを一 rl 領した。以上が十二月 
八日頃までの戰況である。戰綵の j 部は市の中心から四十キ〇の地點まで達して居り、この邊で 
一氣呵成に; - 5 : 攻擊の手段に出さうにも思はれたが、北方ではモスクワ運河の方面に仲び、南方で 
はスタリノゴルスクの方向に進出する所を見ると、無理攻めを好まぬ獨逸鉍高司令部では、或は 
むすび 0一三 




モスクワの完全包圍を目指してゐたやぅにも考へられる。孰れに しても 『嚴 冬將 5 が§ を挪 

ふやぅになつて SI 、 I 的 2 K ク51も11期 SI まで持越すょり 
他に致方なき次笫である • 


纔 

vs 








獨ソ戰役の概評 < 

9 

反共十字軍の意 II 

• • 

共產主義の本據サヴィ H 1 卜社钤主義谣西亞聯邦の首府モスクワは、將に獨逸. v 盟主とする 反 
共十字軍の屠るところとならんとしてゐる。獨逸だけ C 戰ではない。歐洲全粒の戰である。芥蘭 
羅馬尼を初めとして伊太利、^牙利、 KB ヴキヤの諸阈軍、ク a アチヤ、佛； gw 、 l«i 班牙の 義勇 
軍も、この歷史あつて以來空前とも！ 1 R ふべき大戰爭に、多かれ少なかれ寄與する所があつた。 

戰役はしかしまだ終了し さう にもない。獨ソの間に眾獨媾和が結ばれる であらう か？ 或はゥ 
ラルの彼方に後退し、•全シベリヤの人的及び物的資源を動11し、英米の後抆を賴みの綱といつま 
でも頑張る稹リで .あらう か、現在では まだ 逆阽し難い。唯これだけは確かで ある。 獨逸¥並に聯 
合軍の M 力の前には、さしも强大なりし赤軍も旣に散々に打負され、少なくとも 來る 一世代の [113 
は獨逸、芬蘭、バルト沿海地方、羅馬尼等の接壤 N は中すまでもなく、 M 餘の中歐、西歐の諸國 
に對しても、サヴィーヱートから來る精神的及び物 tf 的の脅成は全く消え失せてしまつた〇同じ 
反共十字軍の意義 四 三 七 




« ? 31三八 

ことがまた我が M にとつても言へる s である。慕を換へて.；へば、共爾釋倒 S にヒット 
T 總統 S 下に S 參じた二十世紀？字$來霄的は| I れ、—巴の_敎文 
化はこの偉大なる - ¥<勝にょつて、唯物主義の倭略から救はれたのである。その 文化史上の意義は 
i 二四一半四 =: 九 n リーグ -I ，ツ附近のヮ ルス タットに於て拔都. te 下の蒙古軍の 襲 來を敗 つて、 
K 羅巴文た獨逸骑 SQS に比9べきも S ある。然るに如何に政略上とは言ひな 
がら、自 由民袱の保_名を以て自ら任ずる英米の：^主キ：義敢府が、人袱蹂卿の張木サヴィヱート 
政府と合流して共 f.d 戰線を张り反共十字軍に對抗することは、姓に世紀の大鉛誤であり、基^ 敎 
文明の大汚點と f ね'—ぬ。—は；5阈の指—が深く想ひを人類 _f の推移に M せ、 赤 ^ 
の敗校から見えざる神の^判につき學ぶところ あらん ことを祈つて止まざるものである， 

本齊 は： u 版奔の它 s に從ひ、 M 戰六筒：：：目を以て | 先づ筆を搁くこととする。 今後の 戰 局の 變 
遮に就ては他：：：增補 SG 之を袖遣する狄りである。本齊の軍事篇は日誌の K 裁となつて居るので 
解說 中に5時々 S 戰 ：5 s 明に勉め s -〇で a 意が、それでも錯 S る戰 g_SQ 爲 に、 全 
體として G 作戰行 Ms 明嫛缺 く憾がな. SU 。 ょつて茲 S 美ヶ晶 S 驟過を槪砰 

し以て r むすび』とする。 



獨逸は なぜ V 聯を討たねばならなかつたか 

私の近業『笫二次歐洲大戰史略上卷』に於て詳述した如く、 ヒ， ブト ラ ー總統本來の理想は獨ソ 
の捤手ではなく、共通の利害の上からもィデオ P ギーの上からも、菇库相通ずる所のある：：：獨伊 
三阈 laj の防共協定の强化にあつた。あの當時若し日獨 fil - 三國の問に軍事 M 盟條約が締結せられて 
あつたら、チ*ンバレン酋相も一«-愼道な態度を以て獨波問題を處理したであらぅし、今次の歐 
洲大戰は恐らく勃發しけなかつたでめらぅと云ふのが筆者の管 li である。然るに運命の惡歧は一 
時相思の仲を割いて、獨逸は想ひもょらぬパ—トナーと握手してしまつた。獨逸の不信を trt る聲 
は當時我國の朝野に充ち滿ちたが、それが Ifrcaa は代へられぬ窮餘の一策であつて、決してヒ， 
トラー總統本來の意志でなかつたことは•本 , f - 六 n 二十二日の出帥の宣言で明かである。(政治 
筒參照)私は许てヒ r トラー總統百八十度の轉回を、彼の世界觀の破產と呼んだ。而もこの苦き 
盃を傾けてまでも一九三九年八二十三日の獨ソ不鉍略條約の締結を命じたことは、政治家に課 
せられた至上命令であり現«の悲哀でもある。 

爾來獨逸のミ，ヘル(正 Ifi : 著の代名詞)はこの協約を JEai に遨守することに汲々とした。波^ 
分割の結果、獨ソの兩闰は二十年振りに冉び阈境を接することとなつた、獨逸が雨！！1151の紛带を 

»逸はなぜソ«5:1+たねばならなかつたか 四三九 





I 四四 o - 
豫奶せんも s と如：！： s 力を傾倒したかは、 j 九三九年九月二十八日の獨ソ修囊 s 約が最も 
雄 W に之を物語つて.ゐる。卽ち額約の規定にょり獨逸は、舊波關の土地十八萬八千平方キロと 
二千二百二十五萬の人2領^:したに；^し、ソ聯は一千八 M 十 S 人 e を有する二十^;一千平 
方午 s s 土地を併呑したのである。殆ど兵に晚ら事的 S 駐しただけでソ聯は獅子の卜 
於に與つたのである。八，一つの證は、獨逸が嚣から手の出 S 欲しかつたレムベルグ周邊の 
石油地帶を、あつさりソ聯て ko たことである。獨逸がソ聯との問の^交の M 沿4:如何に笊視し 
たかは、五十萬人にも上る獨逸人をソ聯0新しき I 地域、就中バルト海沿議 S ら滾への 
揚けさせたのを兑ても. S 半 S ? も Q がある。獨逸が u £ ソ聯£して SSS 誠を盡 
しても、ソ聯は之に對して？ i 心であり、還5あつた。なぜか。ソ聯の外交1底 

に港む指霧 神は、 この嚣に英|2處34み$ 、そ Q 謹を S て共頌命卽ち霞階級 

の支配を歐洲全土 Sts つた'—ソ聯の他 Qj - S . そ Q 帝 S 裏 If C とを知 
らぬ領土慾である。矢つぎ平やに行はれた益領一部の奪取並に租借、ヱスト--ヤ、ラトヴ ィヤ、 
リトァ - I ヤのサヴィ T 卜聯邦への併合、ベ，サーフビヤの^回、北部ブコヴィナの占領 等、 平等 
人類 S 假 - gs 下に、帝 M 塞的 S +: 併合が： |i めて不遠旗 S 行せられた。かくてソ聯は短日 
月問に、5ずして三十七萬平方午 H s 土？二千 SS 人口を併呑.^てしまつ.^ので ある。 



ソ聯の危險性は間もなく一 «■ 明瞭になつた。赤軍師阐は挹ぇ間なく獨逸闲境へ增遣せられた* 

獨逸が大戰_に臨ん S またはそ S 行中、例へば一九四0年.*«:2佛蘭窺£中、一九网〇年 
秋の對英部隊集結 s 當時及び一九四一年莽のバルヵン作戰の途中、赤軍は絕ぇず攻帮準備を整へ 
てゐた。その上ソ聯と英®との BS : 契は一脖谣骨に現はれて來た。例へば、ユーゴースラヴィャの 
ク ー デタ ー が、英米ソ三阈の合作であつたことは隱れもない事 JK である。 

間もなく獨逸の謀報機關はソ聯の狨逸に對する攻擊計迸5:探知した。若し獨逸が英木土攻轵に 

づ七±、ゾ聯は Iff ちにその背後を W くべく、萬端の準備がおさおさ怠りなく進められて尻る旨 
が報 v - i - された。最早や一刻の柄豫もなし難いのである。總統一流の『斷』が下された。彼は先づ 
ゾ聯を討つて後一:の狼を平げ、 f 後徐ろに前 H ： の虎 S はんと決心し、英ゾの包靈に向つて • 
突然先手を打つたのである。 

對V 戰の闳難 7X る理由 - 

ソ聯と雌雄を決することについては谇品ならぬ W 錐がある。波蘭戰この方戰はれた何れの破雄 
ょりも困難なものとなることは、獨逸參謀木部にも明瞭に判つてゐた。 

第一.、赤軍は數的に優勢であり、優に三百筒師 W を第一線に投じ、一千與人以上の動 fi を行 k 

對ソ職 QW 難なる«由 四四一 


能力を備へてゐる。 

次にソ1的に SS 制苦、— i _ 的に二十年 一日の 如く 指 f れ—さ れて 
居り、そ S 上 y — 的にも統 I され—固な指 SI — いてゐることは、—1を一 
にしてゐる 。これは 一九佛蘭西とは非常な相違である。二 個 Q 相異なつ た 世 i の 間 D 

戰は、自 fl ? あつて、登？銮は S か S 戰嘉と—.へ—格—へてゐ 

る。. 

望に對ソ戰の難點はその廣大なる領域にある。今次大戰 S 作戰 S と比較して、國土の版 
大さとそ£異性が、如何に大 i 影 f 征共作 S 上5ぼしたかを硏究Iこともぉ、一つ 
の興味ある課題である。 

例へば深く獨讀 SI 人して t 黯 SS 、 その中央部に於て約 ft の幅を も 
つてゐる。こ S 地形 S ため— m 中攻拳が— S 力を1し 、 It cf 締めつ けて 
戰局は僅に三■で片付いてしまつたのである。 

怫蘭11作 S 、 證£1當1上 s _ s — に成功す 
ることを前提として、同 sf 英佛海峡乃至大西洋 f 靈すれば ょい SUI 
一にトリエル方ぬからセダンを越へてソンム河郎に突進し、更に同 河に沿ぅて 北上、出發點を 去 


る約四：白キ a の英佛梅峽に到達した獨逸軍突破戰略の成功により、獨逸の ra 部阈境と英佛海峽と 
の中 !{]] 地帶にあつた敵兵力の過 -1- 數を遮斷することが出来たのである。遮斷的效见を Y1 する海は 
-ここで完全にその效力を發梂した。 

次に獨逸軍右契は：史に新 II', 辩陬地から行動を起してウ * 丨ガン線を突破した。また：來の主力が 
戰線の中央に於て束南に， N つて rA 進することを抖たので、東部佛阳四に於て佝抵抗を较けてゐた 
敵軍の侧面と t 後を襲ひ、之をマヂノ線の前¢1に對岭してゐた獨逸の第三集削軍 C 軍)の方向 
に•想迫し、同集! il 軍と協力して之を全 M することに成功した。 

佛蘭西作戰の第三段防に於ては、大四洋岸が笫一段階に於ける英怫海峽と问栈の役割を演じた 
ので ある。 卽ち オルレアン、 トゥール、ポア ティ H を經て突迆 する 獨逸快速部隊は、大西洋 ^ の 
遮閉作用を利; IJ して敗妓の怫軍を掃盗した。斯くて六週間の短時日内に、この西部作戰は終了し 
たのである。 

ユ I ゴー K ラヴィヤ及びギリシャに對丁る作戰に於ても、地理的狀況が獨逸：卓の作戰を容祛な 
らしめた。卽ち比較的阈土の狹阪なユーゴースラヴィヤは、三方 { fli から獨、作、 W 、三 bsi の軍隊 
によつて包圍され、希職は海によつて囲まれてゐるので、その征服は比較的迅速に遂行されたの 
である。 

對 y s oaal なる 理由 四 四三 



拜的 /四四四 

さてソ聯の S は如何；」—ぅか。攻？ベ— N 土が狹いこと乃至はその主要部分を包幽す 
ること Q 可能性•美は敵 f 例へ适511的に向つて 1 し得 1 S する 
ことは、8 f とつ51益名す— f 以てすら、相—との出來 S の有利な 
條件でぁる。 . 

然る S 3 を5す S 解—之、ソ1 y 於5を—條1土の狹段、 
i の可2に絕為泛向つて fi is めて蠢い。これは—と5 类な地 
域に於て作 f 遂行して t H 4 si と5似たも Q が蠢。1方 •■§ では二千 f の顿り 

を#ち.亞細.“；}}々曲ではそれが五千五； a キロに傾つてゐる。 S エ龙も地域の谈大さに應じて策 
く 梯形を なして 分散 fidis されてゐる〇 

そこで獨逸軍に f れてゐる攻—法としては、例へば戰線の中央を S て錐もみ狀 S い突 
破孔を作り、 f から北方—は裘方しつ\赤 S 主力 S の方向に雲す f り外 
なかつた。これが幸5功して北方で连舆へ、南？は i . へ管證す t とが出來たコ 

でぁる。 

机上の戰略家はソ聯の地_を按じて、北、は你站のラドガ湖方面から、 南は羅馬 尼のガラッ地方 
から發足してソ聯 Q 全 f 包 gl 可能性^ とを說く％、これは盡ながら S に卽した 


計 通では ない。 笫一獨逸には事 K 上 これに 要する だけ 强大な兵力を 芬_ へ派遺 丁る ことが不可能 
であつた。また谢に芬蘭軍が東ブロシヤからレ-ーングラードを目指して進出する獨逸革と協 f -. l 作 
戰を執るには、七百キロを隔つる阐軍の&離が餘りにも廣すぎたのである。加之當時ソ聯海軍は 
まだ健在であり、タリン、ゼル、ダゲ、ハンゲ等のソ聯空軍基地竝に海軍极摅地が«#する 
問は、芬^ E 方： ffil から袖足的に行ふ位阐速勁は不 nr 能であつたのである。 

南方では束羅馬尼からドーナゥ河口地帶を越え、またその支流であるプルート河下流の甲1 1 '4な 
築城線を越えて攻笮前進することは、こ C K 4 地區に配 la せられた兵力では實行不可能であつた。 
芬蘭と羅馬^を y.i 右：1翼として、赤旃の全軍を包阐する企阏は壯大な .1|- 进には相違ないが、その 
中間に橫はる所の二千 ft 百キロの Lfl '. 離が、この壯一一を Jrc 行不可能なものとするのである。 

かやぅな- A 合でソ聯に對しては、敵の全軍を對染と-»る大規校'な包圍作戰の遂行は不可能であ 
つたが、小規校には各個擊破的に極めて有效な包阐の可能性が所々にあつた。これは序戰に於け 
る正面の中央突破と聯繫して極めて打效に利用された-その一つはビヤリストックの突出部であ 
り、他はレムベルグ地方やツ X .ルノゥィッツ地方で•何れも獨逸軍の勝利に W したのである。 

勝利の秘訣 

應利〇秘決 四日£ 


♦ 



本作戰运ても、獨—が今裘洲大 S 凡ゆ—於て i して勝利 S めた、同一の作 
戰上の原則がその眞愤を發揮してゐる〇卽ち 
一、奇襲にょり敵に不意打を^はすこと。 

一.、 it 敵 S 完全勦滅—的とする大 S る決心を以て作戰 If こと。 

,必耍に應じて決定的な地點に兵力の集中を行ふこと • 

一、上から下まで I 絲亂れざる厳格な統率を行ふこと。 

一、一 nliw れた3作譜、十分成功 SS が—? IH 、 f 迅速にま S も大赞敢 
に之を遂行する こと。 

一、だが決して霜はしな.^と。 S & く sf ? 無を行は ざるとと。 

一、機械力を充分に活用す ること。 

等である。 

新作 f II 雲1荠—、獨ソ尝は獨 I にょ4撼なく 

責行された。卽ち開戰不可避と見るや、何等政治的の折術—前に行ふことなくし5然ソ— 

に向けバ 1 mlis 31始されたのである。その折ソ聯置身が旣 SI 勢にあ 
名めて S .)5 證方爲1つたため、獨12效 f — 学—が出來 
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たのである。 次-,- 赤軍統帥部は、獨逸が經濟的見地から ii も 市： 視する ウクラィナ 地方に向つて攻 
擊の重點を S くものと豫想したのに反して、獨軍が主力をプリべ，卜沼澤地帶0北方に集中した 
ため、まんまと計略の裏をかかれた。それのみならずソ聯は、羅馬尼及びカレリャ地方にある獨 
逸軍の较左 * 及び最右翼の兵力及び行動 5:誤 測して、敁初は之を過大視してゐたので ある。 

今次大戰の特徴は廣汎に>1:る利力の驅侦である。これは獨ソ戰役に於てそのクラィマックスに 
達した。十：：：末に獨逸軍が卤獲または破壊した飛行機の數は一萬五千、戰車の數は二萬を突破し 
た。共の他のトラック及び卩觔水の數は數へきれない。この尨大な器材戰に對抗して勝利を！&す 
ベく、獨屬⑽の用 As した對空、對戰車火器竝に戰車、飛 U 機の優勢と、これを供給した軍事工業 
の生淹力は寶に驚異の至りである。茲にも獨逸の勝因の一つが存する。 

獨逸軍の攻轚開始 

ブラウヒッチ元帥を總司令官と仰ぐ獨逸陸軍主力の主將竝に集結地は iv : の通りで ある • 

一、北部堪團軍司令官リ，ター•フォン•レーブ元帥 
空軍司令官ケラートー將 
集結地キ 3 H ヒスべルグ 

再逸軍の攻擊開始 ra 四七 


I 


二、 中央集 ^ 軍司令官 フォン•ボック 7 C 巾 

空軍司令官 nH ルツエル將革、フォン； 5ヒトホ I フ * ン將 C 
集結地ワルシャウ 

三、 南部集團軍 - nl 令-* B * フォン•ルンドスー l ，トー C 巾 

空軍^令官 n * ャ iJJ 將 
集結地ルブリン 
これに對するソ聯例の陣容は 

~北部方面軍司令官ヴォ，ーシ 1 J 1 フ元巾 

m 

一、中央方面軍司令官ティモシ H ンコ元帥 
一、南部方面苹司令官ブジ"ンヌイ元帥で ある。 

獨—の主攻2 -ワル シャウ =キ， -- ヒス ベルグの 線から二側の——以てビヤ，スト， 
クの11思ょり—しつつ、 i 向—方にとつ S 破作戰とし1された。 
またこれょりも— S — ■が、111 T ベ，卜 S 地 S 南方に向つて强 
ブな兵プを集結しつつ獨逸領内5出せるレムベルグ、チ*ルノウィッ'ソ地方の赤軍を包 M 攻 
擊し.更に東方に向つて進出したのである。 















« , so 

この獨逸軍主力の行?; Jwl 始ょり遲れること約一週 ll!J にして、マンネルハイム 元下の ^ -- w ^; 
及びアントネスク醬令下の—尼、獨逸—軍がそれぞれ攻擊前 f 移つ たので ある。 . 
以上で獨逸軍主攻给の三針路が明瞭になつたと思ふ。卽ち 

一、 S 端はブレミッズルを 越え、 レムベルグ北方を圍んで キエフに 向 ふの もの 
二、中央は M 時に最强5祐_率であつて*ビヤリスト， ク Q 兩側面を包 g して、、，、 ンスク、ス 
モレ ンスク を經て モスクワに 向 ふもの 

三” rl 北端はコヴノ、デユナブルダ、ブレカウを經てレ || ングラ 1 ド南方へ向ふ もフ 

である。 

楚 E に播築されたソ聯境防禁陣地線 Q ぅち攻^.^,蒙つた g 所は、獨逸軍见敢 な攻擊 

e 前 —II してし まつた。— S 助真大級織 けた大戰—、■— S 
填にょり深く敵地£入す る 運；§20.5§た。 かくて强力な墨來 鐘は 步兵部隊を遙か に乘 
り越えて强力な § sf 完成し Ad 。 やがて彼等は、ソ波舊 sy 沿つて走つ て— 笛 二の 吞 
塞 i ち 所謂スタ-リン線 i 简所に於て S して、 狹き錐 もみ 狀 SS をキニフ、モスクワ、 
レニング T ドに向け突き進めたのである。 C れと前後して11 も亦ソ聯空域の制空插を戰 
ひ取ることに成功した。 


開戦 I 饉月目の戰糗 

開戰一简月目の終りには獨逸の煎本眾は、步兵部隊に先だつこと百乃至二百キ»の前方に到達 
し、キ h フの前面、スモレンスク附近及びその南方、ィルメン湖とベィブス湖の中 i : n 迄進出して 
ゐた。つまり七百五十キロ、 ep ち東京、岡山間の空路ょりも火きな fii 離を效阈領内に^入してゐ 
たのである。而もこの際妯も笊奥な點は、敵が03:の縱深を利州して獨逸¥の攻锒5:回避するの 
策に出でづして、却て逆に獨逸堪•に立向つて來て、マンマとその術中に阽つたことである。赤軍 
大敗 Q 敁大原内は、この CIN に YJ * 利/£スべースを閑却した^; -1 S -.0 結^であると愚--- '•¥• つする。 

戰線整備の II 箇月目 

^ • 

阀境の序戦に枝くスタ—リン：要法線の突破は、凡て ra 戦第一简パ中に行はれた c である。之 rc 
枝く笫二尚 HE は戰線の動きが连なく、一見膠:. , fe / rf 狀態に陷つた如く兑ぇるが、その Jff は设：：十や% B ' 
充のきかぬ人的また物的〇拟洚を赤：皋に與へた月でもある。 ep ち敵の捋 V ?は^計して捕说打二十 
五萬、砲一萬 iL 千 n 、 戰車一萬四千輛、飛行機一萬一千二 tl 五十機に增加したのである。 

單に表面的に觀察すると、開戰笫二消月目の初めの三週 ia ] は餘〇孙きを ii せなかつたやぅであ 
A 逸¥の攻擊開始 E 五一 




















« ? S 四 

るが、其3めて事件 s 多い月であつた。1一繁 s に管れた— SI 褰、步兵、 
■の第一線への器、8地上糾織 S 5- 部隊の線までへの前方移動、スタ.-リン線炎破〜 

扣大、梅 f り移動して來篇豐に新 S 師缧鑫 S 新銳兵力に—敵 S 力な i の S 
I 、道路等 e 修復、'補繁地 s 前方移動等がこ q 期問内に行はれたので—。 ， 

開戰=箇月目の特窗 

問戰三商パ目 S ? しては、§に於ける赤 SSS が、人力を以ては祭 や 支 へられぬ 
1 C に—られて來たことである。下世話 S ふ馨の山が兑えたので—。？ イルメ 
ン湖と。ヘイブス湖との問に斜に i されてゐたレ,-ング - I 卜防銜の非常に—な前進臨®地 
線力突 f れた。そこでこの方他からレ--ングラ—ド£る獨逸軍は、ラドガ湖の方时から M 市 

£る芬娶と湯的に篇し踅やぅになつた。璧賣2下旬 s 初め S 、 レ- rv クラ.-. 

ド內外の敵兵は完令に外界から閉塞されてしまつた0 
三筒：！：：： ZS 終りに獨軍及び i 班にょつて卜 H 領されたソ聯知土は、アルサス、口丨レン、ルタ 
センブルク、チ h ック保_、波蘭審府領を含む大獨逸と殆ど问一の器である。卽ち朝巧 
翼 S 太を含めた日本 S さに當る。如何にボル シ * ヴィッキ丨が野赞でも、听 くの 如き欺 












II ㈣ 〇 ㈣ n 

卜目 —— i isn “ 

こ屬な雲的— I—4f I、 il_ や 

u レソ聯の藍に於け— ss 大部分は、旣に獨逸：卓の手中にぁるか、 f u ノ 
に—の—に翁ために用——くなつたのでぁる。、ンベリヤの ‘い f 
■全§給 fi 的とは云へなぃ。ソ聯 iif 写へきゥクライナ sh 一 f 麥をも"«± 

HP パ rlllltl 在— 於てに 2 

fs { r ! lfi — 材 J されてゐなぃ。北— i 港ムルマンスクと 
1地-^ il ! ■れ f i ル———して 

っさえ,,力1 a ハル4,11把に役立たぬ。Iは日本の湾のドこ— 

つて.,るの—、—も1く、シ•ヘリヤ ■! 中 S の ft 大し—1 
ぃ。—近—11こ111た。—；領 
さぇたイラン•ル-卜は、简一米 SIf、 その輸送力は甚だ不充分.1?ス 



からの鐵道はタブリスまでで"そのあと四百八十キ B 程陸路連絡の必要がある。英米の諸港から 
波斯«までの M 路が旣に一萬一千海 M 以上もある上に、イラン縱貫钱道の北端バンダル•シャー 
フから衷海を渡つてヴォルガ河口のアストラハンまで、約一千 G キ.一の湖上榆送もまた能率が Iffi 
だよくない。到る所に所 gn フラスコの口がある。_之を耍するに、假令英米«*|;1の軍詬エ龙を傾け 
て援ソに熱中しても、收錢の赤眾を抖起せしめるために充分なる武器、彈藥、戰卓等を供給する 
t とは、目下のところ到底言ふべくレて行ひ難き事業である。 

開戰四菌月目の戰果 

開戰三苘 W 目の終り(九：：：二十 1 H ) に於ける獨¥及び聯合軍の戰線 は、 クリミヤ半岛2咽^ 

部べ レコ ーブよりサボ n ジ M 、 ド- 1 H ブルべ 卜 〇 ウスク 、ポル タワ* ロスラウル、スモレンスク 

等の東を通り、ヴォルガ湖及びイルメン湖を經てラドガ湖の南端に達し、 si にス ウィル 河に沿ふ 
てオネガ湖に到り，それよりムルマンスク_逍と約三十キ a を Hi ててその西に並行北氷洋に迄達 
してゐる。獨軍戰線の後方. C 於ては敵の有力なる部隊が、オデッサに於ては獨逸軍及び級 A * j / li 軍 
により、レ-1ングラ ー ドに於ては獨逸軍及び芬阳単によつて狹隘なる地域内に完全に包 固され て 
ゐるのである。その他ダゲ岛の大部分はまだソ聯¥の手中にある。また僅か一箇.帥團弱のソ聯兵 
開軟四ヶ月目の戰果 四五七 



- T -- - 

--- 

0 ». 四五八 

が、戰宰勃發前から引技いて芬蘭のハンゲに駐屯してゐる〇 

悶乳第三^パ^の終りに於て卜：領した土地の龙大さに相應はしい多數の南獲品がゝ獨 ^の手中 
に落ちた。 ep ち 

柿 0 二百一一十五萬人 
砲 二萬五〇 -E 
戰 車 一萬六千四^輛 
飛行機 一萬二千九? I 五十機 

に上つた。斯くて赤軍 Q 武力も宗 sf 泛近づかんとする S 候蜇はれて來た。 

E 戰霜 g 月 E は收搜の 2： となつた。本月の初めに キエフの 大包 編が終了した。ボヶ ク遠 
m の一部はゴ メル nB スラウルの 線から來南に向つ て 行動を 起し、ルンドステット浓 WH -: の比較 
的 S な一隊は之と呼應してクレメン t - グの橋頭陣地から東北の方向 S 出し、 S は キエ 
フの東方約二百キ a Q 地點に於て敵中連絡を遂げ、 キエフ 後方の敵五 S を|網 M 、 完全に拙 
捉してしまつた。敵の死傷が览なき上に、證軍は六十六萬五千人の大货捕保の外、砲二千二百 
• K 十 ET S : 会七十_を虐した。赤軍の左兹ブジ"ン ヌィ 軍の主力は、 餘りにもキエフに 執 
^• したために巧妙なる獨逸纸の让间速動に ょり 退路を 遮 ^ され、 殆ど全滅の ^ H を U たのであ 



斯くて獨逸軍 は 敗殘の敵 5: 追ふて、ボルタヮ東方のクラスノグラ ー ドを陷れ、開破 l )4^- nH の 
終りには ハルコフ CO 前¢1六十キ n の地點に迫つた。 これと M 時に他の獨逸部隊はタリ；、ャ半 ii の 
咽喉部に對 して 攻擊を開始し、該地峽を瞰制するベリコープの甲 M を薄ひ、深く地峽内 に« 人す 
ると共に、側面の防朝線を西はヘルソン南方の半岛、東はマリュウポール迄推進めたのである。 

斯くの如 J 世界の視聽 がま •た戰線南段の勁靜に集中されてゐる [:!] に、ボック元帥 fe 下の中央軍 
は十月二日突如として大攻勢に轉じ、幅五百キ P の正.曲に於て赤軍戰線の突破に成功したので 
ある。これより先赤軍は、スモレ、 〆 スクの柬南八十キロのヱルニャ竝にブリャンスク附近に於て 
扣逸軍の迆出を阻止することに成功したのみならず、この方¢1の獨逸軍は約一简 H 半塹垛に撺つ 
•て持久戰の態勢 5: 執り、ひたすら南方友軍の進出を持つものの如く兑えたので、ティモシ*ンコ 
將軍は前时の敵兵力を過小評 m したらしく、從つて稍油斷の鉍味があつたやぅに思はれる。然る 
にボック將軍はこの休閑期を利 i ! j して先づ共站線の稂備を完了し、诹線の- I - ILI ぐ If 後に充分の燃料 
彈藥を薪! I ' i すると同時に、出來得る限りの兵力5:增强姒中して十月二 H より全力を煨げて猛然攻 
m 前進に移り、三的所に於て赤軍の戰線を突破したのである。卽ちグルーホフ OCI 0 よ 
り前進した一隊は、十月三日赤軍戰線の後方二百キ a の m 要绒道交叉點オリ " I ル(00,(5を 
開戰 W ヶ月目の费采 四五九 





槪 評 四 2 
，桌 し、 UK ラウル" Hi ヤ S より出 f た I は 同じく I 十 J の彼—ユフノ？ 
f hnow)s した。また SS 軍は敵の抵抗を I しつつビエ r ( Bielo ) 蠢 出，？こ 
の S — な—名全 f れ、 S 軍 Qi 巧妙— 旋 EI により非常—大 
Z 敵 r パプは ブ土ンスクとウヤスマ附近 QI ； 商所に於て見事に包幽されてしまつた。斯くて典こ 
ブジ ，ン K 1 几帥の南軍が キ K フの S に於て捕捉讓せられた如く、ティモシ，,ンコ 元帥っ 2 

• 露 f ■ _lf ill 。 その 11 i 、 M/xt 
る窮 I ハ十 _ lx 、 §千—辛 n •繁一千二岛十 t — 前 

S した。—未—の大—る。今やモスクワへの1.1ものは、 M 市の—^；; 

两方に描は1 sitss られ產叢地以外には何ものもない？ —。 

ウヤズマ及びブリク s 包—?，，十九—以て其の f 閉 I 。而してこれ等の兵リ 
は f とモスクワ外塊の第一防—に向つて1し、カルガ、了口了スラヴ；ツ、モジャ 

イス ク (Kaluga-Malojlrvf Molisk) s® に於て 抚 に之を突破した〇また北方に於て 

はカリ rN (— Twer ) を：.：領し、ソ聯政府をして十月十 fl としてモスクワを—せし 
めた.ので—。そ S 亦防5、天候！ fs ため道路讓膝を沒する SP 焱の . r 進 
I み、獨兵進出の速1々純つたやぅに I 、旣に都心より四十キロの近くまで攻め寄ず 






















四 六 li 

て— ことと て、モスクヮの運命は S や決した と 云つ てよい。 ソ聯側ではティモシ*ンコ元巾 
m 这轉じ Jrn フ將 f モスクヮ方面の—贫に 住じ、— S — 援 
して r の抵抗を枝けてゐるが、到囊勢を挽 阅 する ことは不可能と思 はれる。 

北部て—、—:^の終りヲヴゴ ニ ドの北方よ f S を以て攻 

勢 I 、 II 進出嘉。かくて ■1 河 ill 

て？ n 方力 I ン方面への進出にとつて必要なる素地を造 つたので—。 レニングー I 卜 
S られた敵兵の包缓§ ■となり、クニスタ i 逃避 f 敵の露に對しては包擊 

1的に進行中で.—。—；！: 口に— SS す—鞭は、南方の才 ，セル 爱 — i 

u — f 十— II ? た。力111! —の—ベテ B I サ 

ヴドスク ( Ilk ) II の手 S し、ムルマンスクとレ--ングラ1ド？ 

道れた。ま— f ルマンス ii — ff 進—た 0 V 

る# rl . rl に — f if れた i — 於——は有力な 
1ゾフ资1して—六 f 千、砲— 二十門及 S # 二十—、ベレジャン 
スタ(1——)拉 S 濟的—足—5リゥ f ル f f ) I り、敗敵 — J 
てロストフ两方二十五キ„の地點に達し、尙—を枝行しつつ！？ S — により— 


梯隊(7/進出を容易ならしめ、第四ヶ HEC 終りに於てはスタリノを I'i 領し、ハルコフに边り、そ 
の陷落も 一.■一日中に迫つた。本戰線の後方にあつては、敵が勇敢に防銜したオデッサは十： T ： 十六 
日遂に梁馬尼軍の手に落ちた。 

V 聯軍は立直ることが出來るか 

m 戰笫叫0パ目の獨逸軍の棕合戰果は、笊要地域の薄取並にド2獲.|. , ,の尚に於て遙かに前=:を凌 
ぐものがある。開戰以來十月二十二 n 迄にゾ聯軍の较失した戰利 ni の總數は 
捕 虜 =1±ハ癸チ入 、 

砲 二离九千四百五十 n 
戰 車 一萬九千四百五十輛 
飛行機 一萬五千三百八十機 
の多數に上つた。 

獨逸側の占領した土地の面積は約五十萬平方キ a に近づき、略火獨逸2にチ X .ック保護領、波 
蘭總杼府領、ルクセンブルグ、アルサ K • a 丨レーン、和蘭、 rllf 義、瑞四、諸成及びス B . ヮキ 
ャを加へた面稍と伯仲の間にある。これを東洋と比灰すれぱ滿洲碑に朝鮮を加へた' rfll 枝に疋敵1 
ra © 51ヶ月目 * 〇職果 四六= 



る。 丨 

1 SI へば旣 S 奕—時 SI 歲 gf 雲して t 。 1 S ソ戰 

の性格か—へても、 i — 非常から赤 I 力の消耗は f ベ fs があると想 
橡してょい。寶際ソ聯が善<5たことは敵方も認めてゐる。しかし度東なる大敗北に第一線， 
11 sf — 兵1なくなつて、ソ S 今や老朽？1¥て軍隊の 
25中になつてゐる。梅-東からの軍隊及び器材の還げが近來著して 目立つ やうになつヒ。 
尊門家は近來兵隊の赛发しく低下したやうで—,,これは嫠 f 將•校の M 光錐と 
共に赤 S 來 S 關である。赤軍§として£備が§や昔 H Q 如く袭してゐないことは、 
—乂ほ— S 及び飛行携 SS し—少 1 41とが出 f 。 S に於ては 
ソ — SI、f く畐錯 I い—ふ S が獨 1 SI で—-然らばソ聯は來 
らんとす S # 戰期 S て——し、1?—之—練— することが 可 
能であらうか。 

前？述べた如く、海外から の 大51 の 供給皆 下のと ころ種々の隳が あつて、 到底 ソ 
聯軍 奪に もない。然らば ㈣ 内遺 の 現狀は如何で あるか。 

ツ聯側の-統計にょれば、ソ聯邦工業鑫5する欺逮(但ゥラルを含む)の割合は八五％、重 




H 業は七五％、•電力八 五％、 石炭七五％、石汕九〇％、鐵魂七〇%、铣鐵七五％、非鉍金婼七 iL 
% , 、金竭ェ龙八〇％、化學ェ業八五％となって.ゐる。今ゃ獨逸軍はゥクラィナ及びドネッッ盆地 
の全ェ龙地帶を席棬し、ハルコフも陷落、レ-1ングラードは完全包凼により問題外となり、モス 
ク 7 周邊の工場は獨 11? の接近により全機能を停止し、機械を取外して安全地帶への移 K に脛命の 
努力を傾倒してゐると云ふことである。果して然らば 4 i も內命に見秘つて 


石 炭 六七％ 
鐵鑛石 六八％ 

マンガン 七〇% 

石油 一五％ 
銑 鐵，六七％ 
鋼 鐵 六四％ 


はソ聯の權力範阐外となり、銃砲彈藥の裟迭、戰本飛行機等の供給にも非常な支障を來すこ とは 
火を睹るょりも明かである。 

レ-1ングラード、モスクワの二大都市の陷落は最 -¥• や時 IliJ の問題に過ぎない〇ロストフがやが 
て獨軍の手に鉍すると共に、 n 1カサスからの石油の歐谣に入る道が杜絕してしまぅこともソ聯 
ソ媒：卓は立直ることが出來るか 四六五 


にとつては非常な痛手で—。尤も我所1西蓮 S では、ソ聯政府が ょしんばヴ ♦ル 
ガ河の彼岸 S 退しても、1びシベリヤ？？動貝すれば、 f くも四 i の工業殘ギ 
力を擁して、充 f 自給自足が出 fs 上の可能性がある。1はまさかヴォルガの線を越え 
て敵を追窮すまいから、同河を隔て、•翁戰、ゲリラ戰が展開するであらぅと言ふのである。こ 
ssf 就ては私は何れとも響し S い。しかし證側 p は、ソ聯 g 前 f ついてはそん 
な樂觀說は單に S 嚣、英米側 q 希望的3 S ぎない畚ふのである。4年度 Q ■は船寒 
期の i と共に a 然停戰狀態に入り、 f 的討共作戰は來存に持越され f る。ヴォルガ3 
彼方に 這したソ聯の手に？工業力は、ウラル、カザクスタン及びアルタイ山脈(ク•スナスク) 
の 西部シ ベリヤに愈所 I •クズ t ツ—で 、 f 大目に見秘つてソ聯全產額の三 
割— HI。 しか4れら— SH 證—料151、レ--ングラ1ド、 

モスクワ、ツ1ラ、ハルコフ及びドネ，ツ i 地帶の—、わけても精密工業— はれて は 

S が fS れた言なも d 焚器、—び火 S 勿 iisf I、飛行機の約 
八割の製造能力か失はれ、盏 S つてゐるであらぅと W ろ Q S 兵畐師 g g 充 -S 關の山で 
ある。如何に人：5資材！^ま SS 餘裕があつても、新賛力 S 備は i.u 力では不可？ あ 
ると云ふのが獨逸§門家の寶で—。コ . .カサスの石加檢 f はパク—からバツ —ム及•ひポ 


K イへのパイプラインと、同地か〇グロ' y -- 1、 マイコ， ブの兩油田地方を經て一端は a スト 
フ、1端は^海岸のトゥアプセ港に達するパイプラインとがある。ロストフは陷落し、アストラ 
ハンまでが若し獨軍の手に M する時には、 n 丨ヵサスの豊富な石油は一滴もソ聯軍に屈かぬ。さ 
ゥしたらスター9ン政權の手に殘るものは、ウ'ラル南方から裏海の北岸へかけて散在する目下開 
浚中の新油 W だけで、ソ聯全產油-*:の約一割内外を出すに過ぎない。戰車やトラックが激滅した 
からょいやぅなものの、これでは近代的機械化戰には到底事足りな VN のである。 

銃後の蓮りとして I 番_になるのは、人口の問題である。ウラル.以東でスターリン政檨の利 
用し得る人 n は、精々三千萬から三千五百萬程度で.、それも荒溴たる地域に敌在してゐるのであ 
る。人口の密度は一平方' 1 I に十人か或はそれ以下でもある。シベリヤ領域の四割七分は土地の } JK 
結が甚しいために問題にならず、更にその一割は不毛地帶である。殘りの四割三分の内約 H 割が 
草原地で牧場に遮し、残りの一割が耕地である。極東に於ても農龙に利川出来る土地面拚はほん 
の僅である。従つて食 fa - の n 給自足も覺束ない。その上に交通路と云ふものがお諸し ic ならぬ位 
原始的なので、重要物資の能率的な1送は到底むつかしいのである。 

之を要するにウラル以東に敗退後も尙ソ聯に冉起の餘裕妈々たるものがあるなどと云ふのは、 
爲にせんとするアング n サクソン 側の宣傳であり、事寅に卽せざる架空の囈語に過ぎない。かく 
V ®:永は立 £[ ることが出來るか 四六七 


ソ聯の軍備再建が不可能である以上、英米が如何に對ソ援助に血の道を あげても '置の挽间は 
愚力今迄の喪失資材を補充することすら到底念に出來るものでない と 云ふのが、 獨逸 糊の主屋 
であることを附記する。 

十月末迄の赤軍の損害 

ソ聯軍再建 P 爲に缺くべからざる軍5器材の海外よりの補給が殆ど絕望であるのみならず、國 
内資游 及び工業 S 備の喪失により赤軍の再起が全く不可能でないまでも、 非常に困難で ある こと 
は前節に於て之を述べたが、一 gl ソ聯は今日迄どれ程 S 害を受けたのか。 

對ソ戰の繋として獨逸善局の非公式_によれば、十！^中の赤軍の規： a 、 粱兵師幽六 
十七師 、騎兵六師、 S 八 師と六 i 、 この總兵力は百六十萬人を突破す—云ふことで—。 
また六月二士一晶 S 來九月末迄の約百晶に、獨逸 S よつて鳘的に打破せられた ソ聯兵 
力は、 狙擊 兵師團 二？ 七師 、 S 五十 師 、置十九 師 、山岳兵九師、民兵二師、葬二百九十 
七師_ の外に、落下傘部隊三窗、歩兵一磬、戰車隊 II 、その—力六百萬乃至七百萬。 
十月-^迄の總決算は、擊滅された兵力約四百ヶ師團 、七 百乃至八百萬人に達してゐるらしいと 云 
つても敢て過言ではないと思ふ。その內約半數は捕虜、 f は戰死者と見て よい。 11 


は、これら C 敵師阐 S 司令部は悉く獨軍？ S ち、そ S 部も 2 を S してら、以上 
0師闻數を完將なき迄に擊滅したことは、絕對に疑問の餘地がな v > と云つてゐる。 

開戰五酋月目の戰果 

十月二十二日ょり十一月二十一日に至る問戰五简月目は、秋から冬に移り更る境目である。 

こ S 節には 露西亞 では天候が不良で、爲 S 逸軍及び同盟軍 SSM に非常な^;ぬを與へ 
た。冷たい雨は 連 H 降-® 綾いて晴間を見甘ず、道路は泥^:膝を沒する泥田と 化し、 飛行場の多數 
は水浸しと成つて使用に堪へず、視野も狹くなつて交戰甚•た難遄を極めた。それ許りでなく本年 
は寒氣が例年ょりも蕾襲来して、飛 y 等のいとしても、河川が氷結し始めたので機 
械化部隊の難依は非常であつた。 

そんな譯で征露戰役笫五箇月目の戰果が稍前月に劣つたのは止むを得ない。併しそれでも約五 
十萬の捕 f、S 約二千—輛、砲八 I 十門、飛 S 五 S 1 S した上、約十 H 萬平 
方キロ卽ち希槪全®! yc 夕岛を加へハ®積•我が S で言へば北海道に九州を合せた科の"^地を 
占領したのは相常なものであつた。 

本 nr の最大事件は何と云ふてもクリミャ半岛の 攻略で あつた。 獨逸軍が 初めてクリミャを攻轚 
開 K 五 « 月 目の» 来 四 六 九 



したのは九月の後半でぁつたが、方面：來司令宮リ，ター.フォン，シ，1べルト上將が不幸に_ 
戰死した？、一時 f たのでぁ气本— gif 1十？に1塞 固な•へ 
レコ-プ地： f の突破 ひ ぁる。赤軍はこの要地に非常に堅固な防 5事を施した上に、歩兵九巧巾 
團、 騎兵四箇師 f 以て クリミ ヤの防黎に充てたので—。 この天—利用して 永久 築城的- f 基 
築せられし、震1十晶 sils 漸くこの地 f S 謹して 1 

の自山を獲得 r ' た。そ1もなく1によつ て 1 に 沿 ふ 敵の i が 成功した。 
この二 勝に よりク I 、ヤ5■が決した—?よい。 かくて迅—敢 I 編に於て— ヤ 
イラ山脈中に打込んで— ISIi し、敵をセバスト f ルとケル t の二方1 
せしめた。2スト f A 業-内に逃込ん£に對する 2 S 々— 行中で 含が、一方ケレ 
チュ方敵：^之を海に呢迫して全滅さ^； る； j とに 成め した。 

開戰 AI _ S り§てクリ ，、 i 平定し、—セ i 卜 f X 一 As るだけ 
となつた。この作戰中 i 侧 s —一千 I 名、負思千§八十八 S 、 行— 仍二 
百四十九名2つた。敵 SS 麓約 S 人、砲四 S 十！：. f 冥士ハ¥倉。 

本月第二の布大戰较は B ストフの防¥ぁる。秋：—霖 S 口 K トフ"ハルコフ "クルス.クセ 

線の lal 行—り、屢の11念。前1の問 S — 業都市5占 


















四七一一 

步111、！|殘して— I 。 十 11 i し 

UU ゾ聯軍の大 f I しな—。その後突如として氷結 f 氣溫も 
デ下 I 十 度に？、 軍 Ifa 由 SS た。 殊に 泥中に 落 込ん fs 皆 固く凍りつ 
てまつた爲 u れを 氷結から解放す るに非常な勞力を要した。 

そんな， ff 成つてやつと大規校な作戰行動とが可能となつたので—。ロスト 
フの西方にぁつ5ブブクラィスト—の1、こ S ■じてロスト 5 傘の—出で 

ruri、f の重|、！サス作戰の111 

オリ I から！ン(卜ぶ，,ル)ま i 震5は 、 f if 初の三週間 
は殆と目ぼし5震 i 行装なか S 。 ラタヮ蓄 S め S 逛 S 馨〈すら、最惡〇 
f S 非常—力—し5<計蠢4行す t 志出来た 。 SSI にぁる 

if |の 

1が加はつて— iy なつて土地 S 結し1、屢 — se 由 — t 

とが出來、獨—大規模 slf 管 f 金。 T ラ—— S て同地 


の南方からカリ H ンの南方まで三百二十キーーの正面に於て、東北乃至東方に向つて攻擊前進が開 
始され た。南方攻擊部隊は急速に スタリノゴ s ッ ドを越えて約百キ b の地域を奪取した。北方で 
は タリン 及び ノヴ ォペト a ウス n エ を 攻略したが、成功は捗々しいものではなかつた。孰れにし 
てもこの兩戰_行爲にょり、來月の モスクワ 包圍攻擊が約. ai されたのである。 

その ! {a ルシ * フ 附近ではヴォルガ河北の赤軍防撰陣地に深&突破孔を作ることに成功し、これ 
を利用してゼリシャレヴォ(ヴォルガ湖西南五〇キロ)の敵陣地を席捲した。 

旣に開戰四简月目の終リ頃から引 禊き、 ノヴゴ a ッド北方の攻牮は多大の成功を牧めた。來北 
の方向を採つて奥深き敵の防销陣地を突破しつつ、先づティヒウィン、次でノヴャ•ラドガの南 
七十五キロのウォル ホフを 取つた。 この 地域の寒取に ょ blal もなくスウィル河畔にある芬阳¥と 
の協同作戰が nr 能となるのみならず、ラドガ湖の氷上を渡つて密に逃亡を試みる敵の、利用し得 
べき ラドガ湖東南最後の铽道線路を遮斷した譯である。それのみならずティヒウィン附近のボー 
キサ イト 坑の奪取は、ソ聯軍潘工業にとつて重大な打轚で ある。 かくてティヒウイン、ウォルホ 
フ兩地に向つて行はれたシペリャ師 M の反擊は、弗大なる拟.杏の下に^退された。またネヴ河を 
渡つて脫出を試みる赤軍屢次の企31も悉く失敗に終つた。 

カレリャ戰線に於てはべ卜 n サヴォドスク奪取後、ムルマンスク锊道に沿ふて北進中の攻擊は 
開联五ケ月目〇軼果 四 七三 
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成功の下に •ホウ H ネツセゴ七 a 8にまで達し、？オネガ半島から敵を擊攘 してしまった， 
因に 過去五箇月間に獨軍の獲たる戰果は次の如くである。 


第一 ：:: E 
第二月 P 
第三月目 
第四月目 
第五月目 


捕虜 

四一七、〇〇〇 

一、 二五〇、〇〇〇 

二、 二五〇、〇〇〇 

三、 三〇二、〇〇〇 
三、七九二、六00 


戰車 
八、七五一 
!四、〇〇〇 
一六、三九六 
一九、四六三 
ニニ、〇〇〇 


四、四九七 
一五、〇〇〇 
二〇、五八九 
二九、四三八 
二七、四五二 


再調査紡果訂正 


J れに對 し獨逸軍の損宵は、 na niii 以來十二月 I H 迄を合計して左の通りで ある < 
陸 軍 

戰 死 I 五八、七七三 
负 傷 五六三、〇八二 
行方不明 三一、一九一 
機械化部隊 


飛行機 
八、〇〇〇 

一一、 二五〇 

一二、 九五二 
一五、三八〇 
一五、八七 i ; 




戰 死 

負 傷 
行方 f 明 
空 軍 
戰 死 
負 傷 
行方不明 
海 軍 
戰 死 
ft 傷 
行方不明 


一六二、三一四 
五七一、七六七 
三三、三六九 

三、二三一 
八、四五三 
二、〇二八 

三一〇 
二三二 
一五〇 


冬期傳戰 

開戰五箇の戰紱は旣に斑氣襲來の影者で餘り捗々しくなかった。名にし負ふ遂西亞乃冬は 
氷點下 二十度乃至三十度を示し、獨逸の野戰軍！2とっては赤} T ♦以上 (/) 强敵でぁる。悚て期して 

•冬期 停職 四七五 



I 四七六 

はゐたも QG 、 酷烈なる蓥が人馬に及ぼす影響はまだ is じやぅが ぁつても、戰 車、 n 功 
車等機屮部隊 S 村-」遂に f がとれなくなつてしまつた。嚴冬 S の來襲と共 S 度に機械匕 
せられた近代戰 Q 面1失はれ、11次世界大 SS 相貌1し.*トン • n サ/ 
の昔11術21變した。獨懂 sf S 止めて『嚴冬 I 』 の來 f で持耐 
へた.ことは、赤軍の成功と云はね U " ならぬ0 

赤軍掉尾の成功はロストフの弈回でぁつた。フォン•クラィスト—の機中謹は、走軍と 
『嚴冬將軍』と SII た—なる敵軍 S し.—|人まで陣地を死守すると S たやぅな 
舊體制下の戰術を拾てて、潔く, XK 卜7を敵手 S してタン . tl グの線吞後返した。 . 

中央戦線に於ては、オリ ml ル東方？ h ルヒ，„ヴォ( IV 。) i ょり東北に向つて進 
出したグデリヤン—令下の戰車軍は、天候の不良を意とせ T ヤザン ( WPI ) 方面に向つて 
1ばし、ッ1ラ—包 S した。またこれょり北——1つ攻擊は、 

徐々に而も f — して、附翯？如くモスクヮ SS 勢—つて來たが、十 

一月の末3 5酷しい菱が襲來して、寒暖計 i 下三十五度まで降り、 f 交戰停止のマ」むを 
得ざる場八：：に立ち到つた。 

とれが護制 TS 獨11、血を以てした土 S 寸地尺地—に渡さぬと 





十二月二十一日軍 


















R 




卜 il ない。十二月八日— 

f 潔く—撤し、11理して、來實播奎 f 期した sf I 立つて鮮か— 
I と——1い。ソ聯 SMSS じ1$—に25つ会、到る處 
1されてしまつた。唯北方 ティ ヒウィン—)方懋戰線は餘りにも敵中に突出してゐ 

If 写 if if 1!素—の後 

以上戰線着 SI 、 旱 ief I は南—海 f ゲログ！？して、 

ドネ/'！:上流に沿ひ< ル n フ、クルスクの束方—ぎ、ツ I ラとカルガの中問を通り才力、ナ 
51點 S し、ナラ河 si — ミイスタより宅 フ街道上のペトロ ウスク 
に到りそれより力1ン西方約 f 口の地點に於て十月末の獨軍戰線に合流して I 。斯くの 
ulm /、 トリハフト t ルの—はその f して、—の i により、前線兵士に冬 

- 1祭兵力れを他戰線に轉用 J など、ひたすら來存 土を 
f £1統帥部の—決して小さくない。殊 £1 期編發^日 

塗霧— 11 i し —I 

云はねばなら5。馨は fl を得たこ1 よ—賀す |?ぁる。 
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リガ及びウィンダウ, , f 領 
スタ ー リン線の 攻擊問始 
チ*ルノウチ.*. • 領、セレト 
河 

ソ荪阔境都市 サラ 及びエス 
ヤ領 ベルナウ、フェリン、 
卜 B フ領 

スター リン 線突破、ウィ テ 
ク耍浓略洛 

スモレンスク及びキシネフ 
ツサラビヤ主：37占領 
獨羅聯合軍 ド-1 H ストル ： g 
t スクフ . s at 沿-一 -(1 


開戰 

ダ a ドノ要來陷落 
ブレスト•リトヴスク 要塞阽落 
ウィル十及び？ i ヴノ占領 
デュ ナブル グ占領、コヴノ北方 
の遭遇戰終了 

レムべルグ要寒陷落、ミンスク 
及'ひリバウ占領 


ビヤリストック附近の包阐戰終 
了、獨軍ボリソフ及ひ.ホブ A イ 
スクに達す 


反共十字軍進擊日誌 



日 誌 

II 日 ポルスタ占領、ジトミ Ipri 落 

四 日 K モレンスク東方の包 g 戰終了 

f . 赤軍全滅) 

五 日 エスト=ヤ領タブス占領 

八 日 ウマン方面の包岡戰終了、 エス 

トニ ヤ領ウ ：1ゼンブルダ . 1 I 領 

九 日 コ n K テン占領、 a スラウ ル 

(スモレンスク方而)戰終了 

十11一日 オデッサの束方に於て獨革！海 
岸に達す、オチャコフ.1::!領 
十四日 クリヴオイ•一ーダ鐵鑛山占領 
十五日 オデ、サの包囡完了 
.十七日 1 1 n ラ M フ占領 

|| 十一日 へルソン I 1 ; 領、ノヴゴ a ッド、 
キンギイセップ"ナルヴ占領 
|| 十 11 日 ケクスホルム占領、キヴィネフ 

占領 

|一十五日 ドニエブ a ベト 11 ウスク山領 


H 八二 

11十六日ルガ占領 

I 一十七日ベリスラウ要塞(ド- 1 H プル河 
下流)陷落•ヴォリキ H •ルキ 
東方の包阐戰終了 
II 十八日タリン. , T 領 

三十日芬蘭軍ウィボルダ占領 

九 月 

八 日芬蘭軍レ||ングラ.-ド束方のス 

ウィル河に達す 

九 日獨軍ネヴァ河に達し、シュリュ 

ッセルブルグト1'|領 

十 日ウヤズマ ( K モレンプ、クとモス 

クワの中|!11)卜：：領、レ=ングラ 
1ドの包阐完了 

十六日イルメン湖南方の遭遇戰終了 
十八日ポルタワ(ハルコフ西方) t ' i 領 
二十日キ H フト rt 領 


二十 | 日オュゼル . SC ハルト海) rH 領 
||十七日キ H フ大#戰終了 
||十九日ド-1エブ B ぺ卜 n ウスク東方の 
哦滅戰終了 

I 日芬 i ^ i 軍べトロサヴォドスク(力 

レリヤ)領 

111 日オリョ丨ル14領 

八 日アゾフ海北岸の嗌滅戰終了 

九 n 獨軍アゾフ海北岸べルヂャンス 

クを經てマリュウポ ー ルに達す 
十五日カルガ及 (> カリニン .*; 領 
十六日オデッサ陆落 

十九日ウャズマ及びブリャンスクの包 
圍戰終了、アゾフ海北岸のタガ 
ンログ占領 

一一十日スタリノ r 1 ? 領 
日 誌 


二十一日グゲ嶋(バルト海)占領 

一一十四日 < ルコフ占領、ペルゴロッド 
(ハルコフ東北)占領 
|一十八日クレマトルスカヤ(ドネツ)占領 
|一十九日クリミヤ半， K の咽喉べ9 コープ 
占領 

十一月 

| 日ウォルホフ(北部)占領、クリミ 
ヤの tr 都シンフ X. B ポール占領 
三 日クルスク占領 
九 日ティヒウィン(北部)占領 
十七日ケルチユ(クリミヤ半£5泶部) 
占領 

||十|一日；！ストフ占領 

||十四日ソルネチユゴルスキー(モスク 

ワ西北)占領 

十二月 

八 日寒齦のため大規校軍事 IX 励停止 

四八 H 
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